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福岡銀行
那珂川支店

S e a s o n’s  G r e e t i n g

今回は、福岡銀行 那珂川支店からの
初夏の便りです。

季節の便り❹

太宰府IC

博多南

春日

大野城

水城

都府楼南

筑紫野IC

白木原
下大利

都府楼前

西鉄
二日市

大野城

都府楼南

二日市

白木原
下大利

都府楼前

西鉄
二日市

水城

二日市

現人神社

福岡銀行
那珂川支店

グリーンピア
なかがわ
キャンプ村

●

中ノ島公園
●

いこいの森
キャンプ場

●

もーもーらんど
油山牧場

●

南畑ダム●

九
州
新
幹
線

那
珂
川

鹿児島本線

西鉄天神
大牟田線

那珂川町
●

撮影場所は、福岡銀行那珂川支店から車で南へ５分程度の場
所にあり、古い歴史を持つ現人神社の境内です。福岡市の南区
に隣接する那珂川町は、ベッドタウンとして発展している一方、
多くの史跡や豊かな自然が残っています。
青葉の熟すちょうどこの季節（5月頃）に姿を見せ始める渡り鳥・
アオバズク（フクロウ科）が羽を休める姿を、運良く撮影すること
が出来ました。

あら  ひと
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貝原益軒の座像（福岡市中央区・金龍寺）

と
っ
て
旅
と
学
問
は
表
裏
で
あ
っ
た
。方
法
論
と
し
て
の
益
軒

学
の
特
質
は
、か
く
の
如
く
足
で
歩
き
、経
験
と
五
感
で
確
認

す
る
実
証
主
義
で
あ
っ
た
こ
と
。自
ら
願
い
出
て
へ
ん
さ
ん

編
纂
し
た

『
筑
前
国
続
風
土
記
』は
、藩
内
を
く
ま
な
く
め
ぐ
っ
て
地
理
や

歴
史
、戸
数・人
口
な
ど
の
統
計
資
料
の
ほ
か
、土
地
の
動
植
物
、

特
産
物
と
そ
の
入
手
方
法
ま
で
調
べ
あ
げ
て
実
に
十
五
年
の
歳

月
を
要
し
、内
容
は
百
科
に
お
よ
ん
だ
。

　著
作
の
多
く
は
、「
損
軒
」と
称
し
た
期
間
が
あ
っ
て
の
実
り

と
し
て
も
、藩
の
務
め
か
ら
解
放
さ
れ
た
七
十
歳
か
ら
の
営
為

で
あ
っ
た
。『
続
風
土
記
』は
七
十
三
歳
、薬
用
植
物
を
中
心
に

し
た
日
本
で
初
め
て
の
体
系
的
な
生
物
学
全
書『
大
和
本
草
』

は
七
十
九
歳
、『
養
生
訓
』は
八
十
三
歳
の
作
。没
す
る
前
年
で

あ
る
。私
た
ち
に
も
学
ぶ
余
地
が
あ
る
と
す
れ
ば
、長
寿
社
会

の
養
生
の
心
得
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
盛
年
期
の
蓄
え
と
リ
タ
イ

ア
後
の
価
値
あ
る
過
ご
し
方
の
よ
う
で
あ
る
。

所在地：福岡市中央区今川2-3-23

FFG調査月報５月号　九州を知る！マンスリーコラム１行目に誤りがございました。
（誤）漂白　（正）漂泊　訂正してお詫び申し上げます。

　ほ
か
な
ら
ぬ
福
岡
藩
士
だ
っ
た
と
い
う
認
識
さ
え
お
ぼ
つ
か

な
い
の
は
、知
名
の
ま
ぶ眩
し
さ
ゆ
え
の
み
で
は
な
い
。通
俗
的
な

『
養
生
訓
』、『
女
大
学
』の
断
片
知
識
を
乱
暴
に
重
ね
て
お
ぼ
ろ

げ
な
輪
郭
し
か
描
け
な
い
浅
学
の
報
い
で
あ
る
。貝
原
益
軒
。

驚
か
さ
れ
る
の
は
そ
の
学
問
域
の
広
さ
。儒
学
や
周
辺
の
領
域

を
超
え
て
医
学
、薬
学
、動
植
物
学
な
ど
自
然
科
学
か
ら
歴
史
、

地
誌
、日
本
学
に
お
よ
び
、著
わ
し
た
本
は
二
百
七
十
余
巻
。か

の
シ
ー
ボ
ル
ト
が〈
東
洋
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
〉と
評
し
た
ほ
ど

の
知
の
巨
人
だ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
知
る
。

　「益
軒
」は
晩
年
の
称
。生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を「
・損
軒
」と
号
し

た
か
い
ぎ
ゃ
く

諧
謔
が
お
も
し
ろ
い
。三
代
将
軍
家
光
の
世
、福
岡
藩
士
の

も
と
に
城
内
で
生
ま
れ
る
。幼
く
し
て
書
を
好
み
、学
問
に
す

ぐ
れ
た
。長
じ
て
仕
え
た
二
代
藩
主
忠
之
の
怒
り
に
触
れ
た
の

も
才
智
が
災
い
し
た
と
さ
れ
る
が
、浪
人
生
活
を
長
崎
遊
学
に

費
や
し
て
外
来
文
化
を
学
ぶ
好
機
と
し
た
の
が
学
徒
の
証
し

で
あ
る
。文
治
の
藩
政
を
目
指
す
三
代
藩
主
光
之
に
許
さ
れ
、

大
成
す
る
の
に
京
都
遊
学
、江
戸
へ
の
旅
に
よ
る
当
代
の
学
者
、

文
人
と
の
交
流
が
働
い
て
大
き
か
っ
た
。

　あ
の
時
代
に
京
へ
二
十
四
回
、江
戸
へ
は
十
二
回
。益
軒
に

九
州
を
知
る
！ 

マ
ン
ス
リ
ー
コ
ラ
ム
…
25
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最新情報を携帯からも

チェック！
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九州を知る！ マンスリーコラム
博ク学ビ審ラカニ問エ。  貝原益軒

25

ベトナムを生産拠点に、
多くの人へJapan Qualityの
家具をリーズナブルな価格で提供。

株式会社 シギヤマ家具工業　鴫山 國利 氏

地域と共生し、安心・安全な
循環型社会構築の一翼を担う。

有限会社 オー・エス収集センター　野原 眞藏 氏
野原 雅浩 氏

6

12

【バックナンバーのお知らせ】 「FFG 調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。
http://www.fukuoka-fg.com/

C O N T E N T S

6 12 18

18 地域との連携を深めながら
未来へ邁進する、
高い専門性を有する
長崎市北部の基幹病院。

医療法人 光晴会病院　岸川 博紀 氏

3226 502

今
月
の
一
枚  

「
F
F
G
ど
ん
た
く
パ
レ
ー
ド
隊
」

26 地域と共生するFFG
宇宙の謎を解く世界最大・最先端の研究施設
「国際リニアコライダー（ILC）」を九州に！

　写
真
は
、「
第
52
回
博
多
ど
ん

た
く
港
ま
つ
り
」（
5
月
3
日
〜

4
日
）で
の
一
枚
で
す
。

　新
入
行
員
を
中
心
と
し
た

F
F
G
行
員
の
他
、福
岡
銀
行
吹

奏
楽
団
、福
岡
フ
ァ
イ
ヤ
ー
バ
ー

ド
バ
ト
ン
チ
ー
ム
に
よ
る
、総
勢

1
8
9
名
の
パ
レ
ー
ド
隊
が
参

加
し
ま
し
た
。今
年
は
二
日
間
と

も
天
候
に
恵
ま
れ
、総
勢
2
2
0

万
人
の
人
出
と
な
り
、と
て
も
賑

わ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、4
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
ば
か
り
の
福
岡
銀
行
本
店

広
場
に
設
置
し
た「
ふ
く
ぎ
ん
ど

ん
た
く
ス
テ
ー
ジ
」で
は
、延
べ

38
組
の
ど
ん
た
く
隊
に
よ
る
、趣

向
を
凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　F
F
G
で
は
、今
後
も
地
域
の

皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
た
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。FFGどんたくパレード隊

1

32

33

34

44

46

海外駐在員による海外リポート特集

海外トピックス

海外リポート

海外進出最前線

海外展示会情報

50 DATA in 九州

今月の注目データ
経済動向・経済指標

　納池公園は久住高原の
南東部に位置する、南北に
細長い公園で、湧水豊かな
池の周りを杉の巨木が囲ん
でいます。
　2004年の台風で多くの木
が倒れましたが、幻想的な雰
囲気はいまだに残っています。
　涼を求めに行くにはぴっ
たりの場所です。

大分県竹田市久住町

納池公園
［ のいけこうえん ］

今月の表紙

　大連
市（
以
下
、大
連
）は
、中
国
遼
寧
省
、遼
東
半

島
の
南
端
付
近
に
位
置
し
、人
口
約
5
8
9
万
人

（
2
0
1
2
年
3
月
）と
、省
都
で
あ
る
瀋
陽
市
に
次

ぐ
東
北
地
方
第
二
の
都
市
で
す
。2
0
1
1
年
の

G
D
P
は
約
6,
1
5
0
億
元（
約
9
兆
8,
4
0
0

億
円
、1
元
＝
16
円
で
計
算
）で
、中
国
の
都
市
で

第
8
位
の
経
済
規
模
を
誇
って
い
ま
す
。

　大連
の
貿
易
総
額
の
25
％
程
度
を
日
本
が
占
め
、

大
連
への
直
接
投
資
の
10
％
程
度
が
日
本
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
等
、日
本
と
大
連
は
経
済
的
に
緊
密
な
関
係
に

あ
り
ま
す
。そ
の
為
、日
本
人
駐
在
員
が
多
く
、在
留

届（
外
国
に
住
所
又
は
居
所
を
定
め
て
3
か
月
以
上
滞

在
す
る
人
は
、管
轄
の
大
使
館
等
へ
の
提
出
義
務
が
あ

る
）を
提
出
し
て
い
る
日
本
人
だ
け
で
も
6,
0
0
0

人
を
数
え
ま
す
。こ
れ
に
、留
学
生
や
短
期
の
駐
在
員

を
合
わ
せ
る
と
、お
よ
そ
1
万
人
も
の
日
本
人
が
生
活

し
て
い
ま
す
。

　今回
は
、大
連
に
お
け
る「
日
本
食
」と「
日
本
語
」

を
通
し
て
、日
本
と
大
連
の
関
係
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。　

日
本
人
が
多
い
大
連
に
は
、日
本
料
理
店
も
数
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。寿
司
や
天
ぷ
ら
と
いっ
た
、外
国
人

に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
典
型
的
な
日
本
食
か
ら
、

お
好
み
焼
き
や
も
つ
鍋
等
の
庶
民
的
な
専
門
店
ま
で
、

3
0
0
店
近
く
の
日
本
料
理
店
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら

の
店
に
は
、日
本
人
の
他
に
中
国
人
の
料
理
人
が
多
数

い
ま
す
が
、日
本
で
の
修
業
経
験
者
も
多
く
、味
は

日
本
の
料
理
店
と
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
遜
色
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、日
本
語
を
話
せ
る
店
員
が
多
い
為
、ほ
と
ん

ど
の
店
で
日
本
語
で
の
注
文
が
可
能
で
す
。

　価格
は
、昼
食
で
20
元
〜
70
元（
3
2
0
円
〜

1,
1
2
0
円
）、夕
定
食
で
50
元
〜
1
0
0
元

（
8
0
0
円
〜
1,
6
0
0
円
）程
度
と
、現
地
の
飲
食

店
よ
り
も
高
め
の
価
格
帯
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、多
く
の
中
国
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。経
済
成

長
に
よ
る
所
得
水
準
の
向
上
や
、健
康
志
向
の
高
ま
り

に
よ
っ
て
、ヘ
ル
シ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
日
本
食
は
、

大
連
の
人
々
に
と
って
身
近
な
食
事
に
な
って
い
ま
す
。

　日系
企
業
が
数
多
く
進
出
し
て
い
る
大
連
で
は
、

日
本
料
理
店
の
従
業
員
の
よ
う
に
仕
事
で
日
本
語
を

使
う
機
会
も
多
く
、日
本
語
を
話
す
こ
と
が
出
来
る

中
国
人
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、就
職
や
仕
事

に
役
立
つ
こ
と
か
ら
、現
地
の
学
生
も
日
本
語
を
学
ぶ

こ
と
に
意
欲
的
で
す
。

　大連
か
ら
程
近
い
旅
順
に
あ
る
、大
連
外
国
語
大
学

の
日
本
語
学
院（
日
本
で
い
う
学
部
）は
、日
本
語
教
育

機
関
と
し
て
世
界
一
の
規
模
を
誇
り
、毎
年
8
0
0

人
も
の
学
生
が
入
学
し
て
い
ま
す
。大
連
市
内
に
あ
る

遼
寧
師
範
大
学
で
も
、日
本
語
の
授
業
を
選
択
す
る

学
生
は
多
く
、休
憩
時
間
等
に
は
、中
国
人
学
生
が

日
本
人
留
学
生
を
相
手
に
、日
本
の
文
化
や
観
光
地

等
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
姿
も
頻
繁
に
見
か
け
ま
す
。

　
ま
た
、大
連
の
学
生
は
日
本
へ
の
留
学
意
欲
も
旺
盛

で
す
。大
連
市
内
で
は
、日
本
の
大
学
に
よ
る
留
学
説

明
会
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、多
く
の
学
生
が

参
加
し
て
い
ま
す
。中
国
全
体
の
日
本
留
学
希
望
者
を

見
る
と
、経
済
学
部
や
商
学
部
等
へ
の
留
学
を
希
望
す

る
学
生
が
多
い
中
、大
連
の
学
生
に
特
徴
的
な
の
は
、

日
本
語
や
日
本
文
化
に
特
化
し
た
文
学
部
や
言
語
学

科
等
へ
の
希
望
者
が
多
い
こ
と
で
す
。こ
う
し
た
こ
と

か
ら
も
、他
の
地
域
以
上
に
日
本
文
化
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　以上
の
よ
う
に
、大
連
で
は
日
本
の
文
化
が
広
く

浸
透
し
て
お
り
、現
地
の
人
々
も
日
本
に
対
し
て
好

意
的
で
す
。昨
年
の
尖
閣
諸
島
問
題
の
際
に
、中
国

全
土
の
お
よ
そ
1
0
0
も
の
都
市
で
発
生
し
た
反
日

デ
モ
も
、大
連
で
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。日
本
人

と
接
す
る
機
会
が
多
く
、等
身
大
の
日
本
を
身
を

も
っ
て
知
っ
て
い
る
大
連
の
市
民
が
、過
熱
し
た
報
道

を
冷
静
に
受
け
止
め
た
か
ら
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　日中
関
係
に
は
様
々
な
摩
擦
も
あ
り
ま

す
が
、大
連
で
の
関
係
の
よ
う
に
、お
互
い
の

国
を
良
く
理
解
し
、成
熟
し
た
友
好
的
な

関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
大
連
駐
在
員
事
務
所
ト
レ
ー
ニ
ー
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人口千人あたりの医師数
人口千人あたりの医師数

　高齢化が急速に進行する日本では、永らく医師不足が指摘されてきました。厚生労働省の
統計によると、人口千人あたりの医師数の全国平均は2.19人（2010年）で、先進国を中心と
したOECD加盟国の平均2.72人（08年）と比べても80％程度にとどまっています。
　これを都道府県別に見ると、福岡県が全国4位（2.74人）、長崎県が7位（2.70人）、熊本
県が10位（2.58人）と九州各県が上位に入っています。九州の大学には藩医学校等を前身と
した歴史ある医学部が多く、医師を継続的に輩出している歴史的背景や、九州7県の人口が日
本の総人口の10.3％（約1,314万人）であるのに対し、医学部・医科大学数が日本全体の
12.5％（10校）と多いことが要因として考えられます。
　高齢化に伴う患者数の増加が予測される中、医療水準の維持の為にも、医師の確保に向け
たより一層の取り組みが期待されます。

びわ生産量

今月の注目データ

DATA in 九州

びわ生産量

人口千
人あた

りの医
師数

びわ生産量

（出所：2011年農林水産省「果樹出荷統計」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）

びわ生産量 今月は「びわ生産量」と「人口千人あたりの医師数」です。

（出所：2010年厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）

　初夏を告げる“びわ”が旬な季節となりました。生産量を見てみると、長崎県が全国１
位、鹿児島県が５位となっています。江戸時代からびわ栽培の歴史があると言われる長崎県
は、海に囲まれ、びわの栽培に適した温暖な気候に恵まれており、全国生産量の30%を超え
るシェアを誇っています。中でも、全国的な有名ブランドである茂木びわは、大粒で甘いと
いう特徴があります。
　太陽の恵みをしっかりと受け、ジューシーに育ったびわは、初夏の味覚として長崎県自慢
の特産品です。
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兵庫県：188ｔ
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2.74 2.70
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2.20

全国平均：2.19人

も ぎ

全国生産量：5300t

千葉県：
658ｔ

和歌山県：
441ｔ

愛媛県：
394ｔ その他：1,046ｔ香川県：

518ｔ

兵庫県：188ｔ

長崎県：1,620ｔ（30.6％） 鹿児島県：
435ｔ

（8.2％）
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トップに聞く！

九州を知る！ マンスリーコラム
博ク学ビ審ラカニ問エ。  貝原益軒

25

ベトナムを生産拠点に、
多くの人へJapan Qualityの
家具をリーズナブルな価格で提供。

株式会社 シギヤマ家具工業　鴫山 國利 氏

地域と共生し、安心・安全な
循環型社会構築の一翼を担う。

有限会社 オー・エス収集センター　野原 眞藏 氏
野原 雅浩 氏

6

12

【バックナンバーのお知らせ】 「FFG 調査月報」のバックナンバーは、ふくおかフィナンシャルグループのホームページにてご覧いただけます。
http://www.fukuoka-fg.com/

C O N T E N T S

6 12 18

18 地域との連携を深めながら
未来へ邁進する、
高い専門性を有する
長崎市北部の基幹病院。

医療法人 光晴会病院　岸川 博紀 氏

3226 502

今
月
の
一
枚  

「
F
F
G
ど
ん
た
く
パ
レ
ー
ド
隊
」

26 地域と共生するFFG
宇宙の謎を解く世界最大・最先端の研究施設
「国際リニアコライダー（ILC）」を九州に！

　写
真
は
、「
第
52
回
博
多
ど
ん

た
く
港
ま
つ
り
」（
5
月
3
日
〜

4
日
）で
の
一
枚
で
す
。

　新
入
行
員
を
中
心
と
し
た

F
F
G
行
員
の
他
、福
岡
銀
行
吹

奏
楽
団
、福
岡
フ
ァ
イ
ヤ
ー
バ
ー

ド
バ
ト
ン
チ
ー
ム
に
よ
る
、総
勢

1
8
9
名
の
パ
レ
ー
ド
隊
が
参

加
し
ま
し
た
。今
年
は
二
日
間
と

も
天
候
に
恵
ま
れ
、総
勢
2
2
0

万
人
の
人
出
と
な
り
、と
て
も
賑

わ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、4
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
ば
か
り
の
福
岡
銀
行
本
店

広
場
に
設
置
し
た「
ふ
く
ぎ
ん
ど

ん
た
く
ス
テ
ー
ジ
」で
は
、延
べ

38
組
の
ど
ん
た
く
隊
に
よ
る
、趣

向
を
凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　F
F
G
で
は
、今
後
も
地
域
の

皆
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

し
た
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。FFGどんたくパレード隊

1

32

33

34

44

46

海外駐在員による海外リポート特集

海外トピックス

海外リポート

海外進出最前線

海外展示会情報

50 DATA in 九州

今月の注目データ
経済動向・経済指標

　納池公園は久住高原の
南東部に位置する、南北に
細長い公園で、湧水豊かな
池の周りを杉の巨木が囲ん
でいます。
　2004年の台風で多くの木
が倒れましたが、幻想的な雰
囲気はいまだに残っています。
　涼を求めに行くにはぴっ
たりの場所です。

大分県竹田市久住町

納池公園
［ のいけこうえん ］

今月の表紙

　大連
市（
以
下
、大
連
）は
、中
国
遼
寧
省
、遼
東
半

島
の
南
端
付
近
に
位
置
し
、人
口
約
5
8
9
万
人

（
2
0
1
2
年
3
月
）と
、省
都
で
あ
る
瀋
陽
市
に
次

ぐ
東
北
地
方
第
二
の
都
市
で
す
。2
0
1
1
年
の

G
D
P
は
約
6,
1
5
0
億
元（
約
9
兆
8,
4
0
0

億
円
、1
元
＝
16
円
で
計
算
）で
、中
国
の
都
市
で

第
8
位
の
経
済
規
模
を
誇
って
い
ま
す
。

　大連
の
貿
易
総
額
の
25
％
程
度
を
日
本
が
占
め
、

大
連
への
直
接
投
資
の
10
％
程
度
が
日
本
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
等
、日
本
と
大
連
は
経
済
的
に
緊
密
な
関
係
に

あ
り
ま
す
。そ
の
為
、日
本
人
駐
在
員
が
多
く
、在
留

届（
外
国
に
住
所
又
は
居
所
を
定
め
て
3
か
月
以
上
滞

在
す
る
人
は
、管
轄
の
大
使
館
等
へ
の
提
出
義
務
が
あ

る
）を
提
出
し
て
い
る
日
本
人
だ
け
で
も
6,
0
0
0

人
を
数
え
ま
す
。こ
れ
に
、留
学
生
や
短
期
の
駐
在
員

を
合
わ
せ
る
と
、お
よ
そ
1
万
人
も
の
日
本
人
が
生
活

し
て
い
ま
す
。

　今回
は
、大
連
に
お
け
る「
日
本
食
」と「
日
本
語
」

を
通
し
て
、日
本
と
大
連
の
関
係
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。　

日
本
人
が
多
い
大
連
に
は
、日
本
料
理
店
も
数
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。寿
司
や
天
ぷ
ら
と
いっ
た
、外
国
人

に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
典
型
的
な
日
本
食
か
ら
、

お
好
み
焼
き
や
も
つ
鍋
等
の
庶
民
的
な
専
門
店
ま
で
、

3
0
0
店
近
く
の
日
本
料
理
店
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら

の
店
に
は
、日
本
人
の
他
に
中
国
人
の
料
理
人
が
多
数

い
ま
す
が
、日
本
で
の
修
業
経
験
者
も
多
く
、味
は

日
本
の
料
理
店
と
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
遜
色
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、日
本
語
を
話
せ
る
店
員
が
多
い
為
、ほ
と
ん

ど
の
店
で
日
本
語
で
の
注
文
が
可
能
で
す
。

　価格
は
、昼
食
で
20
元
〜
70
元（
3
2
0
円
〜

1,
1
2
0
円
）、夕
定
食
で
50
元
〜
1
0
0
元

（
8
0
0
円
〜
1,
6
0
0
円
）程
度
と
、現
地
の
飲
食

店
よ
り
も
高
め
の
価
格
帯
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、多
く
の
中
国
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。経
済
成

長
に
よ
る
所
得
水
準
の
向
上
や
、健
康
志
向
の
高
ま
り

に
よ
っ
て
、ヘ
ル
シ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
日
本
食
は
、

大
連
の
人
々
に
と
って
身
近
な
食
事
に
な
って
い
ま
す
。

　日系
企
業
が
数
多
く
進
出
し
て
い
る
大
連
で
は
、

日
本
料
理
店
の
従
業
員
の
よ
う
に
仕
事
で
日
本
語
を

使
う
機
会
も
多
く
、日
本
語
を
話
す
こ
と
が
出
来
る

中
国
人
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、就
職
や
仕
事

に
役
立
つ
こ
と
か
ら
、現
地
の
学
生
も
日
本
語
を
学
ぶ

こ
と
に
意
欲
的
で
す
。

　大連
か
ら
程
近
い
旅
順
に
あ
る
、大
連
外
国
語
大
学

の
日
本
語
学
院（
日
本
で
い
う
学
部
）は
、日
本
語
教
育

機
関
と
し
て
世
界
一
の
規
模
を
誇
り
、毎
年
8
0
0

人
も
の
学
生
が
入
学
し
て
い
ま
す
。大
連
市
内
に
あ
る

遼
寧
師
範
大
学
で
も
、日
本
語
の
授
業
を
選
択
す
る

学
生
は
多
く
、休
憩
時
間
等
に
は
、中
国
人
学
生
が

日
本
人
留
学
生
を
相
手
に
、日
本
の
文
化
や
観
光
地

等
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
姿
も
頻
繁
に
見
か
け
ま
す
。

　
ま
た
、大
連
の
学
生
は
日
本
へ
の
留
学
意
欲
も
旺
盛

で
す
。大
連
市
内
で
は
、日
本
の
大
学
に
よ
る
留
学
説

明
会
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、多
く
の
学
生
が

参
加
し
て
い
ま
す
。中
国
全
体
の
日
本
留
学
希
望
者
を

見
る
と
、経
済
学
部
や
商
学
部
等
へ
の
留
学
を
希
望
す

る
学
生
が
多
い
中
、大
連
の
学
生
に
特
徴
的
な
の
は
、

日
本
語
や
日
本
文
化
に
特
化
し
た
文
学
部
や
言
語
学

科
等
へ
の
希
望
者
が
多
い
こ
と
で
す
。こ
う
し
た
こ
と

か
ら
も
、他
の
地
域
以
上
に
日
本
文
化
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　以上
の
よ
う
に
、大
連
で
は
日
本
の
文
化
が
広
く

浸
透
し
て
お
り
、現
地
の
人
々
も
日
本
に
対
し
て
好

意
的
で
す
。昨
年
の
尖
閣
諸
島
問
題
の
際
に
、中
国

全
土
の
お
よ
そ
1
0
0
も
の
都
市
で
発
生
し
た
反
日

デ
モ
も
、大
連
で
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。日
本
人

と
接
す
る
機
会
が
多
く
、等
身
大
の
日
本
を
身
を

も
っ
て
知
っ
て
い
る
大
連
の
市
民
が
、過
熱
し
た
報
道

を
冷
静
に
受
け
止
め
た
か
ら
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　日中
関
係
に
は
様
々
な
摩
擦
も
あ
り
ま

す
が
、大
連
で
の
関
係
の
よ
う
に
、お
互
い
の

国
を
良
く
理
解
し
、成
熟
し
た
友
好
的
な

関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
大
連
駐
在
員
事
務
所
ト
レ
ー
ニ
ー

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
村

　将道
）
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人口千人あたりの医師数
人口千人あたりの医師数

　高齢化が急速に進行する日本では、永らく医師不足が指摘されてきました。厚生労働省の
統計によると、人口千人あたりの医師数の全国平均は2.19人（2010年）で、先進国を中心と
したOECD加盟国の平均2.72人（08年）と比べても80％程度にとどまっています。
　これを都道府県別に見ると、福岡県が全国4位（2.74人）、長崎県が7位（2.70人）、熊本
県が10位（2.58人）と九州各県が上位に入っています。九州の大学には藩医学校等を前身と
した歴史ある医学部が多く、医師を継続的に輩出している歴史的背景や、九州7県の人口が日
本の総人口の10.3％（約1,314万人）であるのに対し、医学部・医科大学数が日本全体の
12.5％（10校）と多いことが要因として考えられます。
　高齢化に伴う患者数の増加が予測される中、医療水準の維持の為にも、医師の確保に向け
たより一層の取り組みが期待されます。

びわ生産量

今月の注目データ

DATA in 九州

びわ生産量

人口千
人あた

りの医
師数

びわ生産量

（出所：2011年農林水産省「果樹出荷統計」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）

びわ生産量 今月は「びわ生産量」と「人口千人あたりの医師数」です。

（出所：2010年厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）

　初夏を告げる“びわ”が旬な季節となりました。生産量を見てみると、長崎県が全国１
位、鹿児島県が５位となっています。江戸時代からびわ栽培の歴史があると言われる長崎県
は、海に囲まれ、びわの栽培に適した温暖な気候に恵まれており、全国生産量の30%を超え
るシェアを誇っています。中でも、全国的な有名ブランドである茂木びわは、大粒で甘いと
いう特徴があります。
　太陽の恵みをしっかりと受け、ジューシーに育ったびわは、初夏の味覚として長崎県自慢
の特産品です。

2.5
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

第2位

東京都
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鹿児島県
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人口千人あたりの医師数（人）

2.86 2.85

兵庫県：188ｔ

2.83
2.74 2.70

2.58
2.45 2.45

2.32
2.20

全国平均：2.19人

も ぎ

全国生産量：5300t

千葉県：
658ｔ

和歌山県：
441ｔ

愛媛県：
394ｔ その他：1,046ｔ香川県：

518ｔ

兵庫県：188ｔ

長崎県：1,620ｔ（30.6％） 鹿児島県：
435ｔ

（8.2％）
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▲左から鴫山社長、谷頭取

株式会社 シギヤマ家具工業
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／
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株式会社 シギヤマ家具工業

た
。そ
う
し
た
困
難
な
時
期
を
乗
り

越
え
、現
在
ま
で
事
業
を
続
け
る
こ
と

が
出
来
た
の
も
、お
取
引
先
様
を
は
じ

め
、社
員
、知
人
の
方
等
、様
々
な
方
々

に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
に
他
な
り
ま

せ
ん
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
社
の
経
営
理
念
の
中
に「
社
員
は

資
本
で
あ
る
。」と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。そ
の
言
葉
は
、私
が
15
歳
で
事

業
を
引
き
継
い
で
か
ら
、社
員
に
働
い

て
も
ら
う
こ
と
に
苦
労
し
た
経
験
か
ら

来
た
も
の
で
す
。当
時
、15
歳
の
私
に

は
、年
上
の
家
具
職
人
に
指
示
を
出

し
、き
ち
ん
と
働
い
て
も
ら
う
手
段
が

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。一
人
、ま
た

一
人
と
去
っ
て
い
く
職
人
達
に
、何
度

も
頭
を
下
げ
て
働
い
て
も
ら
っ
た
経
験

が
、「
社
員
は
資
本
」と
い
う
経
営
理

念
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
当
社
の
歴
史
は
、第
二
次
世
界
大
戦

後
の
1
9
4
7
年（
昭
和
22
年
）、私

の
父
で
あ
る
し
ぎ
や
ま
ま
さ
き

鴫
山
政
記
が
八
女
郡
黒

木
町（
現
・
八
女
市
黒
木
町
）で
木
工

所
を
創
業
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

創
業
時
は
、終
戦
し
て
間
も
な
い
頃

で
、全
て
の
モ
ノ
が
不
足
し
て
い
る
時

代
で
あ
っ
た
為
、家
具
は
作
れ
ば
売
れ
、

事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、す
ぐ
に
転
機
は
訪
れ
ま

し
た
。54
年（
昭
和
29
年
）、父
の
急
逝

に
よ
り
、私
、く
に
と
し

國
利
が

  15
歳
で
家
業
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。ま

だ
世
間
の
こ
と
さ
え
何
も
知
ら
な
い

年
齢
だ
っ
た
の
で
、毎
日
が
苦
労
の
連

続
、事
業
経
営
に
つ
い
て
も
困
難
な
時

期
が
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、「
社
員

を
路
頭
に
迷
わ
せ
る
こ
と
だ
け
は
し
た

く
な
い
」と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、ど

ん
な
に
苦
し
く
て
も
事
業
を
や
め
よ
う

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

　
そ
し
て
、も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、

「
自
社
一
貫
生
産
・
供
給
体
制
」が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。当
社
で
は
、コ
ス
ト
削
減

の
為
に
、木
製
品
は
も
ち
ろ
ん
、通
常

は
外
注
す
る
椅
子
の
ス
チ
ー
ル
脚
に
至

る
ま
で
、ほ
と
ん
ど
の
部
材
を
自
社
生

産
す
る
他
、そ
の
部
材
を
造
る
機
械
も

自
社
で
開
発
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ベ
ト

ナ
ム
に
お
け
る
材
料
調
達
か
ら
日
本
へ

の
物
流
の
手
配
ま
で
、商
社
や
仲
介
業

者
を
通
さ
な
い
独
自
の
物
流
シ
ス
テ
ム

で
、一
元
的
に
管
理・運
営
す
る
こ
と
に

よ
り
、リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
を
実
現

し
つ
つ
、ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
優
れ

た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
て
い

ま
す
。

　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、急
速
に
落
ち
込
ん

だ
家
具
業
界
に
あ
っ
て
も
、当
社
は
運

良
く
成
長
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。こ
れ
も
時
代
の
流
れ
を
読
み
、

に
高
い
品
質
）を
保
持
し
な
が
ら
、コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
た
逸
品

を
造
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
製
品
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
言
え
る
の
が

「
U
V
塗
装
」で
す
。ベ
ー
ス
と
な
る
基

材
の
表
面
に
、紫
外
線
を
照
射
す
る
こ

と
で
硬
化
す
る
特
殊
な
塗
料
を
塗
布

し
、専
用
の
機
械
で
表
面
を
加
工
し
ま

す
。他
の
塗
装
で
は
実
現
出
来
な
い
、

美
し
い
光
沢
と
強
靭
な
耐
久
性
が
魅

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。美
し
い
光
沢
を

出
す
為
に
、手
間
暇
を
惜
し
ま
ず
一
番

美
し
く
見
え
る
方
法
を
採
用
し
、素

地
加
工
か
ら
検
品
に
至
る
ま
で
、多
く

の
工
程
を
経
て
造
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。ま
た
、使
用
す
る
塗
料
は
、シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
症
候
群
の
原
因
物
質
の
１
つ
で

あ
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
放
散
等
級

に
お
い
て
、最
も
放
散
量
が
少
な
い
も

の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。こ
の
様
な
こ

だ
わ
り
の
U
V
塗
装
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
価
格
で
実
現
出
来
る
の
は
、ベ
ト
ナ

ム
に
生
産
拠
点
が
あ
る
か
ら
こ
そ
な
の

で
す
。

に
な
る
に
つ
れ
、当
社
が
生
き
残
っ
て

い
く
為
に
は
海
外
で
の
生
産
に
シ
フ
ト

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
2
0
0
3
年

（
平
成
15
年
）、中
国
に
進
出
し
、家
具

の
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
が
、中
国
で

の
事
業
は
苦
労
の
連
続
で
、な
か
な
か

軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。そ
う
い
っ
た
中
、市
場
経
済

化
を
目
指
し
、改
革
路
線
を
歩
ん
で
い

た
ベ
ト
ナ
ム
に
着
目
し
た
の
で
す
。ベ

ト
ナ
ム
人
の
気
質
は
日
本
人
と
よ
く

似
て
お
り
、勤
勉
で
真
面
目
、手
先
が

器
用
な
こ
と
が
家
具
製
造
に
向
い
て

い
る
と
判
断
し
、04
年（
平
成
16
年
）、

生
産
拠
点
を
全
て
ベ
ト
ナ
ム
に
移
行

す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。現
在
ベ

ト
ナ
ム
で
は
2
，0
0
0
名
を
越
え
る

現
地
ス
タ
ッ
フ
が
働
い
て
い
ま
す
。そ

し
て
、日
本
の
本
社
で
研
究
開
発
さ
れ

た
多
様
な
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
用
い

て
製
品
造
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。日
本

人
が
技
術
指
導
を
担
当
し
、勤
勉
な

ベ
ト
ナ
ム
人
ス
タ
ッ
フ
が
製
造
に
あ
た

る
と
い
う
方
法
で
、日
本
基
準（
非
常

　
ま
た
、私
が
家
具
を
リ
ヤ
カ
ー
に
積

ん
で
運
ん
で
い
た
頃
の
話
で
す
が
、あ

る
坂
で
リ
ヤ
カ
ー
が
止
ま
っ
て
し
ま
い

困
り
果
て
て
い
た
時
、下
校
中
の
小
学

生
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
、

そ
の
小
学
生
が
喜
ん
で
リ
ヤ
カ
ー
を

押
し
て
く
れ
ま
し
た
。働
い
て
く
れ
る

人
へ
の
感
謝
や
謝
礼
の
大
切
さ
を
知
っ

た
の
は
こ
の
時
で
し
た
。そ
れ
以
来
、

「
社
員
を
大
切
に
し
よ
う
」、「
社
員
が

少
し
で
も
良
い
生
活
を
送
れ
る
様
に

頑
張
ろ
う
」と
い
う
思
い
で
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。今
で
も
、そ
の

考
え
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
う
１
つ
、「
本
当
に
よ
い
製
品
を
、

よ
り
多
く
の
人
が
使
え
る
プ
ラ
イ
ス

で
。」と
い
う
経
営
理
念
も
掲
げ
て
い

ま
す
。バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、海
外
か
ら

低
価
格
の
家
具
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う

思
い
切
っ
て
生
産
拠
点
を
ベ
ト
ナ
ム
に

移
し
た
結
果
で
す
。次
の
展
開
と
し
て

は
、ベ
ト
ナ
ム
で
生
産
し
た
家
具
を
ベ

ト
ナ
ム
国
内
で
販
売
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。間
も
な
く
、ベ
ト
ナ
ム
で
２

つ
目
の
工
場
が
稼
動
す
る
予
定
で
す
。

日
本
で
開
発
し
た
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を

用
い
、現
地
で
シ
　
　
　
ギ
　
　
　
ヤ
　
　
　
マ

S
H
I
G
I
Y
A
M
A

ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、私
の
目
標
は
年
商
1
0
0

億
円
、経
常
利
益
10
億
円
を
達
成
す

る
こ
と
。夢
は
社
員
全
員
に
ボ
ー
ナ
ス

と
し
て
現
金
で
2
0
0
万
円
を
渡
す

こ
と
で
す
。そ
の
目
標
や
夢
を
実
現
す

る
為
、常
日
頃
、社
員
に
対
し「
改
革
」

を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。常

に
、柔
軟
な
発
想
と
変
え
よ
う
と
す
る

勇
気
、そ
し
て
決
断
力
を
持
っ
て
行
動

し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。失
敗

を
恐
れ
ず
、ま
ず
行
動
を
起
こ
す
こ
と

が
重
要
で
す
。社
員
の
力
を
結
集
し
企

業
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
、い

つ
の
日
か
目
標
や
夢
を
実
現
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

苦
難
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
、

九
州
の
家
具
業
界
を

リ
ー
ド
す
る
企
業
へ

社
員
を
大
切
に
す
る

気
持
ち
を
基
本
に
、

よ
り
良
い
家
具
づ
く
り
を
実
践
す
る

ベ
ト
ナ
ム
に
生
産
拠
点
を

移
し
実
現
し
た
、

高
品
質
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

製
品
の
提
供

▲ベトナムの製造委託先工場（PROSPER JOINT STOCK COMPANY）

▲素地加工 ▲工場内▲組み立て ▲UV塗装

ベトナムでの家具製造の様子
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株式会社 シギヤマ家具工業

た
。そ
う
し
た
困
難
な
時
期
を
乗
り

越
え
、現
在
ま
で
事
業
を
続
け
る
こ
と

が
出
来
た
の
も
、お
取
引
先
様
を
は
じ

め
、社
員
、知
人
の
方
等
、様
々
な
方
々

に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
に
他
な
り
ま

せ
ん
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
社
の
経
営
理
念
の
中
に「
社
員
は

資
本
で
あ
る
。」と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。そ
の
言
葉
は
、私
が
15
歳
で
事

業
を
引
き
継
い
で
か
ら
、社
員
に
働
い

て
も
ら
う
こ
と
に
苦
労
し
た
経
験
か
ら

来
た
も
の
で
す
。当
時
、15
歳
の
私
に

は
、年
上
の
家
具
職
人
に
指
示
を
出

し
、き
ち
ん
と
働
い
て
も
ら
う
手
段
が

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。一
人
、ま
た

一
人
と
去
っ
て
い
く
職
人
達
に
、何
度

も
頭
を
下
げ
て
働
い
て
も
ら
っ
た
経
験

が
、「
社
員
は
資
本
」と
い
う
経
営
理

念
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
当
社
の
歴
史
は
、第
二
次
世
界
大
戦

後
の
1
9
4
7
年（
昭
和
22
年
）、私

の
父
で
あ
る
し
ぎ
や
ま
ま
さ
き

鴫
山
政
記
が
八
女
郡
黒

木
町（
現
・
八
女
市
黒
木
町
）で
木
工

所
を
創
業
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

創
業
時
は
、終
戦
し
て
間
も
な
い
頃

で
、全
て
の
モ
ノ
が
不
足
し
て
い
る
時

代
で
あ
っ
た
為
、家
具
は
作
れ
ば
売
れ
、

事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、す
ぐ
に
転
機
は
訪
れ
ま

し
た
。54
年（
昭
和
29
年
）、父
の
急
逝

に
よ
り
、私
、く
に
と
し

國
利
が

  15
歳
で
家
業
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。ま

だ
世
間
の
こ
と
さ
え
何
も
知
ら
な
い

年
齢
だ
っ
た
の
で
、毎
日
が
苦
労
の
連

続
、事
業
経
営
に
つ
い
て
も
困
難
な
時

期
が
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、「
社
員

を
路
頭
に
迷
わ
せ
る
こ
と
だ
け
は
し
た

く
な
い
」と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、ど

ん
な
に
苦
し
く
て
も
事
業
を
や
め
よ
う

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

　
そ
し
て
、も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、

「
自
社
一
貫
生
産
・
供
給
体
制
」が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。当
社
で
は
、コ
ス
ト
削
減

の
為
に
、木
製
品
は
も
ち
ろ
ん
、通
常

は
外
注
す
る
椅
子
の
ス
チ
ー
ル
脚
に
至

る
ま
で
、ほ
と
ん
ど
の
部
材
を
自
社
生

産
す
る
他
、そ
の
部
材
を
造
る
機
械
も

自
社
で
開
発
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ベ
ト

ナ
ム
に
お
け
る
材
料
調
達
か
ら
日
本
へ

の
物
流
の
手
配
ま
で
、商
社
や
仲
介
業

者
を
通
さ
な
い
独
自
の
物
流
シ
ス
テ
ム

で
、一
元
的
に
管
理・運
営
す
る
こ
と
に

よ
り
、リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
を
実
現

し
つ
つ
、ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
優
れ

た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
て
い

ま
す
。

　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、急
速
に
落
ち
込
ん

だ
家
具
業
界
に
あ
っ
て
も
、当
社
は
運

良
く
成
長
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。こ
れ
も
時
代
の
流
れ
を
読
み
、

に
高
い
品
質
）を
保
持
し
な
が
ら
、コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
た
逸
品

を
造
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
製
品
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
言
え
る
の
が

「
U
V
塗
装
」で
す
。ベ
ー
ス
と
な
る
基

材
の
表
面
に
、紫
外
線
を
照
射
す
る
こ

と
で
硬
化
す
る
特
殊
な
塗
料
を
塗
布

し
、専
用
の
機
械
で
表
面
を
加
工
し
ま

す
。他
の
塗
装
で
は
実
現
出
来
な
い
、

美
し
い
光
沢
と
強
靭
な
耐
久
性
が
魅

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。美
し
い
光
沢
を

出
す
為
に
、手
間
暇
を
惜
し
ま
ず
一
番

美
し
く
見
え
る
方
法
を
採
用
し
、素

地
加
工
か
ら
検
品
に
至
る
ま
で
、多
く

の
工
程
を
経
て
造
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。ま
た
、使
用
す
る
塗
料
は
、シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
症
候
群
の
原
因
物
質
の
１
つ
で

あ
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
放
散
等
級

に
お
い
て
、最
も
放
散
量
が
少
な
い
も

の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。こ
の
様
な
こ

だ
わ
り
の
U
V
塗
装
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
価
格
で
実
現
出
来
る
の
は
、ベ
ト
ナ

ム
に
生
産
拠
点
が
あ
る
か
ら
こ
そ
な
の

で
す
。

に
な
る
に
つ
れ
、当
社
が
生
き
残
っ
て

い
く
為
に
は
海
外
で
の
生
産
に
シ
フ
ト

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
2
0
0
3
年

（
平
成
15
年
）、中
国
に
進
出
し
、家
具

の
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
が
、中
国
で

の
事
業
は
苦
労
の
連
続
で
、な
か
な
か

軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。そ
う
い
っ
た
中
、市
場
経
済

化
を
目
指
し
、改
革
路
線
を
歩
ん
で
い

た
ベ
ト
ナ
ム
に
着
目
し
た
の
で
す
。ベ

ト
ナ
ム
人
の
気
質
は
日
本
人
と
よ
く

似
て
お
り
、勤
勉
で
真
面
目
、手
先
が

器
用
な
こ
と
が
家
具
製
造
に
向
い
て

い
る
と
判
断
し
、04
年（
平
成
16
年
）、

生
産
拠
点
を
全
て
ベ
ト
ナ
ム
に
移
行

す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。現
在
ベ

ト
ナ
ム
で
は
2
，0
0
0
名
を
越
え
る

現
地
ス
タ
ッ
フ
が
働
い
て
い
ま
す
。そ

し
て
、日
本
の
本
社
で
研
究
開
発
さ
れ

た
多
様
な
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
用
い

て
製
品
造
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。日
本

人
が
技
術
指
導
を
担
当
し
、勤
勉
な

ベ
ト
ナ
ム
人
ス
タ
ッ
フ
が
製
造
に
あ
た

る
と
い
う
方
法
で
、日
本
基
準（
非
常

　
ま
た
、私
が
家
具
を
リ
ヤ
カ
ー
に
積

ん
で
運
ん
で
い
た
頃
の
話
で
す
が
、あ

る
坂
で
リ
ヤ
カ
ー
が
止
ま
っ
て
し
ま
い

困
り
果
て
て
い
た
時
、下
校
中
の
小
学

生
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
、

そ
の
小
学
生
が
喜
ん
で
リ
ヤ
カ
ー
を

押
し
て
く
れ
ま
し
た
。働
い
て
く
れ
る

人
へ
の
感
謝
や
謝
礼
の
大
切
さ
を
知
っ

た
の
は
こ
の
時
で
し
た
。そ
れ
以
来
、

「
社
員
を
大
切
に
し
よ
う
」、「
社
員
が

少
し
で
も
良
い
生
活
を
送
れ
る
様
に

頑
張
ろ
う
」と
い
う
思
い
で
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。今
で
も
、そ
の

考
え
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
う
１
つ
、「
本
当
に
よ
い
製
品
を
、

よ
り
多
く
の
人
が
使
え
る
プ
ラ
イ
ス

で
。」と
い
う
経
営
理
念
も
掲
げ
て
い

ま
す
。バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、海
外
か
ら

低
価
格
の
家
具
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う

思
い
切
っ
て
生
産
拠
点
を
ベ
ト
ナ
ム
に

移
し
た
結
果
で
す
。次
の
展
開
と
し
て

は
、ベ
ト
ナ
ム
で
生
産
し
た
家
具
を
ベ

ト
ナ
ム
国
内
で
販
売
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。間
も
な
く
、ベ
ト
ナ
ム
で
２

つ
目
の
工
場
が
稼
動
す
る
予
定
で
す
。

日
本
で
開
発
し
た
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を

用
い
、現
地
で
シ
　
　
　
ギ
　
　
　
ヤ
　
　
　
マ

S
H
I
G
I
Y
A
M
A

ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、私
の
目
標
は
年
商
1
0
0

億
円
、経
常
利
益
10
億
円
を
達
成
す

る
こ
と
。夢
は
社
員
全
員
に
ボ
ー
ナ
ス

と
し
て
現
金
で
2
0
0
万
円
を
渡
す

こ
と
で
す
。そ
の
目
標
や
夢
を
実
現
す

る
為
、常
日
頃
、社
員
に
対
し「
改
革
」

を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。常

に
、柔
軟
な
発
想
と
変
え
よ
う
と
す
る

勇
気
、そ
し
て
決
断
力
を
持
っ
て
行
動

し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。失
敗

を
恐
れ
ず
、ま
ず
行
動
を
起
こ
す
こ
と

が
重
要
で
す
。社
員
の
力
を
結
集
し
企

業
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
、い

つ
の
日
か
目
標
や
夢
を
実
現
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

苦
難
の
時
代
を
乗
り
越
え
て
、

九
州
の
家
具
業
界
を

リ
ー
ド
す
る
企
業
へ

社
員
を
大
切
に
す
る

気
持
ち
を
基
本
に
、

よ
り
良
い
家
具
づ
く
り
を
実
践
す
る

ベ
ト
ナ
ム
に
生
産
拠
点
を

移
し
実
現
し
た
、

高
品
質
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な

製
品
の
提
供

▲ベトナムの製造委託先工場（PROSPER JOINT STOCK COMPANY）

▲素地加工 ▲工場内▲組み立て ▲UV塗装

ベトナムでの家具製造の様子
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◎インタビューを終えて

株式会社 シギヤマ家具工業

た
。そ
う
し
た
困
難
な
時
期
を
乗
り

越
え
、現
在
ま
で
事
業
を
続
け
る
こ
と

が
出
来
た
の
も
、お
取
引
先
様
を
は
じ

め
、社
員
、知
人
の
方
等
、様
々
な
方
々

に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
に
他
な
り
ま

せ
ん
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
社
の
経
営
理
念
の
中
に「
社
員
は

資
本
で
あ
る
。」と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。そ
の
言
葉
は
、私
が
15
歳
で
事

業
を
引
き
継
い
で
か
ら
、社
員
に
働
い

て
も
ら
う
こ
と
に
苦
労
し
た
経
験
か
ら

来
た
も
の
で
す
。当
時
、15
歳
の
私
に

は
、年
上
の
家
具
職
人
に
指
示
を
出

し
、き
ち
ん
と
働
い
て
も
ら
う
手
段
が

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。一
人
、ま
た

一
人
と
去
っ
て
い
く
職
人
達
に
、何
度

も
頭
を
下
げ
て
働
い
て
も
ら
っ
た
経
験

が
、「
社
員
は
資
本
」と
い
う
経
営
理

念
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
当
社
の
歴
史
は
、第
二
次
世
界
大
戦

後
の
1
9
4
7
年（
昭
和
22
年
）、私

の
父
で
あ
る
し
ぎ
や
ま
ま
さ
き

鴫
山
政
記
が
八
女
郡
黒

木
町（
現
・
八
女
市
黒
木
町
）で
木
工

所
を
創
業
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

創
業
時
は
、終
戦
し
て
間
も
な
い
頃

で
、全
て
の
モ
ノ
が
不
足
し
て
い
る
時

代
で
あ
っ
た
為
、家
具
は
作
れ
ば
売
れ
、

事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、す
ぐ
に
転
機
は
訪
れ
ま

し
た
。54
年（
昭
和
29
年
）、父
の
急
逝

に
よ
り
、私
、く
に
と
し

國
利
が

  15
歳
で
家
業
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。ま

だ
世
間
の
こ
と
さ
え
何
も
知
ら
な
い

年
齢
だ
っ
た
の
で
、毎
日
が
苦
労
の
連

続
、事
業
経
営
に
つ
い
て
も
困
難
な
時

期
が
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、「
社
員

を
路
頭
に
迷
わ
せ
る
こ
と
だ
け
は
し
た

く
な
い
」と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、ど

ん
な
に
苦
し
く
て
も
事
業
を
や
め
よ
う

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

　
そ
し
て
、も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、

「
自
社
一
貫
生
産
・
供
給
体
制
」が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。当
社
で
は
、コ
ス
ト
削
減

の
為
に
、木
製
品
は
も
ち
ろ
ん
、通
常

は
外
注
す
る
椅
子
の
ス
チ
ー
ル
脚
に
至

る
ま
で
、ほ
と
ん
ど
の
部
材
を
自
社
生

産
す
る
他
、そ
の
部
材
を
造
る
機
械
も

自
社
で
開
発
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ベ
ト

ナ
ム
に
お
け
る
材
料
調
達
か
ら
日
本
へ

の
物
流
の
手
配
ま
で
、商
社
や
仲
介
業

者
を
通
さ
な
い
独
自
の
物
流
シ
ス
テ
ム

で
、一
元
的
に
管
理・運
営
す
る
こ
と
に

よ
り
、リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
を
実
現

し
つ
つ
、ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
優
れ

た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
て
い

ま
す
。

　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、急
速
に
落
ち
込
ん

だ
家
具
業
界
に
あ
っ
て
も
、当
社
は
運

良
く
成
長
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。こ
れ
も
時
代
の
流
れ
を
読
み
、

に
高
い
品
質
）を
保
持
し
な
が
ら
、コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
た
逸
品

を
造
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
製
品
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
言
え
る
の
が

「
U
V
塗
装
」で
す
。ベ
ー
ス
と
な
る
基

材
の
表
面
に
、紫
外
線
を
照
射
す
る
こ

と
で
硬
化
す
る
特
殊
な
塗
料
を
塗
布

し
、専
用
の
機
械
で
表
面
を
加
工
し
ま

す
。他
の
塗
装
で
は
実
現
出
来
な
い
、

美
し
い
光
沢
と
強
靭
な
耐
久
性
が
魅

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。美
し
い
光
沢
を

出
す
為
に
、手
間
暇
を
惜
し
ま
ず
一
番

美
し
く
見
え
る
方
法
を
採
用
し
、素

地
加
工
か
ら
検
品
に
至
る
ま
で
、多
く

の
工
程
を
経
て
造
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。ま
た
、使
用
す
る
塗
料
は
、シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
症
候
群
の
原
因
物
質
の
１
つ
で

あ
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
放
散
等
級

に
お
い
て
、最
も
放
散
量
が
少
な
い
も

の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。こ
の
様
な
こ

だ
わ
り
の
U
V
塗
装
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
価
格
で
実
現
出
来
る
の
は
、ベ
ト
ナ

ム
に
生
産
拠
点
が
あ
る
か
ら
こ
そ
な
の

で
す
。

に
な
る
に
つ
れ
、当
社
が
生
き
残
っ
て

い
く
為
に
は
海
外
で
の
生
産
に
シ
フ
ト

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
2
0
0
3
年

（
平
成
15
年
）、中
国
に
進
出
し
、家
具

の
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
が
、中
国
で

の
事
業
は
苦
労
の
連
続
で
、な
か
な
か

軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。そ
う
い
っ
た
中
、市
場
経
済

化
を
目
指
し
、改
革
路
線
を
歩
ん
で
い

た
ベ
ト
ナ
ム
に
着
目
し
た
の
で
す
。ベ

ト
ナ
ム
人
の
気
質
は
日
本
人
と
よ
く

似
て
お
り
、勤
勉
で
真
面
目
、手
先
が

器
用
な
こ
と
が
家
具
製
造
に
向
い
て

い
る
と
判
断
し
、04
年（
平
成
16
年
）、

生
産
拠
点
を
全
て
ベ
ト
ナ
ム
に
移
行

す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。現
在
ベ

ト
ナ
ム
で
は
2
，0
0
0
名
を
越
え
る

現
地
ス
タ
ッ
フ
が
働
い
て
い
ま
す
。そ

し
て
、日
本
の
本
社
で
研
究
開
発
さ
れ

た
多
様
な
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
用
い

て
製
品
造
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。日
本

人
が
技
術
指
導
を
担
当
し
、勤
勉
な

ベ
ト
ナ
ム
人
ス
タ
ッ
フ
が
製
造
に
あ
た

る
と
い
う
方
法
で
、日
本
基
準（
非
常

　
ま
た
、私
が
家
具
を
リ
ヤ
カ
ー
に
積

ん
で
運
ん
で
い
た
頃
の
話
で
す
が
、あ

る
坂
で
リ
ヤ
カ
ー
が
止
ま
っ
て
し
ま
い

困
り
果
て
て
い
た
時
、下
校
中
の
小
学

生
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
、

そ
の
小
学
生
が
喜
ん
で
リ
ヤ
カ
ー
を

押
し
て
く
れ
ま
し
た
。働
い
て
く
れ
る

人
へ
の
感
謝
や
謝
礼
の
大
切
さ
を
知
っ

た
の
は
こ
の
時
で
し
た
。そ
れ
以
来
、

「
社
員
を
大
切
に
し
よ
う
」、「
社
員
が

少
し
で
も
良
い
生
活
を
送
れ
る
様
に

頑
張
ろ
う
」と
い
う
思
い
で
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。今
で
も
、そ
の

考
え
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
う
１
つ
、「
本
当
に
よ
い
製
品
を
、

よ
り
多
く
の
人
が
使
え
る
プ
ラ
イ
ス

で
。」と
い
う
経
営
理
念
も
掲
げ
て
い

ま
す
。バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、海
外
か
ら

低
価
格
の
家
具
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う

思
い
切
っ
て
生
産
拠
点
を
ベ
ト
ナ
ム
に

移
し
た
結
果
で
す
。次
の
展
開
と
し
て

は
、ベ
ト
ナ
ム
で
生
産
し
た
家
具
を
ベ

ト
ナ
ム
国
内
で
販
売
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。間
も
な
く
、ベ
ト
ナ
ム
で
２

つ
目
の
工
場
が
稼
動
す
る
予
定
で
す
。

日
本
で
開
発
し
た
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を

用
い
、現
地
で
シ
　
　
　
ギ
　
　
　
ヤ
　
　
　
マ

S
H
I
G
I
Y
A
M
A

ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、私
の
目
標
は
年
商
1
0
0

億
円
、経
常
利
益
10
億
円
を
達
成
す

る
こ
と
。夢
は
社
員
全
員
に
ボ
ー
ナ
ス

と
し
て
現
金
で
2
0
0
万
円
を
渡
す

こ
と
で
す
。そ
の
目
標
や
夢
を
実
現
す

る
為
、常
日
頃
、社
員
に
対
し「
改
革
」

を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。常

に
、柔
軟
な
発
想
と
変
え
よ
う
と
す
る

勇
気
、そ
し
て
決
断
力
を
持
っ
て
行
動

し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。失
敗

を
恐
れ
ず
、ま
ず
行
動
を
起
こ
す
こ
と

が
重
要
で
す
。社
員
の
力
を
結
集
し
企

業
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
、い

つ
の
日
か
目
標
や
夢
を
実
現
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　高品質でリーズナブルな家具づくりを追求され、今日では大川市そして日本
を代表する家具メーカーに成長しておられます。15歳という若さで事業を引き
継がれてからは、苦難の連続であったと存じます。鴫山社長の家具づくりに対
する熱い想いや社員を大切にされる姿勢、そして、それに応える社員の皆様の
たゆまぬ努力があったからこそ、現在の御社の基盤が築かれているのだと拝
察致しました。
　今後も、社員の皆様の力を結集して更なる発展を遂げられ、「世界の

シ　ギ　ヤ　マ
SHIGIYAMA」

へと飛躍されることを期待致します。

社
員
へ
利
益
を
還
元
し
、

世
界
の
S
H
I
G
I
Y
A
M
A

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を

▲見学風景▲本社 ▲企画開発部

▲昭和37年、初めて大川市に木工工場を
　建設した時の鴫山社長（当時20歳）

▲昼休みに社員と野球を楽しむ鴫山社長（当時20歳）▲鴫山社長

福岡銀行
谷　正明取締役頭取

▲社員の皆様と
　後列左から１人目山本支店長（福岡銀行）、４人目石橋営業部長、５人目鴫山社長、６人目谷頭取、前列左から５人目鴫山常務
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◎インタビューを終えて

株式会社 シギヤマ家具工業

た
。そ
う
し
た
困
難
な
時
期
を
乗
り

越
え
、現
在
ま
で
事
業
を
続
け
る
こ
と

が
出
来
た
の
も
、お
取
引
先
様
を
は
じ

め
、社
員
、知
人
の
方
等
、様
々
な
方
々

に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
に
他
な
り
ま

せ
ん
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
社
の
経
営
理
念
の
中
に「
社
員
は

資
本
で
あ
る
。」と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。そ
の
言
葉
は
、私
が
15
歳
で
事

業
を
引
き
継
い
で
か
ら
、社
員
に
働
い

て
も
ら
う
こ
と
に
苦
労
し
た
経
験
か
ら

来
た
も
の
で
す
。当
時
、15
歳
の
私
に

は
、年
上
の
家
具
職
人
に
指
示
を
出

し
、き
ち
ん
と
働
い
て
も
ら
う
手
段
が

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。一
人
、ま
た

一
人
と
去
っ
て
い
く
職
人
達
に
、何
度

も
頭
を
下
げ
て
働
い
て
も
ら
っ
た
経
験

が
、「
社
員
は
資
本
」と
い
う
経
営
理

念
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
当
社
の
歴
史
は
、第
二
次
世
界
大
戦

後
の
1
9
4
7
年（
昭
和
22
年
）、私

の
父
で
あ
る
し
ぎ
や
ま
ま
さ
き

鴫
山
政
記
が
八
女
郡
黒

木
町（
現
・
八
女
市
黒
木
町
）で
木
工

所
を
創
業
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

創
業
時
は
、終
戦
し
て
間
も
な
い
頃

で
、全
て
の
モ
ノ
が
不
足
し
て
い
る
時

代
で
あ
っ
た
為
、家
具
は
作
れ
ば
売
れ
、

事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、す
ぐ
に
転
機
は
訪
れ
ま

し
た
。54
年（
昭
和
29
年
）、父
の
急
逝

に
よ
り
、私
、く
に
と
し

國
利
が

  15
歳
で
家
業
を

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。ま

だ
世
間
の
こ
と
さ
え
何
も
知
ら
な
い

年
齢
だ
っ
た
の
で
、毎
日
が
苦
労
の
連

続
、事
業
経
営
に
つ
い
て
も
困
難
な
時

期
が
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、「
社
員

を
路
頭
に
迷
わ
せ
る
こ
と
だ
け
は
し
た

く
な
い
」と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、ど

ん
な
に
苦
し
く
て
も
事
業
を
や
め
よ
う

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

　
そ
し
て
、も
う
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、

「
自
社
一
貫
生
産
・
供
給
体
制
」が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。当
社
で
は
、コ
ス
ト
削
減

の
為
に
、木
製
品
は
も
ち
ろ
ん
、通
常

は
外
注
す
る
椅
子
の
ス
チ
ー
ル
脚
に
至

る
ま
で
、ほ
と
ん
ど
の
部
材
を
自
社
生

産
す
る
他
、そ
の
部
材
を
造
る
機
械
も

自
社
で
開
発
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ベ
ト

ナ
ム
に
お
け
る
材
料
調
達
か
ら
日
本
へ

の
物
流
の
手
配
ま
で
、商
社
や
仲
介
業

者
を
通
さ
な
い
独
自
の
物
流
シ
ス
テ
ム

で
、一
元
的
に
管
理・運
営
す
る
こ
と
に

よ
り
、リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
を
実
現

し
つ
つ
、ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
に
優
れ

た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
て
い

ま
す
。

　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、急
速
に
落
ち
込
ん

だ
家
具
業
界
に
あ
っ
て
も
、当
社
は
運

良
く
成
長
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。こ
れ
も
時
代
の
流
れ
を
読
み
、

に
高
い
品
質
）を
保
持
し
な
が
ら
、コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
た
逸
品

を
造
っ
て
い
ま
す
。

　
当
社
製
品
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
言
え
る
の
が

「
U
V
塗
装
」で
す
。ベ
ー
ス
と
な
る
基

材
の
表
面
に
、紫
外
線
を
照
射
す
る
こ

と
で
硬
化
す
る
特
殊
な
塗
料
を
塗
布

し
、専
用
の
機
械
で
表
面
を
加
工
し
ま

す
。他
の
塗
装
で
は
実
現
出
来
な
い
、

美
し
い
光
沢
と
強
靭
な
耐
久
性
が
魅

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。美
し
い
光
沢
を

出
す
為
に
、手
間
暇
を
惜
し
ま
ず
一
番

美
し
く
見
え
る
方
法
を
採
用
し
、素

地
加
工
か
ら
検
品
に
至
る
ま
で
、多
く

の
工
程
を
経
て
造
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。ま
た
、使
用
す
る
塗
料
は
、シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
症
候
群
の
原
因
物
質
の
１
つ
で

あ
る
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
放
散
等
級

に
お
い
て
、最
も
放
散
量
が
少
な
い
も

の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。こ
の
様
な
こ

だ
わ
り
の
U
V
塗
装
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
価
格
で
実
現
出
来
る
の
は
、ベ
ト
ナ

ム
に
生
産
拠
点
が
あ
る
か
ら
こ
そ
な
の

で
す
。

に
な
る
に
つ
れ
、当
社
が
生
き
残
っ
て

い
く
為
に
は
海
外
で
の
生
産
に
シ
フ
ト

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
2
0
0
3
年

（
平
成
15
年
）、中
国
に
進
出
し
、家
具

の
生
産
を
開
始
し
ま
し
た
が
、中
国
で

の
事
業
は
苦
労
の
連
続
で
、な
か
な
か

軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。そ
う
い
っ
た
中
、市
場
経
済

化
を
目
指
し
、改
革
路
線
を
歩
ん
で
い

た
ベ
ト
ナ
ム
に
着
目
し
た
の
で
す
。ベ

ト
ナ
ム
人
の
気
質
は
日
本
人
と
よ
く

似
て
お
り
、勤
勉
で
真
面
目
、手
先
が

器
用
な
こ
と
が
家
具
製
造
に
向
い
て

い
る
と
判
断
し
、04
年（
平
成
16
年
）、

生
産
拠
点
を
全
て
ベ
ト
ナ
ム
に
移
行

す
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。現
在
ベ

ト
ナ
ム
で
は
2
，0
0
0
名
を
越
え
る

現
地
ス
タ
ッ
フ
が
働
い
て
い
ま
す
。そ

し
て
、日
本
の
本
社
で
研
究
開
発
さ
れ

た
多
様
な
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
用
い

て
製
品
造
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。日
本

人
が
技
術
指
導
を
担
当
し
、勤
勉
な

ベ
ト
ナ
ム
人
ス
タ
ッ
フ
が
製
造
に
あ
た

る
と
い
う
方
法
で
、日
本
基
準（
非
常

　
ま
た
、私
が
家
具
を
リ
ヤ
カ
ー
に
積

ん
で
運
ん
で
い
た
頃
の
話
で
す
が
、あ

る
坂
で
リ
ヤ
カ
ー
が
止
ま
っ
て
し
ま
い

困
り
果
て
て
い
た
時
、下
校
中
の
小
学

生
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
、

そ
の
小
学
生
が
喜
ん
で
リ
ヤ
カ
ー
を

押
し
て
く
れ
ま
し
た
。働
い
て
く
れ
る

人
へ
の
感
謝
や
謝
礼
の
大
切
さ
を
知
っ

た
の
は
こ
の
時
で
し
た
。そ
れ
以
来
、

「
社
員
を
大
切
に
し
よ
う
」、「
社
員
が

少
し
で
も
良
い
生
活
を
送
れ
る
様
に

頑
張
ろ
う
」と
い
う
思
い
で
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。今
で
も
、そ
の

考
え
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
う
１
つ
、「
本
当
に
よ
い
製
品
を
、

よ
り
多
く
の
人
が
使
え
る
プ
ラ
イ
ス

で
。」と
い
う
経
営
理
念
も
掲
げ
て
い

ま
す
。バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、海
外
か
ら

低
価
格
の
家
具
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う

思
い
切
っ
て
生
産
拠
点
を
ベ
ト
ナ
ム
に

移
し
た
結
果
で
す
。次
の
展
開
と
し
て

は
、ベ
ト
ナ
ム
で
生
産
し
た
家
具
を
ベ

ト
ナ
ム
国
内
で
販
売
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。間
も
な
く
、ベ
ト
ナ
ム
で
２

つ
目
の
工
場
が
稼
動
す
る
予
定
で
す
。

日
本
で
開
発
し
た
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を

用
い
、現
地
で
シ
　
　
　
ギ
　
　
　
ヤ
　
　
　
マ

S
H
I
G
I
Y
A
M
A

ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、私
の
目
標
は
年
商
1
0
0

億
円
、経
常
利
益
10
億
円
を
達
成
す

る
こ
と
。夢
は
社
員
全
員
に
ボ
ー
ナ
ス

と
し
て
現
金
で
2
0
0
万
円
を
渡
す

こ
と
で
す
。そ
の
目
標
や
夢
を
実
現
す

る
為
、常
日
頃
、社
員
に
対
し「
改
革
」

を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。常

に
、柔
軟
な
発
想
と
変
え
よ
う
と
す
る

勇
気
、そ
し
て
決
断
力
を
持
っ
て
行
動

し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。失
敗

を
恐
れ
ず
、ま
ず
行
動
を
起
こ
す
こ
と

が
重
要
で
す
。社
員
の
力
を
結
集
し
企

業
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
、い

つ
の
日
か
目
標
や
夢
を
実
現
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　高品質でリーズナブルな家具づくりを追求され、今日では大川市そして日本
を代表する家具メーカーに成長しておられます。15歳という若さで事業を引き
継がれてからは、苦難の連続であったと存じます。鴫山社長の家具づくりに対
する熱い想いや社員を大切にされる姿勢、そして、それに応える社員の皆様の
たゆまぬ努力があったからこそ、現在の御社の基盤が築かれているのだと拝
察致しました。
　今後も、社員の皆様の力を結集して更なる発展を遂げられ、「世界の

シ　ギ　ヤ　マ
SHIGIYAMA」

へと飛躍されることを期待致します。

社
員
へ
利
益
を
還
元
し
、

世
界
の
S
H
I
G
I
Y
A
M
A

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を

▲見学風景▲本社 ▲企画開発部

▲昭和37年、初めて大川市に木工工場を
　建設した時の鴫山社長（当時20歳）

▲昼休みに社員と野球を楽しむ鴫山社長（当時20歳）▲鴫山社長

福岡銀行
谷　正明取締役頭取

▲社員の皆様と
　後列左から１人目山本支店長（福岡銀行）、４人目石橋営業部長、５人目鴫山社長、６人目谷頭取、前列左から５人目鴫山常務
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社
名
は
、新
し
い
事
業
を
始
め
る
に

あ
た
り
、〝
０
＝
ゼ
ロ
〞か
ら〝
S
＝
ス

タ
ー
ト
〞す
る
と
い
う
意
気
込
み
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、産
業
廃
棄
物
の
最

終
処
分
業
を
軸
と
し
て
、廃
棄
物
の
収

集
運
搬
業
、中
間
処
理
業
、汚
染
土
処

理
業
、廃
品
回
収
業
等
を
営
ん
で
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、廃
棄
物
の
中
間
処
理
業

の
施
設
と
し
て
、リ
サ
イ
ク
ル
施
設（
選

別
、圧
縮
）や
汚
泥
の
固
化
施
設（
オ

デ
ィ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
）を
導
入
し
、

業
務
拡
大
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
業
と
し
て
の
施
設
で
あ

る
管
理
型
最
終
処
分
場
で
は
廃
棄
物

の
埋
め
立
て
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

地
下
水
等
の
汚
染
を
防
止
す
る
為
、

周
囲
を
遮
水
シ
ー
ト
で
覆
い
、処
分
場

の
内
部
に
浸
透
し
た
雨
水
は
、浸
出
水

処
理
施
設
で
浄
化
し
て
か
ら
放
流
し

て
い
ま
す
。

　
2
0
1
2
年（
平
成
24
年
）に
は
管

理
型
最
終
処
分
場
の
許
可
容
量
を

22
・
1
万
㎥
か
ら
68
・
7
万
㎥
へ
拡
張

　
有
限
会
社
オ
ー
・エ
ス
収
集
セ
ン

タ
ー
は
1
9
8
0
年（
昭
和
55
年
）、

産
業
廃
棄
物
を
処
理
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、熊
本
市
楠
野
町
に
、私
、

野
原
眞
藏
が
設
立
し
ま
し
た
。も
と
も

と
67
年（
昭
和
42
年
）に
同
地
に
て
自

動
車
整
備
を
行
う
野
原
産
業
を
操
業

し
て
お
り
、そ
こ
で
発
生
す
る
廃
棄
物

を
自
前
で
処
理
し
よ
う
と
考
え
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

w
ith the Earth.- 

地
球
と
と
も
に

生
き
る
」で
す
。

　
環
境
認
証
は
、02
年（
平
成
14
年
）

に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
認
証
を
取
得

し
た
後
、11
年（
平
成
23
年
）に
は
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
21
へ
移
行
し
て
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
お
り

ま
す
。ま
た
、最
終
処
分
場
と
し
て
は

珍
し
く
、国
道
沿
い
の
街
中
に
立
地
し

て
い
ま
す
。事
業
運
営
に
お
い
て
は
、特

に
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
が
不
可
欠
で

あ
り
、騒
音
防
止
の
為
の
低
騒
音
型

重
機
の
導
入
や
、粉
塵
防
止
の
為
の
搬

入
路
等
へ
の
散
水
と
い
っ
た
、環
境
側

面
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、廃
棄
物
の
受
け
入
れ
は

厳
し
い
目
を
持
っ
て
行
い
、受
け
入
れ

が
出
来
な
い
も
の
が
混
入
し
て
い
る

時
に
は
、受
け
入
れ
を
お
断
り
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
、法
律
に
沿
っ
た
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
強
化
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、環
境
に
優
し
い
活
動
に
も
注

力
し
て
お
り
、リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
屋

さ
せ
、今
後
の
万
全
な
受
け
入
れ
態
勢

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
場
は
、循
環
型
社
会
の

最
終
的
な
受
け
皿
と
し
て
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

あ
り
、廃
棄
物
を
出
来
る
限
り
分
別

し
て
資
源
と
し
て
の
再
利
用（
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）、熱
と
し
て
の
再
利

用（
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）を
促
進
し

て「
埋
め
な
い
努
力
」を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
に

も
、廃
棄
物
処
理
や
解
体
工
事
を
行

う
有
限
会
社 

北
部
産
廃
、農
業
関
連

事
業
を
手
掛
け
る
有
限
会
社 

の
は
ら

農
研
塾
と
と
も
に
、「
野
原
グ
ル
ー

プ
」と
し
て
地
域
貢
献
を
行
い
、地
球

環
境
を
守
る
為
、循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル

社
会
の
構
築
に
少
し
で
も
寄
与
出
来

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
業
と
い
う
環
境

と
切
り
離
せ
な
い
事
業
を
行
う
野
原

グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
は
、「-Living 

方
々
や
行
政
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
野
原
グ
ル
ー
プ
は
、４
年
後
に
創
業

50
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
こ
ま
で
来
る

こ
と
が
出
来
た
の
も
、地
域
の
方
々
の

ご
理
解
や
従
業
員
の
努
力
の
お
か
げ

と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。今
後
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
企
業
理
念
で
あ
る

「
環
境
と
福
祉
の
両
立
」を
積
極
的
に

進
め
、地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
未
来

を
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
は
、あ
ま

り
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
、周
囲
を

高
い
壁
で
囲
っ
て
い
る
こ
と
が
一
般
的

で
す
が
、我
が
社
で
は
外
か
ら
で
も
中

が
見
渡
せ
る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

を
配
置
し
、「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処
分

場
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。見
る
人
に

不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
に
常
時
き

れ
い
に
保
ち
、処
分
場
の
周
辺
に
は

木
々
を
植
樹
し
て
、地
域
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
も
機
能
す
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
大
き
な
目
標
は
、一
見
す
る

と
、ま
る
で
公
園
の
よ
う
な
処
分
場
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処

分
場
が
地
域
の
方
々
の
憩
い
の
場
に
存

在
す
る
」そ
ん
な
安
心
で
安
全
な
処
分

場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
。

　
将
来
は
、埋
め
立
て
が
終
わ
っ
た
処

分
場
の
跡
地
を
、ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
エ
リ
ア
に

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。地
域
の

し
た
ホ
タ
ル
が
す棲
め
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
、敷
地
内
に
は
５
〜
６
月
に

か
け
て
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
っ
て
お
り
、

地
元
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、毎
年
５
月
末
頃
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、未
来
を
担
う
子
供
達
に「
食
」

や「
環
境
」の
大
切
さ
を
伝
え
る
為
、

地
域
の
小
学
生
を
招
待
し
、有
限
会
社 

の
は
ら
農
研
塾
で
、「
田
植
え
・
稲
刈

り・
餅
つ
き・サ
ト
ウ
キ
ビ
搾
り
」等
の

体
験
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、誰
も
が
適
性
や
能
力
に
応
じ
て

働
く
こ
と
が
出
来
る
社
会
を
目
指
す

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」に
共
感

し
、早
期
か
ら
障
が
い
者
の
就
労
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
、９
名
が

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
廃
棄
物
の
分
別

作
業
等
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。更
な
る

一
歩
と
し
て
、今
年
12
月
に
は
障
が
い

者
の
自
立
と
社
会
復
帰
を
促
す
施
設
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

の
は
ら
荘（
仮
称
）」を

開
所
予
定
で
す
。

上
に
20 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、施
設
内
の
電
源
と
し
て
利
用
し
て

い
る
他
、本
社
事
務
所
照
明
の
L
E
D

化
や
、暖
房
と
し
て
の
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
な
薪
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
、重
機

用
の
燃
料
と
し
て
、廃
食
油
を
自
社
で

精
製
し
た
バ
イ
オ
燃
料
の
使
用
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年

は
更
に
48 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
増

設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
我
が
社
は
、企
業
理
念
を「
環
境
と

福
祉
の
両
立
」と
定
め
て
い
ま
す
。私

達
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
は
、ど
こ

よ
り
も
愛
着
が
あ
り
大
切
な
土
地
で

す
の
で
、環
境
保
全
に
向
け
た
取
り
組

み
や
、地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
は
特
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
的
な
活
動
に
、我
が
社

主
催
の「
ホ
タ
ル
祭
り（
地
域
交
流

会
）」が
あ
り
ま
す
。水
保
全
の
環
境

事
業
の
一
環
と
し
て
、地
下
水
を
利
用

▲左から野原社長、野原会長、林頭取

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

花
畑
支
店

福
岡
銀
行 

熊
本
営
業
部

有限会社 オー・エス収集センター

時
代
に
適
合
し
、

環
境
に
配
慮
し
た
事
業
を
展
開

地
域
と
共
生
し
、安
心・安
全
な

循
環
型
社
会
構
築
の
一
翼
を
担
う
。

野
原 

し
ん
ぞ
う

眞
藏
氏

野
原 

雅
浩
氏

有
限
会
社 

オ
ー・エ
ス
収
集
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
会
長

代
表
取
締
役
社
長
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０
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。
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に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
認
証
を
取
得

し
た
後
、11
年（
平
成
23
年
）に
は
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
21
へ
移
行
し
て
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
お
り

ま
す
。ま
た
、最
終
処
分
場
と
し
て
は

珍
し
く
、国
道
沿
い
の
街
中
に
立
地
し

て
い
ま
す
。事
業
運
営
に
お
い
て
は
、特

に
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
が
不
可
欠
で

あ
り
、騒
音
防
止
の
為
の
低
騒
音
型

重
機
の
導
入
や
、粉
塵
防
止
の
為
の
搬

入
路
等
へ
の
散
水
と
い
っ
た
、環
境
側

面
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、廃
棄
物
の
受
け
入
れ
は

厳
し
い
目
を
持
っ
て
行
い
、受
け
入
れ

が
出
来
な
い
も
の
が
混
入
し
て
い
る

時
に
は
、受
け
入
れ
を
お
断
り
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
、法
律
に
沿
っ
た
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
強
化
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、環
境
に
優
し
い
活
動
に
も
注

力
し
て
お
り
、リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
屋

さ
せ
、今
後
の
万
全
な
受
け
入
れ
態
勢

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
場
は
、循
環
型
社
会
の

最
終
的
な
受
け
皿
と
し
て
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

あ
り
、廃
棄
物
を
出
来
る
限
り
分
別

し
て
資
源
と
し
て
の
再
利
用（
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）、熱
と
し
て
の
再
利

用（
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）を
促
進
し

て「
埋
め
な
い
努
力
」を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
に

も
、廃
棄
物
処
理
や
解
体
工
事
を
行

う
有
限
会
社 

北
部
産
廃
、農
業
関
連

事
業
を
手
掛
け
る
有
限
会
社 

の
は
ら

農
研
塾
と
と
も
に
、「
野
原
グ
ル
ー

プ
」と
し
て
地
域
貢
献
を
行
い
、地
球

環
境
を
守
る
為
、循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル

社
会
の
構
築
に
少
し
で
も
寄
与
出
来

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
業
と
い
う
環
境

と
切
り
離
せ
な
い
事
業
を
行
う
野
原

グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
は
、「-Living 

方
々
や
行
政
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
野
原
グ
ル
ー
プ
は
、４
年
後
に
創
業

50
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
こ
ま
で
来
る

こ
と
が
出
来
た
の
も
、地
域
の
方
々
の

ご
理
解
や
従
業
員
の
努
力
の
お
か
げ

と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。今
後
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
企
業
理
念
で
あ
る

「
環
境
と
福
祉
の
両
立
」を
積
極
的
に

進
め
、地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
未
来

を
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
は
、あ
ま

り
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
、周
囲
を

高
い
壁
で
囲
っ
て
い
る
こ
と
が
一
般
的

で
す
が
、我
が
社
で
は
外
か
ら
で
も
中

が
見
渡
せ
る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

を
配
置
し
、「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処
分

場
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。見
る
人
に

不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
に
常
時
き

れ
い
に
保
ち
、処
分
場
の
周
辺
に
は

木
々
を
植
樹
し
て
、地
域
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
も
機
能
す
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
大
き
な
目
標
は
、一
見
す
る

と
、ま
る
で
公
園
の
よ
う
な
処
分
場
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処

分
場
が
地
域
の
方
々
の
憩
い
の
場
に
存

在
す
る
」そ
ん
な
安
心
で
安
全
な
処
分

場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
。

　
将
来
は
、埋
め
立
て
が
終
わ
っ
た
処

分
場
の
跡
地
を
、ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
エ
リ
ア
に

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。地
域
の

し
た
ホ
タ
ル
が
す棲
め
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
、敷
地
内
に
は
５
〜
６
月
に

か
け
て
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
っ
て
お
り
、

地
元
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、毎
年
５
月
末
頃
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、未
来
を
担
う
子
供
達
に「
食
」

や「
環
境
」の
大
切
さ
を
伝
え
る
為
、

地
域
の
小
学
生
を
招
待
し
、有
限
会
社 

の
は
ら
農
研
塾
で
、「
田
植
え
・
稲
刈

り・
餅
つ
き・サ
ト
ウ
キ
ビ
搾
り
」等
の

体
験
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、誰
も
が
適
性
や
能
力
に
応
じ
て

働
く
こ
と
が
出
来
る
社
会
を
目
指
す

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」に
共
感

し
、早
期
か
ら
障
が
い
者
の
就
労
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
、９
名
が

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
廃
棄
物
の
分
別

作
業
等
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。更
な
る

一
歩
と
し
て
、今
年
12
月
に
は
障
が
い

者
の
自
立
と
社
会
復
帰
を
促
す
施
設
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

の
は
ら
荘（
仮
称
）」を

開
所
予
定
で
す
。

上
に
20 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、施
設
内
の
電
源
と
し
て
利
用
し
て

い
る
他
、本
社
事
務
所
照
明
の
L
E
D

化
や
、暖
房
と
し
て
の
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
な
薪
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
、重
機

用
の
燃
料
と
し
て
、廃
食
油
を
自
社
で

精
製
し
た
バ
イ
オ
燃
料
の
使
用
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年

は
更
に
48 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
増

設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
我
が
社
は
、企
業
理
念
を「
環
境
と

福
祉
の
両
立
」と
定
め
て
い
ま
す
。私

達
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
は
、ど
こ

よ
り
も
愛
着
が
あ
り
大
切
な
土
地
で

す
の
で
、環
境
保
全
に
向
け
た
取
り
組

み
や
、地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
は
特
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
的
な
活
動
に
、我
が
社

主
催
の「
ホ
タ
ル
祭
り（
地
域
交
流

会
）」が
あ
り
ま
す
。水
保
全
の
環
境

事
業
の
一
環
と
し
て
、地
下
水
を
利
用

▲左から野原社長、野原会長、林頭取

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

花
畑
支
店

福
岡
銀
行 

熊
本
営
業
部

有限会社 オー・エス収集センター

時
代
に
適
合
し
、

環
境
に
配
慮
し
た
事
業
を
展
開

地
域
と
共
生
し
、安
心・安
全
な

循
環
型
社
会
構
築
の
一
翼
を
担
う
。

野
原 

し
ん
ぞ
う

眞
藏
氏

野
原 

雅
浩
氏

有
限
会
社 

オ
ー・エ
ス
収
集
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
会
長

代
表
取
締
役
社
長
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０
＝
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S
＝
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す
。
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搬
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収
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。
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施
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選
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縮
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プ
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導
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し
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。

　
最
終
処
分
業
と
し
て
の
施
設
で
あ

る
管
理
型
最
終
処
分
場
で
は
廃
棄
物

の
埋
め
立
て
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

地
下
水
等
の
汚
染
を
防
止
す
る
為
、

周
囲
を
遮
水
シ
ー
ト
で
覆
い
、処
分
場

の
内
部
に
浸
透
し
た
雨
水
は
、浸
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水
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。

　
2
0
1
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管

理
型
最
終
処
分
場
の
許
可
容
量
を

22
・
1
万
㎥
か
ら
68
・
7
万
㎥
へ
拡
張
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収
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藏
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廃
棄
物

を
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で
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し
よ
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と
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た
こ

と
が
き
っ
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け
で
し
た
。

w
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る
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す
。
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境
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ま
す
。ま
た
、最
終
処
分
場
と
し
て
は

珍
し
く
、国
道
沿
い
の
街
中
に
立
地
し

て
い
ま
す
。事
業
運
営
に
お
い
て
は
、特

に
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
が
不
可
欠
で

あ
り
、騒
音
防
止
の
為
の
低
騒
音
型

重
機
の
導
入
や
、粉
塵
防
止
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為
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入
路
等
へ
の
散
水
と
い
っ
た
、環
境
側

面
に
配
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し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、廃
棄
物
の
受
け
入
れ
は

厳
し
い
目
を
持
っ
て
行
い
、受
け
入
れ

が
出
来
な
い
も
の
が
混
入
し
て
い
る

時
に
は
、受
け
入
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を
お
断
り
さ
せ
て

頂
い
て
お
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、法
律
に
沿
っ
た
コ
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プ

ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
強
化
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、環
境
に
優
し
い
活
動
に
も
注

力
し
て
お
り
、リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
屋

さ
せ
、今
後
の
万
全
な
受
け
入
れ
態
勢

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
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は
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型
社
会
の

最
終
的
な
受
け
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と
し
て
私
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ち
の

暮
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し
に
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は
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ら
な
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存
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で

あ
り
、廃
棄
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を
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来
る
限
り
分
別

し
て
資
源
と
し
て
の
再
利
用（
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）、熱
と
し
て
の
再
利
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サ
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マ
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サ
イ
ク
ル
）を
促
進
し

て「
埋
め
な
い
努
力
」を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
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て
い
ま
す
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に

も
、廃
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物
処
理
や
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体
工
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行
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有
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部
産
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関
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を
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献
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築
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と
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ま
す
。
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な
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の
も
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の
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の

ご
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や
従
業
員
の
努
力
の
お
か
げ

と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。今
後
も

こ
れ
ま
で
以
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に
企
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理
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で
あ
る

「
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と
福
祉
の
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」を
積
極
的
に

進
め
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と
と
も
に
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す
る
未
来
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思
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描
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て
い
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
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は
、あ
ま

り
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
、周
囲
を

高
い
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で
囲
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て
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る
こ
と
が
一
般
的

で
す
が
、我
が
社
で
は
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か
ら
で
も
中

が
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せ
る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
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ェ
ン
ス

を
配
置
し
、「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処
分

場
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。見
る
人
に

不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
に
常
時
き

れ
い
に
保
ち
、処
分
場
の
周
辺
に
は

木
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を
植
樹
し
て
、地
域
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
も
機
能
す
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
大
き
な
目
標
は
、一
見
す
る

と
、ま
る
で
公
園
の
よ
う
な
処
分
場
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処

分
場
が
地
域
の
方
々
の
憩
い
の
場
に
存

在
す
る
」そ
ん
な
安
心
で
安
全
な
処
分

場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
。

　
将
来
は
、埋
め
立
て
が
終
わ
っ
た
処

分
場
の
跡
地
を
、ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
エ
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ア
に

す
る
こ
と
も
考
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て
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ま
す
。地
域
の

し
た
ホ
タ
ル
が
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め
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
、敷
地
内
に
は
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〜
６
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に

か
け
て
ホ
タ
ル
が
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て
お
り
、
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元
の
方
々
へ
の
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の
気
持
ち
を
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め
て
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年
５
月
末
頃
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、未
来
を
担
う
子
供
達
に「
食
」

や「
環
境
」の
大
切
さ
を
伝
え
る
為
、

地
域
の
小
学
生
を
招
待
し
、有
限
会
社 

の
は
ら
農
研
塾
で
、「
田
植
え
・
稲
刈

り・
餅
つ
き・サ
ト
ウ
キ
ビ
搾
り
」等
の

体
験
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、誰
も
が
適
性
や
能
力
に
応
じ
て

働
く
こ
と
が
出
来
る
社
会
を
目
指
す

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」に
共
感

し
、早
期
か
ら
障
が
い
者
の
就
労
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
、９
名
が

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
廃
棄
物
の
分
別

作
業
等
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。更
な
る

一
歩
と
し
て
、今
年
12
月
に
は
障
が
い

者
の
自
立
と
社
会
復
帰
を
促
す
施
設
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

の
は
ら
荘（
仮
称
）」を

開
所
予
定
で
す
。

上
に
20 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、施
設
内
の
電
源
と
し
て
利
用
し
て

い
る
他
、本
社
事
務
所
照
明
の
L
E
D

化
や
、暖
房
と
し
て
の
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
な
薪
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
、重
機

用
の
燃
料
と
し
て
、廃
食
油
を
自
社
で

精
製
し
た
バ
イ
オ
燃
料
の
使
用
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年

は
更
に
48 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
増

設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
我
が
社
は
、企
業
理
念
を「
環
境
と

福
祉
の
両
立
」と
定
め
て
い
ま
す
。私

達
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
は
、ど
こ

よ
り
も
愛
着
が
あ
り
大
切
な
土
地
で

す
の
で
、環
境
保
全
に
向
け
た
取
り
組

み
や
、地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
は
特
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
的
な
活
動
に
、我
が
社

主
催
の「
ホ
タ
ル
祭
り（
地
域
交
流

会
）」が
あ
り
ま
す
。水
保
全
の
環
境

事
業
の
一
環
と
し
て
、地
下
水
を
利
用

▲左から野原社長、野原会長、林頭取

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

花
畑
支
店

福
岡
銀
行 

熊
本
営
業
部

有限会社 オー・エス収集センター

時
代
に
適
合
し
、

環
境
に
配
慮
し
た
事
業
を
展
開

地
域
と
共
生
し
、安
心・安
全
な

循
環
型
社
会
構
築
の
一
翼
を
担
う
。

野
原 

し
ん
ぞ
う

眞
藏
氏

野
原 

雅
浩
氏

有
限
会
社 

オ
ー・エ
ス
収
集
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
会
長

代
表
取
締
役
社
長
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社
名
は
、新
し
い
事
業
を
始
め
る
に

あ
た
り
、〝
０
＝
ゼ
ロ
〞か
ら〝
S
＝
ス

タ
ー
ト
〞す
る
と
い
う
意
気
込
み
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、産
業
廃
棄
物
の
最

終
処
分
業
を
軸
と
し
て
、廃
棄
物
の
収

集
運
搬
業
、中
間
処
理
業
、汚
染
土
処

理
業
、廃
品
回
収
業
等
を
営
ん
で
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、廃
棄
物
の
中
間
処
理
業

の
施
設
と
し
て
、リ
サ
イ
ク
ル
施
設（
選

別
、圧
縮
）や
汚
泥
の
固
化
施
設（
オ

デ
ィ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
）を
導
入
し
、

業
務
拡
大
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
業
と
し
て
の
施
設
で
あ

る
管
理
型
最
終
処
分
場
で
は
廃
棄
物

の
埋
め
立
て
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

地
下
水
等
の
汚
染
を
防
止
す
る
為
、

周
囲
を
遮
水
シ
ー
ト
で
覆
い
、処
分
場

の
内
部
に
浸
透
し
た
雨
水
は
、浸
出
水

処
理
施
設
で
浄
化
し
て
か
ら
放
流
し

て
い
ま
す
。

　
2
0
1
2
年（
平
成
24
年
）に
は
管

理
型
最
終
処
分
場
の
許
可
容
量
を

22
・
1
万
㎥
か
ら
68
・
7
万
㎥
へ
拡
張

　
有
限
会
社
オ
ー
・エ
ス
収
集
セ
ン

タ
ー
は
1
9
8
0
年（
昭
和
55
年
）、

産
業
廃
棄
物
を
処
理
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、熊
本
市
楠
野
町
に
、私
、

野
原
眞
藏
が
設
立
し
ま
し
た
。も
と
も

と
67
年（
昭
和
42
年
）に
同
地
に
て
自

動
車
整
備
を
行
う
野
原
産
業
を
操
業

し
て
お
り
、そ
こ
で
発
生
す
る
廃
棄
物

を
自
前
で
処
理
し
よ
う
と
考
え
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

w
ith the Earth.- 

地
球
と
と
も
に

生
き
る
」で
す
。

　
環
境
認
証
は
、02
年（
平
成
14
年
）

に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
認
証
を
取
得

し
た
後
、11
年（
平
成
23
年
）に
は
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
21
へ
移
行
し
て
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
お
り

ま
す
。ま
た
、最
終
処
分
場
と
し
て
は

珍
し
く
、国
道
沿
い
の
街
中
に
立
地
し

て
い
ま
す
。事
業
運
営
に
お
い
て
は
、特

に
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
が
不
可
欠
で

あ
り
、騒
音
防
止
の
為
の
低
騒
音
型

重
機
の
導
入
や
、粉
塵
防
止
の
為
の
搬

入
路
等
へ
の
散
水
と
い
っ
た
、環
境
側

面
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、廃
棄
物
の
受
け
入
れ
は

厳
し
い
目
を
持
っ
て
行
い
、受
け
入
れ

が
出
来
な
い
も
の
が
混
入
し
て
い
る

時
に
は
、受
け
入
れ
を
お
断
り
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
、法
律
に
沿
っ
た
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
強
化
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、環
境
に
優
し
い
活
動
に
も
注

力
し
て
お
り
、リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
屋

さ
せ
、今
後
の
万
全
な
受
け
入
れ
態
勢

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
場
は
、循
環
型
社
会
の

最
終
的
な
受
け
皿
と
し
て
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

あ
り
、廃
棄
物
を
出
来
る
限
り
分
別

し
て
資
源
と
し
て
の
再
利
用（
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）、熱
と
し
て
の
再
利

用（
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）を
促
進
し

て「
埋
め
な
い
努
力
」を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
に

も
、廃
棄
物
処
理
や
解
体
工
事
を
行

う
有
限
会
社 

北
部
産
廃
、農
業
関
連

事
業
を
手
掛
け
る
有
限
会
社 

の
は
ら

農
研
塾
と
と
も
に
、「
野
原
グ
ル
ー

プ
」と
し
て
地
域
貢
献
を
行
い
、地
球

環
境
を
守
る
為
、循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル

社
会
の
構
築
に
少
し
で
も
寄
与
出
来

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
業
と
い
う
環
境

と
切
り
離
せ
な
い
事
業
を
行
う
野
原

グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
は
、「-Living 

方
々
や
行
政
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
野
原
グ
ル
ー
プ
は
、４
年
後
に
創
業

50
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
こ
ま
で
来
る

こ
と
が
出
来
た
の
も
、地
域
の
方
々
の

ご
理
解
や
従
業
員
の
努
力
の
お
か
げ

と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。今
後
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
企
業
理
念
で
あ
る

「
環
境
と
福
祉
の
両
立
」を
積
極
的
に

進
め
、地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
未
来

を
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
は
、あ
ま

り
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
、周
囲
を

高
い
壁
で
囲
っ
て
い
る
こ
と
が
一
般
的

で
す
が
、我
が
社
で
は
外
か
ら
で
も
中

が
見
渡
せ
る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

を
配
置
し
、「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処
分

場
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。見
る
人
に

不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
に
常
時
き

れ
い
に
保
ち
、処
分
場
の
周
辺
に
は

木
々
を
植
樹
し
て
、地
域
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
も
機
能
す
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
大
き
な
目
標
は
、一
見
す
る

と
、ま
る
で
公
園
の
よ
う
な
処
分
場
を

つ
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る
こ
と
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す
。「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処
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が
地
域
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憩
い
の
場
に
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る
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安
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で
安
全
な
処
分
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を
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っ
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で
す
。
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が
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処
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の
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、

地
域
の
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の
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験
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も
行
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て
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ま
す
。

　
そ
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て
、障
が
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の
有
無
に
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わ
ら

ず
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も
が
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性
や
能
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に
応
じ
て
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と
が
出
来
る
社
会
を
目
指
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マ
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イ
ゼ
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シ
ョ
ン
」に
共
感

し
、早
期
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ら
障
が
い
者
の
就
労
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援
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き
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。現
在
も
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名
が

リ
サ
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ル
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設
で
廃
棄
物
の
分
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と
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予
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内
の
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利
用
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化
や
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房
と
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て
の
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
な
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ス
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の
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入
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機

用
の
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料
と
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、廃
食
油
を
自
社
で

精
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た
バ
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オ
燃
料
の
使
用
と
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っ

た
取
り
組
み
を
行
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て
い
ま
す
。今
年

は
更
に
48 
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の
ソ
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パ
ネ
ル
の
増
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を
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我
が
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は
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業
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環
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と
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で
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取
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の
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で
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管理型最終処分場中間処理施設
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。
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業
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を
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と
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で
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拡
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て
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ま
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た
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と
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の
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で
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で
は
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の
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を
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て
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す
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を
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、
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に
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た
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水
は
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出
水
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で
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化
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て
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放
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ま
す
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0
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年（
平
成
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年
）に
は
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理
型
最
終
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分
場
の
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を
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か
ら
68
・
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万
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張
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は
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9
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0
年（
昭
和
55
年
）、

産
業
廃
棄
物
を
処
理
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、熊
本
市
楠
野
町
に
、私
、

野
原
眞
藏
が
設
立
し
ま
し
た
。も
と
も

と
67
年（
昭
和
42
年
）に
同
地
に
て
自

動
車
整
備
を
行
う
野
原
産
業
を
操
業

し
て
お
り
、そ
こ
で
発
生
す
る
廃
棄
物

を
自
前
で
処
理
し
よ
う
と
考
え
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

w
ith the Earth.- 

地
球
と
と
も
に

生
き
る
」で
す
。

　
環
境
認
証
は
、02
年（
平
成
14
年
）

に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
認
証
を
取
得

し
た
後
、11
年（
平
成
23
年
）に
は
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
21
へ
移
行
し
て
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
お
り

ま
す
。ま
た
、最
終
処
分
場
と
し
て
は

珍
し
く
、国
道
沿
い
の
街
中
に
立
地
し

て
い
ま
す
。事
業
運
営
に
お
い
て
は
、特

に
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
が
不
可
欠
で

あ
り
、騒
音
防
止
の
為
の
低
騒
音
型

重
機
の
導
入
や
、粉
塵
防
止
の
為
の
搬

入
路
等
へ
の
散
水
と
い
っ
た
、環
境
側

面
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、廃
棄
物
の
受
け
入
れ
は

厳
し
い
目
を
持
っ
て
行
い
、受
け
入
れ

が
出
来
な
い
も
の
が
混
入
し
て
い
る

時
に
は
、受
け
入
れ
を
お
断
り
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
、法
律
に
沿
っ
た
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
強
化
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、環
境
に
優
し
い
活
動
に
も
注

力
し
て
お
り
、リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
屋

さ
せ
、今
後
の
万
全
な
受
け
入
れ
態
勢

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
場
は
、循
環
型
社
会
の

最
終
的
な
受
け
皿
と
し
て
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

あ
り
、廃
棄
物
を
出
来
る
限
り
分
別

し
て
資
源
と
し
て
の
再
利
用（
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）、熱
と
し
て
の
再
利

用（
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）を
促
進
し

て「
埋
め
な
い
努
力
」を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
に

も
、廃
棄
物
処
理
や
解
体
工
事
を
行

う
有
限
会
社 

北
部
産
廃
、農
業
関
連

事
業
を
手
掛
け
る
有
限
会
社 

の
は
ら

農
研
塾
と
と
も
に
、「
野
原
グ
ル
ー

プ
」と
し
て
地
域
貢
献
を
行
い
、地
球

環
境
を
守
る
為
、循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル

社
会
の
構
築
に
少
し
で
も
寄
与
出
来

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
業
と
い
う
環
境

と
切
り
離
せ
な
い
事
業
を
行
う
野
原

グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
は
、「-Living 

方
々
や
行
政
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
野
原
グ
ル
ー
プ
は
、４
年
後
に
創
業

50
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
こ
ま
で
来
る

こ
と
が
出
来
た
の
も
、地
域
の
方
々
の

ご
理
解
や
従
業
員
の
努
力
の
お
か
げ

と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。今
後
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
企
業
理
念
で
あ
る

「
環
境
と
福
祉
の
両
立
」を
積
極
的
に

進
め
、地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
未
来

を
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
は
、あ
ま

り
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
、周
囲
を

高
い
壁
で
囲
っ
て
い
る
こ
と
が
一
般
的

で
す
が
、我
が
社
で
は
外
か
ら
で
も
中

が
見
渡
せ
る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

を
配
置
し
、「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処
分

場
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。見
る
人
に

不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
に
常
時
き

れ
い
に
保
ち
、処
分
場
の
周
辺
に
は

木
々
を
植
樹
し
て
、地
域
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
も
機
能
す
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
大
き
な
目
標
は
、一
見
す
る

と
、ま
る
で
公
園
の
よ
う
な
処
分
場
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処

分
場
が
地
域
の
方
々
の
憩
い
の
場
に
存

在
す
る
」そ
ん
な
安
心
で
安
全
な
処
分

場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
。

　
将
来
は
、埋
め
立
て
が
終
わ
っ
た
処

分
場
の
跡
地
を
、ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
エ
リ
ア
に

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。地
域
の

し
た
ホ
タ
ル
が
す棲
め
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
、敷
地
内
に
は
５
〜
６
月
に

か
け
て
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
っ
て
お
り
、

地
元
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、毎
年
５
月
末
頃
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、未
来
を
担
う
子
供
達
に「
食
」

や「
環
境
」の
大
切
さ
を
伝
え
る
為
、

地
域
の
小
学
生
を
招
待
し
、有
限
会
社 

の
は
ら
農
研
塾
で
、「
田
植
え
・
稲
刈

り・
餅
つ
き・サ
ト
ウ
キ
ビ
搾
り
」等
の

体
験
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、誰
も
が
適
性
や
能
力
に
応
じ
て

働
く
こ
と
が
出
来
る
社
会
を
目
指
す

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」に
共
感

し
、早
期
か
ら
障
が
い
者
の
就
労
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
、９
名
が

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
廃
棄
物
の
分
別

作
業
等
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。更
な
る

一
歩
と
し
て
、今
年
12
月
に
は
障
が
い

者
の
自
立
と
社
会
復
帰
を
促
す
施
設
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

の
は
ら
荘（
仮
称
）」を

開
所
予
定
で
す
。

上
に
20 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、施
設
内
の
電
源
と
し
て
利
用
し
て

い
る
他
、本
社
事
務
所
照
明
の
L
E
D

化
や
、暖
房
と
し
て
の
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
な
薪
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
、重
機

用
の
燃
料
と
し
て
、廃
食
油
を
自
社
で

精
製
し
た
バ
イ
オ
燃
料
の
使
用
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年

は
更
に
48 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
増

設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
我
が
社
は
、企
業
理
念
を「
環
境
と

福
祉
の
両
立
」と
定
め
て
い
ま
す
。私

達
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
は
、ど
こ

よ
り
も
愛
着
が
あ
り
大
切
な
土
地
で

す
の
で
、環
境
保
全
に
向
け
た
取
り
組

み
や
、地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
は
特
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
的
な
活
動
に
、我
が
社

主
催
の「
ホ
タ
ル
祭
り（
地
域
交
流

会
）」が
あ
り
ま
す
。水
保
全
の
環
境

事
業
の
一
環
と
し
て
、地
下
水
を
利
用

地
球
と
と
も
に
生
き
る

地
域
と
と
も
に
、

環
境
と
福
祉
の
両
立
を
目
指
す

有限会社 オー・エス収集センター

▲リサイクル施設での障がい者による分別作業 ▲リサイクル施設

管理型最終処分場

燃え殻、汚泥等安定型産業廃棄物以外のものであって一
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社
名
は
、新
し
い
事
業
を
始
め
る
に

あ
た
り
、〝
０
＝
ゼ
ロ
〞か
ら〝
S
＝
ス

タ
ー
ト
〞す
る
と
い
う
意
気
込
み
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、産
業
廃
棄
物
の
最

終
処
分
業
を
軸
と
し
て
、廃
棄
物
の
収

集
運
搬
業
、中
間
処
理
業
、汚
染
土
処

理
業
、廃
品
回
収
業
等
を
営
ん
で
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、廃
棄
物
の
中
間
処
理
業

の
施
設
と
し
て
、リ
サ
イ
ク
ル
施
設（
選

別
、圧
縮
）や
汚
泥
の
固
化
施
設（
オ

デ
ィ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
）を
導
入
し
、

業
務
拡
大
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
業
と
し
て
の
施
設
で
あ

る
管
理
型
最
終
処
分
場
で
は
廃
棄
物

の
埋
め
立
て
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

地
下
水
等
の
汚
染
を
防
止
す
る
為
、

周
囲
を
遮
水
シ
ー
ト
で
覆
い
、処
分
場

の
内
部
に
浸
透
し
た
雨
水
は
、浸
出
水

処
理
施
設
で
浄
化
し
て
か
ら
放
流
し

て
い
ま
す
。

　
2
0
1
2
年（
平
成
24
年
）に
は
管

理
型
最
終
処
分
場
の
許
可
容
量
を

22
・
1
万
㎥
か
ら
68
・
7
万
㎥
へ
拡
張

　
有
限
会
社
オ
ー
・エ
ス
収
集
セ
ン

タ
ー
は
1
9
8
0
年（
昭
和
55
年
）、

産
業
廃
棄
物
を
処
理
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、熊
本
市
楠
野
町
に
、私
、

野
原
眞
藏
が
設
立
し
ま
し
た
。も
と
も

と
67
年（
昭
和
42
年
）に
同
地
に
て
自

動
車
整
備
を
行
う
野
原
産
業
を
操
業

し
て
お
り
、そ
こ
で
発
生
す
る
廃
棄
物

を
自
前
で
処
理
し
よ
う
と
考
え
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

w
ith the Earth.- 

地
球
と
と
も
に

生
き
る
」で
す
。

　
環
境
認
証
は
、02
年（
平
成
14
年
）

に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
認
証
を
取
得

し
た
後
、11
年（
平
成
23
年
）に
は
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
21
へ
移
行
し
て
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
お
り

ま
す
。ま
た
、最
終
処
分
場
と
し
て
は

珍
し
く
、国
道
沿
い
の
街
中
に
立
地
し

て
い
ま
す
。事
業
運
営
に
お
い
て
は
、特

に
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
が
不
可
欠
で

あ
り
、騒
音
防
止
の
為
の
低
騒
音
型

重
機
の
導
入
や
、粉
塵
防
止
の
為
の
搬

入
路
等
へ
の
散
水
と
い
っ
た
、環
境
側

面
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、廃
棄
物
の
受
け
入
れ
は

厳
し
い
目
を
持
っ
て
行
い
、受
け
入
れ

が
出
来
な
い
も
の
が
混
入
し
て
い
る

時
に
は
、受
け
入
れ
を
お
断
り
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
、法
律
に
沿
っ
た
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
強
化
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、環
境
に
優
し
い
活
動
に
も
注

力
し
て
お
り
、リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
屋

さ
せ
、今
後
の
万
全
な
受
け
入
れ
態
勢

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
場
は
、循
環
型
社
会
の

最
終
的
な
受
け
皿
と
し
て
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

あ
り
、廃
棄
物
を
出
来
る
限
り
分
別

し
て
資
源
と
し
て
の
再
利
用（
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）、熱
と
し
て
の
再
利

用（
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）を
促
進
し

て「
埋
め
な
い
努
力
」を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
に

も
、廃
棄
物
処
理
や
解
体
工
事
を
行

う
有
限
会
社 

北
部
産
廃
、農
業
関
連

事
業
を
手
掛
け
る
有
限
会
社 

の
は
ら

農
研
塾
と
と
も
に
、「
野
原
グ
ル
ー

プ
」と
し
て
地
域
貢
献
を
行
い
、地
球

環
境
を
守
る
為
、循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル

社
会
の
構
築
に
少
し
で
も
寄
与
出
来

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
業
と
い
う
環
境

と
切
り
離
せ
な
い
事
業
を
行
う
野
原

グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
は
、「-Living 

方
々
や
行
政
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
野
原
グ
ル
ー
プ
は
、４
年
後
に
創
業

50
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
こ
ま
で
来
る

こ
と
が
出
来
た
の
も
、地
域
の
方
々
の

ご
理
解
や
従
業
員
の
努
力
の
お
か
げ

と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。今
後
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
企
業
理
念
で
あ
る

「
環
境
と
福
祉
の
両
立
」を
積
極
的
に

進
め
、地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
未
来

を
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
は
、あ
ま

り
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
、周
囲
を

高
い
壁
で
囲
っ
て
い
る
こ
と
が
一
般
的

で
す
が
、我
が
社
で
は
外
か
ら
で
も
中

が
見
渡
せ
る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

を
配
置
し
、「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処
分

場
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。見
る
人
に

不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
に
常
時
き

れ
い
に
保
ち
、処
分
場
の
周
辺
に
は

木
々
を
植
樹
し
て
、地
域
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
も
機
能
す
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
大
き
な
目
標
は
、一
見
す
る

と
、ま
る
で
公
園
の
よ
う
な
処
分
場
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処

分
場
が
地
域
の
方
々
の
憩
い
の
場
に
存

在
す
る
」そ
ん
な
安
心
で
安
全
な
処
分

場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
。

　
将
来
は
、埋
め
立
て
が
終
わ
っ
た
処

分
場
の
跡
地
を
、ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
エ
リ
ア
に

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。地
域
の

し
た
ホ
タ
ル
が
す棲
め
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
、敷
地
内
に
は
５
〜
６
月
に

か
け
て
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
っ
て
お
り
、

地
元
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、毎
年
５
月
末
頃
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、未
来
を
担
う
子
供
達
に「
食
」

や「
環
境
」の
大
切
さ
を
伝
え
る
為
、

地
域
の
小
学
生
を
招
待
し
、有
限
会
社 

の
は
ら
農
研
塾
で
、「
田
植
え
・
稲
刈

り・
餅
つ
き・サ
ト
ウ
キ
ビ
搾
り
」等
の

体
験
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、誰
も
が
適
性
や
能
力
に
応
じ
て

働
く
こ
と
が
出
来
る
社
会
を
目
指
す

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」に
共
感

し
、早
期
か
ら
障
が
い
者
の
就
労
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
、９
名
が

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
廃
棄
物
の
分
別

作
業
等
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。更
な
る

一
歩
と
し
て
、今
年
12
月
に
は
障
が
い

者
の
自
立
と
社
会
復
帰
を
促
す
施
設
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

の
は
ら
荘（
仮
称
）」を

開
所
予
定
で
す
。

上
に
20 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、施
設
内
の
電
源
と
し
て
利
用
し
て

い
る
他
、本
社
事
務
所
照
明
の
L
E
D

化
や
、暖
房
と
し
て
の
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
な
薪
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
、重
機

用
の
燃
料
と
し
て
、廃
食
油
を
自
社
で

精
製
し
た
バ
イ
オ
燃
料
の
使
用
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年

は
更
に
48 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
増

設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
我
が
社
は
、企
業
理
念
を「
環
境
と

福
祉
の
両
立
」と
定
め
て
い
ま
す
。私

達
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
は
、ど
こ

よ
り
も
愛
着
が
あ
り
大
切
な
土
地
で

す
の
で
、環
境
保
全
に
向
け
た
取
り
組

み
や
、地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
は
特
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
的
な
活
動
に
、我
が
社

主
催
の「
ホ
タ
ル
祭
り（
地
域
交
流

会
）」が
あ
り
ま
す
。水
保
全
の
環
境

事
業
の
一
環
と
し
て
、地
下
水
を
利
用

地
球
と
と
も
に
生
き
る

地
域
と
と
も
に
、

環
境
と
福
祉
の
両
立
を
目
指
す

有限会社 オー・エス収集センター

▲リサイクル施設での障がい者による分別作業 ▲リサイクル施設

管理型最終処分場

燃え殻、汚泥等安定型産業廃棄物以外のものであって一
定量以上の有害物質を含まないものを処分対象とする最
終処分場。地下水等の汚染を防止する為、底にシートを張
る等遮水工を行い、浸出水を集め、排水基準を満たすよう
処理して放流する構造を有する。

管理型最終処分場

▲浸出水処理施設 ▲平成24年に拡張した管理型最終処分場▲浸出水処理施設見学風景（最終処分場内）

▲中間処理で出来た、盛り土・埋め戻し材 ▲中間処理施設（オディクリーンプラント）

管理型最終処分場中間処理施設

15 FFG MONTHLY SURVEY Vol.60



　
社
名
は
、新
し
い
事
業
を
始
め
る
に

あ
た
り
、〝
０
＝
ゼ
ロ
〞か
ら〝
S
＝
ス

タ
ー
ト
〞す
る
と
い
う
意
気
込
み
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、産
業
廃
棄
物
の
最

終
処
分
業
を
軸
と
し
て
、廃
棄
物
の
収

集
運
搬
業
、中
間
処
理
業
、汚
染
土
処

理
業
、廃
品
回
収
業
等
を
営
ん
で
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、廃
棄
物
の
中
間
処
理
業

の
施
設
と
し
て
、リ
サ
イ
ク
ル
施
設（
選

別
、圧
縮
）や
汚
泥
の
固
化
施
設（
オ

デ
ィ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
）を
導
入
し
、

業
務
拡
大
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
業
と
し
て
の
施
設
で
あ

る
管
理
型
最
終
処
分
場
で
は
廃
棄
物

の
埋
め
立
て
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

地
下
水
等
の
汚
染
を
防
止
す
る
為
、

周
囲
を
遮
水
シ
ー
ト
で
覆
い
、処
分
場

の
内
部
に
浸
透
し
た
雨
水
は
、浸
出
水

処
理
施
設
で
浄
化
し
て
か
ら
放
流
し

て
い
ま
す
。

　
2
0
1
2
年（
平
成
24
年
）に
は
管

理
型
最
終
処
分
場
の
許
可
容
量
を

22
・
1
万
㎥
か
ら
68
・
7
万
㎥
へ
拡
張

　
有
限
会
社
オ
ー
・エ
ス
収
集
セ
ン

タ
ー
は
1
9
8
0
年（
昭
和
55
年
）、

産
業
廃
棄
物
を
処
理
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、熊
本
市
楠
野
町
に
、私
、

野
原
眞
藏
が
設
立
し
ま
し
た
。も
と
も

と
67
年（
昭
和
42
年
）に
同
地
に
て
自

動
車
整
備
を
行
う
野
原
産
業
を
操
業

し
て
お
り
、そ
こ
で
発
生
す
る
廃
棄
物

を
自
前
で
処
理
し
よ
う
と
考
え
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

w
ith the Earth.- 

地
球
と
と
も
に

生
き
る
」で
す
。

　
環
境
認
証
は
、02
年（
平
成
14
年
）

に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
認
証
を
取
得

し
た
後
、11
年（
平
成
23
年
）に
は
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
21
へ
移
行
し
て
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
お
り

ま
す
。ま
た
、最
終
処
分
場
と
し
て
は

珍
し
く
、国
道
沿
い
の
街
中
に
立
地
し

て
い
ま
す
。事
業
運
営
に
お
い
て
は
、特

に
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
が
不
可
欠
で

あ
り
、騒
音
防
止
の
為
の
低
騒
音
型

重
機
の
導
入
や
、粉
塵
防
止
の
為
の
搬

入
路
等
へ
の
散
水
と
い
っ
た
、環
境
側

面
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、廃
棄
物
の
受
け
入
れ
は

厳
し
い
目
を
持
っ
て
行
い
、受
け
入
れ

が
出
来
な
い
も
の
が
混
入
し
て
い
る

時
に
は
、受
け
入
れ
を
お
断
り
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
、法
律
に
沿
っ
た
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
強
化
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、環
境
に
優
し
い
活
動
に
も
注

力
し
て
お
り
、リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
屋

さ
せ
、今
後
の
万
全
な
受
け
入
れ
態
勢

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
場
は
、循
環
型
社
会
の

最
終
的
な
受
け
皿
と
し
て
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

あ
り
、廃
棄
物
を
出
来
る
限
り
分
別

し
て
資
源
と
し
て
の
再
利
用（
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）、熱
と
し
て
の
再
利

用（
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）を
促
進
し

て「
埋
め
な
い
努
力
」を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
に

も
、廃
棄
物
処
理
や
解
体
工
事
を
行

う
有
限
会
社 

北
部
産
廃
、農
業
関
連

事
業
を
手
掛
け
る
有
限
会
社 

の
は
ら

農
研
塾
と
と
も
に
、「
野
原
グ
ル
ー

プ
」と
し
て
地
域
貢
献
を
行
い
、地
球

環
境
を
守
る
為
、循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル

社
会
の
構
築
に
少
し
で
も
寄
与
出
来

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
業
と
い
う
環
境

と
切
り
離
せ
な
い
事
業
を
行
う
野
原

グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
は
、「-Living 

方
々
や
行
政
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
野
原
グ
ル
ー
プ
は
、４
年
後
に
創
業

50
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
こ
ま
で
来
る

こ
と
が
出
来
た
の
も
、地
域
の
方
々
の

ご
理
解
や
従
業
員
の
努
力
の
お
か
げ

と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。今
後
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
企
業
理
念
で
あ
る

「
環
境
と
福
祉
の
両
立
」を
積
極
的
に

進
め
、地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
未
来

を
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
は
、あ
ま

り
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
、周
囲
を

高
い
壁
で
囲
っ
て
い
る
こ
と
が
一
般
的

で
す
が
、我
が
社
で
は
外
か
ら
で
も
中

が
見
渡
せ
る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

を
配
置
し
、「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処
分

場
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。見
る
人
に

不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
に
常
時
き

れ
い
に
保
ち
、処
分
場
の
周
辺
に
は

木
々
を
植
樹
し
て
、地
域
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
も
機
能
す
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
大
き
な
目
標
は
、一
見
す
る

と
、ま
る
で
公
園
の
よ
う
な
処
分
場
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処

分
場
が
地
域
の
方
々
の
憩
い
の
場
に
存

在
す
る
」そ
ん
な
安
心
で
安
全
な
処
分

場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
。

　
将
来
は
、埋
め
立
て
が
終
わ
っ
た
処

分
場
の
跡
地
を
、ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
エ
リ
ア
に

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。地
域
の

し
た
ホ
タ
ル
が
す棲
め
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
、敷
地
内
に
は
５
〜
６
月
に

か
け
て
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
っ
て
お
り
、

地
元
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、毎
年
５
月
末
頃
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、未
来
を
担
う
子
供
達
に「
食
」

や「
環
境
」の
大
切
さ
を
伝
え
る
為
、

地
域
の
小
学
生
を
招
待
し
、有
限
会
社 

の
は
ら
農
研
塾
で
、「
田
植
え
・
稲
刈

り・
餅
つ
き・サ
ト
ウ
キ
ビ
搾
り
」等
の

体
験
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、誰
も
が
適
性
や
能
力
に
応
じ
て

働
く
こ
と
が
出
来
る
社
会
を
目
指
す

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」に
共
感

し
、早
期
か
ら
障
が
い
者
の
就
労
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
、９
名
が

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
廃
棄
物
の
分
別

作
業
等
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。更
な
る

一
歩
と
し
て
、今
年
12
月
に
は
障
が
い

者
の
自
立
と
社
会
復
帰
を
促
す
施
設
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

の
は
ら
荘（
仮
称
）」を

開
所
予
定
で
す
。

上
に
20 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、施
設
内
の
電
源
と
し
て
利
用
し
て

い
る
他
、本
社
事
務
所
照
明
の
L
E
D

化
や
、暖
房
と
し
て
の
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
な
薪
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
、重
機

用
の
燃
料
と
し
て
、廃
食
油
を
自
社
で

精
製
し
た
バ
イ
オ
燃
料
の
使
用
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年

は
更
に
48 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
増

設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
我
が
社
は
、企
業
理
念
を「
環
境
と

福
祉
の
両
立
」と
定
め
て
い
ま
す
。私

達
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
は
、ど
こ

よ
り
も
愛
着
が
あ
り
大
切
な
土
地
で

す
の
で
、環
境
保
全
に
向
け
た
取
り
組

み
や
、地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
は
特
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
的
な
活
動
に
、我
が
社

主
催
の「
ホ
タ
ル
祭
り（
地
域
交
流

会
）」が
あ
り
ま
す
。水
保
全
の
環
境

事
業
の
一
環
と
し
て
、地
下
水
を
利
用

熊本銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

　日々行われる経済活動の中で、産業廃棄物は必ず排出されるものであり、
その適切な処理は、地球環境を守る上で必要不可欠です。御社はその一翼を
担われ、中間処理施設を導入し、限りある処分場への「埋めない努力」にも注力
されています。また、ホタル祭りや農業体験の受け入れといった独自の取り組
みからは、地元の自然環境と住民の方々に対する、野原会長様の深い愛情を感
じました。
　これからも、地域に住まわれる方々を大切にしながら事業を展開され、安心
で安全な循環型社会を構築されることを期待しております。

緑
あ
ふ
れ
る

ガ
ラ
ス
張
り
の
処
分
場

有限会社 オー・エス収集センター

▲リサイクル施設の屋上に設置するソーラーパネル

▲緑地フェンス

▲ホタル祭り（地域交流会）▲カーボンニュートラルな薪ストーブ ▲サトウキビ搾り

▲地元小学生を招いての田植え体験 ▲ホタルが生息する池

▲後列左から2番目より野原社長（のはら農研塾）、野原専務、野原社長、野原会長、林頭取、島田支店長（熊本銀行）

▲野原社長 ▲野原会長

　
社
名
は
、新
し
い
事
業
を
始
め
る
に

あ
た
り
、〝
０
＝
ゼ
ロ
〞か
ら〝
S
＝
ス

タ
ー
ト
〞す
る
と
い
う
意
気
込
み
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、産
業
廃
棄
物
の
最

終
処
分
業
を
軸
と
し
て
、廃
棄
物
の
収

集
運
搬
業
、中
間
処
理
業
、汚
染
土
処

理
業
、廃
品
回
収
業
等
を
営
ん
で
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、廃
棄
物
の
中
間
処
理
業

の
施
設
と
し
て
、リ
サ
イ
ク
ル
施
設（
選

別
、圧
縮
）や
汚
泥
の
固
化
施
設（
オ

デ
ィ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
）を
導
入
し
、

業
務
拡
大
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
業
と
し
て
の
施
設
で
あ

る
管
理
型
最
終
処
分
場
で
は
廃
棄
物

の
埋
め
立
て
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

地
下
水
等
の
汚
染
を
防
止
す
る
為
、

周
囲
を
遮
水
シ
ー
ト
で
覆
い
、処
分
場

の
内
部
に
浸
透
し
た
雨
水
は
、浸
出
水

処
理
施
設
で
浄
化
し
て
か
ら
放
流
し

て
い
ま
す
。

　
2
0
1
2
年（
平
成
24
年
）に
は
管

理
型
最
終
処
分
場
の
許
可
容
量
を

22
・
1
万
㎥
か
ら
68
・
7
万
㎥
へ
拡
張

　
有
限
会
社
オ
ー
・エ
ス
収
集
セ
ン

タ
ー
は
1
9
8
0
年（
昭
和
55
年
）、

産
業
廃
棄
物
を
処
理
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、熊
本
市
楠
野
町
に
、私
、

野
原
眞
藏
が
設
立
し
ま
し
た
。も
と
も

と
67
年（
昭
和
42
年
）に
同
地
に
て
自

動
車
整
備
を
行
う
野
原
産
業
を
操
業

し
て
お
り
、そ
こ
で
発
生
す
る
廃
棄
物

を
自
前
で
処
理
し
よ
う
と
考
え
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

w
ith the Earth.- 

地
球
と
と
も
に

生
き
る
」で
す
。

　
環
境
認
証
は
、02
年（
平
成
14
年
）

に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
1
4
0
0
1
認
証
を
取
得

し
た
後
、11
年（
平
成
23
年
）に
は
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
21
へ
移
行
し
て
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
て
お
り

ま
す
。ま
た
、最
終
処
分
場
と
し
て
は

珍
し
く
、国
道
沿
い
の
街
中
に
立
地
し

て
い
ま
す
。事
業
運
営
に
お
い
て
は
、特

に
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
が
不
可
欠
で

あ
り
、騒
音
防
止
の
為
の
低
騒
音
型

重
機
の
導
入
や
、粉
塵
防
止
の
為
の
搬

入
路
等
へ
の
散
水
と
い
っ
た
、環
境
側

面
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、廃
棄
物
の
受
け
入
れ
は

厳
し
い
目
を
持
っ
て
行
い
、受
け
入
れ

が
出
来
な
い
も
の
が
混
入
し
て
い
る

時
に
は
、受
け
入
れ
を
お
断
り
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
、法
律
に
沿
っ
た
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
強
化
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、環
境
に
優
し
い
活
動
に
も
注

力
し
て
お
り
、リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
屋

さ
せ
、今
後
の
万
全
な
受
け
入
れ
態
勢

を
整
備
し
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
場
は
、循
環
型
社
会
の

最
終
的
な
受
け
皿
と
し
て
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

あ
り
、廃
棄
物
を
出
来
る
限
り
分
別

し
て
資
源
と
し
て
の
再
利
用（
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）、熱
と
し
て
の
再
利

用（
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）を
促
進
し

て「
埋
め
な
い
努
力
」を
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
に

も
、廃
棄
物
処
理
や
解
体
工
事
を
行

う
有
限
会
社 

北
部
産
廃
、農
業
関
連

事
業
を
手
掛
け
る
有
限
会
社 

の
は
ら

農
研
塾
と
と
も
に
、「
野
原
グ
ル
ー

プ
」と
し
て
地
域
貢
献
を
行
い
、地
球

環
境
を
守
る
為
、循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル

社
会
の
構
築
に
少
し
で
も
寄
与
出
来

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
業
と
い
う
環
境

と
切
り
離
せ
な
い
事
業
を
行
う
野
原

グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
は
、「-Living 

方
々
や
行
政
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
野
原
グ
ル
ー
プ
は
、４
年
後
に
創
業

50
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
こ
ま
で
来
る

こ
と
が
出
来
た
の
も
、地
域
の
方
々
の

ご
理
解
や
従
業
員
の
努
力
の
お
か
げ

と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。今
後
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
企
業
理
念
で
あ
る

「
環
境
と
福
祉
の
両
立
」を
積
極
的
に

進
め
、地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
未
来

を
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
は
、あ
ま

り
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
、周
囲
を

高
い
壁
で
囲
っ
て
い
る
こ
と
が
一
般
的

で
す
が
、我
が
社
で
は
外
か
ら
で
も
中

が
見
渡
せ
る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

を
配
置
し
、「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処
分

場
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。見
る
人
に

不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
に
常
時
き

れ
い
に
保
ち
、処
分
場
の
周
辺
に
は

木
々
を
植
樹
し
て
、地
域
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
も
機
能
す
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
大
き
な
目
標
は
、一
見
す
る

と
、ま
る
で
公
園
の
よ
う
な
処
分
場
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処

分
場
が
地
域
の
方
々
の
憩
い
の
場
に
存

在
す
る
」そ
ん
な
安
心
で
安
全
な
処
分

場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
。

　
将
来
は
、埋
め
立
て
が
終
わ
っ
た
処

分
場
の
跡
地
を
、ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
エ
リ
ア
に

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。地
域
の

し
た
ホ
タ
ル
が
す棲
め
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
、敷
地
内
に
は
５
〜
６
月
に

か
け
て
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
っ
て
お
り
、

地
元
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、毎
年
５
月
末
頃
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、未
来
を
担
う
子
供
達
に「
食
」

や「
環
境
」の
大
切
さ
を
伝
え
る
為
、

地
域
の
小
学
生
を
招
待
し
、有
限
会
社 

の
は
ら
農
研
塾
で
、「
田
植
え
・
稲
刈

り・
餅
つ
き・サ
ト
ウ
キ
ビ
搾
り
」等
の

体
験
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、誰
も
が
適
性
や
能
力
に
応
じ
て

働
く
こ
と
が
出
来
る
社
会
を
目
指
す

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」に
共
感

し
、早
期
か
ら
障
が
い
者
の
就
労
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
、９
名
が

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
廃
棄
物
の
分
別

作
業
等
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。更
な
る

一
歩
と
し
て
、今
年
12
月
に
は
障
が
い

者
の
自
立
と
社
会
復
帰
を
促
す
施
設
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

の
は
ら
荘（
仮
称
）」を

開
所
予
定
で
す
。

上
に
20 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、施
設
内
の
電
源
と
し
て
利
用
し
て

い
る
他
、本
社
事
務
所
照
明
の
L
E
D

化
や
、暖
房
と
し
て
の
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
な
薪
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
、重
機

用
の
燃
料
と
し
て
、廃
食
油
を
自
社
で

精
製
し
た
バ
イ
オ
燃
料
の
使
用
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年

は
更
に
48 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
増

設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
我
が
社
は
、企
業
理
念
を「
環
境
と

福
祉
の
両
立
」と
定
め
て
い
ま
す
。私

達
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
は
、ど
こ

よ
り
も
愛
着
が
あ
り
大
切
な
土
地
で

す
の
で
、環
境
保
全
に
向
け
た
取
り
組

み
や
、地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
は
特
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
的
な
活
動
に
、我
が
社

主
催
の「
ホ
タ
ル
祭
り（
地
域
交
流

会
）」が
あ
り
ま
す
。水
保
全
の
環
境

事
業
の
一
環
と
し
て
、地
下
水
を
利
用

熊本銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

　日々行われる経済活動の中で、産業廃棄物は必ず排出されるものであり、
その適切な処理は、地球環境を守る上で必要不可欠です。御社はその一翼を
担われ、中間処理施設を導入し、限りある処分場への「埋めない努力」にも注力
されています。また、ホタル祭りや農業体験の受け入れといった独自の取り組
みからは、地元の自然環境と住民の方々に対する、野原会長様の深い愛情を感
じました。
　これからも、地域に住まわれる方々を大切にしながら事業を展開され、安心
で安全な循環型社会を構築されることを期待しております。

緑
あ
ふ
れ
る

ガ
ラ
ス
張
り
の
処
分
場

有限会社 オー・エス収集センター

▲リサイクル施設の屋上に設置するソーラーパネル

▲緑地フェンス

▲ホタル祭り（地域交流会）▲カーボンニュートラルな薪ストーブ ▲サトウキビ搾り

▲地元小学生を招いての田植え体験 ▲ホタルが生息する池

▲後列左から2番目より野原社長（のはら農研塾）、野原専務、野原社長、野原会長、林頭取、島田支店長（熊本銀行）

▲野原社長 ▲野原会長
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業
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を
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目
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に
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ま
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面
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り
組
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行
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ま
す
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も
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棄
物
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受
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入
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は
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目
を
持
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行
い
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入
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が
出
来
な
い
も
の
が
混
入
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る

時
に
は
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入
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を
お
断
り
さ
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て
お
り
、法
律
に
沿
っ
た
コ
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プ

ラ
イ
ア
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体
制
強
化
に
努
め
て
お
り

ま
す
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ま
た
、環
境
に
優
し
い
活
動
に
も
注
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し
て
お
り
、リ
サ
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ル
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設
の
屋

さ
せ
、今
後
の
万
全
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受
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入
れ
態
勢

を
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し
ま
し
た
。

　
最
終
処
分
場
は
、循
環
型
社
会
の

最
終
的
な
受
け
皿
と
し
て
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

あ
り
、廃
棄
物
を
出
来
る
限
り
分
別

し
て
資
源
と
し
て
の
再
利
用（
マ
テ
リ

ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）、熱
と
し
て
の
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進
し
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埋
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な
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こ
と
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だ
と
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い
ま
す
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に

も
、廃
棄
物
処
理
や
解
体
工
事
を
行

う
有
限
会
社 

北
部
産
廃
、農
業
関
連

事
業
を
手
掛
け
る
有
限
会
社 

の
は
ら

農
研
塾
と
と
も
に
、「
野
原
グ
ル
ー

プ
」と
し
て
地
域
貢
献
を
行
い
、地
球

環
境
を
守
る
為
、循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル

社
会
の
構
築
に
少
し
で
も
寄
与
出
来

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
業
と
い
う
環
境

と
切
り
離
せ
な
い
事
業
を
行
う
野
原

グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
は
、「-Living 

方
々
や
行
政
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
野
原
グ
ル
ー
プ
は
、４
年
後
に
創
業

50
周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
こ
ま
で
来
る

こ
と
が
出
来
た
の
も
、地
域
の
方
々
の

ご
理
解
や
従
業
員
の
努
力
の
お
か
げ

と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。今
後
も

こ
れ
ま
で
以
上
に
企
業
理
念
で
あ
る

「
環
境
と
福
祉
の
両
立
」を
積
極
的
に

進
め
、地
域
と
と
も
に
発
展
す
る
未
来

を
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

　
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
は
、あ
ま

り
人
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
、周
囲
を

高
い
壁
で
囲
っ
て
い
る
こ
と
が
一
般
的

で
す
が
、我
が
社
で
は
外
か
ら
で
も
中

が
見
渡
せ
る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

を
配
置
し
、「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処
分

場
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。見
る
人
に

不
快
感
を
与
え
な
い
よ
う
に
常
時
き

れ
い
に
保
ち
、処
分
場
の
周
辺
に
は

木
々
を
植
樹
し
て
、地
域
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
も
機
能
す
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
大
き
な
目
標
は
、一
見
す
る

と
、ま
る
で
公
園
の
よ
う
な
処
分
場
を

つ
く
る
こ
と
で
す
。「
ガ
ラ
ス
張
り
の
処

分
場
が
地
域
の
方
々
の
憩
い
の
場
に
存

在
す
る
」そ
ん
な
安
心
で
安
全
な
処
分

場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
。

　
将
来
は
、埋
め
立
て
が
終
わ
っ
た
処

分
場
の
跡
地
を
、ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン

ド
や
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
エ
リ
ア
に

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。地
域
の

し
た
ホ
タ
ル
が
す棲
め
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
、敷
地
内
に
は
５
〜
６
月
に

か
け
て
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
っ
て
お
り
、

地
元
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、毎
年
５
月
末
頃
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、未
来
を
担
う
子
供
達
に「
食
」

や「
環
境
」の
大
切
さ
を
伝
え
る
為
、

地
域
の
小
学
生
を
招
待
し
、有
限
会
社 

の
は
ら
農
研
塾
で
、「
田
植
え
・
稲
刈

り・
餅
つ
き・サ
ト
ウ
キ
ビ
搾
り
」等
の

体
験
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、誰
も
が
適
性
や
能
力
に
応
じ
て

働
く
こ
と
が
出
来
る
社
会
を
目
指
す

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」に
共
感

し
、早
期
か
ら
障
が
い
者
の
就
労
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。現
在
も
、９
名
が

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
廃
棄
物
の
分
別

作
業
等
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。更
な
る

一
歩
と
し
て
、今
年
12
月
に
は
障
が
い

者
の
自
立
と
社
会
復
帰
を
促
す
施
設
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所「
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

の
は
ら
荘（
仮
称
）」を

開
所
予
定
で
す
。

上
に
20 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、施
設
内
の
電
源
と
し
て
利
用
し
て

い
る
他
、本
社
事
務
所
照
明
の
L
E
D

化
や
、暖
房
と
し
て
の
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
な
薪
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
、重
機

用
の
燃
料
と
し
て
、廃
食
油
を
自
社
で

精
製
し
た
バ
イ
オ
燃
料
の
使
用
と
い
っ

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年

は
更
に
48 

kW
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
増

設
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
我
が
社
は
、企
業
理
念
を「
環
境
と

福
祉
の
両
立
」と
定
め
て
い
ま
す
。私

達
が
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
地
は
、ど
こ

よ
り
も
愛
着
が
あ
り
大
切
な
土
地
で

す
の
で
、環
境
保
全
に
向
け
た
取
り
組

み
や
、地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
は
特
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
そ
の
代
表
的
な
活
動
に
、我
が
社

主
催
の「
ホ
タ
ル
祭
り（
地
域
交
流

会
）」が
あ
り
ま
す
。水
保
全
の
環
境

事
業
の
一
環
と
し
て
、地
下
水
を
利
用

熊本銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

　日々行われる経済活動の中で、産業廃棄物は必ず排出されるものであり、
その適切な処理は、地球環境を守る上で必要不可欠です。御社はその一翼を
担われ、中間処理施設を導入し、限りある処分場への「埋めない努力」にも注力
されています。また、ホタル祭りや農業体験の受け入れといった独自の取り組
みからは、地元の自然環境と住民の方々に対する、野原会長様の深い愛情を感
じました。
　これからも、地域に住まわれる方々を大切にしながら事業を展開され、安心
で安全な循環型社会を構築されることを期待しております。

緑
あ
ふ
れ
る

ガ
ラ
ス
張
り
の
処
分
場

有限会社 オー・エス収集センター

▲リサイクル施設の屋上に設置するソーラーパネル

▲緑地フェンス

▲ホタル祭り（地域交流会）▲カーボンニュートラルな薪ストーブ ▲サトウキビ搾り

▲地元小学生を招いての田植え体験 ▲ホタルが生息する池

▲後列左から2番目より野原社長（のはら農研塾）、野原専務、野原社長、野原会長、林頭取、島田支店長（熊本銀行）

▲野原社長 ▲野原会長
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医療法人 光晴会病院

▲正面玄関前（左から岸川理事長、小幡頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
親
和
銀
行 

長
崎
営
業
部

医
療
法
人 

光
晴
会
病
院

理
事
長岸

川 

ひ
ろ
き

博
紀
氏

地
域
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら

未
来
へ
邁
進
す
る
、

高
い
専
門
性
を
有
す
る

長
崎
市
北
部
の
基
幹
病
院
。

医療法人 光晴会病院

▲正面玄関前（左から岸川理事長、小幡頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
親
和
銀
行 

長
崎
営
業
部

医
療
法
人 

光
晴
会
病
院

理
事
長岸

川 

ひ
ろ
き

博
紀
氏

地
域
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら

未
来
へ
邁
進
す
る
、

高
い
専
門
性
を
有
す
る

長
崎
市
北
部
の
基
幹
病
院
。
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医療法人 光晴会病院

▲正面玄関前（左から岸川理事長、小幡頭取）

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
親
和
銀
行 

長
崎
営
業
部

医
療
法
人 

光
晴
会
病
院

理
事
長岸

川 

ひ
ろ
き

博
紀
氏

地
域
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら

未
来
へ
邁
進
す
る
、

高
い
専
門
性
を
有
す
る

長
崎
市
北
部
の
基
幹
病
院
。

19 FFG MONTHLY SURVEY Vol.60



医療法人 光晴会病院

病
の
急
増
に
伴
っ
て
増
加
傾
向
に
あ
っ

た
、循
環
器
疾
患
に
対
応
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
、「
診
断
」と「
治
療
」の
両

方
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
地
域
の
皆
様
に

提
供
す
る
為
、89
年（
平
成
元
年
）に

循
環
器
内
科
を
、更
に
96
年（
平
成
８

年
）に
心
臓
血
管
外
科
を
立
ち
上
げ
、

最
先
端
の
医
療
の
提
供
や
専
門
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
育
成
等
に
注
力
し
て
き
ま

し
た
。現
在
で
は
、長
崎
県
に
お
け
る

循
環
器
の
専
門
診
療
機
関
と
し
て
、地

域
医
療
の一
角
を
担
わ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　
当
院
は
、設
立
以
来
の
病
院
理
念
と

し
て
３
つ
の「
Ｈ
」を
定
め
て
い
ま
す
。

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

H
um
anism

 

医
療
の
原
点
に
立
っ
た

心
温
ま
る
医
療
」「
ハ
　
イ

H
igh  

レ 

ベ 

ル

Level 

高
度

医
療
の
提
供
」「
ハ
　
イ

H
igh  

グ
ロ
ー
ス

G
row
th 

職
員

一
同
連
携
し
仕
事
を
通
じ
て
の
人
間

的
成
長
」の
３
つ
で
す
。そ
の
理
念
を

　
当
院
は
、1
9
7
3
年（
昭
和
48

年
）に
開
設
さ
れ
た「
人
工
腎
臓
セ
ン

タ
ー
高
木
医
院
」が
前
身
で
す
。79
年

（
昭
和
54
年
）に
現
在
の
場
所
に
新
病

院
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、「
医
療
法

人
光
晴
会
病
院
」へ
改
組
し
、主
に
長

崎
市
北
部
に
お
け
る
人
工
透
析
や
循

環
器
・
消
化
器
等
の
内
科
疾
患
の
患

者
様
を
対
象
と
す
る
病
院
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。現
在

は
、救
急
疾
患
の
患
者
様
を
診
療
す
る

体
制
も
整
え
、一
般
病
床
1
7
3
床
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ（
集
中
治
療
室
）６
床
で
診
療

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
は
開
設
以
来
、地
域
の
皆
様
に

「
専
門
性
の
高
い
医
療
」を
提
供
す
べ

く
、努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。そ

の
取
り
組
み
の 

一 

つ
に
、循
環
器
内
科

と
心
臓
血
管
外
科
の
機
能
を
併
せ

も
っ
た「
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
」の
開

設
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー

は
、患
者
様
の
高
齢
化
の
進
展
や
糖
尿

の
拡
充
等
に
よ
る「
患
者
様
の
療
養
環

境
の
改
善
」等
、質
の
面
で
の
向
上
に

主
眼
を
置
い
て
い
ま
す
。ま
た
、過
酷

な
医
療
現
場
で
働
く
職
員
の
就
労
環

境
の
改
善
も
目
的
の
一
つ
で
す
。

　
特
に
、長
崎
県
で
初
め
て
開
設
し
た

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
」は
、今
回
の

大
き
な
目
玉
で
す
。こ
の
手
術
室
は
、

従
来
は
別
々
の
部
屋
に
設
置
さ
れ
て
い

た
手
術
台
と
血
管
X
線
撮
影
装
置
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、X
線
透
視
・

撮
影
を
行
っ
た
画
像
と
実
際
の
患
部

の
両
方
を
同
時
に
確
認
し
な
が
ら
手

術
が
出
来
る
為
、侵
襲（
手
術
の
際
の

患
者
様
の
身
体
へ
の
負
担
）の
少
な
い

ス
テ
ン
ト
手
術
や
、今
ま
で
よ
り
精
度

の
高
い
手
術
、そ
し
て
従
来
は
不
可
能

で
あ
っ
た
高
度
か
つ
複
雑
な
手
術
も
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。今
後
、こ
の

手
術
室
を
活
用
し
、患
者
様
に
対
し
て

よ
り
効
果
的
な
治
療
の
ご
提
供
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
、病
院
と
し
て
当
然
で
は
あ

り
ま
す
が
、よ
り
質
の
高
い
医
療
の
提

供
を
肝
に
銘
じ
て
、「
患
者
様
に
と
っ
て

信
頼
出
来
る
病
院
」「
地
域
に
信
頼
さ

れ
る
病
院
」「
職
員
に
と
っ
て
働
き
が
い

の
あ
る
病
院
」と
い
う
３
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
、質
の
高
い
医
療
の
提
供
の
為

に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い「
人
材
」

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
為
に
、年
間
を
通

じ
、医
師
や
医
療・事
務
ス
タ
ッ
フ
を
含

め
た
多
く
の
職
員
に
内
外
の
研
修
に

積
極
的
に
参
加
さ
せ
、各
分
野
の
知

識・技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
信
頼
を
得
ら
れ
る
病
院
づ
く

り
」に
向
け
て
、地
域
連
携
を
推
進
し
て

い
ま
す
。そ
の
連
携
の
基
盤
と
な
っ
て
い

る
の
が
、当
院
が
情
報
提
供
医
療
施
設

と
し
て
参
加
し
て
い
る
長
崎
地
域
の
医

療
連
携
シ
ス
テ
ム「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」

で
す
。こ
れ
は
、患
者
様
の
同
意
を
得
た

上
で
、患
者
様
の
情
報
を
、地
域
の
病
院

や
診
療
所
及
び
か
か
り
つ
け
医
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
共
有
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。当
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、診
療

所
の
先
生
方
や
調
剤
薬
局
等
と
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
、地
域
の
診
療
所
か

ら
紹
介
さ
れ
て
当
院
に
来
ら
れ
た
患
者

様
に
対
し
て
質
の
高
い
安
全
な
医
療
の

提
供
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、「
職
員
に
と
って
働
き
が
い
の

あ
る
病
院
」に
向
け
て
は
、前
述
し
た
就

労
環
境
の
改
善
や
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機

会
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
る
他
、働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
目
的
に「
職
場
環

境
改
善
委
員
会
」を
院
内
に
横
断
的
に

立
ち
上
げ
、多
様
な
勤
務
形
態
の
導
入

等
、様
々
な
取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

　
お
か
げ
様
で
、長
崎
県
初
の「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室
」や
、昨
年
完
成
し
た
新

病
棟
に
よ
る「
救
急・急
性
期
医
療
の
進

展
」で
、今
ま
で
以
上
に
地
域
に
貢
献
出

来
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。こ
の
体
制
の

も
と
、長
崎
市
北
部
の
基
幹
病
院
と
し

て
、専
門
性
を
よ
り
高
め
た
医
療
を
提

供
出
来
る
様
、職
員
一
同
力
を
合
わ
せ

て
参
り
ま
す
。

　
当
院
は
、前
述
の「
心
臓
血
管
セ
ン

タ
ー
」を
は
じ
め
、当
院
開
設
の
母
体

で
あ
り
、長
崎
に
お
け
る
腎
不
全
治

療（
透
析
治
療
）の
草
分
け
的
存
在
で

も
あ
る「
腎
セ
ン
タ
ー
」、そ
し
て「
消

化
器
部
門
」、「
泌
尿
器
科
」等
に
強

み
を
持
つ
病
院
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。も
ち
ろ
ん
内
科
、外
科
、神
経

内
科
等
、い
ず
れ
の
科
で
も
丁
寧
で
質

の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
お
り
、多

く
の
患
者
様
が
治
療
を
受
け
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
当
院
で
は
、患
者
様
に
提
供
す
る
医

療
の
質
を
更
に
高
め
る
べ
く
、新
病
棟

の
建
設
を
行
い
、既
存
病
棟
の
改
装
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。新
病
棟
は
昨

年
７
月
に
完
成
し
、既
存
病
棟
の
改
装

も
年
内
に
は
終
了
予
定
で
す
。今
回
の

新
病
棟
建
設
・
既
存
病
棟
改
装
で
は
、

病
床
数
を
増
や
す
こ
と
で
は
な
く
、手

術
室
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
拡
充
に
よ
る「
救

急
・
急
性
期
医
療
の
強
化
」や
、個
室

よ
り
詳
し
く
説
明
す
る
と「
私
達
は
職

員
一
同
連
携
し
、向
上
心
を
持
っ
て
最

新
の
医
学
及
び
医
療
技
術
を
導
入
し

て
、予
防
か
ら
専
門
的
医
療
ま
で
の
包

括
的
医
療
を
行
う
と
共
に
、地
域
住

民
と
患
者
様
の
立
場
に
な
っ
て
真
心
と

奉
仕
の
精
神
で
、誰
で
も
い
つ
で
も
平

等
に
温
か
み
の
あ
る
医
療
を
行
い
ま

す
。」と
な
り
ま
す
。我
々
は
そ
の
理
念

を
常
に
心
に
抱
き
な
が
ら
、日
夜
医
療

技
術
の
向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
理
念
は
、シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
も

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。医
療
の
象
徴
で

あ
る
赤
十
字
を
当
院
創
立
以
来
の
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
青
色
に
し
、そ

れ
を
病
院
名
の「
光
晴（
・ 

　・ 

　・　 

・

コ
ー
セ
イ
）」

の
４
文
字
が
丸
く
囲
ん
だ
も
の
で
、職

員
全
員
が
一
致
し
て
、温
か
い
心
で
医

療
を
取
り
巻
き
、協
力
し
あ
う
姿
を

表
現
し
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、病
院

名
の
名
付
け
親
は
、初
代
理
事
長
の
知

人
で
、歌
手
や
文
化
人
と
し
て
著
名
な

み  

わ 

あ
き
ひ
ろ

美
輪
明
宏
さ
ん
で
す
。「
光
り
晴
れ
る

永
遠
の
発
展
」を
願
っ
て
命
名
し
て
頂

き
ま
し
た
。

▲心臓血管センター

▲光晴会病院全景（航空写真）

▲ハイブリッド手術室見学風景

▲病院理念「3つのH」▲腎センター（人工透析）▲泌尿器科

▲消化器部門

職
員
一
同
連
携
し
、

心
温
ま
る
医
療
、

高
度
医
療
を
実
践
す
る

医
療
の
質
の
向
上
を
目
指
し
た

新
病
棟
開
設・既
存
病
棟
改
装

よ
り
専
門
性
の
高
い

医
療
を
追
求
す
る
病
院
へ
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病
の
急
増
に
伴
っ
て
増
加
傾
向
に
あ
っ

た
、循
環
器
疾
患
に
対
応
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
、「
診
断
」と「
治
療
」の
両

方
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
地
域
の
皆
様
に

提
供
す
る
為
、89
年（
平
成
元
年
）に

循
環
器
内
科
を
、更
に
96
年（
平
成
８

年
）に
心
臓
血
管
外
科
を
立
ち
上
げ
、

最
先
端
の
医
療
の
提
供
や
専
門
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
育
成
等
に
注
力
し
て
き
ま

し
た
。現
在
で
は
、長
崎
県
に
お
け
る

循
環
器
の
専
門
診
療
機
関
と
し
て
、地

域
医
療
の一
角
を
担
わ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　
当
院
は
、設
立
以
来
の
病
院
理
念
と

し
て
３
つ
の「
Ｈ
」を
定
め
て
い
ま
す
。

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

H
um
anism

 

医
療
の
原
点
に
立
っ
た

心
温
ま
る
医
療
」「
ハ
　
イ

H
igh  

レ 

ベ 

ル

Level 

高
度

医
療
の
提
供
」「
ハ
　
イ

H
igh  

グ
ロ
ー
ス

G
row
th 

職
員

一
同
連
携
し
仕
事
を
通
じ
て
の
人
間

的
成
長
」の
３
つ
で
す
。そ
の
理
念
を

　
当
院
は
、1
9
7
3
年（
昭
和
48

年
）に
開
設
さ
れ
た「
人
工
腎
臓
セ
ン

タ
ー
高
木
医
院
」が
前
身
で
す
。79
年

（
昭
和
54
年
）に
現
在
の
場
所
に
新
病

院
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、「
医
療
法

人
光
晴
会
病
院
」へ
改
組
し
、主
に
長

崎
市
北
部
に
お
け
る
人
工
透
析
や
循

環
器
・
消
化
器
等
の
内
科
疾
患
の
患

者
様
を
対
象
と
す
る
病
院
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。現
在

は
、救
急
疾
患
の
患
者
様
を
診
療
す
る

体
制
も
整
え
、一
般
病
床
1
7
3
床
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ（
集
中
治
療
室
）６
床
で
診
療

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
は
開
設
以
来
、地
域
の
皆
様
に

「
専
門
性
の
高
い
医
療
」を
提
供
す
べ

く
、努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。そ

の
取
り
組
み
の 

一 

つ
に
、循
環
器
内
科

と
心
臓
血
管
外
科
の
機
能
を
併
せ

も
っ
た「
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
」の
開

設
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー

は
、患
者
様
の
高
齢
化
の
進
展
や
糖
尿

の
拡
充
等
に
よ
る「
患
者
様
の
療
養
環

境
の
改
善
」等
、質
の
面
で
の
向
上
に

主
眼
を
置
い
て
い
ま
す
。ま
た
、過
酷

な
医
療
現
場
で
働
く
職
員
の
就
労
環

境
の
改
善
も
目
的
の
一
つ
で
す
。

　
特
に
、長
崎
県
で
初
め
て
開
設
し
た

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
」は
、今
回
の

大
き
な
目
玉
で
す
。こ
の
手
術
室
は
、

従
来
は
別
々
の
部
屋
に
設
置
さ
れ
て
い

た
手
術
台
と
血
管
X
線
撮
影
装
置
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、X
線
透
視
・

撮
影
を
行
っ
た
画
像
と
実
際
の
患
部

の
両
方
を
同
時
に
確
認
し
な
が
ら
手

術
が
出
来
る
為
、侵
襲（
手
術
の
際
の

患
者
様
の
身
体
へ
の
負
担
）の
少
な
い

ス
テ
ン
ト
手
術
や
、今
ま
で
よ
り
精
度

の
高
い
手
術
、そ
し
て
従
来
は
不
可
能

で
あ
っ
た
高
度
か
つ
複
雑
な
手
術
も
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。今
後
、こ
の

手
術
室
を
活
用
し
、患
者
様
に
対
し
て

よ
り
効
果
的
な
治
療
の
ご
提
供
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
、病
院
と
し
て
当
然
で
は
あ

り
ま
す
が
、よ
り
質
の
高
い
医
療
の
提

供
を
肝
に
銘
じ
て
、「
患
者
様
に
と
っ
て

信
頼
出
来
る
病
院
」「
地
域
に
信
頼
さ

れ
る
病
院
」「
職
員
に
と
っ
て
働
き
が
い

の
あ
る
病
院
」と
い
う
３
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
、質
の
高
い
医
療
の
提
供
の
為

に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い「
人
材
」

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
為
に
、年
間
を
通

じ
、医
師
や
医
療・事
務
ス
タ
ッ
フ
を
含

め
た
多
く
の
職
員
に
内
外
の
研
修
に

積
極
的
に
参
加
さ
せ
、各
分
野
の
知

識・技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
信
頼
を
得
ら
れ
る
病
院
づ
く

り
」に
向
け
て
、地
域
連
携
を
推
進
し
て

い
ま
す
。そ
の
連
携
の
基
盤
と
な
っ
て
い

る
の
が
、当
院
が
情
報
提
供
医
療
施
設

と
し
て
参
加
し
て
い
る
長
崎
地
域
の
医

療
連
携
シ
ス
テ
ム「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」

で
す
。こ
れ
は
、患
者
様
の
同
意
を
得
た

上
で
、患
者
様
の
情
報
を
、地
域
の
病
院

や
診
療
所
及
び
か
か
り
つ
け
医
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
共
有
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。当
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、診
療

所
の
先
生
方
や
調
剤
薬
局
等
と
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
、地
域
の
診
療
所
か

ら
紹
介
さ
れ
て
当
院
に
来
ら
れ
た
患
者

様
に
対
し
て
質
の
高
い
安
全
な
医
療
の

提
供
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、「
職
員
に
と
って
働
き
が
い
の

あ
る
病
院
」に
向
け
て
は
、前
述
し
た
就

労
環
境
の
改
善
や
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機

会
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
る
他
、働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
目
的
に「
職
場
環

境
改
善
委
員
会
」を
院
内
に
横
断
的
に

立
ち
上
げ
、多
様
な
勤
務
形
態
の
導
入

等
、様
々
な
取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

　
お
か
げ
様
で
、長
崎
県
初
の「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室
」や
、昨
年
完
成
し
た
新

病
棟
に
よ
る「
救
急・急
性
期
医
療
の
進

展
」で
、今
ま
で
以
上
に
地
域
に
貢
献
出

来
る
体
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が
整
い
ま
し
た
。こ
の
体
制
の

も
と
、長
崎
市
北
部
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幹
病
院
と
し

て
、専
門
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高
め
た
医
療
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提
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す
。
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を
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に
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す
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ー
ス

G
row
th 

職
員

一
同
連
携
し
仕
事
を
通
じ
て
の
人
間

的
成
長
」の
３
つ
で
す
。そ
の
理
念
を

　
当
院
は
、1
9
7
3
年（
昭
和
48

年
）に
開
設
さ
れ
た「
人
工
腎
臓
セ
ン

タ
ー
高
木
医
院
」が
前
身
で
す
。79
年

（
昭
和
54
年
）に
現
在
の
場
所
に
新
病

院
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、「
医
療
法

人
光
晴
会
病
院
」へ
改
組
し
、主
に
長

崎
市
北
部
に
お
け
る
人
工
透
析
や
循

環
器
・
消
化
器
等
の
内
科
疾
患
の
患

者
様
を
対
象
と
す
る
病
院
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。現
在

は
、救
急
疾
患
の
患
者
様
を
診
療
す
る

体
制
も
整
え
、一
般
病
床
1
7
3
床
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ（
集
中
治
療
室
）６
床
で
診
療

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
は
開
設
以
来
、地
域
の
皆
様
に

「
専
門
性
の
高
い
医
療
」を
提
供
す
べ

く
、努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。そ

の
取
り
組
み
の 

一 

つ
に
、循
環
器
内
科

と
心
臓
血
管
外
科
の
機
能
を
併
せ

も
っ
た「
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
」の
開

設
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー

は
、患
者
様
の
高
齢
化
の
進
展
や
糖
尿

の
拡
充
等
に
よ
る「
患
者
様
の
療
養
環

境
の
改
善
」等
、質
の
面
で
の
向
上
に

主
眼
を
置
い
て
い
ま
す
。ま
た
、過
酷

な
医
療
現
場
で
働
く
職
員
の
就
労
環

境
の
改
善
も
目
的
の
一
つ
で
す
。

　
特
に
、長
崎
県
で
初
め
て
開
設
し
た

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
」は
、今
回
の

大
き
な
目
玉
で
す
。こ
の
手
術
室
は
、

従
来
は
別
々
の
部
屋
に
設
置
さ
れ
て
い

た
手
術
台
と
血
管
X
線
撮
影
装
置
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、X
線
透
視
・

撮
影
を
行
っ
た
画
像
と
実
際
の
患
部

の
両
方
を
同
時
に
確
認
し
な
が
ら
手

術
が
出
来
る
為
、侵
襲（
手
術
の
際
の

患
者
様
の
身
体
へ
の
負
担
）の
少
な
い

ス
テ
ン
ト
手
術
や
、今
ま
で
よ
り
精
度

の
高
い
手
術
、そ
し
て
従
来
は
不
可
能

で
あ
っ
た
高
度
か
つ
複
雑
な
手
術
も
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。今
後
、こ
の

手
術
室
を
活
用
し
、患
者
様
に
対
し
て

よ
り
効
果
的
な
治
療
の
ご
提
供
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
、病
院
と
し
て
当
然
で
は
あ

り
ま
す
が
、よ
り
質
の
高
い
医
療
の
提

供
を
肝
に
銘
じ
て
、「
患
者
様
に
と
っ
て

信
頼
出
来
る
病
院
」「
地
域
に
信
頼
さ

れ
る
病
院
」「
職
員
に
と
っ
て
働
き
が
い

の
あ
る
病
院
」と
い
う
３
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
、質
の
高
い
医
療
の
提
供
の
為

に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い「
人
材
」

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
為
に
、年
間
を
通

じ
、医
師
や
医
療・事
務
ス
タ
ッ
フ
を
含

め
た
多
く
の
職
員
に
内
外
の
研
修
に

積
極
的
に
参
加
さ
せ
、各
分
野
の
知

識・技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
信
頼
を
得
ら
れ
る
病
院
づ
く

り
」に
向
け
て
、地
域
連
携
を
推
進
し
て

い
ま
す
。そ
の
連
携
の
基
盤
と
な
っ
て
い

る
の
が
、当
院
が
情
報
提
供
医
療
施
設

と
し
て
参
加
し
て
い
る
長
崎
地
域
の
医

療
連
携
シ
ス
テ
ム「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」

で
す
。こ
れ
は
、患
者
様
の
同
意
を
得
た

上
で
、患
者
様
の
情
報
を
、地
域
の
病
院

や
診
療
所
及
び
か
か
り
つ
け
医
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
共
有
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。当
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、診
療

所
の
先
生
方
や
調
剤
薬
局
等
と
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
、地
域
の
診
療
所
か

ら
紹
介
さ
れ
て
当
院
に
来
ら
れ
た
患
者

様
に
対
し
て
質
の
高
い
安
全
な
医
療
の

提
供
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、「
職
員
に
と
って
働
き
が
い
の

あ
る
病
院
」に
向
け
て
は
、前
述
し
た
就

労
環
境
の
改
善
や
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機

会
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
る
他
、働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
目
的
に「
職
場
環

境
改
善
委
員
会
」を
院
内
に
横
断
的
に

立
ち
上
げ
、多
様
な
勤
務
形
態
の
導
入

等
、様
々
な
取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

　
お
か
げ
様
で
、長
崎
県
初
の「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室
」や
、昨
年
完
成
し
た
新

病
棟
に
よ
る「
救
急・急
性
期
医
療
の
進

展
」で
、今
ま
で
以
上
に
地
域
に
貢
献
出

来
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。こ
の
体
制
の

も
と
、長
崎
市
北
部
の
基
幹
病
院
と
し

て
、専
門
性
を
よ
り
高
め
た
医
療
を
提

供
出
来
る
様
、職
員
一
同
力
を
合
わ
せ

て
参
り
ま
す
。

　
当
院
は
、前
述
の「
心
臓
血
管
セ
ン

タ
ー
」を
は
じ
め
、当
院
開
設
の
母
体

で
あ
り
、長
崎
に
お
け
る
腎
不
全
治

療（
透
析
治
療
）の
草
分
け
的
存
在
で

も
あ
る「
腎
セ
ン
タ
ー
」、そ
し
て「
消

化
器
部
門
」、「
泌
尿
器
科
」等
に
強

み
を
持
つ
病
院
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。も
ち
ろ
ん
内
科
、外
科
、神
経

内
科
等
、い
ず
れ
の
科
で
も
丁
寧
で
質

の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
お
り
、多

く
の
患
者
様
が
治
療
を
受
け
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
当
院
で
は
、患
者
様
に
提
供
す
る
医

療
の
質
を
更
に
高
め
る
べ
く
、新
病
棟

の
建
設
を
行
い
、既
存
病
棟
の
改
装
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。新
病
棟
は
昨

年
７
月
に
完
成
し
、既
存
病
棟
の
改
装

も
年
内
に
は
終
了
予
定
で
す
。今
回
の

新
病
棟
建
設
・
既
存
病
棟
改
装
で
は
、

病
床
数
を
増
や
す
こ
と
で
は
な
く
、手

術
室
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
拡
充
に
よ
る「
救

急
・
急
性
期
医
療
の
強
化
」や
、個
室

よ
り
詳
し
く
説
明
す
る
と「
私
達
は
職

員
一
同
連
携
し
、向
上
心
を
持
っ
て
最

新
の
医
学
及
び
医
療
技
術
を
導
入
し

て
、予
防
か
ら
専
門
的
医
療
ま
で
の
包

括
的
医
療
を
行
う
と
共
に
、地
域
住

民
と
患
者
様
の
立
場
に
な
っ
て
真
心
と

奉
仕
の
精
神
で
、誰
で
も
い
つ
で
も
平

等
に
温
か
み
の
あ
る
医
療
を
行
い
ま

す
。」と
な
り
ま
す
。我
々
は
そ
の
理
念

を
常
に
心
に
抱
き
な
が
ら
、日
夜
医
療

技
術
の
向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
理
念
は
、シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
も

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。医
療
の
象
徴
で

あ
る
赤
十
字
を
当
院
創
立
以
来
の
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
青
色
に
し
、そ

れ
を
病
院
名
の「
光
晴（
・ 

　・ 

　・　 

・

コ
ー
セ
イ
）」

の
４
文
字
が
丸
く
囲
ん
だ
も
の
で
、職

員
全
員
が
一
致
し
て
、温
か
い
心
で
医

療
を
取
り
巻
き
、協
力
し
あ
う
姿
を

表
現
し
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、病
院

名
の
名
付
け
親
は
、初
代
理
事
長
の
知

人
で
、歌
手
や
文
化
人
と
し
て
著
名
な

み  

わ 

あ
き
ひ
ろ

美
輪
明
宏
さ
ん
で
す
。「
光
り
晴
れ
る

永
遠
の
発
展
」を
願
っ
て
命
名
し
て
頂

き
ま
し
た
。

▲心臓血管センター

▲光晴会病院全景（航空写真）

▲ハイブリッド手術室見学風景

▲病院理念「3つのH」▲腎センター（人工透析）▲泌尿器科

▲消化器部門

職
員
一
同
連
携
し
、

心
温
ま
る
医
療
、

高
度
医
療
を
実
践
す
る

医
療
の
質
の
向
上
を
目
指
し
た

新
病
棟
開
設・既
存
病
棟
改
装

よ
り
専
門
性
の
高
い

医
療
を
追
求
す
る
病
院
へ
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親和銀行
小幡　修取締役頭取

◎インタビューを終えて

　長崎市北部の基幹病院として、循環器疾患に対する高度医療領域で多数の
実績を残す等、常に地域の最先端医療を先導してこられました。
　昨年完成した新病棟や、長崎県初となる「ハイブリッド手術室」の導入等を通
して、これまで以上に地域の皆様に対して質の高い医療をご提供されることと
確信しております。
　今後も、「より専門性の高い医療｣を追求され、貴院が地域にとってなくては
ならない病院として、益々発展されることを祈念致します。

医療法人 光晴会病院

病
の
急
増
に
伴
っ
て
増
加
傾
向
に
あ
っ

た
、循
環
器
疾
患
に
対
応
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
、「
診
断
」と「
治
療
」の
両

方
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
地
域
の
皆
様
に

提
供
す
る
為
、89
年（
平
成
元
年
）に

循
環
器
内
科
を
、更
に
96
年（
平
成
８

年
）に
心
臓
血
管
外
科
を
立
ち
上
げ
、

最
先
端
の
医
療
の
提
供
や
専
門
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
育
成
等
に
注
力
し
て
き
ま

し
た
。現
在
で
は
、長
崎
県
に
お
け
る

循
環
器
の
専
門
診
療
機
関
と
し
て
、地

域
医
療
の一
角
を
担
わ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　
当
院
は
、設
立
以
来
の
病
院
理
念
と

し
て
３
つ
の「
Ｈ
」を
定
め
て
い
ま
す
。

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

H
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果
的
な
治
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の
ご
提
供
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目

指
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て
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き
ま
す
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今
後
は
、病
院
と
し
て
当
然
で
は
あ

り
ま
す
が
、よ
り
質
の
高
い
医
療
の
提

供
を
肝
に
銘
じ
て
、「
患
者
様
に
と
っ
て

信
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出
来
る
病
院
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地
域
に
信
頼
さ

れ
る
病
院
」「
職
員
に
と
っ
て
働
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が
い

の
あ
る
病
院
」と
い
う
３
つ
の
目
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に

向
か
っ
て
邁
進
し
て
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き
ま
す
。

　
ま
ず
、質
の
高
い
医
療
の
提
供
の
為

に
欠
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こ
と
の
出
来
な
い「
人
材
」

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
為
に
、年
間
を
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じ
、医
師
や
医
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務
ス
タ
ッ
フ
を
含

め
た
多
く
の
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さ
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術
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ま
た
、「
信
頼
を
得
ら
れ
る
病
院
づ
く

り
」に
向
け
て
、地
域
連
携
を
推
進
し
て

い
ま
す
。そ
の
連
携
の
基
盤
と
な
っ
て
い

る
の
が
、当
院
が
情
報
提
供
医
療
施
設

と
し
て
参
加
し
て
い
る
長
崎
地
域
の
医

療
連
携
シ
ス
テ
ム「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」

で
す
。こ
れ
は
、患
者
様
の
同
意
を
得
た

上
で
、患
者
様
の
情
報
を
、地
域
の
病
院

や
診
療
所
及
び
か
か
り
つ
け
医
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
共
有
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。当
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、診
療

所
の
先
生
方
や
調
剤
薬
局
等
と
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
、地
域
の
診
療
所
か

ら
紹
介
さ
れ
て
当
院
に
来
ら
れ
た
患
者

様
に
対
し
て
質
の
高
い
安
全
な
医
療
の

提
供
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、「
職
員
に
と
って
働
き
が
い
の

あ
る
病
院
」に
向
け
て
は
、前
述
し
た
就

労
環
境
の
改
善
や
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機

会
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
る
他
、働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
目
的
に「
職
場
環

境
改
善
委
員
会
」を
院
内
に
横
断
的
に

立
ち
上
げ
、多
様
な
勤
務
形
態
の
導
入

等
、様
々
な
取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

　
お
か
げ
様
で
、長
崎
県
初
の「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室
」や
、昨
年
完
成
し
た
新

病
棟
に
よ
る「
救
急・急
性
期
医
療
の
進

展
」で
、今
ま
で
以
上
に
地
域
に
貢
献
出

来
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。こ
の
体
制
の

も
と
、長
崎
市
北
部
の
基
幹
病
院
と
し

て
、専
門
性
を
よ
り
高
め
た
医
療
を
提

供
出
来
る
様
、職
員
一
同
力
を
合
わ
せ

て
参
り
ま
す
。

　
当
院
は
、前
述
の「
心
臓
血
管
セ
ン

タ
ー
」を
は
じ
め
、当
院
開
設
の
母
体

で
あ
り
、長
崎
に
お
け
る
腎
不
全
治

療（
透
析
治
療
）の
草
分
け
的
存
在
で

も
あ
る「
腎
セ
ン
タ
ー
」、そ
し
て「
消

化
器
部
門
」、「
泌
尿
器
科
」等
に
強

み
を
持
つ
病
院
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。も
ち
ろ
ん
内
科
、外
科
、神
経

内
科
等
、い
ず
れ
の
科
で
も
丁
寧
で
質

の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
お
り
、多

く
の
患
者
様
が
治
療
を
受
け
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
当
院
で
は
、患
者
様
に
提
供
す
る
医

療
の
質
を
更
に
高
め
る
べ
く
、新
病
棟

の
建
設
を
行
い
、既
存
病
棟
の
改
装
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。新
病
棟
は
昨

年
７
月
に
完
成
し
、既
存
病
棟
の
改
装

も
年
内
に
は
終
了
予
定
で
す
。今
回
の

新
病
棟
建
設
・
既
存
病
棟
改
装
で
は
、

病
床
数
を
増
や
す
こ
と
で
は
な
く
、手

術
室
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
拡
充
に
よ
る「
救

急
・
急
性
期
医
療
の
強
化
」や
、個
室

よ
り
詳
し
く
説
明
す
る
と「
私
達
は
職

員
一
同
連
携
し
、向
上
心
を
持
っ
て
最

新
の
医
学
及
び
医
療
技
術
を
導
入
し

て
、予
防
か
ら
専
門
的
医
療
ま
で
の
包

括
的
医
療
を
行
う
と
共
に
、地
域
住

民
と
患
者
様
の
立
場
に
な
っ
て
真
心
と

奉
仕
の
精
神
で
、誰
で
も
い
つ
で
も
平

等
に
温
か
み
の
あ
る
医
療
を
行
い
ま

す
。」と
な
り
ま
す
。我
々
は
そ
の
理
念

を
常
に
心
に
抱
き
な
が
ら
、日
夜
医
療

技
術
の
向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
理
念
は
、シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
も

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。医
療
の
象
徴
で

あ
る
赤
十
字
を
当
院
創
立
以
来
の
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
青
色
に
し
、そ

れ
を
病
院
名
の「
光
晴（
・ 

　・ 

　・　 

・

コ
ー
セ
イ
）」

の
４
文
字
が
丸
く
囲
ん
だ
も
の
で
、職

員
全
員
が
一
致
し
て
、温
か
い
心
で
医

療
を
取
り
巻
き
、協
力
し
あ
う
姿
を

表
現
し
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、病
院

名
の
名
付
け
親
は
、初
代
理
事
長
の
知

人
で
、歌
手
や
文
化
人
と
し
て
著
名
な

み  

わ 

あ
き
ひ
ろ

美
輪
明
宏
さ
ん
で
す
。「
光
り
晴
れ
る

永
遠
の
発
展
」を
願
っ
て
命
名
し
て
頂

き
ま
し
た
。

▲ナースステーション前（左から大坪病院長、岸川理事長、小幡頭取、八起長崎営業部長（親和銀行））

▲当院の診療部門 ▲岸川理事長

▲地域医療連携〈通常紹介の例〉

3～5階
病室（個室）

1 階
総合待合室

1 階
診 察 室

全  景

〈 昨 年 完 成 し た 新 病 棟 〉

紹介元医療機関

内　科

内　 　科 消化器内科 外　　科 循環器内科 心臓血管外科 泌尿器科

腎臓内科

腎センター 循環器センター 糖尿病センター 成人病健診 人間ドック

神経内科 リウマチ科 リハビリテーション科 麻  酔  科 呼吸器科

外　科

循環器内科 心臓血管外科

泌尿器科

各 科 外 来

地域医療連携室

①電話連絡

③患者来院（要紹介状）
②お返事

光晴会病院

■診療科

■診療センター ■健診センター

よ
り
安
全
な
医
療
を
提
供
し
、

地
域
連
携
を
深
化
さ
せ
た

真
の
基
幹
病
院
へ

親和銀行
小幡　修取締役頭取

◎インタビューを終えて

　長崎市北部の基幹病院として、循環器疾患に対する高度医療領域で多数の
実績を残す等、常に地域の最先端医療を先導してこられました。
　昨年完成した新病棟や、長崎県初となる「ハイブリッド手術室」の導入等を通
して、これまで以上に地域の皆様に対して質の高い医療をご提供されることと
確信しております。
　今後も、「より専門性の高い医療｣を追求され、貴院が地域にとってなくては
ならない病院として、益々発展されることを祈念致します。

医療法人 光晴会病院

病
の
急
増
に
伴
っ
て
増
加
傾
向
に
あ
っ

た
、循
環
器
疾
患
に
対
応
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
、「
診
断
」と「
治
療
」の
両

方
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
地
域
の
皆
様
に

提
供
す
る
為
、89
年（
平
成
元
年
）に

循
環
器
内
科
を
、更
に
96
年（
平
成
８

年
）に
心
臓
血
管
外
科
を
立
ち
上
げ
、

最
先
端
の
医
療
の
提
供
や
専
門
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
育
成
等
に
注
力
し
て
き
ま

し
た
。現
在
で
は
、長
崎
県
に
お
け
る

循
環
器
の
専
門
診
療
機
関
と
し
て
、地

域
医
療
の一
角
を
担
わ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　
当
院
は
、設
立
以
来
の
病
院
理
念
と

し
て
３
つ
の「
Ｈ
」を
定
め
て
い
ま
す
。

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

H
um
anism

 

医
療
の
原
点
に
立
っ
た

心
温
ま
る
医
療
」「
ハ
　
イ

H
igh  

レ 

ベ 

ル

Level 

高
度

医
療
の
提
供
」「
ハ
　
イ

H
igh  

グ
ロ
ー
ス

G
row
th 

職
員

一
同
連
携
し
仕
事
を
通
じ
て
の
人
間

的
成
長
」の
３
つ
で
す
。そ
の
理
念
を

　
当
院
は
、1
9
7
3
年（
昭
和
48

年
）に
開
設
さ
れ
た「
人
工
腎
臓
セ
ン

タ
ー
高
木
医
院
」が
前
身
で
す
。79
年

（
昭
和
54
年
）に
現
在
の
場
所
に
新
病

院
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、「
医
療
法

人
光
晴
会
病
院
」へ
改
組
し
、主
に
長

崎
市
北
部
に
お
け
る
人
工
透
析
や
循

環
器
・
消
化
器
等
の
内
科
疾
患
の
患

者
様
を
対
象
と
す
る
病
院
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。現
在

は
、救
急
疾
患
の
患
者
様
を
診
療
す
る

体
制
も
整
え
、一
般
病
床
1
7
3
床
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ（
集
中
治
療
室
）６
床
で
診
療

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
は
開
設
以
来
、地
域
の
皆
様
に

「
専
門
性
の
高
い
医
療
」を
提
供
す
べ

く
、努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。そ

の
取
り
組
み
の 

一 

つ
に
、循
環
器
内
科

と
心
臓
血
管
外
科
の
機
能
を
併
せ

も
っ
た「
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
」の
開

設
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー

は
、患
者
様
の
高
齢
化
の
進
展
や
糖
尿

の
拡
充
等
に
よ
る「
患
者
様
の
療
養
環

境
の
改
善
」等
、質
の
面
で
の
向
上
に

主
眼
を
置
い
て
い
ま
す
。ま
た
、過
酷

な
医
療
現
場
で
働
く
職
員
の
就
労
環

境
の
改
善
も
目
的
の
一
つ
で
す
。

　
特
に
、長
崎
県
で
初
め
て
開
設
し
た

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
」は
、今
回
の

大
き
な
目
玉
で
す
。こ
の
手
術
室
は
、

従
来
は
別
々
の
部
屋
に
設
置
さ
れ
て
い

た
手
術
台
と
血
管
X
線
撮
影
装
置
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、X
線
透
視
・

撮
影
を
行
っ
た
画
像
と
実
際
の
患
部

の
両
方
を
同
時
に
確
認
し
な
が
ら
手

術
が
出
来
る
為
、侵
襲（
手
術
の
際
の

患
者
様
の
身
体
へ
の
負
担
）の
少
な
い

ス
テ
ン
ト
手
術
や
、今
ま
で
よ
り
精
度

の
高
い
手
術
、そ
し
て
従
来
は
不
可
能

で
あ
っ
た
高
度
か
つ
複
雑
な
手
術
も
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。今
後
、こ
の

手
術
室
を
活
用
し
、患
者
様
に
対
し
て

よ
り
効
果
的
な
治
療
の
ご
提
供
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
、病
院
と
し
て
当
然
で
は
あ

り
ま
す
が
、よ
り
質
の
高
い
医
療
の
提

供
を
肝
に
銘
じ
て
、「
患
者
様
に
と
っ
て

信
頼
出
来
る
病
院
」「
地
域
に
信
頼
さ

れ
る
病
院
」「
職
員
に
と
っ
て
働
き
が
い

の
あ
る
病
院
」と
い
う
３
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
、質
の
高
い
医
療
の
提
供
の
為

に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い「
人
材
」

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
為
に
、年
間
を
通

じ
、医
師
や
医
療・事
務
ス
タ
ッ
フ
を
含

め
た
多
く
の
職
員
に
内
外
の
研
修
に

積
極
的
に
参
加
さ
せ
、各
分
野
の
知

識・技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
信
頼
を
得
ら
れ
る
病
院
づ
く

り
」に
向
け
て
、地
域
連
携
を
推
進
し
て

い
ま
す
。そ
の
連
携
の
基
盤
と
な
っ
て
い

る
の
が
、当
院
が
情
報
提
供
医
療
施
設

と
し
て
参
加
し
て
い
る
長
崎
地
域
の
医

療
連
携
シ
ス
テ
ム「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」

で
す
。こ
れ
は
、患
者
様
の
同
意
を
得
た

上
で
、患
者
様
の
情
報
を
、地
域
の
病
院

や
診
療
所
及
び
か
か
り
つ
け
医
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
共
有
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。当
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、診
療

所
の
先
生
方
や
調
剤
薬
局
等
と
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
、地
域
の
診
療
所
か

ら
紹
介
さ
れ
て
当
院
に
来
ら
れ
た
患
者

様
に
対
し
て
質
の
高
い
安
全
な
医
療
の

提
供
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、「
職
員
に
と
って
働
き
が
い
の

あ
る
病
院
」に
向
け
て
は
、前
述
し
た
就

労
環
境
の
改
善
や
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機

会
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
る
他
、働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
目
的
に「
職
場
環

境
改
善
委
員
会
」を
院
内
に
横
断
的
に

立
ち
上
げ
、多
様
な
勤
務
形
態
の
導
入

等
、様
々
な
取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

　
お
か
げ
様
で
、長
崎
県
初
の「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室
」や
、昨
年
完
成
し
た
新

病
棟
に
よ
る「
救
急・急
性
期
医
療
の
進

展
」で
、今
ま
で
以
上
に
地
域
に
貢
献
出

来
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。こ
の
体
制
の

も
と
、長
崎
市
北
部
の
基
幹
病
院
と
し

て
、専
門
性
を
よ
り
高
め
た
医
療
を
提

供
出
来
る
様
、職
員
一
同
力
を
合
わ
せ

て
参
り
ま
す
。

　
当
院
は
、前
述
の「
心
臓
血
管
セ
ン

タ
ー
」を
は
じ
め
、当
院
開
設
の
母
体

で
あ
り
、長
崎
に
お
け
る
腎
不
全
治

療（
透
析
治
療
）の
草
分
け
的
存
在
で

も
あ
る「
腎
セ
ン
タ
ー
」、そ
し
て「
消

化
器
部
門
」、「
泌
尿
器
科
」等
に
強

み
を
持
つ
病
院
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。も
ち
ろ
ん
内
科
、外
科
、神
経

内
科
等
、い
ず
れ
の
科
で
も
丁
寧
で
質

の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
お
り
、多

く
の
患
者
様
が
治
療
を
受
け
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
当
院
で
は
、患
者
様
に
提
供
す
る
医

療
の
質
を
更
に
高
め
る
べ
く
、新
病
棟

の
建
設
を
行
い
、既
存
病
棟
の
改
装
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。新
病
棟
は
昨

年
７
月
に
完
成
し
、既
存
病
棟
の
改
装

も
年
内
に
は
終
了
予
定
で
す
。今
回
の

新
病
棟
建
設
・
既
存
病
棟
改
装
で
は
、

病
床
数
を
増
や
す
こ
と
で
は
な
く
、手

術
室
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
拡
充
に
よ
る「
救

急
・
急
性
期
医
療
の
強
化
」や
、個
室

よ
り
詳
し
く
説
明
す
る
と「
私
達
は
職

員
一
同
連
携
し
、向
上
心
を
持
っ
て
最

新
の
医
学
及
び
医
療
技
術
を
導
入
し

て
、予
防
か
ら
専
門
的
医
療
ま
で
の
包

括
的
医
療
を
行
う
と
共
に
、地
域
住

民
と
患
者
様
の
立
場
に
な
っ
て
真
心
と

奉
仕
の
精
神
で
、誰
で
も
い
つ
で
も
平

等
に
温
か
み
の
あ
る
医
療
を
行
い
ま

す
。」と
な
り
ま
す
。我
々
は
そ
の
理
念

を
常
に
心
に
抱
き
な
が
ら
、日
夜
医
療

技
術
の
向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
理
念
は
、シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
も

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。医
療
の
象
徴
で

あ
る
赤
十
字
を
当
院
創
立
以
来
の
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
青
色
に
し
、そ

れ
を
病
院
名
の「
光
晴（
・ 

　・ 

　・　 

・

コ
ー
セ
イ
）」

の
４
文
字
が
丸
く
囲
ん
だ
も
の
で
、職

員
全
員
が
一
致
し
て
、温
か
い
心
で
医

療
を
取
り
巻
き
、協
力
し
あ
う
姿
を

表
現
し
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、病
院

名
の
名
付
け
親
は
、初
代
理
事
長
の
知

人
で
、歌
手
や
文
化
人
と
し
て
著
名
な

み  

わ 

あ
き
ひ
ろ

美
輪
明
宏
さ
ん
で
す
。「
光
り
晴
れ
る

永
遠
の
発
展
」を
願
っ
て
命
名
し
て
頂

き
ま
し
た
。

▲ナースステーション前（左から大坪病院長、岸川理事長、小幡頭取、八起長崎営業部長（親和銀行））

▲当院の診療部門 ▲岸川理事長

▲地域医療連携〈通常紹介の例〉

3～5階
病室（個室）

1 階
総合待合室

1 階
診 察 室

全  景

〈 昨 年 完 成 し た 新 病 棟 〉

紹介元医療機関

内　科

内　 　科 消化器内科 外　　科 循環器内科 心臓血管外科 泌尿器科

腎臓内科

腎センター 循環器センター 糖尿病センター 成人病健診 人間ドック

神経内科 リウマチ科 リハビリテーション科 麻  酔  科 呼吸器科

外　科

循環器内科 心臓血管外科

泌尿器科

各 科 外 来

地域医療連携室

①電話連絡

③患者来院（要紹介状）
②お返事

光晴会病院

■診療科

■診療センター ■健診センター

よ
り
安
全
な
医
療
を
提
供
し
、

地
域
連
携
を
深
化
さ
せ
た

真
の
基
幹
病
院
へ
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親和銀行
小幡　修取締役頭取

◎インタビューを終えて

　長崎市北部の基幹病院として、循環器疾患に対する高度医療領域で多数の
実績を残す等、常に地域の最先端医療を先導してこられました。
　昨年完成した新病棟や、長崎県初となる「ハイブリッド手術室」の導入等を通
して、これまで以上に地域の皆様に対して質の高い医療をご提供されることと
確信しております。
　今後も、「より専門性の高い医療｣を追求され、貴院が地域にとってなくては
ならない病院として、益々発展されることを祈念致します。

医療法人 光晴会病院

病
の
急
増
に
伴
っ
て
増
加
傾
向
に
あ
っ

た
、循
環
器
疾
患
に
対
応
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
、「
診
断
」と「
治
療
」の
両

方
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
地
域
の
皆
様
に

提
供
す
る
為
、89
年（
平
成
元
年
）に

循
環
器
内
科
を
、更
に
96
年（
平
成
８

年
）に
心
臓
血
管
外
科
を
立
ち
上
げ
、

最
先
端
の
医
療
の
提
供
や
専
門
医
療

ス
タ
ッ
フ
の
育
成
等
に
注
力
し
て
き
ま

し
た
。現
在
で
は
、長
崎
県
に
お
け
る

循
環
器
の
専
門
診
療
機
関
と
し
て
、地

域
医
療
の一
角
を
担
わ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

　
当
院
は
、設
立
以
来
の
病
院
理
念
と

し
て
３
つ
の「
Ｈ
」を
定
め
て
い
ま
す
。

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

H
um
anism

 

医
療
の
原
点
に
立
っ
た

心
温
ま
る
医
療
」「
ハ
　
イ

H
igh  

レ 

ベ 

ル

Level 

高
度

医
療
の
提
供
」「
ハ
　
イ

H
igh  

グ
ロ
ー
ス

G
row
th 

職
員

一
同
連
携
し
仕
事
を
通
じ
て
の
人
間

的
成
長
」の
３
つ
で
す
。そ
の
理
念
を

　
当
院
は
、1
9
7
3
年（
昭
和
48

年
）に
開
設
さ
れ
た「
人
工
腎
臓
セ
ン

タ
ー
高
木
医
院
」が
前
身
で
す
。79
年

（
昭
和
54
年
）に
現
在
の
場
所
に
新
病

院
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、「
医
療
法

人
光
晴
会
病
院
」へ
改
組
し
、主
に
長

崎
市
北
部
に
お
け
る
人
工
透
析
や
循

環
器
・
消
化
器
等
の
内
科
疾
患
の
患

者
様
を
対
象
と
す
る
病
院
と
し
て
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。現
在

は
、救
急
疾
患
の
患
者
様
を
診
療
す
る

体
制
も
整
え
、一
般
病
床
1
7
3
床
、

Ｉ
Ｃ
Ｕ（
集
中
治
療
室
）６
床
で
診
療

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
は
開
設
以
来
、地
域
の
皆
様
に

「
専
門
性
の
高
い
医
療
」を
提
供
す
べ

く
、努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。そ

の
取
り
組
み
の 

一 

つ
に
、循
環
器
内
科

と
心
臓
血
管
外
科
の
機
能
を
併
せ

も
っ
た「
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
」の
開

設
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー

は
、患
者
様
の
高
齢
化
の
進
展
や
糖
尿

の
拡
充
等
に
よ
る「
患
者
様
の
療
養
環

境
の
改
善
」等
、質
の
面
で
の
向
上
に

主
眼
を
置
い
て
い
ま
す
。ま
た
、過
酷

な
医
療
現
場
で
働
く
職
員
の
就
労
環

境
の
改
善
も
目
的
の
一
つ
で
す
。

　
特
に
、長
崎
県
で
初
め
て
開
設
し
た

「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
」は
、今
回
の

大
き
な
目
玉
で
す
。こ
の
手
術
室
は
、

従
来
は
別
々
の
部
屋
に
設
置
さ
れ
て
い

た
手
術
台
と
血
管
X
線
撮
影
装
置
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、X
線
透
視
・

撮
影
を
行
っ
た
画
像
と
実
際
の
患
部

の
両
方
を
同
時
に
確
認
し
な
が
ら
手

術
が
出
来
る
為
、侵
襲（
手
術
の
際
の

患
者
様
の
身
体
へ
の
負
担
）の
少
な
い

ス
テ
ン
ト
手
術
や
、今
ま
で
よ
り
精
度

の
高
い
手
術
、そ
し
て
従
来
は
不
可
能

で
あ
っ
た
高
度
か
つ
複
雑
な
手
術
も
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。今
後
、こ
の

手
術
室
を
活
用
し
、患
者
様
に
対
し
て

よ
り
効
果
的
な
治
療
の
ご
提
供
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
、病
院
と
し
て
当
然
で
は
あ

り
ま
す
が
、よ
り
質
の
高
い
医
療
の
提

供
を
肝
に
銘
じ
て
、「
患
者
様
に
と
っ
て

信
頼
出
来
る
病
院
」「
地
域
に
信
頼
さ

れ
る
病
院
」「
職
員
に
と
っ
て
働
き
が
い

の
あ
る
病
院
」と
い
う
３
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
、質
の
高
い
医
療
の
提
供
の
為

に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い「
人
材
」

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
為
に
、年
間
を
通

じ
、医
師
や
医
療・事
務
ス
タ
ッ
フ
を
含

め
た
多
く
の
職
員
に
内
外
の
研
修
に

積
極
的
に
参
加
さ
せ
、各
分
野
の
知

識・技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
信
頼
を
得
ら
れ
る
病
院
づ
く

り
」に
向
け
て
、地
域
連
携
を
推
進
し
て

い
ま
す
。そ
の
連
携
の
基
盤
と
な
っ
て
い

る
の
が
、当
院
が
情
報
提
供
医
療
施
設

と
し
て
参
加
し
て
い
る
長
崎
地
域
の
医

療
連
携
シ
ス
テ
ム「
あ
じ
さ
い
ネ
ッ
ト
」

で
す
。こ
れ
は
、患
者
様
の
同
意
を
得
た

上
で
、患
者
様
の
情
報
を
、地
域
の
病
院

や
診
療
所
及
び
か
か
り
つ
け
医
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
共
有
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。当
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、診
療

所
の
先
生
方
や
調
剤
薬
局
等
と
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
、地
域
の
診
療
所
か

ら
紹
介
さ
れ
て
当
院
に
来
ら
れ
た
患
者

様
に
対
し
て
質
の
高
い
安
全
な
医
療
の

提
供
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、「
職
員
に
と
って
働
き
が
い
の

あ
る
病
院
」に
向
け
て
は
、前
述
し
た
就

労
環
境
の
改
善
や
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機

会
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
る
他
、働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
目
的
に「
職
場
環

境
改
善
委
員
会
」を
院
内
に
横
断
的
に

立
ち
上
げ
、多
様
な
勤
務
形
態
の
導
入

等
、様
々
な
取
り
組
み
を
行
って
い
ま
す
。

　
お
か
げ
様
で
、長
崎
県
初
の「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
手
術
室
」や
、昨
年
完
成
し
た
新

病
棟
に
よ
る「
救
急・急
性
期
医
療
の
進

展
」で
、今
ま
で
以
上
に
地
域
に
貢
献
出

来
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。こ
の
体
制
の

も
と
、長
崎
市
北
部
の
基
幹
病
院
と
し

て
、専
門
性
を
よ
り
高
め
た
医
療
を
提

供
出
来
る
様
、職
員
一
同
力
を
合
わ
せ

て
参
り
ま
す
。

　
当
院
は
、前
述
の「
心
臓
血
管
セ
ン

タ
ー
」を
は
じ
め
、当
院
開
設
の
母
体

で
あ
り
、長
崎
に
お
け
る
腎
不
全
治

療（
透
析
治
療
）の
草
分
け
的
存
在
で

も
あ
る「
腎
セ
ン
タ
ー
」、そ
し
て「
消

化
器
部
門
」、「
泌
尿
器
科
」等
に
強

み
を
持
つ
病
院
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。も
ち
ろ
ん
内
科
、外
科
、神
経

内
科
等
、い
ず
れ
の
科
で
も
丁
寧
で
質

の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
お
り
、多

く
の
患
者
様
が
治
療
を
受
け
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
当
院
で
は
、患
者
様
に
提
供
す
る
医

療
の
質
を
更
に
高
め
る
べ
く
、新
病
棟

の
建
設
を
行
い
、既
存
病
棟
の
改
装
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。新
病
棟
は
昨

年
７
月
に
完
成
し
、既
存
病
棟
の
改
装

も
年
内
に
は
終
了
予
定
で
す
。今
回
の

新
病
棟
建
設
・
既
存
病
棟
改
装
で
は
、

病
床
数
を
増
や
す
こ
と
で
は
な
く
、手

術
室
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
拡
充
に
よ
る「
救

急
・
急
性
期
医
療
の
強
化
」や
、個
室

よ
り
詳
し
く
説
明
す
る
と「
私
達
は
職

員
一
同
連
携
し
、向
上
心
を
持
っ
て
最

新
の
医
学
及
び
医
療
技
術
を
導
入
し

て
、予
防
か
ら
専
門
的
医
療
ま
で
の
包

括
的
医
療
を
行
う
と
共
に
、地
域
住

民
と
患
者
様
の
立
場
に
な
っ
て
真
心
と

奉
仕
の
精
神
で
、誰
で
も
い
つ
で
も
平

等
に
温
か
み
の
あ
る
医
療
を
行
い
ま

す
。」と
な
り
ま
す
。我
々
は
そ
の
理
念

を
常
に
心
に
抱
き
な
が
ら
、日
夜
医
療

技
術
の
向
上
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
理
念
は
、シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
も

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。医
療
の
象
徴
で

あ
る
赤
十
字
を
当
院
創
立
以
来
の
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
青
色
に
し
、そ

れ
を
病
院
名
の「
光
晴（
・ 

　・ 

　・　 

・

コ
ー
セ
イ
）」

の
４
文
字
が
丸
く
囲
ん
だ
も
の
で
、職

員
全
員
が
一
致
し
て
、温
か
い
心
で
医

療
を
取
り
巻
き
、協
力
し
あ
う
姿
を

表
現
し
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、病
院

名
の
名
付
け
親
は
、初
代
理
事
長
の
知

人
で
、歌
手
や
文
化
人
と
し
て
著
名
な

み  

わ 

あ
き
ひ
ろ

美
輪
明
宏
さ
ん
で
す
。「
光
り
晴
れ
る

永
遠
の
発
展
」を
願
っ
て
命
名
し
て
頂

き
ま
し
た
。

▲ナースステーション前（左から大坪病院長、岸川理事長、小幡頭取、八起長崎営業部長（親和銀行））

▲当院の診療部門 ▲岸川理事長

▲地域医療連携〈通常紹介の例〉
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〈 昨 年 完 成 し た 新 病 棟 〉

紹介元医療機関

内　科

内　 　科 消化器内科 外　　科 循環器内科 心臓血管外科 泌尿器科

腎臓内科

腎センター 循環器センター 糖尿病センター 成人病健診 人間ドック

神経内科 リウマチ科 リハビリテーション科 麻  酔  科 呼吸器科

外　科

循環器内科 心臓血管外科

泌尿器科

各 科 外 来
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よ
り
安
全
な
医
療
を
提
供
し
、

地
域
連
携
を
深
化
さ
せ
た

真
の
基
幹
病
院
へ

23 FFG MONTHLY SURVEY Vol.60



平成24年8月27日現在

株式会社
シギヤマ家具工業

シギヤマ家具工業

■設　　立：1980年
■所 在 地：熊本市北区
■資 本 金：1,000万円
■従 業 員：47名
■事業内容：産業廃棄物処理業
■事業拠点：熊本市北区（本社、管理型最終処分場、中間処理施設）
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■設　　立：1972年
■所 在 地：福岡県筑後市
■資 本 金：2,000万円
■従 業 員：70名
■事業内容：家具製造・販売
■事業拠点：福岡県筑後市（本社）、福岡県大川市（開発工場）、

東京都渋谷区（東京支社）、
ベトナム（製造委託先：PROSPER JOINT STOCK COMPANY）

■取 引 店：　　　　　　　  大川支店  0944-86-2111

有限会社
オー・エス収集センター

オー・エス収集センター

医療法人 光晴会病院 光晴会病院

トップに聞く！ 会社概要

■設　　立：1979年
■所 在 地：長崎県長崎市
■職 員 数：431名（常勤医師25名）
■診療科目：内科、消化器内科、外科、

循環器内科、心臓血管外科、
泌尿器科、神経内科、リウマチ科、リハビリテーション科、麻酔科、呼吸器科、腎臓内科

■病 床 数：179床（一般病床173床、ＩＣＵ6床）
■事業拠点：長崎県長崎市
■取 引 店：　　　　　　　  長崎営業部  095-824-6111

株式会社
シギヤマ家具工業

有限会社
オー・エス収集センター

医療法人
光晴会病院
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ジュネーブ（スイス）

脊振地域（日本）

ドゥブナ（ロシア）

北上地域（日本） シカゴ（アメリカ）

衝突

電　子

陽電子

地域と共生するFFG

　
宇
宙
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る「
ビ
ッ
グ

バ
ン
」。こ
の「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」を
再
現
し
、

宇
宙
誕
生
の
謎
の
解
明
に
挑
む「
国
際

リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー（International 

者
等
の
育
成
に
も
繋
が
り
、科
学
技

術
の
振
興
、国
際
社
会
へ
の
貢
献
に

寄
与
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

（2）
経
済
活
性
化
へ
の
期
待

　
I
L
C
は
、新
材
料
、超
精
密
加

工
、超
伝
導
技
術
等
、幅
広
い
分
野

に
わ
た
る
、世
界
最
先
端
の
技
術
を

駆
使
し
て
整
備
、運
用
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
培
わ
れ
た
技
術
は
、I
T
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、医
療
、環
境
等
様
々
な
先

端
研
究
分
野
に
応
用
が
可
能
で
あ

は
じ
め
に

や
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
か
」と
い
う
謎
の

解
明
に
も
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

（1）
世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
拠
点
の
形
成

　
I
L
C
計
画
を
実
現
す
る
こ
と

で
、そ
の
地
域
に
世
界
中
か
ら
数

千
人
を
超
え
る
第
一
線
の
科
学
者

や
技
術
者
が
居
住
・
滞
在
す
る「
国

際
研
究
都
市
」が
形
成
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、I
L
C
を
擁
す
る
都
市
は
、

世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
発
信
拠

点
と
し
て
、世
界
中
か
ら
注
目
を

集
め
る
こ
と
に
な
り
、知
名
度
や
都

市
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
も
繋
が

り
ま
す
。

　
加
え
て
、I
L
C
で
は
世
界
の
他

の
加
速
器
研
究
所
と
同
様
に
、子

供
達
や
市
民
と
の
間
の
積
極
的
な

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
結

果
、青
少
年
の
科
学
へ
の
好
奇
心
を

高
め
、次
世
代
の
科
学
者
や
技
術

さ
せ
る
装
置
）を
中
心
と
し
た
大
規
模

研
究
施
設
を
建
設
し
、世
界
各
国
の

研
究
者
が
共
同
で
研
究
を
行
う
ビ
ッ

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。そ
の
建
設
費

は
約
8
，0
0
0
億
円
、年
間
運
営
経

費
も
2
0
0
〜
3
0
0
億
円
／
年

（
運
営
期
間
：
20
〜
30
年
の
予
定
）に

達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
で
は
、こ
の
世
で
最
も
小
さ

な
粒
子
の
一
つ
で
あ
る
電
子
と
陽
電

子
を
ほ
ぼ
光
の
速
度
に
ま
で
加
速
さ

せ
、双
方
を
加
速
器
の
中
心
地
点
で

衝
突
さ
せ
る
こ
と
で
、ビ
ッ
グ
バ
ン
直

後
の
状
態
を
再
現（
極
め
て
小
規
模
・

短
時
間
な
が
ら「
宇
宙
を
創
造
す
る
」

と
い
う
こ
と
）さ
せ
ま
す
。そ
し
て
、そ

の
状
態
を
観
測
す
る
こ
と
で
、昨
年
そ

の
発
見
が
世
界
中
で
大
き
な
話
題
と

な
っ
た「
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子（
質
量
の
起
源

と
さ
れ
る
粒
子
）」の
性
質
解
明
や
、未

知
の
粒
子（
現
在
、人
類
が
把
握
し
て

い
る
物
質
は
、宇
宙
の
5
％
程
度
で
し

か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）の
発
見

に
繋
が
り
、人
類
共
通
の
謎
で
あ
る
宇

宙
誕
生
、つ
ま
り「
こ
の
世
界
は
ど
う

I
L
C
が
地
域
に
も
た
ら
す
効
果

ネ
ー
ブ（
ス
イ
ス
）、シ
カ
ゴ（
ア
メ
リ

カ
）、ド
ゥ
ブ
ナ（
ロ
シ
ア
）の
世
界
5
都

市
・
地
域
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。九
州
で

は
、地
域
の
産
官
学
が
一
体
と
な
っ
て

I
L
C
計
画
の
実
現
を
目
指
し
、昨
年

３
月
に「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
九

州
構
想
」を
策
定
。更
に
今
年
２
月
に

は
九
州
の
産
官
学
政
に
よ
る
I
L
C

の
推
進
組
織
と
し
て「
I
L
C
ア
ジ
ア‐

九
州
推
進
会
議
」を
立
ち
上
げ
、九
州

で
の
I
L
C
計
画
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
I
L
C
の
建
設
に
際
し
て
は
、「
50

㎞
に
わ
た
る
安
定
し
た
岩
盤
」と
い
う

自
然
条
件
に
加
え
、研
究
の
円
滑
な

実
施
に
必
要
と
な
る「
研
究
基
盤
」や

「
生
活
基
盤（
研
究
者
だ
け
で
な
く
、

そ
の
家
族
も
快
適
に
過
ご
せ
る
社
会

基
盤
）」と
い
っ
た
社
会
的
条
件
も
満

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
九
州
は
、こ
れ
ま
で
20
年
以
上
に
わ

た
っ
て
国
際
的
な
文
化
・
学
術
交
流
拠

点
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け

て
お
り
、脊
振
地
域
周
辺
に
は
豊
富
な

住
居
ス
ト
ッ
ク
、外
国
人
対
応
の
教

育
・
医
療
機
関
の
集
積
、ア
ジ
ア
の
主

要
都
市
・
日
本
各
地
と
の
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、多
数
の
大
学
や
研
究
機
関
の

集
積
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
既
に

構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
既
存
の

社
会
イ
ン
フ
ラ
等
を
活
用
す
る
こ
と

で
、迅
速
か
つ
効
率
的
に
社
会
的
条
件

の
整
備
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、九
州
の
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
九
州
が
候
補
地
と
し
て
選
定
さ
れ

る
為
に
は
、何
よ
り
も
〝
地
元
の
盛

り
上
が
り
〞が
必
要
不
可
欠
で
す
。

I
L
C
計
画
を
九
州
で
実
現
す
る
こ

と
で
、九
州
が
人
類
の
進
歩
と
基
礎
科

学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
地
域

と
な
り
、地
域
活
性
化
へ
の
大
き
な
推

進
力
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

り
、適
切
な
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う

こ
と
で
、先
端
成
長
産
業
の
創
出

や
関
連
産
業
の
集
積
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
実
際
、他
の
加
速
器
研
究
所
で

は
、多
く
の
中
小
企
業
が
研
究
所
と

共
同
開
発（
最
先
端
品
が
使
用
さ

れ
る
こ
と
の
多
い
加
速
器
研
究
所
で

は
、既
存
製
品
の
調
達
で
は
な
く
、

開
発
要
素
の
高
い
調
達
が
行
わ
れ

て
お
り
、小
回
り
の
利
く
中
小
企
業

と
共
同
開
発
を
行
う
事
例
も
多
い
）

に
携
わ
り
、そ
の
結
果
、開
発
に
携

わ
っ
た
企
業
は
、技
術
力
や
信
用
力

が
向
上
し
、研
究
機
関
か
ら
の
受
注

額
の
３
倍
程
度
の
売
上
拡
大
を
実

現
し
て
い
る
、と
い
う
調
査
結
果
も

出
て
い
ま
す
。

　
現
在
、I
L
C
の
候
補
地
と
し
て
、

福
岡
・
佐
賀
に
ま
た
が
る
脊
振
地
域
を

は
じ
め
、北
上
地
域（
岩
手
県
）、ジ
ュ

Linear C
ollider

：ILC

）計
画
」が
今
、

世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
計
画
は
、世
界
の
国
々
が
協

力
し
て
、国・地
域
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

１
ヶ
所
に
、全
長
30
㎞
以
上
に
及
ぶ

「
巨
大
加
速
器
」を
建
設
し
、人
類
共

通
の
謎
で
あ
る「
宇
宙
誕
生
」に
関
す

る
研
究
を
行
う
も
の
で
す
。

　
福
岡
県
と
佐
賀
県
に
ま
た
が
る
脊

振
地
域
は
、そ
の
I
L
C
建
設
の
有
力

候
補
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。I
L
C
計

画
が
九
州
で
実
現
す
る
こ
と
で
、人
類

の
進
歩
と
基
礎
科
学
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。ま

た
、当
地
域
に
ア
ジ
ア
で
も
類
を
見
な

い
文
化
・
学
術
交
流
機
能
を
兼
ね
備
え

た
国
際
研
究
都
市
が
形
成
さ
れ
、地
域

の
知
名
度・ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
、そ
し
て

経
済
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、現
在
、九
州
で
は

産
官
学
政
が
一
体
と
な
っ
て
、I
L
C

計
画
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
計
画
は
、地
下
約
1
0
0

ｍ
、全
長
約
30
㎞（
将
来
計
画
は
50
㎞
）

の
直
線
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
内
に
、人
類

史
上
最
大
の
次
世
代
加
速
器（
粒
子

に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
、加
速

I
L
C
計
画
と
は

ILCのイメージ

ILCの候補地

全長30㎞、地下100ｍのトンネル内に電子と
陽電子を加速させる最先端装置群を配置

衝突の反応を測定する巨大な測定器

光の速さ近くまで加速させた電子と陽電子を中間
地点で衝突させることで、宇宙の始まりの状態を再現
→宇宙の起源の解明に取り組む

©Rey.Hori
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す
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と

で
、そ
の
地
域
に
世
界
中
か
ら
数

千
人
を
超
え
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第
一
線
の
科
学
者

や
技
術
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が
居
住
・
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在
す
る「
国

際
研
究
都
市
」が
形
成
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、I
L
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を
擁
す
る
都
市
は
、

世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
発
信
拠

点
と
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て
、世
界
中
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注
目
を
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と
に
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り
、知
名
度
や
都

市
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ド
力
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向
上
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繋
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ま
す
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加
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で
は
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他
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加
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の
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も
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速
度
に
ま
で
加
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加
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衝
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で
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後
の
状
態
を
再
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模
・
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間
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が
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と
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と
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せ
ま
す
。そ
し
て
、そ

の
状
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す
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こ
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で
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年
そ

の
発
見
が
世
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き
な
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ッ
グ
ス
粒
子（
質
量
の
起
源

と
さ
れ
る
粒
子
）」の
性
質
解
明
や
、未

知
の
粒
子（
現
在
、人
類
が
把
握
し
て

い
る
物
質
は
、宇
宙
の
5
％
程
度
で
し

か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）の
発
見

に
繋
が
り
、人
類
共
通
の
謎
で
あ
る
宇

宙
誕
生
、つ
ま
り「
こ
の
世
界
は
ど
う

I
L
C
が
地
域
に
も
た
ら
す
効
果

ネ
ー
ブ（
ス
イ
ス
）、シ
カ
ゴ（
ア
メ
リ

カ
）、ド
ゥ
ブ
ナ（
ロ
シ
ア
）の
世
界
5
都

市
・
地
域
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。九
州
で

は
、地
域
の
産
官
学
が
一
体
と
な
っ
て

I
L
C
計
画
の
実
現
を
目
指
し
、昨
年

３
月
に「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
九

州
構
想
」を
策
定
。更
に
今
年
２
月
に

は
九
州
の
産
官
学
政
に
よ
る
I
L
C

の
推
進
組
織
と
し
て「
I
L
C
ア
ジ
ア‐

九
州
推
進
会
議
」を
立
ち
上
げ
、九
州

で
の
I
L
C
計
画
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
I
L
C
の
建
設
に
際
し
て
は
、「
50

㎞
に
わ
た
る
安
定
し
た
岩
盤
」と
い
う

自
然
条
件
に
加
え
、研
究
の
円
滑
な

実
施
に
必
要
と
な
る「
研
究
基
盤
」や

「
生
活
基
盤（
研
究
者
だ
け
で
な
く
、

そ
の
家
族
も
快
適
に
過
ご
せ
る
社
会

基
盤
）」と
い
っ
た
社
会
的
条
件
も
満

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
九
州
は
、こ
れ
ま
で
20
年
以
上
に
わ

た
っ
て
国
際
的
な
文
化
・
学
術
交
流
拠

点
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け

て
お
り
、脊
振
地
域
周
辺
に
は
豊
富
な

住
居
ス
ト
ッ
ク
、外
国
人
対
応
の
教

育
・
医
療
機
関
の
集
積
、ア
ジ
ア
の
主

要
都
市
・
日
本
各
地
と
の
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、多
数
の
大
学
や
研
究
機
関
の

集
積
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
既
に

構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
既
存
の

社
会
イ
ン
フ
ラ
等
を
活
用
す
る
こ
と

で
、迅
速
か
つ
効
率
的
に
社
会
的
条
件

の
整
備
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、九
州
の
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
九
州
が
候
補
地
と
し
て
選
定
さ
れ

る
為
に
は
、何
よ
り
も
〝
地
元
の
盛

り
上
が
り
〞が
必
要
不
可
欠
で
す
。

I
L
C
計
画
を
九
州
で
実
現
す
る
こ

と
で
、九
州
が
人
類
の
進
歩
と
基
礎
科

学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
地
域

と
な
り
、地
域
活
性
化
へ
の
大
き
な
推

進
力
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

り
、適
切
な
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う

こ
と
で
、先
端
成
長
産
業
の
創
出

や
関
連
産
業
の
集
積
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
実
際
、他
の
加
速
器
研
究
所
で

は
、多
く
の
中
小
企
業
が
研
究
所
と

共
同
開
発（
最
先
端
品
が
使
用
さ

れ
る
こ
と
の
多
い
加
速
器
研
究
所
で

は
、既
存
製
品
の
調
達
で
は
な
く
、

開
発
要
素
の
高
い
調
達
が
行
わ
れ

て
お
り
、小
回
り
の
利
く
中
小
企
業

と
共
同
開
発
を
行
う
事
例
も
多
い
）

に
携
わ
り
、そ
の
結
果
、開
発
に
携

わ
っ
た
企
業
は
、技
術
力
や
信
用
力

が
向
上
し
、研
究
機
関
か
ら
の
受
注

額
の
３
倍
程
度
の
売
上
拡
大
を
実

現
し
て
い
る
、と
い
う
調
査
結
果
も

出
て
い
ま
す
。

　
現
在
、I
L
C
の
候
補
地
と
し
て
、

福
岡
・
佐
賀
に
ま
た
が
る
脊
振
地
域
を

は
じ
め
、北
上
地
域（
岩
手
県
）、ジ
ュ

Linear C
ollider

：ILC

）計
画
」が
今
、

世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
計
画
は
、世
界
の
国
々
が
協

力
し
て
、国・地
域
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

１
ヶ
所
に
、全
長
30
㎞
以
上
に
及
ぶ

「
巨
大
加
速
器
」を
建
設
し
、人
類
共

通
の
謎
で
あ
る「
宇
宙
誕
生
」に
関
す

る
研
究
を
行
う
も
の
で
す
。

　
福
岡
県
と
佐
賀
県
に
ま
た
が
る
脊

振
地
域
は
、そ
の
I
L
C
建
設
の
有
力

候
補
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。I
L
C
計

画
が
九
州
で
実
現
す
る
こ
と
で
、人
類

の
進
歩
と
基
礎
科
学
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。ま

た
、当
地
域
に
ア
ジ
ア
で
も
類
を
見
な

い
文
化
・
学
術
交
流
機
能
を
兼
ね
備
え

た
国
際
研
究
都
市
が
形
成
さ
れ
、地
域

の
知
名
度・ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
、そ
し
て

経
済
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、現
在
、九
州
で
は

産
官
学
政
が
一
体
と
な
っ
て
、I
L
C

計
画
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
計
画
は
、地
下
約
1
0
0

ｍ
、全
長
約
30
㎞（
将
来
計
画
は
50
㎞
）

の
直
線
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
内
に
、人
類

史
上
最
大
の
次
世
代
加
速
器（
粒
子

に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
、加
速

I
L
C
計
画
と
は

ILCのイメージ

ILCの候補地

全長30㎞、地下100ｍのトンネル内に電子と
陽電子を加速させる最先端装置群を配置

衝突の反応を測定する巨大な測定器

光の速さ近くまで加速させた電子と陽電子を中間
地点で衝突させることで、宇宙の始まりの状態を再現
→宇宙の起源の解明に取り組む
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宇
宙
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る「
ビ
ッ
グ

バ
ン
」。こ
の「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」を
再
現
し
、

宇
宙
誕
生
の
謎
の
解
明
に
挑
む「
国
際

リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー（International 

者
等
の
育
成
に
も
繋
が
り
、科
学
技

術
の
振
興
、国
際
社
会
へ
の
貢
献
に

寄
与
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

（2）
経
済
活
性
化
へ
の
期
待

　
I
L
C
は
、新
材
料
、超
精
密
加

工
、超
伝
導
技
術
等
、幅
広
い
分
野

に
わ
た
る
、世
界
最
先
端
の
技
術
を

駆
使
し
て
整
備
、運
用
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
培
わ
れ
た
技
術
は
、I
T
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、医
療
、環
境
等
様
々
な
先

端
研
究
分
野
に
応
用
が
可
能
で
あ

は
じ
め
に

や
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
か
」と
い
う
謎
の

解
明
に
も
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

（1）
世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
拠
点
の
形
成

　
I
L
C
計
画
を
実
現
す
る
こ
と

で
、そ
の
地
域
に
世
界
中
か
ら
数

千
人
を
超
え
る
第
一
線
の
科
学
者

や
技
術
者
が
居
住
・
滞
在
す
る「
国

際
研
究
都
市
」が
形
成
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、I
L
C
を
擁
す
る
都
市
は
、

世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
発
信
拠

点
と
し
て
、世
界
中
か
ら
注
目
を

集
め
る
こ
と
に
な
り
、知
名
度
や
都

市
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
も
繋
が

り
ま
す
。

　
加
え
て
、I
L
C
で
は
世
界
の
他

の
加
速
器
研
究
所
と
同
様
に
、子

供
達
や
市
民
と
の
間
の
積
極
的
な

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
結

果
、青
少
年
の
科
学
へ
の
好
奇
心
を

高
め
、次
世
代
の
科
学
者
や
技
術

さ
せ
る
装
置
）を
中
心
と
し
た
大
規
模

研
究
施
設
を
建
設
し
、世
界
各
国
の

研
究
者
が
共
同
で
研
究
を
行
う
ビ
ッ

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。そ
の
建
設
費

は
約
8
，0
0
0
億
円
、年
間
運
営
経

費
も
2
0
0
〜
3
0
0
億
円
／
年

（
運
営
期
間
：
20
〜
30
年
の
予
定
）に

達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
で
は
、こ
の
世
で
最
も
小
さ

な
粒
子
の
一
つ
で
あ
る
電
子
と
陽
電

子
を
ほ
ぼ
光
の
速
度
に
ま
で
加
速
さ

せ
、双
方
を
加
速
器
の
中
心
地
点
で

衝
突
さ
せ
る
こ
と
で
、ビ
ッ
グ
バ
ン
直

後
の
状
態
を
再
現（
極
め
て
小
規
模
・

短
時
間
な
が
ら「
宇
宙
を
創
造
す
る
」

と
い
う
こ
と
）さ
せ
ま
す
。そ
し
て
、そ

の
状
態
を
観
測
す
る
こ
と
で
、昨
年
そ

の
発
見
が
世
界
中
で
大
き
な
話
題
と

な
っ
た「
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子（
質
量
の
起
源

と
さ
れ
る
粒
子
）」の
性
質
解
明
や
、未

知
の
粒
子（
現
在
、人
類
が
把
握
し
て

い
る
物
質
は
、宇
宙
の
5
％
程
度
で
し

か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）の
発
見

に
繋
が
り
、人
類
共
通
の
謎
で
あ
る
宇

宙
誕
生
、つ
ま
り「
こ
の
世
界
は
ど
う

I
L
C
が
地
域
に
も
た
ら
す
効
果

ネ
ー
ブ（
ス
イ
ス
）、シ
カ
ゴ（
ア
メ
リ

カ
）、ド
ゥ
ブ
ナ（
ロ
シ
ア
）の
世
界
5
都

市
・
地
域
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。九
州
で

は
、地
域
の
産
官
学
が
一
体
と
な
っ
て

I
L
C
計
画
の
実
現
を
目
指
し
、昨
年

３
月
に「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
九

州
構
想
」を
策
定
。更
に
今
年
２
月
に

は
九
州
の
産
官
学
政
に
よ
る
I
L
C

の
推
進
組
織
と
し
て「
I
L
C
ア
ジ
ア‐

九
州
推
進
会
議
」を
立
ち
上
げ
、九
州

で
の
I
L
C
計
画
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
I
L
C
の
建
設
に
際
し
て
は
、「
50

㎞
に
わ
た
る
安
定
し
た
岩
盤
」と
い
う

自
然
条
件
に
加
え
、研
究
の
円
滑
な

実
施
に
必
要
と
な
る「
研
究
基
盤
」や

「
生
活
基
盤（
研
究
者
だ
け
で
な
く
、

そ
の
家
族
も
快
適
に
過
ご
せ
る
社
会

基
盤
）」と
い
っ
た
社
会
的
条
件
も
満

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
九
州
は
、こ
れ
ま
で
20
年
以
上
に
わ

た
っ
て
国
際
的
な
文
化
・
学
術
交
流
拠

点
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け

て
お
り
、脊
振
地
域
周
辺
に
は
豊
富
な

住
居
ス
ト
ッ
ク
、外
国
人
対
応
の
教

育
・
医
療
機
関
の
集
積
、ア
ジ
ア
の
主

要
都
市
・
日
本
各
地
と
の
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、多
数
の
大
学
や
研
究
機
関
の

集
積
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
既
に

構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
既
存
の

社
会
イ
ン
フ
ラ
等
を
活
用
す
る
こ
と

で
、迅
速
か
つ
効
率
的
に
社
会
的
条
件

の
整
備
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、九
州
の
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
九
州
が
候
補
地
と
し
て
選
定
さ
れ

る
為
に
は
、何
よ
り
も
〝
地
元
の
盛

り
上
が
り
〞が
必
要
不
可
欠
で
す
。

I
L
C
計
画
を
九
州
で
実
現
す
る
こ

と
で
、九
州
が
人
類
の
進
歩
と
基
礎
科

学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
地
域

と
な
り
、地
域
活
性
化
へ
の
大
き
な
推

進
力
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

り
、適
切
な
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う

こ
と
で
、先
端
成
長
産
業
の
創
出

や
関
連
産
業
の
集
積
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
実
際
、他
の
加
速
器
研
究
所
で

は
、多
く
の
中
小
企
業
が
研
究
所
と

共
同
開
発（
最
先
端
品
が
使
用
さ

れ
る
こ
と
の
多
い
加
速
器
研
究
所
で

は
、既
存
製
品
の
調
達
で
は
な
く
、

開
発
要
素
の
高
い
調
達
が
行
わ
れ

て
お
り
、小
回
り
の
利
く
中
小
企
業

と
共
同
開
発
を
行
う
事
例
も
多
い
）

に
携
わ
り
、そ
の
結
果
、開
発
に
携

わ
っ
た
企
業
は
、技
術
力
や
信
用
力

が
向
上
し
、研
究
機
関
か
ら
の
受
注

額
の
３
倍
程
度
の
売
上
拡
大
を
実

現
し
て
い
る
、と
い
う
調
査
結
果
も

出
て
い
ま
す
。

　
現
在
、I
L
C
の
候
補
地
と
し
て
、

福
岡
・
佐
賀
に
ま
た
が
る
脊
振
地
域
を

は
じ
め
、北
上
地
域（
岩
手
県
）、ジ
ュ

Linear C
ollider

：ILC

）計
画
」が
今
、

世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
計
画
は
、世
界
の
国
々
が
協

力
し
て
、国・地
域
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

１
ヶ
所
に
、全
長
30
㎞
以
上
に
及
ぶ

「
巨
大
加
速
器
」を
建
設
し
、人
類
共

通
の
謎
で
あ
る「
宇
宙
誕
生
」に
関
す

る
研
究
を
行
う
も
の
で
す
。

　
福
岡
県
と
佐
賀
県
に
ま
た
が
る
脊

振
地
域
は
、そ
の
I
L
C
建
設
の
有
力

候
補
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。I
L
C
計

画
が
九
州
で
実
現
す
る
こ
と
で
、人
類

の
進
歩
と
基
礎
科
学
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。ま

た
、当
地
域
に
ア
ジ
ア
で
も
類
を
見
な

い
文
化
・
学
術
交
流
機
能
を
兼
ね
備
え

た
国
際
研
究
都
市
が
形
成
さ
れ
、地
域

の
知
名
度・ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
、そ
し
て

経
済
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、現
在
、九
州
で
は

産
官
学
政
が
一
体
と
な
っ
て
、I
L
C

計
画
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
計
画
は
、地
下
約
1
0
0

ｍ
、全
長
約
30
㎞（
将
来
計
画
は
50
㎞
）

の
直
線
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
内
に
、人
類

史
上
最
大
の
次
世
代
加
速
器（
粒
子

に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
、加
速

I
L
C
計
画
と
は

ILCのイメージ

ILCの候補地

全長30㎞、地下100ｍのトンネル内に電子と
陽電子を加速させる最先端装置群を配置

衝突の反応を測定する巨大な測定器

光の速さ近くまで加速させた電子と陽電子を中間
地点で衝突させることで、宇宙の始まりの状態を再現
→宇宙の起源の解明に取り組む
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ジュネーブ（スイス）

脊振地域（日本）

ドゥブナ（ロシア）

北上地域（日本） シカゴ（アメリカ）

衝突

電　子

陽電子

地域と共生するFFG

　
宇
宙
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る「
ビ
ッ
グ

バ
ン
」。こ
の「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」を
再
現
し
、

宇
宙
誕
生
の
謎
の
解
明
に
挑
む「
国
際

リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー（International 

者
等
の
育
成
に
も
繋
が
り
、科
学
技

術
の
振
興
、国
際
社
会
へ
の
貢
献
に

寄
与
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

（2）
経
済
活
性
化
へ
の
期
待

　
I
L
C
は
、新
材
料
、超
精
密
加

工
、超
伝
導
技
術
等
、幅
広
い
分
野

に
わ
た
る
、世
界
最
先
端
の
技
術
を

駆
使
し
て
整
備
、運
用
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
培
わ
れ
た
技
術
は
、I
T
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、医
療
、環
境
等
様
々
な
先

端
研
究
分
野
に
応
用
が
可
能
で
あ

は
じ
め
に

や
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
か
」と
い
う
謎
の

解
明
に
も
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

（1）
世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
拠
点
の
形
成

　
I
L
C
計
画
を
実
現
す
る
こ
と

で
、そ
の
地
域
に
世
界
中
か
ら
数

千
人
を
超
え
る
第
一
線
の
科
学
者

や
技
術
者
が
居
住
・
滞
在
す
る「
国

際
研
究
都
市
」が
形
成
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、I
L
C
を
擁
す
る
都
市
は
、

世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
発
信
拠

点
と
し
て
、世
界
中
か
ら
注
目
を

集
め
る
こ
と
に
な
り
、知
名
度
や
都

市
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
も
繋
が

り
ま
す
。

　
加
え
て
、I
L
C
で
は
世
界
の
他

の
加
速
器
研
究
所
と
同
様
に
、子

供
達
や
市
民
と
の
間
の
積
極
的
な

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
結

果
、青
少
年
の
科
学
へ
の
好
奇
心
を

高
め
、次
世
代
の
科
学
者
や
技
術

さ
せ
る
装
置
）を
中
心
と
し
た
大
規
模

研
究
施
設
を
建
設
し
、世
界
各
国
の

研
究
者
が
共
同
で
研
究
を
行
う
ビ
ッ

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。そ
の
建
設
費

は
約
8
，0
0
0
億
円
、年
間
運
営
経

費
も
2
0
0
〜
3
0
0
億
円
／
年

（
運
営
期
間
：
20
〜
30
年
の
予
定
）に

達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
で
は
、こ
の
世
で
最
も
小
さ

な
粒
子
の
一
つ
で
あ
る
電
子
と
陽
電

子
を
ほ
ぼ
光
の
速
度
に
ま
で
加
速
さ

せ
、双
方
を
加
速
器
の
中
心
地
点
で

衝
突
さ
せ
る
こ
と
で
、ビ
ッ
グ
バ
ン
直

後
の
状
態
を
再
現（
極
め
て
小
規
模
・

短
時
間
な
が
ら「
宇
宙
を
創
造
す
る
」

と
い
う
こ
と
）さ
せ
ま
す
。そ
し
て
、そ

の
状
態
を
観
測
す
る
こ
と
で
、昨
年
そ

の
発
見
が
世
界
中
で
大
き
な
話
題
と

な
っ
た「
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子（
質
量
の
起
源

と
さ
れ
る
粒
子
）」の
性
質
解
明
や
、未

知
の
粒
子（
現
在
、人
類
が
把
握
し
て

い
る
物
質
は
、宇
宙
の
5
％
程
度
で
し

か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）の
発
見

に
繋
が
り
、人
類
共
通
の
謎
で
あ
る
宇

宙
誕
生
、つ
ま
り「
こ
の
世
界
は
ど
う

I
L
C
が
地
域
に
も
た
ら
す
効
果

ネ
ー
ブ（
ス
イ
ス
）、シ
カ
ゴ（
ア
メ
リ

カ
）、ド
ゥ
ブ
ナ（
ロ
シ
ア
）の
世
界
5
都

市
・
地
域
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。九
州
で

は
、地
域
の
産
官
学
が
一
体
と
な
っ
て

I
L
C
計
画
の
実
現
を
目
指
し
、昨
年

３
月
に「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
九

州
構
想
」を
策
定
。更
に
今
年
２
月
に

は
九
州
の
産
官
学
政
に
よ
る
I
L
C

の
推
進
組
織
と
し
て「
I
L
C
ア
ジ
ア‐

九
州
推
進
会
議
」を
立
ち
上
げ
、九
州

で
の
I
L
C
計
画
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
I
L
C
の
建
設
に
際
し
て
は
、「
50

㎞
に
わ
た
る
安
定
し
た
岩
盤
」と
い
う

自
然
条
件
に
加
え
、研
究
の
円
滑
な

実
施
に
必
要
と
な
る「
研
究
基
盤
」や

「
生
活
基
盤（
研
究
者
だ
け
で
な
く
、

そ
の
家
族
も
快
適
に
過
ご
せ
る
社
会

基
盤
）」と
い
っ
た
社
会
的
条
件
も
満

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
九
州
は
、こ
れ
ま
で
20
年
以
上
に
わ

た
っ
て
国
際
的
な
文
化
・
学
術
交
流
拠

点
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け

て
お
り
、脊
振
地
域
周
辺
に
は
豊
富
な

住
居
ス
ト
ッ
ク
、外
国
人
対
応
の
教

育
・
医
療
機
関
の
集
積
、ア
ジ
ア
の
主

要
都
市
・
日
本
各
地
と
の
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、多
数
の
大
学
や
研
究
機
関
の

集
積
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
既
に

構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
既
存
の

社
会
イ
ン
フ
ラ
等
を
活
用
す
る
こ
と

で
、迅
速
か
つ
効
率
的
に
社
会
的
条
件

の
整
備
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、九
州
の
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
九
州
が
候
補
地
と
し
て
選
定
さ
れ

る
為
に
は
、何
よ
り
も
〝
地
元
の
盛

り
上
が
り
〞が
必
要
不
可
欠
で
す
。

I
L
C
計
画
を
九
州
で
実
現
す
る
こ

と
で
、九
州
が
人
類
の
進
歩
と
基
礎
科

学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
地
域

と
な
り
、地
域
活
性
化
へ
の
大
き
な
推

進
力
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

り
、適
切
な
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う

こ
と
で
、先
端
成
長
産
業
の
創
出

や
関
連
産
業
の
集
積
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
実
際
、他
の
加
速
器
研
究
所
で

は
、多
く
の
中
小
企
業
が
研
究
所
と

共
同
開
発（
最
先
端
品
が
使
用
さ

れ
る
こ
と
の
多
い
加
速
器
研
究
所
で

は
、既
存
製
品
の
調
達
で
は
な
く
、

開
発
要
素
の
高
い
調
達
が
行
わ
れ

て
お
り
、小
回
り
の
利
く
中
小
企
業

と
共
同
開
発
を
行
う
事
例
も
多
い
）

に
携
わ
り
、そ
の
結
果
、開
発
に
携

わ
っ
た
企
業
は
、技
術
力
や
信
用
力

が
向
上
し
、研
究
機
関
か
ら
の
受
注

額
の
３
倍
程
度
の
売
上
拡
大
を
実

現
し
て
い
る
、と
い
う
調
査
結
果
も

出
て
い
ま
す
。

　
現
在
、I
L
C
の
候
補
地
と
し
て
、

福
岡
・
佐
賀
に
ま
た
が
る
脊
振
地
域
を

は
じ
め
、北
上
地
域（
岩
手
県
）、ジ
ュ

Linear C
ollider

：ILC

）計
画
」が
今
、

世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
計
画
は
、世
界
の
国
々
が
協

力
し
て
、国・地
域
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

１
ヶ
所
に
、全
長
30
㎞
以
上
に
及
ぶ

「
巨
大
加
速
器
」を
建
設
し
、人
類
共

通
の
謎
で
あ
る「
宇
宙
誕
生
」に
関
す

る
研
究
を
行
う
も
の
で
す
。

　
福
岡
県
と
佐
賀
県
に
ま
た
が
る
脊

振
地
域
は
、そ
の
I
L
C
建
設
の
有
力

候
補
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。I
L
C
計

画
が
九
州
で
実
現
す
る
こ
と
で
、人
類

の
進
歩
と
基
礎
科
学
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。ま

た
、当
地
域
に
ア
ジ
ア
で
も
類
を
見
な

い
文
化
・
学
術
交
流
機
能
を
兼
ね
備
え

た
国
際
研
究
都
市
が
形
成
さ
れ
、地
域

の
知
名
度・ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
、そ
し
て

経
済
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、現
在
、九
州
で
は

産
官
学
政
が
一
体
と
な
っ
て
、I
L
C

計
画
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
計
画
は
、地
下
約
1
0
0

ｍ
、全
長
約
30
㎞（
将
来
計
画
は
50
㎞
）

の
直
線
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
内
に
、人
類

史
上
最
大
の
次
世
代
加
速
器（
粒
子

に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
、加
速

I
L
C
計
画
と
は

ILCのイメージ

ILCの候補地

全長30㎞、地下100ｍのトンネル内に電子と
陽電子を加速させる最先端装置群を配置

衝突の反応を測定する巨大な測定器

光の速さ近くまで加速させた電子と陽電子を中間
地点で衝突させることで、宇宙の始まりの状態を再現
→宇宙の起源の解明に取り組む
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　ILCは基礎科学分野の研究施設であることから、その研究は直接我々の日常生活に関わるものではな
い、というイメージを抱く方もおられるかもしれません。確かに、基礎科学の研究成果は、すぐに役立つもの
ではありませんが、中長期的には様 な々分野でのイノベーションに繋がっています。実際、他の加速器研
究所での研究活動を通して、がんの早期診断器である陽電子放出断層撮影装置（PET）や佐賀県鳥栖
市の九州国際重粒子線がん治療センターにある最先端治療機器（重粒子線照射器）等が開発されて
います。また、現在では日常生活に欠かせない存在であるワールド・ワイド・ウェブ（http://www…）や、ス
マートフォンに使われているタッチパネルも、加速器の研究所で開発された技術なのです。

▲九州国際重粒子線がん治療センターに設置してある加速器（左）と治療室（右）

I L Cでの研究成果の広がり

欧州原子核研究機構（CERN）の調達の企業への効果

▲最先端の加速器を見学している子供たち（©CERN） ▲CERNで使用されている加速器（上）と測定器（下）（©CERN）

地域と共生するFFG

　
宇
宙
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る「
ビ
ッ
グ

バ
ン
」。こ
の「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」を
再
現
し
、

宇
宙
誕
生
の
謎
の
解
明
に
挑
む「
国
際

リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー（International 

者
等
の
育
成
に
も
繋
が
り
、科
学
技

術
の
振
興
、国
際
社
会
へ
の
貢
献
に

寄
与
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

（2）
経
済
活
性
化
へ
の
期
待

　
I
L
C
は
、新
材
料
、超
精
密
加

工
、超
伝
導
技
術
等
、幅
広
い
分
野

に
わ
た
る
、世
界
最
先
端
の
技
術
を

駆
使
し
て
整
備
、運
用
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
培
わ
れ
た
技
術
は
、I
T
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、医
療
、環
境
等
様
々
な
先

端
研
究
分
野
に
応
用
が
可
能
で
あ

お
わ
り
に

や
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
か
」と
い
う
謎
の

解
明
に
も
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

（1）
世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
拠
点
の
形
成

　
I
L
C
計
画
を
実
現
す
る
こ
と

で
、そ
の
地
域
に
世
界
中
か
ら
数

千
人
を
超
え
る
第
一
線
の
科
学
者

や
技
術
者
が
居
住
・
滞
在
す
る「
国

際
研
究
都
市
」が
形
成
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、I
L
C
を
擁
す
る
都
市
は
、

世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
発
信
拠

点
と
し
て
、世
界
中
か
ら
注
目
を

集
め
る
こ
と
に
な
り
、知
名
度
や
都

市
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
も
繋
が

り
ま
す
。

　
加
え
て
、I
L
C
で
は
世
界
の
他

の
加
速
器
研
究
所
と
同
様
に
、子

供
達
や
市
民
と
の
間
の
積
極
的
な

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
結

果
、青
少
年
の
科
学
へ
の
好
奇
心
を

高
め
、次
世
代
の
科
学
者
や
技
術

さ
せ
る
装
置
）を
中
心
と
し
た
大
規
模

研
究
施
設
を
建
設
し
、世
界
各
国
の

研
究
者
が
共
同
で
研
究
を
行
う
ビ
ッ

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。そ
の
建
設
費

は
約
8
，0
0
0
億
円
、年
間
運
営
経

費
も
2
0
0
〜
3
0
0
億
円
／
年

（
運
営
期
間
：
20
〜
30
年
の
予
定
）に

達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
で
は
、こ
の
世
で
最
も
小
さ

な
粒
子
の
一
つ
で
あ
る
電
子
と
陽
電

子
を
ほ
ぼ
光
の
速
度
に
ま
で
加
速
さ

せ
、双
方
を
加
速
器
の
中
心
地
点
で

衝
突
さ
せ
る
こ
と
で
、ビ
ッ
グ
バ
ン
直

後
の
状
態
を
再
現（
極
め
て
小
規
模
・

短
時
間
な
が
ら「
宇
宙
を
創
造
す
る
」

と
い
う
こ
と
）さ
せ
ま
す
。そ
し
て
、そ

の
状
態
を
観
測
す
る
こ
と
で
、昨
年
そ

の
発
見
が
世
界
中
で
大
き
な
話
題
と

な
っ
た「
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子（
質
量
の
起
源

と
さ
れ
る
粒
子
）」の
性
質
解
明
や
、未

知
の
粒
子（
現
在
、人
類
が
把
握
し
て

い
る
物
質
は
、宇
宙
の
5
％
程
度
で
し

か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）の
発
見

に
繋
が
り
、人
類
共
通
の
謎
で
あ
る
宇

宙
誕
生
、つ
ま
り「
こ
の
世
界
は
ど
う

ネ
ー
ブ（
ス
イ
ス
）、シ
カ
ゴ（
ア
メ
リ

カ
）、ド
ゥ
ブ
ナ（
ロ
シ
ア
）の
世
界
5
都

市
・
地
域
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。九
州
で

は
、地
域
の
産
官
学
が
一
体
と
な
っ
て

I
L
C
計
画
の
実
現
を
目
指
し
、昨
年

３
月
に「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
九

州
構
想
」を
策
定
。更
に
今
年
２
月
に

は
九
州
の
産
官
学
政
に
よ
る
I
L
C

の
推
進
組
織
と
し
て「
I
L
C
ア
ジ
ア‐

九
州
推
進
会
議
」を
立
ち
上
げ
、九
州

で
の
I
L
C
計
画
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
I
L
C
の
建
設
に
際
し
て
は
、「
50

㎞
に
わ
た
る
安
定
し
た
岩
盤
」と
い
う

自
然
条
件
に
加
え
、研
究
の
円
滑
な

実
施
に
必
要
と
な
る「
研
究
基
盤
」や

「
生
活
基
盤（
研
究
者
だ
け
で
な
く
、

そ
の
家
族
も
快
適
に
過
ご
せ
る
社
会

基
盤
）」と
い
っ
た
社
会
的
条
件
も
満

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
九
州
は
、こ
れ
ま
で
20
年
以
上
に
わ

た
っ
て
国
際
的
な
文
化
・
学
術
交
流
拠

点
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け

て
お
り
、脊
振
地
域
周
辺
に
は
豊
富
な

住
居
ス
ト
ッ
ク
、外
国
人
対
応
の
教

育
・
医
療
機
関
の
集
積
、ア
ジ
ア
の
主

要
都
市
・
日
本
各
地
と
の
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、多
数
の
大
学
や
研
究
機
関
の

集
積
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
既
に

構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
既
存
の

社
会
イ
ン
フ
ラ
等
を
活
用
す
る
こ
と

で
、迅
速
か
つ
効
率
的
に
社
会
的
条
件

の
整
備
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、九
州
の
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
九
州
が
候
補
地
と
し
て
選
定
さ
れ

る
為
に
は
、何
よ
り
も
〝
地
元
の
盛

り
上
が
り
〞が
必
要
不
可
欠
で
す
。

I
L
C
計
画
を
九
州
で
実
現
す
る
こ

と
で
、九
州
が
人
類
の
進
歩
と
基
礎
科

学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
地
域

と
な
り
、地
域
活
性
化
へ
の
大
き
な
推

進
力
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

り
、適
切
な
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う

こ
と
で
、先
端
成
長
産
業
の
創
出

や
関
連
産
業
の
集
積
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
実
際
、他
の
加
速
器
研
究
所
で

は
、多
く
の
中
小
企
業
が
研
究
所
と

共
同
開
発（
最
先
端
品
が
使
用
さ

れ
る
こ
と
の
多
い
加
速
器
研
究
所
で

は
、既
存
製
品
の
調
達
で
は
な
く
、

開
発
要
素
の
高
い
調
達
が
行
わ
れ

て
お
り
、小
回
り
の
利
く
中
小
企
業

と
共
同
開
発
を
行
う
事
例
も
多
い
）

に
携
わ
り
、そ
の
結
果
、開
発
に
携

わ
っ
た
企
業
は
、技
術
力
や
信
用
力

が
向
上
し
、研
究
機
関
か
ら
の
受
注

額
の
３
倍
程
度
の
売
上
拡
大
を
実

現
し
て
い
る
、と
い
う
調
査
結
果
も

出
て
い
ま
す
。

　
現
在
、I
L
C
の
候
補
地
と
し
て
、

福
岡
・
佐
賀
に
ま
た
が
る
脊
振
地
域
を

は
じ
め
、北
上
地
域（
岩
手
県
）、ジ
ュ

I
L
C
計
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実
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向
け
た

動
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と
九
州
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
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世
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来
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、当
地
域
に
ア
ジ
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も
類
を
見
な

い
文
化
・
学
術
交
流
機
能
を
兼
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研
究
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さ
れ
、地
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の
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度・ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
、そ
し
て

経
済
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、現
在
、九
州
で
は

産
官
学
政
が
一
体
と
な
っ
て
、I
L
C

計
画
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
計
画
は
、地
下
約
1
0
0

ｍ
、全
長
約
30
㎞（
将
来
計
画
は
50
㎞
）

の
直
線
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
内
に
、人
類

史
上
最
大
の
次
世
代
加
速
器（
粒
子

に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
、加
速
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（※1）受注企業の売上高がCERNの調達額の何倍拡大したかを示しているもの
（※2）CERN：現在世界最先端の加速器（全長27ｋｍ）を有しており、昨年「ヒッ

グス粒子」を発見した研究機関でもある。

　ILCは基礎科学分野の研究施設であることから、その研究は直接我々の日常生活に関わるものではな
い、というイメージを抱く方もおられるかもしれません。確かに、基礎科学の研究成果は、すぐに役立つもの
ではありませんが、中長期的には様 な々分野でのイノベーションに繋がっています。実際、他の加速器研
究所での研究活動を通して、がんの早期診断器である陽電子放出断層撮影装置（PET）や佐賀県鳥栖
市の九州国際重粒子線がん治療センターにある最先端治療機器（重粒子線照射器）等が開発されて
います。また、現在では日常生活に欠かせない存在であるワールド・ワイド・ウェブ（http://www…）や、ス
マートフォンに使われているタッチパネルも、加速器の研究所で開発された技術なのです。

▲九州国際重粒子線がん治療センターに設置してある加速器（左）と治療室（右）

I L Cでの研究成果の広がり

欧州原子核研究機構（CERN）の調達の企業への効果

▲最先端の加速器を見学している子供たち（©CERN） ▲CERNで使用されている加速器（上）と測定器（下）（©CERN）

地域と共生するFFG

　
宇
宙
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る「
ビ
ッ
グ

バ
ン
」。こ
の「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」を
再
現
し
、

宇
宙
誕
生
の
謎
の
解
明
に
挑
む「
国
際

リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー（International 

者
等
の
育
成
に
も
繋
が
り
、科
学
技

術
の
振
興
、国
際
社
会
へ
の
貢
献
に

寄
与
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
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経
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活
性
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へ
の
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待
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加
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技
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野

に
わ
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る
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界
最
先
端
の
技
術
を

駆
使
し
て
整
備
、運
用
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
培
わ
れ
た
技
術
は
、I
T
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、医
療
、環
境
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々
な
先

端
研
究
分
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応
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が
可
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あ

お
わ
り
に

や
っ
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形
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れ
た
の
か
」と
い
う
謎
の

解
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に
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繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
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ま
す
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最
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I
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滞
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。
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ク
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・
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が
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る
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せ
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す
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る
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と
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の
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が
世
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中
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き
な
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題
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ス
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質
量
の
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と
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れ
る
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性
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の
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が
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の
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発
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世
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度
の
売
上
拡
大
を
実

現
し
て
い
る
、と
い
う
調
査
結
果
も

出
て
い
ま
す
。

　
現
在
、I
L
C
の
候
補
地
と
し
て
、

福
岡
・
佐
賀
に
ま
た
が
る
脊
振
地
域
を

は
じ
め
、北
上
地
域（
岩
手
県
）、ジ
ュ

I
L
C
計
画
の
実
現
に
向
け
た

動
き
と
九
州
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

Linear C
ollider

：ILC

）計
画
」が
今
、

世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
計
画
は
、世
界
の
国
々
が
協

力
し
て
、国・地
域
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

１
ヶ
所
に
、全
長
30
㎞
以
上
に
及
ぶ

「
巨
大
加
速
器
」を
建
設
し
、人
類
共

通
の
謎
で
あ
る「
宇
宙
誕
生
」に
関
す

る
研
究
を
行
う
も
の
で
す
。

　
福
岡
県
と
佐
賀
県
に
ま
た
が
る
脊

振
地
域
は
、そ
の
I
L
C
建
設
の
有
力

候
補
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。I
L
C
計

画
が
九
州
で
実
現
す
る
こ
と
で
、人
類

の
進
歩
と
基
礎
科
学
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。ま

た
、当
地
域
に
ア
ジ
ア
で
も
類
を
見
な

い
文
化
・
学
術
交
流
機
能
を
兼
ね
備
え

た
国
際
研
究
都
市
が
形
成
さ
れ
、地
域

の
知
名
度・ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
、そ
し
て

経
済
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、現
在
、九
州
で
は

産
官
学
政
が
一
体
と
な
っ
て
、I
L
C

計
画
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
計
画
は
、地
下
約
1
0
0

ｍ
、全
長
約
30
㎞（
将
来
計
画
は
50
㎞
）

の
直
線
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
内
に
、人
類

史
上
最
大
の
次
世
代
加
速
器（
粒
子

に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
、加
速

（資料）CERN調査

電子
光学

コンピュータ
電気機器

2.1 3.0 5.3 2.1 3.56.1

真空
超低温
超伝導

鉄鋼
溶接 精密機械 全体平均

企
業
へ
の
効
果

（※1）受注企業の売上高がCERNの調達額の何倍拡大したかを示しているもの
（※2）CERN：現在世界最先端の加速器（全長27ｋｍ）を有しており、昨年「ヒッ

グス粒子」を発見した研究機関でもある。

　ILCは基礎科学分野の研究施設であることから、その研究は直接我々の日常生活に関わるものではな
い、というイメージを抱く方もおられるかもしれません。確かに、基礎科学の研究成果は、すぐに役立つもの
ではありませんが、中長期的には様 な々分野でのイノベーションに繋がっています。実際、他の加速器研
究所での研究活動を通して、がんの早期診断器である陽電子放出断層撮影装置（PET）や佐賀県鳥栖
市の九州国際重粒子線がん治療センターにある最先端治療機器（重粒子線照射器）等が開発されて
います。また、現在では日常生活に欠かせない存在であるワールド・ワイド・ウェブ（http://www…）や、ス
マートフォンに使われているタッチパネルも、加速器の研究所で開発された技術なのです。

▲九州国際重粒子線がん治療センターに設置してある加速器（左）と治療室（右）

I L Cでの研究成果の広がり

欧州原子核研究機構（CERN）の調達の企業への効果

▲最先端の加速器を見学している子供たち（©CERN） ▲CERNで使用されている加速器（上）と測定器（下）（©CERN）

地域と共生するFFG

　
宇
宙
の
は
じ
ま
り
と
さ
れ
る「
ビ
ッ
グ

バ
ン
」。こ
の「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」を
再
現
し
、

宇
宙
誕
生
の
謎
の
解
明
に
挑
む「
国
際

リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー（International 

者
等
の
育
成
に
も
繋
が
り
、科
学
技

術
の
振
興
、国
際
社
会
へ
の
貢
献
に

寄
与
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

（2）
経
済
活
性
化
へ
の
期
待

　
I
L
C
は
、新
材
料
、超
精
密
加

工
、超
伝
導
技
術
等
、幅
広
い
分
野

に
わ
た
る
、世
界
最
先
端
の
技
術
を

駆
使
し
て
整
備
、運
用
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
培
わ
れ
た
技
術
は
、I
T
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、医
療
、環
境
等
様
々
な
先

端
研
究
分
野
に
応
用
が
可
能
で
あ

お
わ
り
に

や
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
か
」と
い
う
謎
の

解
明
に
も
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

（1）
世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
拠
点
の
形
成

　
I
L
C
計
画
を
実
現
す
る
こ
と

で
、そ
の
地
域
に
世
界
中
か
ら
数

千
人
を
超
え
る
第
一
線
の
科
学
者

や
技
術
者
が
居
住
・
滞
在
す
る「
国

際
研
究
都
市
」が
形
成
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、I
L
C
を
擁
す
る
都
市
は
、

世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
発
信
拠

点
と
し
て
、世
界
中
か
ら
注
目
を

集
め
る
こ
と
に
な
り
、知
名
度
や
都

市
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
も
繋
が

り
ま
す
。

　
加
え
て
、I
L
C
で
は
世
界
の
他

の
加
速
器
研
究
所
と
同
様
に
、子

供
達
や
市
民
と
の
間
の
積
極
的
な

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
結

果
、青
少
年
の
科
学
へ
の
好
奇
心
を

高
め
、次
世
代
の
科
学
者
や
技
術

さ
せ
る
装
置
）を
中
心
と
し
た
大
規
模

研
究
施
設
を
建
設
し
、世
界
各
国
の

研
究
者
が
共
同
で
研
究
を
行
う
ビ
ッ

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。そ
の
建
設
費

は
約
8
，0
0
0
億
円
、年
間
運
営
経

費
も
2
0
0
〜
3
0
0
億
円
／
年

（
運
営
期
間
：
20
〜
30
年
の
予
定
）に

達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
で
は
、こ
の
世
で
最
も
小
さ

な
粒
子
の
一
つ
で
あ
る
電
子
と
陽
電

子
を
ほ
ぼ
光
の
速
度
に
ま
で
加
速
さ

せ
、双
方
を
加
速
器
の
中
心
地
点
で

衝
突
さ
せ
る
こ
と
で
、ビ
ッ
グ
バ
ン
直

後
の
状
態
を
再
現（
極
め
て
小
規
模
・

短
時
間
な
が
ら「
宇
宙
を
創
造
す
る
」

と
い
う
こ
と
）さ
せ
ま
す
。そ
し
て
、そ

の
状
態
を
観
測
す
る
こ
と
で
、昨
年
そ

の
発
見
が
世
界
中
で
大
き
な
話
題
と

な
っ
た「
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子（
質
量
の
起
源

と
さ
れ
る
粒
子
）」の
性
質
解
明
や
、未

知
の
粒
子（
現
在
、人
類
が
把
握
し
て

い
る
物
質
は
、宇
宙
の
5
％
程
度
で
し

か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）の
発
見

に
繋
が
り
、人
類
共
通
の
謎
で
あ
る
宇

宙
誕
生
、つ
ま
り「
こ
の
世
界
は
ど
う

ネ
ー
ブ（
ス
イ
ス
）、シ
カ
ゴ（
ア
メ
リ

カ
）、ド
ゥ
ブ
ナ（
ロ
シ
ア
）の
世
界
5
都

市
・
地
域
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。九
州
で

は
、地
域
の
産
官
学
が
一
体
と
な
っ
て

I
L
C
計
画
の
実
現
を
目
指
し
、昨
年

３
月
に「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
九

州
構
想
」を
策
定
。更
に
今
年
２
月
に

は
九
州
の
産
官
学
政
に
よ
る
I
L
C

の
推
進
組
織
と
し
て「
I
L
C
ア
ジ
ア‐

九
州
推
進
会
議
」を
立
ち
上
げ
、九
州

で
の
I
L
C
計
画
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
I
L
C
の
建
設
に
際
し
て
は
、「
50

㎞
に
わ
た
る
安
定
し
た
岩
盤
」と
い
う

自
然
条
件
に
加
え
、研
究
の
円
滑
な

実
施
に
必
要
と
な
る「
研
究
基
盤
」や

「
生
活
基
盤（
研
究
者
だ
け
で
な
く
、

そ
の
家
族
も
快
適
に
過
ご
せ
る
社
会

基
盤
）」と
い
っ
た
社
会
的
条
件
も
満

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
九
州
は
、こ
れ
ま
で
20
年
以
上
に
わ

た
っ
て
国
際
的
な
文
化
・
学
術
交
流
拠

点
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け

て
お
り
、脊
振
地
域
周
辺
に
は
豊
富
な

住
居
ス
ト
ッ
ク
、外
国
人
対
応
の
教

育
・
医
療
機
関
の
集
積
、ア
ジ
ア
の
主

要
都
市
・
日
本
各
地
と
の
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、多
数
の
大
学
や
研
究
機
関
の

集
積
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
既
に

構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
既
存
の

社
会
イ
ン
フ
ラ
等
を
活
用
す
る
こ
と

で
、迅
速
か
つ
効
率
的
に
社
会
的
条
件

の
整
備
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、九
州
の
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
九
州
が
候
補
地
と
し
て
選
定
さ
れ

る
為
に
は
、何
よ
り
も
〝
地
元
の
盛

り
上
が
り
〞が
必
要
不
可
欠
で
す
。

I
L
C
計
画
を
九
州
で
実
現
す
る
こ

と
で
、九
州
が
人
類
の
進
歩
と
基
礎
科

学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
地
域

と
な
り
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域
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へ
の
大
き
な
推

進
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期
待
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願
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た
し
ま
す
。
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行
う
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。
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（※2）CERN：現在世界最先端の加速器（全長27ｋｍ）を有しており、昨年「ヒッ

グス粒子」を発見した研究機関でもある。
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培
わ
れ
た
技
術
は
、I
T
、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、ナ
ノ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
、医
療
、環
境
等
様
々
な
先

端
研
究
分
野
に
応
用
が
可
能
で
あ

お
わ
り
に

や
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
か
」と
い
う
謎
の

解
明
に
も
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

（1）
世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
拠
点
の
形
成

　
I
L
C
計
画
を
実
現
す
る
こ
と

で
、そ
の
地
域
に
世
界
中
か
ら
数

千
人
を
超
え
る
第
一
線
の
科
学
者

や
技
術
者
が
居
住
・
滞
在
す
る「
国

際
研
究
都
市
」が
形
成
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、I
L
C
を
擁
す
る
都
市
は
、

世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
発
信
拠

点
と
し
て
、世
界
中
か
ら
注
目
を

集
め
る
こ
と
に
な
り
、知
名
度
や
都

市
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
も
繋
が

り
ま
す
。

　
加
え
て
、I
L
C
で
は
世
界
の
他

の
加
速
器
研
究
所
と
同
様
に
、子

供
達
や
市
民
と
の
間
の
積
極
的
な

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
結

果
、青
少
年
の
科
学
へ
の
好
奇
心
を

高
め
、次
世
代
の
科
学
者
や
技
術

さ
せ
る
装
置
）を
中
心
と
し
た
大
規
模

研
究
施
設
を
建
設
し
、世
界
各
国
の

研
究
者
が
共
同
で
研
究
を
行
う
ビ
ッ

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。そ
の
建
設
費

は
約
8
，0
0
0
億
円
、年
間
運
営
経

費
も
2
0
0
〜
3
0
0
億
円
／
年

（
運
営
期
間
：
20
〜
30
年
の
予
定
）に

達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
で
は
、こ
の
世
で
最
も
小
さ

な
粒
子
の
一
つ
で
あ
る
電
子
と
陽
電

子
を
ほ
ぼ
光
の
速
度
に
ま
で
加
速
さ

せ
、双
方
を
加
速
器
の
中
心
地
点
で

衝
突
さ
せ
る
こ
と
で
、ビ
ッ
グ
バ
ン
直

後
の
状
態
を
再
現（
極
め
て
小
規
模
・

短
時
間
な
が
ら「
宇
宙
を
創
造
す
る
」

と
い
う
こ
と
）さ
せ
ま
す
。そ
し
て
、そ

の
状
態
を
観
測
す
る
こ
と
で
、昨
年
そ

の
発
見
が
世
界
中
で
大
き
な
話
題
と

な
っ
た「
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子（
質
量
の
起
源

と
さ
れ
る
粒
子
）」の
性
質
解
明
や
、未

知
の
粒
子（
現
在
、人
類
が
把
握
し
て

い
る
物
質
は
、宇
宙
の
5
％
程
度
で
し

か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）の
発
見

に
繋
が
り
、人
類
共
通
の
謎
で
あ
る
宇

宙
誕
生
、つ
ま
り「
こ
の
世
界
は
ど
う

ネ
ー
ブ（
ス
イ
ス
）、シ
カ
ゴ（
ア
メ
リ

カ
）、ド
ゥ
ブ
ナ（
ロ
シ
ア
）の
世
界
5
都

市
・
地
域
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。九
州
で

は
、地
域
の
産
官
学
が
一
体
と
な
っ
て

I
L
C
計
画
の
実
現
を
目
指
し
、昨
年

３
月
に「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
九

州
構
想
」を
策
定
。更
に
今
年
２
月
に

は
九
州
の
産
官
学
政
に
よ
る
I
L
C

の
推
進
組
織
と
し
て「
I
L
C
ア
ジ
ア‐

九
州
推
進
会
議
」を
立
ち
上
げ
、九
州

で
の
I
L
C
計
画
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
I
L
C
の
建
設
に
際
し
て
は
、「
50

㎞
に
わ
た
る
安
定
し
た
岩
盤
」と
い
う

自
然
条
件
に
加
え
、研
究
の
円
滑
な

実
施
に
必
要
と
な
る「
研
究
基
盤
」や

「
生
活
基
盤（
研
究
者
だ
け
で
な
く
、

そ
の
家
族
も
快
適
に
過
ご
せ
る
社
会

基
盤
）」と
い
っ
た
社
会
的
条
件
も
満

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
九
州
は
、こ
れ
ま
で
20
年
以
上
に
わ

た
っ
て
国
際
的
な
文
化
・
学
術
交
流
拠

点
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
続
け

て
お
り
、脊
振
地
域
周
辺
に
は
豊
富
な

住
居
ス
ト
ッ
ク
、外
国
人
対
応
の
教

育
・
医
療
機
関
の
集
積
、ア
ジ
ア
の
主

要
都
市
・
日
本
各
地
と
の
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、多
数
の
大
学
や
研
究
機
関
の

集
積
と
い
っ
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
既
に

構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
既
存
の

社
会
イ
ン
フ
ラ
等
を
活
用
す
る
こ
と

で
、迅
速
か
つ
効
率
的
に
社
会
的
条
件

の
整
備
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、九
州
の
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
九
州
が
候
補
地
と
し
て
選
定
さ
れ

る
為
に
は
、何
よ
り
も
〝
地
元
の
盛

り
上
が
り
〞が
必
要
不
可
欠
で
す
。

I
L
C
計
画
を
九
州
で
実
現
す
る
こ

と
で
、九
州
が
人
類
の
進
歩
と
基
礎
科

学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
地
域

と
な
り
、地
域
活
性
化
へ
の
大
き
な
推

進
力
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

り
、適
切
な
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う

こ
と
で
、先
端
成
長
産
業
の
創
出

や
関
連
産
業
の
集
積
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
実
際
、他
の
加
速
器
研
究
所
で

は
、多
く
の
中
小
企
業
が
研
究
所
と

共
同
開
発（
最
先
端
品
が
使
用
さ

れ
る
こ
と
の
多
い
加
速
器
研
究
所
で

は
、既
存
製
品
の
調
達
で
は
な
く
、

開
発
要
素
の
高
い
調
達
が
行
わ
れ

て
お
り
、小
回
り
の
利
く
中
小
企
業

と
共
同
開
発
を
行
う
事
例
も
多
い
）

に
携
わ
り
、そ
の
結
果
、開
発
に
携

わ
っ
た
企
業
は
、技
術
力
や
信
用
力

が
向
上
し
、研
究
機
関
か
ら
の
受
注

額
の
３
倍
程
度
の
売
上
拡
大
を
実

現
し
て
い
る
、と
い
う
調
査
結
果
も

出
て
い
ま
す
。

　
現
在
、I
L
C
の
候
補
地
と
し
て
、

福
岡
・
佐
賀
に
ま
た
が
る
脊
振
地
域
を

は
じ
め
、北
上
地
域（
岩
手
県
）、ジ
ュ

I
L
C
計
画
の
実
現
に
向
け
た

動
き
と
九
州
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

Linear C
ollider

：ILC

）計
画
」が
今
、

世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
計
画
は
、世
界
の
国
々
が
協

力
し
て
、国・地
域
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

１
ヶ
所
に
、全
長
30
㎞
以
上
に
及
ぶ

「
巨
大
加
速
器
」を
建
設
し
、人
類
共

通
の
謎
で
あ
る「
宇
宙
誕
生
」に
関
す

る
研
究
を
行
う
も
の
で
す
。

　
福
岡
県
と
佐
賀
県
に
ま
た
が
る
脊

振
地
域
は
、そ
の
I
L
C
建
設
の
有
力

候
補
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。I
L
C
計

画
が
九
州
で
実
現
す
る
こ
と
で
、人
類

の
進
歩
と
基
礎
科
学
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。ま

た
、当
地
域
に
ア
ジ
ア
で
も
類
を
見
な

い
文
化
・
学
術
交
流
機
能
を
兼
ね
備
え

た
国
際
研
究
都
市
が
形
成
さ
れ
、地
域

の
知
名
度・ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
、そ
し
て

経
済
の
活
性
化
に
も
繋
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、現
在
、九
州
で
は

産
官
学
政
が
一
体
と
な
っ
て
、I
L
C

計
画
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
I
L
C
計
画
は
、地
下
約
1
0
0

ｍ
、全
長
約
30
㎞（
将
来
計
画
は
50
㎞
）

の
直
線
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
内
に
、人
類

史
上
最
大
の
次
世
代
加
速
器（
粒
子

に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
、加
速

（資料）CERN調査

電子
光学

コンピュータ
電気機器

2.1 3.0 5.3 2.1 3.56.1

真空
超低温
超伝導

鉄鋼
溶接 精密機械 全体平均

企
業
へ
の
効
果

（※1）受注企業の売上高がCERNの調達額の何倍拡大したかを示しているもの
（※2）CERN：現在世界最先端の加速器（全長27ｋｍ）を有しており、昨年「ヒッ

グス粒子」を発見した研究機関でもある。
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大
連
市（
以
下
、大
連
）は
、中
国
遼
寧
省
、遼
東
半

島
の
南
端
付
近
に
位
置
し
、人
口
約
5
8
9
万
人

（
2
0
1
2
年
3
月
）と
、省
都
で
あ
る
瀋
陽
市
に
次

ぐ
東
北
地
方
第
二
の
都
市
で
す
。2
0
1
1
年
の

G
D
P
は
約
6,
1
5
0
億
元（
約
9
兆
8,
4
0
0

億
円
、1
元
＝
16
円
で
計
算
）で
、中
国
の
都
市
で

第
8
位
の
経
済
規
模
を
誇
って
い
ま
す
。

　
大
連
の
貿
易
総
額
の
25
％
程
度
を
日
本
が
占
め
、

大
連
への
直
接
投
資
の
10
％
程
度
が
日
本
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
等
、日
本
と
大
連
は
経
済
的
に
緊
密
な
関
係
に

あ
り
ま
す
。そ
の
為
、日
本
人
駐
在
員
が
多
く
、在
留

届（
外
国
に
住
所
又
は
居
所
を
定
め
て
3
か
月
以
上
滞

在
す
る
人
は
、管
轄
の
大
使
館
等
へ
の
提
出
義
務
が
あ

る
）を
提
出
し
て
い
る
日
本
人
だ
け
で
も
6,
0
0
0

人
を
数
え
ま
す
。こ
れ
に
、留
学
生
や
短
期
の
駐
在
員

を
合
わ
せ
る
と
、お
よ
そ
1
万
人
も
の
日
本
人
が
生
活

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、大
連
に
お
け
る「
日
本
食
」と「
日
本
語
」

を
通
し
て
、日
本
と
大
連
の
関
係
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
日
本
人
が
多
い
大
連
に
は
、日
本
料
理
店
も
数
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。寿
司
や
天
ぷ
ら
と
いっ
た
、外
国
人

に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
典
型
的
な
日
本
食
か
ら
、

お
好
み
焼
き
や
も
つ
鍋
等
の
庶
民
的
な
専
門
店
ま
で
、

3
0
0
店
近
く
の
日
本
料
理
店
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら

の
店
に
は
、日
本
人
の
他
に
中
国
人
の
料
理
人
が
多
数

い
ま
す
が
、日
本
で
の
修
業
経
験
者
も
多
く
、味
は

日
本
の
料
理
店
と
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
遜
色
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、日
本
語
を
話
せ
る
店
員
が
多
い
為
、ほ
と
ん

ど
の
店
で
日
本
語
で
の
注
文
が
可
能
で
す
。

　
価
格
は
、昼
食
で
20
元
〜
70
元（
3
2
0
円
〜

1,
1
2
0
円
）、夕
定
食
で
50
元
〜
1
0
0
元

（
8
0
0
円
〜
1,
6
0
0
円
）程
度
と
、現
地
の
飲
食

店
よ
り
も
高
め
の
価
格
帯
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、多
く
の
中
国
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。経
済
成

長
に
よ
る
所
得
水
準
の
向
上
や
、健
康
志
向
の
高
ま
り

に
よ
っ
て
、ヘ
ル
シ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
日
本
食
は
、

大
連
の
人
々
に
と
って
身
近
な
食
事
に
な
って
い
ま
す
。

　
日
系
企
業
が
数
多
く
進
出
し
て
い
る
大
連
で
は
、

日
本
料
理
店
の
従
業
員
の
よ
う
に
仕
事
で
日
本
語
を

使
う
機
会
も
多
く
、日
本
語
を
話
す
こ
と
が
出
来
る

中
国
人
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、就
職
や
仕
事

に
役
立
つ
こ
と
か
ら
、現
地
の
学
生
も
日
本
語
を
学
ぶ

こ
と
に
意
欲
的
で
す
。

　
大
連
か
ら
程
近
い
旅
順
に
あ
る
、大
連
外
国
語
大
学

の
日
本
語
学
院（
日
本
で
い
う
学
部
）は
、日
本
語
教
育

機
関
と
し
て
世
界
一
の
規
模
を
誇
り
、毎
年
8
0
0

人
も
の
学
生
が
入
学
し
て
い
ま
す
。大
連
市
内
に
あ
る

遼
寧
師
範
大
学
で
も
、日
本
語
の
授
業
を
選
択
す
る

学
生
は
多
く
、休
憩
時
間
等
に
は
、中
国
人
学
生
が

日
本
人
留
学
生
を
相
手
に
、日
本
の
文
化
や
観
光
地

等
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
姿
も
頻
繁
に
見
か
け
ま
す
。

　
ま
た
、大
連
の
学
生
は
日
本
へ
の
留
学
意
欲
も
旺
盛

で
す
。大
連
市
内
で
は
、日
本
の
大
学
に
よ
る
留
学
説

明
会
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、多
く
の
学
生
が

参
加
し
て
い
ま
す
。中
国
全
体
の
日
本
留
学
希
望
者
を

見
る
と
、経
済
学
部
や
商
学
部
等
へ
の
留
学
を
希
望
す

る
学
生
が
多
い
中
、大
連
の
学
生
に
特
徴
的
な
の
は
、

日
本
語
や
日
本
文
化
に
特
化
し
た
文
学
部
や
言
語
学

科
等
へ
の
希
望
者
が
多
い
こ
と
で
す
。こ
う
し
た
こ
と

か
ら
も
、他
の
地
域
以
上
に
日
本
文
化
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、大
連
で
は
日
本
の
文
化
が
広
く

浸
透
し
て
お
り
、現
地
の
人
々
も
日
本
に
対
し
て
好

意
的
で
す
。昨
年
の
尖
閣
諸
島
問
題
の
際
に
、中
国

全
土
の
お
よ
そ
1
0
0
も
の
都
市
で
発
生
し
た
反
日

デ
モ
も
、大
連
で
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。日
本
人

と
接
す
る
機
会
が
多
く
、等
身
大
の
日
本
を
身
を

も
っ
て
知
っ
て
い
る
大
連
の
市
民
が
、過
熱
し
た
報
道

を
冷
静
に
受
け
止
め
た
か
ら
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
日
中
関
係
に
は
様
々
な
摩
擦
も
あ
り
ま

す
が
、大
連
で
の
関
係
の
よ
う
に
、お
互
い
の

国
を
良
く
理
解
し
、成
熟
し
た
友
好
的
な

関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
大
連
駐
在
員
事
務
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大
連
市（
以
下
、大
連
）は
、中
国
遼
寧
省
、遼
東
半

島
の
南
端
付
近
に
位
置
し
、人
口
約
5
8
9
万
人

（
2
0
1
2
年
3
月
）と
、省
都
で
あ
る
瀋
陽
市
に
次

ぐ
東
北
地
方
第
二
の
都
市
で
す
。2
0
1
1
年
の

G
D
P
は
約
6,
1
5
0
億
元（
約
9
兆
8,
4
0
0

億
円
、1
元
＝
16
円
で
計
算
）で
、中
国
の
都
市
で

第
8
位
の
経
済
規
模
を
誇
って
い
ま
す
。

　
大
連
の
貿
易
総
額
の
25
％
程
度
を
日
本
が
占
め
、

大
連
への
直
接
投
資
の
10
％
程
度
が
日
本
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
等
、日
本
と
大
連
は
経
済
的
に
緊
密
な
関
係
に

あ
り
ま
す
。そ
の
為
、日
本
人
駐
在
員
が
多
く
、在
留

届（
外
国
に
住
所
又
は
居
所
を
定
め
て
3
か
月
以
上
滞

在
す
る
人
は
、管
轄
の
大
使
館
等
へ
の
提
出
義
務
が
あ

る
）を
提
出
し
て
い
る
日
本
人
だ
け
で
も
6,
0
0
0

人
を
数
え
ま
す
。こ
れ
に
、留
学
生
や
短
期
の
駐
在
員

を
合
わ
せ
る
と
、お
よ
そ
1
万
人
も
の
日
本
人
が
生
活

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、大
連
に
お
け
る「
日
本
食
」と「
日
本
語
」

を
通
し
て
、日
本
と
大
連
の
関
係
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
日
本
人
が
多
い
大
連
に
は
、日
本
料
理
店
も
数
多
く

存
在
し
て
い
ま
す
。寿
司
や
天
ぷ
ら
と
いっ
た
、外
国
人

に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
典
型
的
な
日
本
食
か
ら
、

お
好
み
焼
き
や
も
つ
鍋
等
の
庶
民
的
な
専
門
店
ま
で
、

3
0
0
店
近
く
の
日
本
料
理
店
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら

の
店
に
は
、日
本
人
の
他
に
中
国
人
の
料
理
人
が
多
数

い
ま
す
が
、日
本
で
の
修
業
経
験
者
も
多
く
、味
は

日
本
の
料
理
店
と
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
遜
色
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、日
本
語
を
話
せ
る
店
員
が
多
い
為
、ほ
と
ん

ど
の
店
で
日
本
語
で
の
注
文
が
可
能
で
す
。

　
価
格
は
、昼
食
で
20
元
〜
70
元（
3
2
0
円
〜

1,
1
2
0
円
）、夕
定
食
で
50
元
〜
1
0
0
元

（
8
0
0
円
〜
1,
6
0
0
円
）程
度
と
、現
地
の
飲
食

店
よ
り
も
高
め
の
価
格
帯
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、多
く
の
中
国
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。経
済
成

長
に
よ
る
所
得
水
準
の
向
上
や
、健
康
志
向
の
高
ま
り

に
よ
っ
て
、ヘ
ル
シ
ー
な
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
日
本
食
は
、

大
連
の
人
々
に
と
って
身
近
な
食
事
に
な
って
い
ま
す
。

　
日
系
企
業
が
数
多
く
進
出
し
て
い
る
大
連
で
は
、

日
本
料
理
店
の
従
業
員
の
よ
う
に
仕
事
で
日
本
語
を

使
う
機
会
も
多
く
、日
本
語
を
話
す
こ
と
が
出
来
る

中
国
人
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、就
職
や
仕
事

に
役
立
つ
こ
と
か
ら
、現
地
の
学
生
も
日
本
語
を
学
ぶ

こ
と
に
意
欲
的
で
す
。

　
大
連
か
ら
程
近
い
旅
順
に
あ
る
、大
連
外
国
語
大
学

の
日
本
語
学
院（
日
本
で
い
う
学
部
）は
、日
本
語
教
育

機
関
と
し
て
世
界
一
の
規
模
を
誇
り
、毎
年
8
0
0

人
も
の
学
生
が
入
学
し
て
い
ま
す
。大
連
市
内
に
あ
る

遼
寧
師
範
大
学
で
も
、日
本
語
の
授
業
を
選
択
す
る

学
生
は
多
く
、休
憩
時
間
等
に
は
、中
国
人
学
生
が

日
本
人
留
学
生
を
相
手
に
、日
本
の
文
化
や
観
光
地

等
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
姿
も
頻
繁
に
見
か
け
ま
す
。

　
ま
た
、大
連
の
学
生
は
日
本
へ
の
留
学
意
欲
も
旺
盛

で
す
。大
連
市
内
で
は
、日
本
の
大
学
に
よ
る
留
学
説

明
会
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、多
く
の
学
生
が

参
加
し
て
い
ま
す
。中
国
全
体
の
日
本
留
学
希
望
者
を

見
る
と
、経
済
学
部
や
商
学
部
等
へ
の
留
学
を
希
望
す

る
学
生
が
多
い
中
、大
連
の
学
生
に
特
徴
的
な
の
は
、

日
本
語
や
日
本
文
化
に
特
化
し
た
文
学
部
や
言
語
学

科
等
へ
の
希
望
者
が
多
い
こ
と
で
す
。こ
う
し
た
こ
と

か
ら
も
、他
の
地
域
以
上
に
日
本
文
化
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、大
連
で
は
日
本
の
文
化
が
広
く

浸
透
し
て
お
り
、現
地
の
人
々
も
日
本
に
対
し
て
好

意
的
で
す
。昨
年
の
尖
閣
諸
島
問
題
の
際
に
、中
国

全
土
の
お
よ
そ
1
0
0
も
の
都
市
で
発
生
し
た
反
日

デ
モ
も
、大
連
で
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。日
本
人

と
接
す
る
機
会
が
多
く
、等
身
大
の
日
本
を
身
を

も
っ
て
知
っ
て
い
る
大
連
の
市
民
が
、過
熱
し
た
報
道

を
冷
静
に
受
け
止
め
た
か
ら
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
日
中
関
係
に
は
様
々
な
摩
擦
も
あ
り
ま

す
が
、大
連
で
の
関
係
の
よ
う
に
、お
互
い
の

国
を
良
く
理
解
し
、成
熟
し
た
友
好
的
な

関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
大
連
駐
在
員
事
務
所
ト
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ー
ニ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
村
　
将
道
）

Foreign countries Topics 海外トピックス

は
じ
め
に

1
大
連
の
日
本
食
に
つ
い
て

2

終
わ
り
に

4

日
本
語
に
つ
い
て

3

大連における日本文化 北京
● ●大連

▲日本料理店（居酒屋）

▲遼寧師範大学（執筆者留学大学）

33 FFG MONTHLY SURVEY Vol.60



方
で
は
余
り
見
ら
れ
な
い
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
す
。

　
ま
た
、こ
の
分
野
で
は
、既
に
上
海
に

進
出
し
て
い
る
J
R
九
州
や
西
鉄
旅

行
が
、九
州
内
で
の
交
通
事
業
者
及
び

現
地
旅
行
手
配
会
社（
ラ
ン
ド
旅
行

社
）と
し
て
自
治
体
を
仲
介
す
る
役
割

を
担
っ
て
お
り
、共
同
で
中
国
の
旅
行

会
社
や
一
般
市
場
に
対
し
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え

ば
、中
国
の
旅
行
会
社
は
自
社
で
は
ツ

ア
ー
内
容
を
企
画
せ
ず
、販
売
代
理
の

み
行
う
傾
向
が
強
い
為
、J
R
九
州
や

西
鉄
旅
行
が
自
治
体
と
一
緒
に
な
っ

て
積
極
的
に
九
州
を
周
遊
す
る
旅
行

商
品
を
企
画・提
案
し
て
い
ま
す
。ま

た
、一
般
市
場
に
は
、メ
デ
ィ
ア
ツ
ア
ー

の
手
法
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン（
旅

行
雑
誌
や
W
E
B
の
担
当
者
を
九
州

へ
招
待
し
、実
際
の
九
州
観
光
の
体
験

を
記
事
に
し
て
も
ら
う
等
）に
よ
って
、

観
光
資
源
を
P
R
し
て
い
ま
す
。更

に
、J
R
九
州
が
海
外
か
ら
の
旅
行
客

向
け
に
設
定
し
て
い
る「
九
州
レ
ー
ル

パ
ス（
列
車
に
乗
り
降
り
自
由
の
フ

リ
ー
パ
ス
）」は
、九
州
内
個
人
旅
行
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
も
言
え
、九
州

国
内
市
場
の
消
費
拡
大
が
見
込
め
な

い
一
方
で
、消
費
意
欲
旺
盛
な
中
国

市
場
は
非
常
に
魅
力
的
で
す
。中
国
に

は
、輸
入
規
制
や
時
間
を
要
す
る
通
関

手
続
と
いっ
た
様
々
な
障
害
が
あ
り
ま

す
が
、各
自
治
体
と
も
物
産
展
への
出

展
支
援
や
現
地
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー（
卸
売
業
者
や
販
売
代
理
店
）と

の
マッ
チ
ン
グ
等
に
よ
り
、県
産
品
の
中

国
市
場
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

全
国
有
数
の
酒
処
で
あ
る
福
岡
県
は

「
日
本
酒
」や「
調
味
料（
醤
油
・
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」、全
国
２
位
の
漁
獲

量
を
誇
る
長
崎
県
は「
鮮
魚
」や「
陶

磁
器（
波
佐
見
焼
）」、県
を
代
表
す
る

加
工
食
品
や
工
芸
品
の
販
路
開
拓
に

取
り
組
む
佐
賀
県
は「
海
苔
」や「
陶

磁
器（
有
田
焼
）」、鹿
児
島
県・宮
崎

県
・
大
分
県
・
熊
本
県
は「
焼
酎
」や

地
方
自
治
体
の

海
外
展
開
の
必
要
性

1
上
海
に
お
け
る
九
州
の

地
方
自
治
体
海
外
拠
点

2

Overseas
Report

Shanghai

〜 

上
海
か
ら

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点（
上
海
）の
取
り
組
み

　
　広
域
連
携｢

チ
ー
ム
九
州｣

　
地
方
経
済
が
長
ら
く
低
迷
し
て
い

る
間
、地
方
自
治
体
は
元
気
な
活
力

を
取
り
込
も
う
と
海
外
に
目
を
向
け

て
き
ま
し
た
。九
州
は
東
ア
ジ
ア
諸
国

と
地
理
的
に
近
く
、歴
史
的
に
も
関
係

が
深
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、全
て
の

九
州
各
県
及
び
政
令
市
は
、以
前
か

ら
中
国
国
内
に
海
外
拠
点
を
設
け
て

い
ま
す
。今
回
は
、上
海
で
活
動
す
る

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
海
に
お
け
る
九
州
の
地
方
自
治

体
海
外
拠
点
は
、「
企
業
の
海
外
進
出

支
援
」・「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」・

「
観
光
誘
致
」を
主
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
い
ま
す（
佐
賀
県
は
県
庁
内
に

設
置
）。但
し
、各
県
及
び
政
令
市
の

経
済
規
模・企
業
数・産
業
構
造
に
は

相
違
が
あ
る
為
、北
部
九
州
は「
企
業

の
海
外
進
出
支
援
」に
、南
部
九
州
は

「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」や「
観
光
誘

致
」に
比
重
を
置
く
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、地
元
企
業
の
育

成
の
観
点
か
ら
、中
小
企
業
を
中
心
に

海
外
進
出
支
援
を
行
って
い
ま
す
。福

岡
県
は
、2
0
1
2
年
１
月
に
開
設
し

た「
福
岡
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

（
略
称
：
福
岡
A
B
C
）」に
よ
っ
て
、

新
た
に
海
外
展
開
を
目
指
す
企
業
の

掘
り
起
こ
し
や
、情
報
提
供
か
ら
現
地

サ
ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
の
支
援
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。福

岡
県
上
海
事
務
所
の
西
岡
所
長
に
よ

る
と
、「
最
近
で
は
健
康・美
容・介
護

用
品
に
関
連
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の
相

談
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、い
か
に
売

れ
る
イ
ン
フ
ラ
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
と

マッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
か
が
重
要
に
な
って

き
て
い
る
」。ま
た
、駐
上
海
北
九
州

市
経
済
事
務
所
の
大
浦
所
長
か
ら
は
、

「
環
境
分
野
で
国
際
協
力（
水
道
技
術

交
流・エ
コ
タ
ウ
ン
協
力
等
）を
従
来
か

ら
行
っ
て
き
た
経
験
を
基
に
、環
境
関

連
で
高
い
技
術
を
持
つ
北
九
州
市
内

企
業
の
進
出
支
援
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
」と
の
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
で
日
本

「
調
味
料（
醤
油・ド
レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」

を
主
要
な
県
産
品
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
県
の
輸
出
促
進
の
取
り
組
み
と

し
て
、長
崎
県
は
、震
災
後
の
放
射
性

物
質
に
伴
う
中
国
側
の
輸
入
規
制
に

対
し
て
、独
自
に
放
射
性
物
質
検
査・

証
明
書
の
発
行
体
制
を
構
築
す
る

等
、官
民
一
体
と
な
って「
鮮
魚
」輸
出

に
取
り
組
ん
で
お
り
、日
本
産
鮮
魚

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い

て
い
ま
す
。ま
た
大
分
県
は
、大
分
市

を
中
心
と
し
た
武
漢
市
への
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ
開
設
を
支
援
し
、湖
北
省
や

内
陸
部
への
販
売
促
進
を
目
指
し
て
い

ま
す
。鹿
児
島
県
上
海
事
務
所
の
米

盛
所
長
は
、「
日
中
F
T
A（
自
由
貿

易
協
定
）の
締
結
に
期
待
し
て
お
り
、

今
後
は
県
産
品
の
ア
イ
テ
ム
数
を
増

や
す
準
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
仰
って
い
ま
し
た
。

　
グ
ラ
フ
１「
訪
日
中
国
人
観
光
客
数

の
推
移
」を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、訪

日
中
国
人
観
光
客
数
は
、2
0
1
0

年
の
個
人
観
光
ビ
ザ
の
発
給
条
件
緩

和
以
後
、尖
閣
問
題
や
東
日
本
大
震

災
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、ピ
ー
ク

の
月
で
20
万
人
前
後
、ま
た
、反
日
デ

モ
発
生
後
の
ボ
ト
ム
で
も
５
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、各

自
治
体
は
観
光
客
数
増
加
に
よ
る
経

済
効
果
を
期
待
し
、旅
行
会
社
への
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
って
き
ま
し
た
。

　
定
期
航
空
便
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致・確
保
は
、観
光
客
の
交
通
手
段
と

な
る
以
外
に
、空
港・港
湾
の
利
用
促

進
に
伴
う
収
入
増
加
へ
と
繋
が
る
為
、

各
自
治
体
は
本
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

み
、海
外
拠
点
は
そ
の
連
絡
窓
口
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。佐
賀

県
に
よ
る
、九
州
唯
一
の
中
国
L
C
C

「
春
秋
航
空
」の
誘
致
や
、長
崎
県
に
よ

る「
長
崎
〜
上
海
航
路
　
オ
ー
シ
ャ
ン

ロ
ー
ズ
」（
現
在
長
期
運
休
中
）に
対
す

る
積
極
支
援
等
が
代
表
例
で
す
。

　
ま
た
、知
名
度
の
向
上
や
観
光
情
報

の
発
信
等
に
お
い
て
、各
自
治
体
海
外

拠
点
は
中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー「
微
博

（
ウ
ェ
イ
ボ
ー
）」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
福
岡
市
は
、上
海
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
存
在
で
あ
る「
上
海
環
球
金

融
中
心
」で
、「
微
博
」と
連
動
し
た
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
約
3
5,
0
0
0
名
が
来
場

し
、ア
カ
ウ
ン
ト
フ
ォロ
ワ
ー
の
増
加
数

は
約
2,
5
0
0
名（
現
在
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
：
約
1
0,
0
0
0
名
）に
上

り
ま
し
た
。福
岡
市
上
海
事
務
所
の
榊

原
所
長
に
よ
る
と
、「
最
も
購
買
力
の

あ
る
働
く
若
い
女
性（
20
代
〜
30
代
）

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
」と
の
こ
と
で
し
た
。
一
方
、熊
本

県
は
、上
海
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
で
、日
本
で
全
国
的
な
知
名

度
を
誇
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
く
ま
モ
ン
」を

積
極
的
に
活
用
し
た
P
R
を
行
い
、現

地
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
述
の
通
り
、九
州
の
地
方
自
治

体
は
個
別
に
独
自
色
を
持
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、広
域
連
携
を
組

ん
だ
取
り
組
み
も
行
って
い
ま
す
。「
県

産
品
の
輸
出
促
進
」の
分
野
で
物
産

展
に
お
け
る
共
同
ブ
ー
ス
出
展
と
いっ

た
連
携
も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
誘

致
」の
分
野
で
の
連
携
が
顕
著
で
す
。

表
１「
九
州
への
中
国
人
入
国
者
数
の

推
移
」を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、九
州

全
体
の
訪
日
中
国
人
入
国
者
数
は
、

日
本
全
体
の
6.
6
％（
2
0
1
1
年

度
）に
過
ぎ
な
い
現
状
で
あ
る
為
、ま

ず
は
各
自
治
体
が「
チ
ー
ム
九
州
」と

し
て
広
域
連
携
す
る
こ
と
で
、観
光
資

源
に
厚
み
を
持
た
せ
て
中
国
国
内
で

の
存
在
感
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。な
お
、こ
れ
は
九
州
以
外
の
他
地

■
企
業
の
海
外
進
出
支
援

■
県
産
品
の
輸
出
促
進

■
観
光
誘
致

各
県
を
周
遊
す
る
様
々
な
旅
行
を
可

能
と
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
２「
ビ
ザ
発
給
件
数
推
移
」

の
通
り
、2
0
1
0
年
以
降
、東
日
本

大
震
災
や
反
日
デ
モ
が
発
生
し
た
際

に
団
体
観
光
客
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

個
人
観
光
客
は
着
実
な
伸
び
を
見
せ

て
い
ま
す
。J
R
九
州
上
海
事
務
所
の

相
良
所
長
も
、「
レ
ー
ル
パ
ス
販
売
は

反
日
デ
モ
後
も
好
調
に
推
移
し
、

2
0
1
2
年
度
は
約
3,
0
0
0
件

（
前
年
度
比
+
1
5
0
％
）の
販
売
実

績
だ
っ
た
。ま
だ
実
績
は
少
な
い
が
、地

道
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
て

き
た
成
果
が
出
て
き
て
い
る
」と
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
現
在
の
九
州
と
中
国
と
の
間
の
経

済
活
動
は
、反
日
デ
モ
以
降
も
大
気
汚

染
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
っ
た
問

題
が
発
生
し
、視
界
不
良
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、日
本
か
ら
見
る

と
中
国
に
は「
巨
大
な
市
場
」が
、中

国
か
ら
見
る
と
日
本
に
は「
先
進
的
な

サ
ー
ビ
ス・文
化
的
な
豊
か
さ
」が
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、そ
れ
ら
を
相

互
に
活
か
す
為
に
も
、日
中
両
国
の
友

好
関
係
は
間
違
い
な
く
重
要
で
す
。ま

た
、こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

中
国
で
文
化
交
流
か
ら
経
済
交
流
ま

で
、裾
野
の
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る

地
方
自
治
体
の
重
要
性
は
高
ま
って
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。当
事
務
所

も
、「
チ
ー
ム
九
州
」と
連
携
し
て
企

業
の
海
外
進
出
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

九
州
経
済
活
性
化
に
少
し
で
も
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所  

長 

真
太
郎
）

上海上海
杭州杭州

寧波寧波
武漢武漢

南昌南昌

合肥合肥 南京南京

福岡

大分
熊本

佐賀

宮崎

鹿児島鹿児島

長崎

■ 海外拠点（上海）を中心とした九州・上海間の経済活動イメージ

中 国

●人的ネットワークの
　構築

●九州産品販路開拓
●九州企業進出支援

●中国企業誘致活動
●九州観光ＰＲ活動

●中国人留学生の増加

●クルーズ船の誘致・確保

八坂所長
（大分県）

宮崎所長
（長崎県）

大浦所長
（北九州市）

榊原所長
（福岡市）

西岡所長
（福岡県）

北村所長
（佐賀県）

米盛所長
（鹿児島県）

大生所長
（宮崎県）

杉本所長
（熊本市）

吉田所長
（熊本県）

●中国人観光客の増加

●定期航空便の確保
●中国企業の投資案件増加

方
で
は
余
り
見
ら
れ
な
い
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
す
。

　
ま
た
、こ
の
分
野
で
は
、既
に
上
海
に

進
出
し
て
い
る
J
R
九
州
や
西
鉄
旅

行
が
、九
州
内
で
の
交
通
事
業
者
及
び

現
地
旅
行
手
配
会
社（
ラ
ン
ド
旅
行

社
）と
し
て
自
治
体
を
仲
介
す
る
役
割

を
担
っ
て
お
り
、共
同
で
中
国
の
旅
行

会
社
や
一
般
市
場
に
対
し
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え

ば
、中
国
の
旅
行
会
社
は
自
社
で
は
ツ

ア
ー
内
容
を
企
画
せ
ず
、販
売
代
理
の

み
行
う
傾
向
が
強
い
為
、J
R
九
州
や

西
鉄
旅
行
が
自
治
体
と
一
緒
に
な
っ

て
積
極
的
に
九
州
を
周
遊
す
る
旅
行

商
品
を
企
画・提
案
し
て
い
ま
す
。ま

た
、一
般
市
場
に
は
、メ
デ
ィ
ア
ツ
ア
ー

の
手
法
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン（
旅

行
雑
誌
や
W
E
B
の
担
当
者
を
九
州

へ
招
待
し
、実
際
の
九
州
観
光
の
体
験

を
記
事
に
し
て
も
ら
う
等
）に
よ
って
、

観
光
資
源
を
P
R
し
て
い
ま
す
。更

に
、J
R
九
州
が
海
外
か
ら
の
旅
行
客

向
け
に
設
定
し
て
い
る「
九
州
レ
ー
ル

パ
ス（
列
車
に
乗
り
降
り
自
由
の
フ

リ
ー
パ
ス
）」は
、九
州
内
個
人
旅
行
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
も
言
え
、九
州

国
内
市
場
の
消
費
拡
大
が
見
込
め
な

い
一
方
で
、消
費
意
欲
旺
盛
な
中
国

市
場
は
非
常
に
魅
力
的
で
す
。中
国
に

は
、輸
入
規
制
や
時
間
を
要
す
る
通
関

手
続
と
いっ
た
様
々
な
障
害
が
あ
り
ま

す
が
、各
自
治
体
と
も
物
産
展
への
出

展
支
援
や
現
地
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー（
卸
売
業
者
や
販
売
代
理
店
）と

の
マッ
チ
ン
グ
等
に
よ
り
、県
産
品
の
中

国
市
場
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

全
国
有
数
の
酒
処
で
あ
る
福
岡
県
は

「
日
本
酒
」や「
調
味
料（
醤
油
・
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」、全
国
２
位
の
漁
獲

量
を
誇
る
長
崎
県
は「
鮮
魚
」や「
陶

磁
器（
波
佐
見
焼
）」、県
を
代
表
す
る

加
工
食
品
や
工
芸
品
の
販
路
開
拓
に

取
り
組
む
佐
賀
県
は「
海
苔
」や「
陶

磁
器（
有
田
焼
）」、鹿
児
島
県・宮
崎

県
・
大
分
県
・
熊
本
県
は「
焼
酎
」や

地
方
自
治
体
の

海
外
展
開
の
必
要
性

1
上
海
に
お
け
る
九
州
の

地
方
自
治
体
海
外
拠
点

2

Overseas
Report

Shanghai

〜 

上
海
か
ら

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点（
上
海
）の
取
り
組
み

　
　広
域
連
携｢

チ
ー
ム
九
州｣

　
地
方
経
済
が
長
ら
く
低
迷
し
て
い

る
間
、地
方
自
治
体
は
元
気
な
活
力

を
取
り
込
も
う
と
海
外
に
目
を
向
け

て
き
ま
し
た
。九
州
は
東
ア
ジ
ア
諸
国

と
地
理
的
に
近
く
、歴
史
的
に
も
関
係

が
深
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、全
て
の

九
州
各
県
及
び
政
令
市
は
、以
前
か

ら
中
国
国
内
に
海
外
拠
点
を
設
け
て

い
ま
す
。今
回
は
、上
海
で
活
動
す
る

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
海
に
お
け
る
九
州
の
地
方
自
治

体
海
外
拠
点
は
、「
企
業
の
海
外
進
出

支
援
」・「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」・

「
観
光
誘
致
」を
主
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
い
ま
す（
佐
賀
県
は
県
庁
内
に

設
置
）。但
し
、各
県
及
び
政
令
市
の

経
済
規
模・企
業
数・産
業
構
造
に
は

相
違
が
あ
る
為
、北
部
九
州
は「
企
業

の
海
外
進
出
支
援
」に
、南
部
九
州
は

「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」や「
観
光
誘

致
」に
比
重
を
置
く
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、地
元
企
業
の
育

成
の
観
点
か
ら
、中
小
企
業
を
中
心
に

海
外
進
出
支
援
を
行
って
い
ま
す
。福

岡
県
は
、2
0
1
2
年
１
月
に
開
設
し

た「
福
岡
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

（
略
称
：
福
岡
A
B
C
）」に
よ
っ
て
、

新
た
に
海
外
展
開
を
目
指
す
企
業
の

掘
り
起
こ
し
や
、情
報
提
供
か
ら
現
地

サ
ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
の
支
援
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。福

岡
県
上
海
事
務
所
の
西
岡
所
長
に
よ

る
と
、「
最
近
で
は
健
康・美
容・介
護

用
品
に
関
連
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の
相

談
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、い
か
に
売

れ
る
イ
ン
フ
ラ
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
と

マッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
か
が
重
要
に
な
って

き
て
い
る
」。ま
た
、駐
上
海
北
九
州

市
経
済
事
務
所
の
大
浦
所
長
か
ら
は
、

「
環
境
分
野
で
国
際
協
力（
水
道
技
術

交
流・エ
コ
タ
ウ
ン
協
力
等
）を
従
来
か

ら
行
っ
て
き
た
経
験
を
基
に
、環
境
関

連
で
高
い
技
術
を
持
つ
北
九
州
市
内

企
業
の
進
出
支
援
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
」と
の
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
で
日
本

「
調
味
料（
醤
油・ド
レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」

を
主
要
な
県
産
品
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
県
の
輸
出
促
進
の
取
り
組
み
と

し
て
、長
崎
県
は
、震
災
後
の
放
射
性

物
質
に
伴
う
中
国
側
の
輸
入
規
制
に

対
し
て
、独
自
に
放
射
性
物
質
検
査・

証
明
書
の
発
行
体
制
を
構
築
す
る

等
、官
民
一
体
と
な
って「
鮮
魚
」輸
出

に
取
り
組
ん
で
お
り
、日
本
産
鮮
魚

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い

て
い
ま
す
。ま
た
大
分
県
は
、大
分
市

を
中
心
と
し
た
武
漢
市
への
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ
開
設
を
支
援
し
、湖
北
省
や

内
陸
部
への
販
売
促
進
を
目
指
し
て
い

ま
す
。鹿
児
島
県
上
海
事
務
所
の
米

盛
所
長
は
、「
日
中
F
T
A（
自
由
貿

易
協
定
）の
締
結
に
期
待
し
て
お
り
、

今
後
は
県
産
品
の
ア
イ
テ
ム
数
を
増

や
す
準
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
仰
って
い
ま
し
た
。

　
グ
ラ
フ
１「
訪
日
中
国
人
観
光
客
数

の
推
移
」を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、訪

日
中
国
人
観
光
客
数
は
、2
0
1
0

年
の
個
人
観
光
ビ
ザ
の
発
給
条
件
緩

和
以
後
、尖
閣
問
題
や
東
日
本
大
震

災
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、ピ
ー
ク

の
月
で
20
万
人
前
後
、ま
た
、反
日
デ

モ
発
生
後
の
ボ
ト
ム
で
も
５
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、各

自
治
体
は
観
光
客
数
増
加
に
よ
る
経

済
効
果
を
期
待
し
、旅
行
会
社
への
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
って
き
ま
し
た
。

　
定
期
航
空
便
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致・確
保
は
、観
光
客
の
交
通
手
段
と

な
る
以
外
に
、空
港・港
湾
の
利
用
促

進
に
伴
う
収
入
増
加
へ
と
繋
が
る
為
、

各
自
治
体
は
本
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

み
、海
外
拠
点
は
そ
の
連
絡
窓
口
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。佐
賀

県
に
よ
る
、九
州
唯
一
の
中
国
L
C
C

「
春
秋
航
空
」の
誘
致
や
、長
崎
県
に
よ

る「
長
崎
〜
上
海
航
路
　
オ
ー
シ
ャ
ン

ロ
ー
ズ
」（
現
在
長
期
運
休
中
）に
対
す

る
積
極
支
援
等
が
代
表
例
で
す
。

　
ま
た
、知
名
度
の
向
上
や
観
光
情
報

の
発
信
等
に
お
い
て
、各
自
治
体
海
外

拠
点
は
中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー「
微
博

（
ウ
ェ
イ
ボ
ー
）」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
福
岡
市
は
、上
海
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
存
在
で
あ
る「
上
海
環
球
金

融
中
心
」で
、「
微
博
」と
連
動
し
た
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
約
3
5,
0
0
0
名
が
来
場

し
、ア
カ
ウ
ン
ト
フ
ォロ
ワ
ー
の
増
加
数

は
約
2,
5
0
0
名（
現
在
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
：
約
1
0,
0
0
0
名
）に
上

り
ま
し
た
。福
岡
市
上
海
事
務
所
の
榊

原
所
長
に
よ
る
と
、「
最
も
購
買
力
の

あ
る
働
く
若
い
女
性（
20
代
〜
30
代
）

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
」と
の
こ
と
で
し
た
。
一
方
、熊
本

県
は
、上
海
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
で
、日
本
で
全
国
的
な
知
名

度
を
誇
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
く
ま
モ
ン
」を

積
極
的
に
活
用
し
た
P
R
を
行
い
、現

地
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
述
の
通
り
、九
州
の
地
方
自
治

体
は
個
別
に
独
自
色
を
持
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、広
域
連
携
を
組

ん
だ
取
り
組
み
も
行
って
い
ま
す
。「
県

産
品
の
輸
出
促
進
」の
分
野
で
物
産

展
に
お
け
る
共
同
ブ
ー
ス
出
展
と
いっ

た
連
携
も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
誘

致
」の
分
野
で
の
連
携
が
顕
著
で
す
。

表
１「
九
州
への
中
国
人
入
国
者
数
の

推
移
」を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、九
州

全
体
の
訪
日
中
国
人
入
国
者
数
は
、

日
本
全
体
の
6.
6
％（
2
0
1
1
年

度
）に
過
ぎ
な
い
現
状
で
あ
る
為
、ま

ず
は
各
自
治
体
が「
チ
ー
ム
九
州
」と

し
て
広
域
連
携
す
る
こ
と
で
、観
光
資

源
に
厚
み
を
持
た
せ
て
中
国
国
内
で

の
存
在
感
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。な
お
、こ
れ
は
九
州
以
外
の
他
地

■
企
業
の
海
外
進
出
支
援

■
県
産
品
の
輸
出
促
進

■
観
光
誘
致

各
県
を
周
遊
す
る
様
々
な
旅
行
を
可

能
と
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
２「
ビ
ザ
発
給
件
数
推
移
」

の
通
り
、2
0
1
0
年
以
降
、東
日
本

大
震
災
や
反
日
デ
モ
が
発
生
し
た
際

に
団
体
観
光
客
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

個
人
観
光
客
は
着
実
な
伸
び
を
見
せ

て
い
ま
す
。J
R
九
州
上
海
事
務
所
の

相
良
所
長
も
、「
レ
ー
ル
パ
ス
販
売
は

反
日
デ
モ
後
も
好
調
に
推
移
し
、

2
0
1
2
年
度
は
約
3,
0
0
0
件

（
前
年
度
比
+
1
5
0
％
）の
販
売
実

績
だ
っ
た
。ま
だ
実
績
は
少
な
い
が
、地

道
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
て

き
た
成
果
が
出
て
き
て
い
る
」と
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
現
在
の
九
州
と
中
国
と
の
間
の
経

済
活
動
は
、反
日
デ
モ
以
降
も
大
気
汚

染
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
っ
た
問

題
が
発
生
し
、視
界
不
良
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、日
本
か
ら
見
る

と
中
国
に
は「
巨
大
な
市
場
」が
、中

国
か
ら
見
る
と
日
本
に
は「
先
進
的
な

サ
ー
ビ
ス・文
化
的
な
豊
か
さ
」が
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、そ
れ
ら
を
相

互
に
活
か
す
為
に
も
、日
中
両
国
の
友

好
関
係
は
間
違
い
な
く
重
要
で
す
。ま

た
、こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

中
国
で
文
化
交
流
か
ら
経
済
交
流
ま

で
、裾
野
の
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る

地
方
自
治
体
の
重
要
性
は
高
ま
って
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。当
事
務
所

も
、「
チ
ー
ム
九
州
」と
連
携
し
て
企

業
の
海
外
進
出
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

九
州
経
済
活
性
化
に
少
し
で
も
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所  

長 

真
太
郎
）

上海上海
杭州杭州

寧波寧波
武漢武漢

南昌南昌

合肥合肥 南京南京

福岡

大分
熊本

佐賀

宮崎

鹿児島鹿児島

長崎

■ 海外拠点（上海）を中心とした九州・上海間の経済活動イメージ

中 国

●人的ネットワークの
　構築

●九州産品販路開拓
●九州企業進出支援

●中国企業誘致活動
●九州観光ＰＲ活動

●中国人留学生の増加

●クルーズ船の誘致・確保

八坂所長
（大分県）

宮崎所長
（長崎県）

大浦所長
（北九州市）

榊原所長
（福岡市）

西岡所長
（福岡県）

北村所長
（佐賀県）

米盛所長
（鹿児島県）

大生所長
（宮崎県）

杉本所長
（熊本市）

吉田所長
（熊本県）

●中国人観光客の増加

●定期航空便の確保
●中国企業の投資案件増加
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方
で
は
余
り
見
ら
れ
な
い
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
す
。

　
ま
た
、こ
の
分
野
で
は
、既
に
上
海
に

進
出
し
て
い
る
J
R
九
州
や
西
鉄
旅

行
が
、九
州
内
で
の
交
通
事
業
者
及
び

現
地
旅
行
手
配
会
社（
ラ
ン
ド
旅
行

社
）と
し
て
自
治
体
を
仲
介
す
る
役
割

を
担
っ
て
お
り
、共
同
で
中
国
の
旅
行

会
社
や
一
般
市
場
に
対
し
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え

ば
、中
国
の
旅
行
会
社
は
自
社
で
は
ツ

ア
ー
内
容
を
企
画
せ
ず
、販
売
代
理
の

み
行
う
傾
向
が
強
い
為
、J
R
九
州
や

西
鉄
旅
行
が
自
治
体
と
一
緒
に
な
っ

て
積
極
的
に
九
州
を
周
遊
す
る
旅
行

商
品
を
企
画・提
案
し
て
い
ま
す
。ま

た
、一
般
市
場
に
は
、メ
デ
ィ
ア
ツ
ア
ー

の
手
法
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン（
旅

行
雑
誌
や
W
E
B
の
担
当
者
を
九
州

へ
招
待
し
、実
際
の
九
州
観
光
の
体
験

を
記
事
に
し
て
も
ら
う
等
）に
よ
って
、

観
光
資
源
を
P
R
し
て
い
ま
す
。更

に
、J
R
九
州
が
海
外
か
ら
の
旅
行
客

向
け
に
設
定
し
て
い
る「
九
州
レ
ー
ル

パ
ス（
列
車
に
乗
り
降
り
自
由
の
フ

リ
ー
パ
ス
）」は
、九
州
内
個
人
旅
行
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
も
言
え
、九
州

国
内
市
場
の
消
費
拡
大
が
見
込
め
な

い
一
方
で
、消
費
意
欲
旺
盛
な
中
国

市
場
は
非
常
に
魅
力
的
で
す
。中
国
に

は
、輸
入
規
制
や
時
間
を
要
す
る
通
関

手
続
と
いっ
た
様
々
な
障
害
が
あ
り
ま

す
が
、各
自
治
体
と
も
物
産
展
への
出

展
支
援
や
現
地
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー（
卸
売
業
者
や
販
売
代
理
店
）と

の
マッ
チ
ン
グ
等
に
よ
り
、県
産
品
の
中

国
市
場
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

全
国
有
数
の
酒
処
で
あ
る
福
岡
県
は

「
日
本
酒
」や「
調
味
料（
醤
油
・
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」、全
国
２
位
の
漁
獲

量
を
誇
る
長
崎
県
は「
鮮
魚
」や「
陶

磁
器（
波
佐
見
焼
）」、県
を
代
表
す
る

加
工
食
品
や
工
芸
品
の
販
路
開
拓
に

取
り
組
む
佐
賀
県
は「
海
苔
」や「
陶

磁
器（
有
田
焼
）」、鹿
児
島
県・宮
崎

県
・
大
分
県
・
熊
本
県
は「
焼
酎
」や

地
方
自
治
体
の

海
外
展
開
の
必
要
性

1
上
海
に
お
け
る
九
州
の

地
方
自
治
体
海
外
拠
点

2

Overseas
Report

Shanghai

〜 

上
海
か
ら

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点（
上
海
）の
取
り
組
み

　
　広
域
連
携｢

チ
ー
ム
九
州｣

　
地
方
経
済
が
長
ら
く
低
迷
し
て
い

る
間
、地
方
自
治
体
は
元
気
な
活
力

を
取
り
込
も
う
と
海
外
に
目
を
向
け

て
き
ま
し
た
。九
州
は
東
ア
ジ
ア
諸
国

と
地
理
的
に
近
く
、歴
史
的
に
も
関
係

が
深
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、全
て
の

九
州
各
県
及
び
政
令
市
は
、以
前
か

ら
中
国
国
内
に
海
外
拠
点
を
設
け
て

い
ま
す
。今
回
は
、上
海
で
活
動
す
る

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
海
に
お
け
る
九
州
の
地
方
自
治

体
海
外
拠
点
は
、「
企
業
の
海
外
進
出

支
援
」・「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」・

「
観
光
誘
致
」を
主
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
い
ま
す（
佐
賀
県
は
県
庁
内
に

設
置
）。但
し
、各
県
及
び
政
令
市
の

経
済
規
模・企
業
数・産
業
構
造
に
は

相
違
が
あ
る
為
、北
部
九
州
は「
企
業

の
海
外
進
出
支
援
」に
、南
部
九
州
は

「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」や「
観
光
誘

致
」に
比
重
を
置
く
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、地
元
企
業
の
育

成
の
観
点
か
ら
、中
小
企
業
を
中
心
に

海
外
進
出
支
援
を
行
って
い
ま
す
。福

岡
県
は
、2
0
1
2
年
１
月
に
開
設
し

た「
福
岡
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

（
略
称
：
福
岡
A
B
C
）」に
よ
っ
て
、

新
た
に
海
外
展
開
を
目
指
す
企
業
の

掘
り
起
こ
し
や
、情
報
提
供
か
ら
現
地

サ
ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
の
支
援
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。福

岡
県
上
海
事
務
所
の
西
岡
所
長
に
よ

る
と
、「
最
近
で
は
健
康・美
容・介
護

用
品
に
関
連
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の
相

談
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、い
か
に
売

れ
る
イ
ン
フ
ラ
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
と

マッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
か
が
重
要
に
な
って

き
て
い
る
」。ま
た
、駐
上
海
北
九
州

市
経
済
事
務
所
の
大
浦
所
長
か
ら
は
、

「
環
境
分
野
で
国
際
協
力（
水
道
技
術

交
流・エ
コ
タ
ウ
ン
協
力
等
）を
従
来
か

ら
行
っ
て
き
た
経
験
を
基
に
、環
境
関

連
で
高
い
技
術
を
持
つ
北
九
州
市
内

企
業
の
進
出
支
援
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
」と
の
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
で
日
本

「
調
味
料（
醤
油・ド
レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」

を
主
要
な
県
産
品
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
県
の
輸
出
促
進
の
取
り
組
み
と

し
て
、長
崎
県
は
、震
災
後
の
放
射
性

物
質
に
伴
う
中
国
側
の
輸
入
規
制
に

対
し
て
、独
自
に
放
射
性
物
質
検
査・

証
明
書
の
発
行
体
制
を
構
築
す
る

等
、官
民
一
体
と
な
って「
鮮
魚
」輸
出

に
取
り
組
ん
で
お
り
、日
本
産
鮮
魚

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い

て
い
ま
す
。ま
た
大
分
県
は
、大
分
市

を
中
心
と
し
た
武
漢
市
への
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ
開
設
を
支
援
し
、湖
北
省
や

内
陸
部
への
販
売
促
進
を
目
指
し
て
い

ま
す
。鹿
児
島
県
上
海
事
務
所
の
米

盛
所
長
は
、「
日
中
F
T
A（
自
由
貿

易
協
定
）の
締
結
に
期
待
し
て
お
り
、

今
後
は
県
産
品
の
ア
イ
テ
ム
数
を
増

や
す
準
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
仰
って
い
ま
し
た
。

　
グ
ラ
フ
１「
訪
日
中
国
人
観
光
客
数

の
推
移
」を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、訪

日
中
国
人
観
光
客
数
は
、2
0
1
0

年
の
個
人
観
光
ビ
ザ
の
発
給
条
件
緩

和
以
後
、尖
閣
問
題
や
東
日
本
大
震

災
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、ピ
ー
ク

の
月
で
20
万
人
前
後
、ま
た
、反
日
デ

モ
発
生
後
の
ボ
ト
ム
で
も
５
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、各

自
治
体
は
観
光
客
数
増
加
に
よ
る
経

済
効
果
を
期
待
し
、旅
行
会
社
への
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
って
き
ま
し
た
。

　
定
期
航
空
便
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致・確
保
は
、観
光
客
の
交
通
手
段
と

な
る
以
外
に
、空
港・港
湾
の
利
用
促

進
に
伴
う
収
入
増
加
へ
と
繋
が
る
為
、

各
自
治
体
は
本
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

み
、海
外
拠
点
は
そ
の
連
絡
窓
口
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。佐
賀

県
に
よ
る
、九
州
唯
一
の
中
国
L
C
C

「
春
秋
航
空
」の
誘
致
や
、長
崎
県
に
よ

る「
長
崎
〜
上
海
航
路
　
オ
ー
シ
ャ
ン

ロ
ー
ズ
」（
現
在
長
期
運
休
中
）に
対
す

る
積
極
支
援
等
が
代
表
例
で
す
。

　
ま
た
、知
名
度
の
向
上
や
観
光
情
報

の
発
信
等
に
お
い
て
、各
自
治
体
海
外

拠
点
は
中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー「
微
博

（
ウ
ェ
イ
ボ
ー
）」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
福
岡
市
は
、上
海
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
存
在
で
あ
る「
上
海
環
球
金

融
中
心
」で
、「
微
博
」と
連
動
し
た
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
約
3
5,
0
0
0
名
が
来
場

し
、ア
カ
ウ
ン
ト
フ
ォロ
ワ
ー
の
増
加
数

は
約
2,
5
0
0
名（
現
在
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
：
約
1
0,
0
0
0
名
）に
上

り
ま
し
た
。福
岡
市
上
海
事
務
所
の
榊

原
所
長
に
よ
る
と
、「
最
も
購
買
力
の

あ
る
働
く
若
い
女
性（
20
代
〜
30
代
）

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
」と
の
こ
と
で
し
た
。
一
方
、熊
本

県
は
、上
海
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
で
、日
本
で
全
国
的
な
知
名

度
を
誇
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
く
ま
モ
ン
」を

積
極
的
に
活
用
し
た
P
R
を
行
い
、現

地
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
述
の
通
り
、九
州
の
地
方
自
治

体
は
個
別
に
独
自
色
を
持
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、広
域
連
携
を
組

ん
だ
取
り
組
み
も
行
って
い
ま
す
。「
県

産
品
の
輸
出
促
進
」の
分
野
で
物
産

展
に
お
け
る
共
同
ブ
ー
ス
出
展
と
いっ

た
連
携
も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
誘

致
」の
分
野
で
の
連
携
が
顕
著
で
す
。

表
１「
九
州
への
中
国
人
入
国
者
数
の

推
移
」を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、九
州

全
体
の
訪
日
中
国
人
入
国
者
数
は
、

日
本
全
体
の
6.
6
％（
2
0
1
1
年

度
）に
過
ぎ
な
い
現
状
で
あ
る
為
、ま

ず
は
各
自
治
体
が「
チ
ー
ム
九
州
」と

し
て
広
域
連
携
す
る
こ
と
で
、観
光
資

源
に
厚
み
を
持
た
せ
て
中
国
国
内
で

の
存
在
感
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。な
お
、こ
れ
は
九
州
以
外
の
他
地

■
企
業
の
海
外
進
出
支
援

■
県
産
品
の
輸
出
促
進

■
観
光
誘
致

各
県
を
周
遊
す
る
様
々
な
旅
行
を
可

能
と
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
２「
ビ
ザ
発
給
件
数
推
移
」

の
通
り
、2
0
1
0
年
以
降
、東
日
本

大
震
災
や
反
日
デ
モ
が
発
生
し
た
際

に
団
体
観
光
客
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

個
人
観
光
客
は
着
実
な
伸
び
を
見
せ

て
い
ま
す
。J
R
九
州
上
海
事
務
所
の

相
良
所
長
も
、「
レ
ー
ル
パ
ス
販
売
は

反
日
デ
モ
後
も
好
調
に
推
移
し
、

2
0
1
2
年
度
は
約
3,
0
0
0
件

（
前
年
度
比
+
1
5
0
％
）の
販
売
実

績
だ
っ
た
。ま
だ
実
績
は
少
な
い
が
、地

道
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
て

き
た
成
果
が
出
て
き
て
い
る
」と
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
現
在
の
九
州
と
中
国
と
の
間
の
経

済
活
動
は
、反
日
デ
モ
以
降
も
大
気
汚

染
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
っ
た
問

題
が
発
生
し
、視
界
不
良
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、日
本
か
ら
見
る

と
中
国
に
は「
巨
大
な
市
場
」が
、中

国
か
ら
見
る
と
日
本
に
は「
先
進
的
な

サ
ー
ビ
ス・文
化
的
な
豊
か
さ
」が
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、そ
れ
ら
を
相

互
に
活
か
す
為
に
も
、日
中
両
国
の
友

好
関
係
は
間
違
い
な
く
重
要
で
す
。ま

た
、こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

中
国
で
文
化
交
流
か
ら
経
済
交
流
ま

で
、裾
野
の
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る

地
方
自
治
体
の
重
要
性
は
高
ま
って
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。当
事
務
所

も
、「
チ
ー
ム
九
州
」と
連
携
し
て
企

業
の
海
外
進
出
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

九
州
経
済
活
性
化
に
少
し
で
も
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所  

長 

真
太
郎
）

上海上海
杭州杭州

寧波寧波
武漢武漢

南昌南昌

合肥合肥 南京南京

福岡

大分
熊本

佐賀

宮崎

鹿児島鹿児島

長崎

■ 海外拠点（上海）を中心とした九州・上海間の経済活動イメージ

中 国

●人的ネットワークの
　構築

●九州産品販路開拓
●九州企業進出支援

●中国企業誘致活動
●九州観光ＰＲ活動

●中国人留学生の増加

●クルーズ船の誘致・確保

八坂所長
（大分県）

宮崎所長
（長崎県）

大浦所長
（北九州市）

榊原所長
（福岡市）

西岡所長
（福岡県）

北村所長
（佐賀県）

米盛所長
（鹿児島県）

大生所長
（宮崎県）

杉本所長
（熊本市）

吉田所長
（熊本県）

●中国人観光客の増加

●定期航空便の確保
●中国企業の投資案件増加
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方
で
は
余
り
見
ら
れ
な
い
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
す
。

　
ま
た
、こ
の
分
野
で
は
、既
に
上
海
に

進
出
し
て
い
る
J
R
九
州
や
西
鉄
旅

行
が
、九
州
内
で
の
交
通
事
業
者
及
び

現
地
旅
行
手
配
会
社（
ラ
ン
ド
旅
行

社
）と
し
て
自
治
体
を
仲
介
す
る
役
割

を
担
っ
て
お
り
、共
同
で
中
国
の
旅
行

会
社
や
一
般
市
場
に
対
し
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え

ば
、中
国
の
旅
行
会
社
は
自
社
で
は
ツ

ア
ー
内
容
を
企
画
せ
ず
、販
売
代
理
の

み
行
う
傾
向
が
強
い
為
、J
R
九
州
や

西
鉄
旅
行
が
自
治
体
と
一
緒
に
な
っ

て
積
極
的
に
九
州
を
周
遊
す
る
旅
行

商
品
を
企
画・提
案
し
て
い
ま
す
。ま

た
、一
般
市
場
に
は
、メ
デ
ィ
ア
ツ
ア
ー

の
手
法
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン（
旅

行
雑
誌
や
W
E
B
の
担
当
者
を
九
州

へ
招
待
し
、実
際
の
九
州
観
光
の
体
験

を
記
事
に
し
て
も
ら
う
等
）に
よ
って
、

観
光
資
源
を
P
R
し
て
い
ま
す
。更

に
、J
R
九
州
が
海
外
か
ら
の
旅
行
客

向
け
に
設
定
し
て
い
る「
九
州
レ
ー
ル

パ
ス（
列
車
に
乗
り
降
り
自
由
の
フ

リ
ー
パ
ス
）」は
、九
州
内
個
人
旅
行
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
も
言
え
、九
州

国
内
市
場
の
消
費
拡
大
が
見
込
め
な

い
一
方
で
、消
費
意
欲
旺
盛
な
中
国

市
場
は
非
常
に
魅
力
的
で
す
。中
国
に

は
、輸
入
規
制
や
時
間
を
要
す
る
通
関

手
続
と
いっ
た
様
々
な
障
害
が
あ
り
ま

す
が
、各
自
治
体
と
も
物
産
展
への
出

展
支
援
や
現
地
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー（
卸
売
業
者
や
販
売
代
理
店
）と

の
マッ
チ
ン
グ
等
に
よ
り
、県
産
品
の
中

国
市
場
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

全
国
有
数
の
酒
処
で
あ
る
福
岡
県
は

「
日
本
酒
」や「
調
味
料（
醤
油
・ド

レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」、全
国
２
位
の
漁
獲

量
を
誇
る
長
崎
県
は「
鮮
魚
」や「
陶

磁
器（
波
佐
見
焼
）」、県
を
代
表
す
る

加
工
食
品
や
工
芸
品
の
販
路
開
拓
に

取
り
組
む
佐
賀
県
は「
海
苔
」や「
陶

磁
器（
有
田
焼
）」、鹿
児
島
県・宮
崎

県
・
大
分
県
・
熊
本
県
は「
焼
酎
」や

広
域
連
携「
チ
ー
ム

九
州
」に
よ
る
取
り
組
み

3

　
地
方
経
済
が
長
ら
く
低
迷
し
て
い

る
間
、地
方
自
治
体
は
元
気
な
活
力

を
取
り
込
も
う
と
海
外
に
目
を
向
け

て
き
ま
し
た
。九
州
は
東
ア
ジ
ア
諸
国

と
地
理
的
に
近
く
、歴
史
的
に
も
関
係

が
深
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、全
て
の

九
州
各
県
及
び
政
令
市
は
、以
前
か

ら
中
国
国
内
に
海
外
拠
点
を
設
け
て

い
ま
す
。今
回
は
、上
海
で
活
動
す
る

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
海
に
お
け
る
九
州
の
地
方
自
治

体
海
外
拠
点
は
、「
企
業
の
海
外
進
出

支
援
」・「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」・

「
観
光
誘
致
」を
主
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
い
ま
す（
佐
賀
県
は
県
庁
内
に

設
置
）。但
し
、各
県
及
び
政
令
市
の

経
済
規
模・企
業
数・産
業
構
造
に
は

相
違
が
あ
る
為
、北
部
九
州
は「
企
業

の
海
外
進
出
支
援
」に
、南
部
九
州
は

「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」や「
観
光
誘

致
」に
比
重
を
置
く
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、地
元
企
業
の
育

成
の
観
点
か
ら
、中
小
企
業
を
中
心
に

海
外
進
出
支
援
を
行
って
い
ま
す
。福

岡
県
は
、2
0
1
2
年
１
月
に
開
設
し

た「
福
岡
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

（
略
称
：
福
岡
A
B
C
）」に
よ
っ
て
、

新
た
に
海
外
展
開
を
目
指
す
企
業
の

掘
り
起
こ
し
や
、情
報
提
供
か
ら
現
地

サ
ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
の
支
援
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。福

岡
県
上
海
事
務
所
の
西
岡
所
長
に
よ

る
と
、「
最
近
で
は
健
康・美
容・介
護

用
品
に
関
連
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の
相

談
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、い
か
に
売

れ
る
イ
ン
フ
ラ
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
と

マッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
か
が
重
要
に
な
って

き
て
い
る
」。ま
た
、駐
上
海
北
九
州

市
経
済
事
務
所
の
大
浦
所
長
か
ら
は
、

「
環
境
分
野
で
国
際
協
力（
水
道
技
術

交
流・エ
コ
タ
ウ
ン
協
力
等
）を
従
来
か

ら
行
っ
て
き
た
経
験
を
基
に
、環
境
関

連
で
高
い
技
術
を
持
つ
北
九
州
市
内

企
業
の
進
出
支
援
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
」と
の
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
で
日
本

「
調
味
料（
醤
油・ド
レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」

を
主
要
な
県
産
品
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
県
の
輸
出
促
進
の
取
り
組
み
と

し
て
、長
崎
県
は
、震
災
後
の
放
射
性

物
質
に
伴
う
中
国
側
の
輸
入
規
制
に

対
し
て
、独
自
に
放
射
性
物
質
検
査・

証
明
書
の
発
行
体
制
を
構
築
す
る

等
、官
民
一
体
と
な
って「
鮮
魚
」輸
出

に
取
り
組
ん
で
お
り
、日
本
産
鮮
魚

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い

て
い
ま
す
。ま
た
大
分
県
は
、大
分
市

を
中
心
と
し
た
武
漢
市
への
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ
開
設
を
支
援
し
、湖
北
省
や

内
陸
部
への
販
売
促
進
を
目
指
し
て
い

ま
す
。鹿
児
島
県
上
海
事
務
所
の
米

盛
所
長
は
、「
日
中
F
T
A（
自
由
貿

易
協
定
）の
締
結
に
期
待
し
て
お
り
、

今
後
は
県
産
品
の
ア
イ
テ
ム
数
を
増

や
す
準
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
仰
って
い
ま
し
た
。

　
グ
ラ
フ
１「
訪
日
中
国
人
観
光
客
数

の
推
移
」を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、訪

日
中
国
人
観
光
客
数
は
、2
0
1
0

年
の
個
人
観
光
ビ
ザ
の
発
給
条
件
緩

和
以
後
、尖
閣
問
題
や
東
日
本
大
震

災
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、ピ
ー
ク

の
月
で
20
万
人
前
後
、ま
た
、反
日
デ

モ
発
生
後
の
ボ
ト
ム
で
も
５
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、各

自
治
体
は
観
光
客
数
増
加
に
よ
る
経

済
効
果
を
期
待
し
、旅
行
会
社
への
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
って
き
ま
し
た
。

　
定
期
航
空
便
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致・確
保
は
、観
光
客
の
交
通
手
段
と

な
る
以
外
に
、空
港・港
湾
の
利
用
促

進
に
伴
う
収
入
増
加
へ
と
繋
が
る
為
、

各
自
治
体
は
本
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

み
、海
外
拠
点
は
そ
の
連
絡
窓
口
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。佐
賀

県
に
よ
る
、九
州
唯
一
の
中
国
L
C
C

「
春
秋
航
空
」の
誘
致
や
、長
崎
県
に
よ

る「
長
崎
〜
上
海
航
路
　
オ
ー
シ
ャ
ン

ロ
ー
ズ
」（
現
在
長
期
運
休
中
）に
対
す

る
積
極
支
援
等
が
代
表
例
で
す
。

　
ま
た
、知
名
度
の
向
上
や
観
光
情
報

の
発
信
等
に
お
い
て
、各
自
治
体
海
外

拠
点
は
中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー「
微
博

（
ウ
ェ
イ
ボ
ー
）」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
福
岡
市
は
、上
海
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
存
在
で
あ
る「
上
海
環
球
金

融
中
心
」で
、「
微
博
」と
連
動
し
た
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
約
3
5,
0
0
0
名
が
来
場

し
、ア
カ
ウ
ン
ト
フ
ォロ
ワ
ー
の
増
加
数

は
約
2,
5
0
0
名（
現
在
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
：
約
1
0,
0
0
0
名
）に
上

り
ま
し
た
。福
岡
市
上
海
事
務
所
の
榊

原
所
長
に
よ
る
と
、「
最
も
購
買
力
の

あ
る
働
く
若
い
女
性（
20
代
〜
30
代
）

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
」と
の
こ
と
で
し
た
。
一
方
、熊
本

県
は
、上
海
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
で
、日
本
で
全
国
的
な
知
名

度
を
誇
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
く
ま
モ
ン
」を

積
極
的
に
活
用
し
た
P
R
を
行
い
、現

地
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
述
の
通
り
、九
州
の
地
方
自
治

体
は
個
別
に
独
自
色
を
持
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、広
域
連
携
を
組

ん
だ
取
り
組
み
も
行
って
い
ま
す
。「
県

産
品
の
輸
出
促
進
」の
分
野
で
物
産

展
に
お
け
る
共
同
ブ
ー
ス
出
展
と
いっ

た
連
携
も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
誘

致
」の
分
野
で
の
連
携
が
顕
著
で
す
。

表
１「
九
州
への
中
国
人
入
国
者
数
の

推
移
」を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、九
州

全
体
の
訪
日
中
国
人
入
国
者
数
は
、

日
本
全
体
の
6.
6
％（
2
0
1
1
年

度
）に
過
ぎ
な
い
現
状
で
あ
る
為
、ま

ず
は
各
自
治
体
が「
チ
ー
ム
九
州
」と

し
て
広
域
連
携
す
る
こ
と
で
、観
光
資

源
に
厚
み
を
持
た
せ
て
中
国
国
内
で

の
存
在
感
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。な
お
、こ
れ
は
九
州
以
外
の
他
地

各
県
を
周
遊
す
る
様
々
な
旅
行
を
可

能
と
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
２「
ビ
ザ
発
給
件
数
推
移
」

の
通
り
、2
0
1
0
年
以
降
、東
日
本

大
震
災
や
反
日
デ
モ
が
発
生
し
た
際

に
団
体
観
光
客
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

個
人
観
光
客
は
着
実
な
伸
び
を
見
せ

て
い
ま
す
。J
R
九
州
上
海
事
務
所
の

相
良
所
長
も
、「
レ
ー
ル
パ
ス
販
売
は

反
日
デ
モ
後
も
好
調
に
推
移
し
、

2
0
1
2
年
度
は
約
3,
0
0
0
件

（
前
年
度
比
+
1
5
0
％
）の
販
売
実

績
だ
っ
た
。ま
だ
実
績
は
少
な
い
が
、地

道
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
て

き
た
成
果
が
出
て
き
て
い
る
」と
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
現
在
の
九
州
と
中
国
と
の
間
の
経

済
活
動
は
、反
日
デ
モ
以
降
も
大
気
汚

染
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
っ
た
問

題
が
発
生
し
、視
界
不
良
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、日
本
か
ら
見
る

と
中
国
に
は「
巨
大
な
市
場
」が
、中

国
か
ら
見
る
と
日
本
に
は「
先
進
的
な

サ
ー
ビ
ス・文
化
的
な
豊
か
さ
」が
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、そ
れ
ら
を
相

互
に
活
か
す
為
に
も
、日
中
両
国
の
友

好
関
係
は
間
違
い
な
く
重
要
で
す
。ま

た
、こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

中
国
で
文
化
交
流
か
ら
経
済
交
流
ま

で
、裾
野
の
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る

地
方
自
治
体
の
重
要
性
は
高
ま
って
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。当
事
務
所

も
、「
チ
ー
ム
九
州
」と
連
携
し
て
企

業
の
海
外
進
出
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

九
州
経
済
活
性
化
に
少
し
で
も
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所  

長 

真
太
郎
）

最
後
に
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■ 表２ 九州の地方自治体海外拠点（上海）

※熊本上海事務所は熊本県・熊本市・熊本大学による合同事務所

福岡県上海事務所

福岡市上海事務所

駐上海北九州市経済事務所

長崎県上海事務所

大分県上海事務所

熊本上海事務所

宮崎県上海事務所

鹿児島県上海事務所

佐賀県上海デスク

西岡貴弘

榊原英明

大浦太九馬

宮崎大誠

八坂悦朗

吉田二浩／杉本幸生

大生翔太郎

米盛幸一

北村志帆

事務所名 所長 設置時期 住所 電話番号

上海市淮海中路398号博銀大厦7階Ｃ室

上海市淮海中路398号博銀大厦9階Ｂ2室

上海市淮海中路398号博銀大厦9階Ｂ1室

上海市延安西路2201号上海国際貿易中心2002室

上海市延安西路2201号上海国際貿易中心1601室

上海市南京西路1038号梅龍鎮広場1509室

上海市黄陂北路227号中区広場1711室

上海市遵義路100号虹橋上海城Ａ棟1903号室

佐賀県佐賀市城内1丁目1番59号

H15.8

H17.7

H17.7

H3.7

H18.4

H24.1

H14.3

H9.7

H23.8

86-21-6385-5580

86-21-6385-8815

86-21-6385-8821

86-21-6275-0696

86-21-6275-0088

86-21-6218-6901

86-21-6329-5192

86-21-6237-2233

0952-25-7146

■ 表１ 九州への中国人入国者数の推移（年次）

【出所：法務省出入国管理統計・九州運輸局報道資料を基に作成】

■ グラフ２ 在上海日本国総領事館のビザ発給件数の推移（概算値）

【出所：在上海日本国総領事館へのヒアリングを基に作成】

2007

2008

2009

2010

2011

年 入国者数(九州) A 入国者数(全国) B 九州のシェア （A／B）

 1,148,483

 1,234,088

 1,253,551

 1,682,689

 1,346,134

 66,288

 72,387

 80,139

 138,363

 88,261

5.8%

5.9%

6.4%

8.2%

6.6%

（単位：人）

■ グラフ１ 訪日中国人観光客数の推移（月次）

【出所：日本政府観光局（JNTO）統計資料を基に作成】
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方
で
は
余
り
見
ら
れ
な
い
先
駆
的
な

取
り
組
み
で
す
。

　
ま
た
、こ
の
分
野
で
は
、既
に
上
海
に

進
出
し
て
い
る
J
R
九
州
や
西
鉄
旅

行
が
、九
州
内
で
の
交
通
事
業
者
及
び

現
地
旅
行
手
配
会
社（
ラ
ン
ド
旅
行

社
）と
し
て
自
治
体
を
仲
介
す
る
役
割

を
担
っ
て
お
り
、共
同
で
中
国
の
旅
行

会
社
や
一
般
市
場
に
対
し
て
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。例
え

ば
、中
国
の
旅
行
会
社
は
自
社
で
は
ツ

ア
ー
内
容
を
企
画
せ
ず
、販
売
代
理
の

み
行
う
傾
向
が
強
い
為
、J
R
九
州
や

西
鉄
旅
行
が
自
治
体
と
一
緒
に
な
っ

て
積
極
的
に
九
州
を
周
遊
す
る
旅
行

商
品
を
企
画・提
案
し
て
い
ま
す
。ま

た
、一
般
市
場
に
は
、メ
デ
ィ
ア
ツ
ア
ー

の
手
法
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン（
旅

行
雑
誌
や
W
E
B
の
担
当
者
を
九
州

へ
招
待
し
、実
際
の
九
州
観
光
の
体
験

を
記
事
に
し
て
も
ら
う
等
）に
よ
って
、

観
光
資
源
を
P
R
し
て
い
ま
す
。更

に
、J
R
九
州
が
海
外
か
ら
の
旅
行
客

向
け
に
設
定
し
て
い
る「
九
州
レ
ー
ル

パ
ス（
列
車
に
乗
り
降
り
自
由
の
フ

リ
ー
パ
ス
）」は
、九
州
内
個
人
旅
行
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
も
言
え
、九
州

国
内
市
場
の
消
費
拡
大
が
見
込
め
な

い
一
方
で
、消
費
意
欲
旺
盛
な
中
国

市
場
は
非
常
に
魅
力
的
で
す
。中
国
に

は
、輸
入
規
制
や
時
間
を
要
す
る
通
関

手
続
と
いっ
た
様
々
な
障
害
が
あ
り
ま

す
が
、各
自
治
体
と
も
物
産
展
への
出

展
支
援
や
現
地
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー

タ
ー（
卸
売
業
者
や
販
売
代
理
店
）と

の
マッ
チ
ン
グ
等
に
よ
り
、県
産
品
の
中

国
市
場
へ
の
浸
透
を
図
っ
て
い
ま
す
。

全
国
有
数
の
酒
処
で
あ
る
福
岡
県
は

「
日
本
酒
」や「
調
味
料（
醤
油
・ド

レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」、全
国
２
位
の
漁
獲

量
を
誇
る
長
崎
県
は「
鮮
魚
」や「
陶

磁
器（
波
佐
見
焼
）」、県
を
代
表
す
る

加
工
食
品
や
工
芸
品
の
販
路
開
拓
に

取
り
組
む
佐
賀
県
は「
海
苔
」や「
陶

磁
器（
有
田
焼
）」、鹿
児
島
県・宮
崎

県
・
大
分
県
・
熊
本
県
は「
焼
酎
」や

広
域
連
携「
チ
ー
ム

九
州
」に
よ
る
取
り
組
み

3

　
地
方
経
済
が
長
ら
く
低
迷
し
て
い

る
間
、地
方
自
治
体
は
元
気
な
活
力

を
取
り
込
も
う
と
海
外
に
目
を
向
け

て
き
ま
し
た
。九
州
は
東
ア
ジ
ア
諸
国

と
地
理
的
に
近
く
、歴
史
的
に
も
関
係

が
深
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、全
て
の

九
州
各
県
及
び
政
令
市
は
、以
前
か

ら
中
国
国
内
に
海
外
拠
点
を
設
け
て

い
ま
す
。今
回
は
、上
海
で
活
動
す
る

九
州
の
地
方
自
治
体
海
外
拠
点
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
上
海
に
お
け
る
九
州
の
地
方
自
治

体
海
外
拠
点
は
、「
企
業
の
海
外
進
出

支
援
」・「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」・

「
観
光
誘
致
」を
主
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
い
ま
す（
佐
賀
県
は
県
庁
内
に

設
置
）。但
し
、各
県
及
び
政
令
市
の

経
済
規
模・企
業
数・産
業
構
造
に
は

相
違
が
あ
る
為
、北
部
九
州
は「
企
業

の
海
外
進
出
支
援
」に
、南
部
九
州
は

「
県
産
品
の
輸
出
促
進
」や「
観
光
誘

致
」に
比
重
を
置
く
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、地
元
企
業
の
育

成
の
観
点
か
ら
、中
小
企
業
を
中
心
に

海
外
進
出
支
援
を
行
って
い
ま
す
。福

岡
県
は
、2
0
1
2
年
１
月
に
開
設
し

た「
福
岡
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

（
略
称
：
福
岡
A
B
C
）」に
よ
っ
て
、

新
た
に
海
外
展
開
を
目
指
す
企
業
の

掘
り
起
こ
し
や
、情
報
提
供
か
ら
現
地

サ
ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
の
支
援
体
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。福

岡
県
上
海
事
務
所
の
西
岡
所
長
に
よ

る
と
、「
最
近
で
は
健
康・美
容・介
護

用
品
に
関
連
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
の
相

談
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、い
か
に
売

れ
る
イ
ン
フ
ラ
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
と

マッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
か
が
重
要
に
な
って

き
て
い
る
」。ま
た
、駐
上
海
北
九
州

市
経
済
事
務
所
の
大
浦
所
長
か
ら
は
、

「
環
境
分
野
で
国
際
協
力（
水
道
技
術

交
流・エ
コ
タ
ウ
ン
協
力
等
）を
従
来
か

ら
行
っ
て
き
た
経
験
を
基
に
、環
境
関

連
で
高
い
技
術
を
持
つ
北
九
州
市
内

企
業
の
進
出
支
援
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
」と
の
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
で
日
本

「
調
味
料（
醤
油・ド
レ
ッ
シ
ン
グ
等
）」

を
主
要
な
県
産
品
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
県
の
輸
出
促
進
の
取
り
組
み
と

し
て
、長
崎
県
は
、震
災
後
の
放
射
性

物
質
に
伴
う
中
国
側
の
輸
入
規
制
に

対
し
て
、独
自
に
放
射
性
物
質
検
査・

証
明
書
の
発
行
体
制
を
構
築
す
る

等
、官
民
一
体
と
な
って「
鮮
魚
」輸
出

に
取
り
組
ん
で
お
り
、日
本
産
鮮
魚

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
確
固
た
る
地
位
を
築
い

て
い
ま
す
。ま
た
大
分
県
は
、大
分
市

を
中
心
と
し
た
武
漢
市
への
ア
ン
テ
ナ

シ
ョッ
プ
開
設
を
支
援
し
、湖
北
省
や

内
陸
部
への
販
売
促
進
を
目
指
し
て
い

ま
す
。鹿
児
島
県
上
海
事
務
所
の
米

盛
所
長
は
、「
日
中
F
T
A（
自
由
貿

易
協
定
）の
締
結
に
期
待
し
て
お
り
、

今
後
は
県
産
品
の
ア
イ
テ
ム
数
を
増

や
す
準
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
仰
って
い
ま
し
た
。

　
グ
ラ
フ
１「
訪
日
中
国
人
観
光
客
数

の
推
移
」を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、訪

日
中
国
人
観
光
客
数
は
、2
0
1
0

年
の
個
人
観
光
ビ
ザ
の
発
給
条
件
緩

和
以
後
、尖
閣
問
題
や
東
日
本
大
震

災
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、ピ
ー
ク

の
月
で
20
万
人
前
後
、ま
た
、反
日
デ

モ
発
生
後
の
ボ
ト
ム
で
も
５
万
人
を
超

え
て
い
ま
す
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、各

自
治
体
は
観
光
客
数
増
加
に
よ
る
経

済
効
果
を
期
待
し
、旅
行
会
社
への
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
以
外
に
も
様
々
な
取
り

組
み
を
行
って
き
ま
し
た
。

　
定
期
航
空
便
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致・確
保
は
、観
光
客
の
交
通
手
段
と

な
る
以
外
に
、空
港・港
湾
の
利
用
促

進
に
伴
う
収
入
増
加
へ
と
繋
が
る
為
、

各
自
治
体
は
本
庁
を
挙
げ
て
取
り
組

み
、海
外
拠
点
は
そ
の
連
絡
窓
口
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。佐
賀

県
に
よ
る
、九
州
唯
一
の
中
国
L
C
C

「
春
秋
航
空
」の
誘
致
や
、長
崎
県
に
よ

る「
長
崎
〜
上
海
航
路
　
オ
ー
シ
ャ
ン

ロ
ー
ズ
」（
現
在
長
期
運
休
中
）に
対
す

る
積
極
支
援
等
が
代
表
例
で
す
。

　
ま
た
、知
名
度
の
向
上
や
観
光
情
報

の
発
信
等
に
お
い
て
、各
自
治
体
海
外

拠
点
は
中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー「
微
博

（
ウ
ェ
イ
ボ
ー
）」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
福
岡
市
は
、上
海
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
存
在
で
あ
る「
上
海
環
球
金

融
中
心
」で
、「
微
博
」と
連
動
し
た
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
約
3
5,
0
0
0
名
が
来
場

し
、ア
カ
ウ
ン
ト
フ
ォロ
ワ
ー
の
増
加
数

は
約
2,
5
0
0
名（
現
在
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
数
：
約
1
0,
0
0
0
名
）に
上

り
ま
し
た
。福
岡
市
上
海
事
務
所
の
榊

原
所
長
に
よ
る
と
、「
最
も
購
買
力
の

あ
る
働
く
若
い
女
性（
20
代
〜
30
代
）

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
」と
の
こ
と
で
し
た
。
一
方
、熊
本

県
は
、上
海
を
は
じ
め
と
し
た
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
で
、日
本
で
全
国
的
な
知
名

度
を
誇
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
く
ま
モ
ン
」を

積
極
的
に
活
用
し
た
P
R
を
行
い
、現

地
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
前
述
の
通
り
、九
州
の
地
方
自
治

体
は
個
別
に
独
自
色
を
持
っ
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、広
域
連
携
を
組

ん
だ
取
り
組
み
も
行
って
い
ま
す
。「
県

産
品
の
輸
出
促
進
」の
分
野
で
物
産

展
に
お
け
る
共
同
ブ
ー
ス
出
展
と
いっ

た
連
携
も
あ
り
ま
す
が
、「
観
光
誘

致
」の
分
野
で
の
連
携
が
顕
著
で
す
。

表
１「
九
州
への
中
国
人
入
国
者
数
の

推
移
」を
見
て
も
わ
か
る
通
り
、九
州

全
体
の
訪
日
中
国
人
入
国
者
数
は
、

日
本
全
体
の
6.
6
％（
2
0
1
1
年

度
）に
過
ぎ
な
い
現
状
で
あ
る
為
、ま

ず
は
各
自
治
体
が「
チ
ー
ム
九
州
」と

し
て
広
域
連
携
す
る
こ
と
で
、観
光
資

源
に
厚
み
を
持
た
せ
て
中
国
国
内
で

の
存
在
感
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。な
お
、こ
れ
は
九
州
以
外
の
他
地

各
県
を
周
遊
す
る
様
々
な
旅
行
を
可

能
と
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
２「
ビ
ザ
発
給
件
数
推
移
」

の
通
り
、2
0
1
0
年
以
降
、東
日
本

大
震
災
や
反
日
デ
モ
が
発
生
し
た
際

に
団
体
観
光
客
は
減
少
し
ま
し
た
が
、

個
人
観
光
客
は
着
実
な
伸
び
を
見
せ

て
い
ま
す
。J
R
九
州
上
海
事
務
所
の

相
良
所
長
も
、「
レ
ー
ル
パ
ス
販
売
は

反
日
デ
モ
後
も
好
調
に
推
移
し
、

2
0
1
2
年
度
は
約
3,
0
0
0
件

（
前
年
度
比
+
1
5
0
％
）の
販
売
実

績
だ
っ
た
。ま
だ
実
績
は
少
な
い
が
、地

道
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
積
み
重
ね
て

き
た
成
果
が
出
て
き
て
い
る
」と
手
応

え
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
現
在
の
九
州
と
中
国
と
の
間
の
経

済
活
動
は
、反
日
デ
モ
以
降
も
大
気
汚

染
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
っ
た
問

題
が
発
生
し
、視
界
不
良
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、日
本
か
ら
見
る

と
中
国
に
は「
巨
大
な
市
場
」が
、中

国
か
ら
見
る
と
日
本
に
は「
先
進
的
な

サ
ー
ビ
ス・文
化
的
な
豊
か
さ
」が
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、そ
れ
ら
を
相

互
に
活
か
す
為
に
も
、日
中
両
国
の
友

好
関
係
は
間
違
い
な
く
重
要
で
す
。ま

た
、こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

中
国
で
文
化
交
流
か
ら
経
済
交
流
ま

で
、裾
野
の
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る

地
方
自
治
体
の
重
要
性
は
高
ま
って
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。当
事
務
所

も
、「
チ
ー
ム
九
州
」と
連
携
し
て
企

業
の
海
外
進
出
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

九
州
経
済
活
性
化
に
少
し
で
も
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
上
海
駐
在
員
事
務
所  

長 

真
太
郎
）

最
後
に

4

■ 表２ 九州の地方自治体海外拠点（上海）

※熊本上海事務所は熊本県・熊本市・熊本大学による合同事務所

福岡県上海事務所

福岡市上海事務所

駐上海北九州市経済事務所

長崎県上海事務所

大分県上海事務所

熊本上海事務所

宮崎県上海事務所

鹿児島県上海事務所

佐賀県上海デスク

西岡貴弘

榊原英明

大浦太九馬

宮崎大誠

八坂悦朗

吉田二浩／杉本幸生

大生翔太郎

米盛幸一

北村志帆

事務所名 所長 設置時期 住所 電話番号

上海市淮海中路398号博銀大厦7階Ｃ室

上海市淮海中路398号博銀大厦9階Ｂ2室

上海市淮海中路398号博銀大厦9階Ｂ1室

上海市延安西路2201号上海国際貿易中心2002室

上海市延安西路2201号上海国際貿易中心1601室

上海市南京西路1038号梅龍鎮広場1509室

上海市黄陂北路227号中区広場1711室

上海市遵義路100号虹橋上海城Ａ棟1903号室

佐賀県佐賀市城内1丁目1番59号

H15.8

H17.7

H17.7

H3.7

H18.4

H24.1

H14.3

H9.7

H23.8

86-21-6385-5580

86-21-6385-8815

86-21-6385-8821

86-21-6275-0696

86-21-6275-0088

86-21-6218-6901

86-21-6329-5192

86-21-6237-2233

0952-25-7146

■ 表１ 九州への中国人入国者数の推移（年次）

【出所：法務省出入国管理統計・九州運輸局報道資料を基に作成】

■ グラフ２ 在上海日本国総領事館のビザ発給件数の推移（概算値）

【出所：在上海日本国総領事館へのヒアリングを基に作成】

2007

2008

2009

2010

2011

年 入国者数(九州) A 入国者数(全国) B 九州のシェア （A／B）

 1,148,483

 1,234,088

 1,253,551

 1,682,689

 1,346,134

 66,288

 72,387

 80,139

 138,363

 88,261

5.8%

5.9%

6.4%

8.2%

6.6%

（単位：人）

■ グラフ１ 訪日中国人観光客数の推移（月次）

【出所：日本政府観光局（JNTO）統計資料を基に作成】
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2010.7
個人ビザ条件緩和 2010.9

尖閣漁船衝突事件
2011.3

東日本大震災

2012.9
尖閣国有化
反日デモ

約268

約26

約134

約40

約121約115

2010年 2011年 2012年

約135

約232

約68
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くまモンも参加した物産展（九州ブース）

（単位：千人）
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は
じ
め
に

「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の

　マ
ー
ケ
ッ
ト
」

1

Overseas
Report

〜 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら

「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
進
め
方タ

イ
ル
の
変
化
、女
性
の
社
会
進
出
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、外
国
資
本
の
大
型

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョッ
プ
が
次
々
に
進
出
し
、服
飾
店

や
化
粧
品
店
は
現
地
の
中
間
層
や

富
裕
層
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

お
り
、街
中
で
は
ム
ス
リ
ム
旅
行
客
の

団
体
ツ
ア
ー
も
よ
く
見
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　　
ハ
ラ
ル
製
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

食
料
品
・
飲
料（
以
下
、飲
食
品
）が

67
％
、医
薬
品
が
22
％
、化
粧
品
等
が

10
％
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、ハ
ラ
ル
飲
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
表

1
の
通
り
約
6,
5
0
0
億
ド
ル
に

　「
ハ
ラ
ル（
H
A
L
A
L
）」に
つ
い

て
は
、本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
ハ

ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で

「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、「
ハ
ラ

ル
認
証
」と
は
、イ
ス
ラ
ム
教
の
禁
忌

品（
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
）を
含
ま
な

い
安
全
な
食
品
等
の
規
格
を
定
め
、そ

れ
に
従
っ
て
原
材
料
や
製
造
過
程
、商

品
の
品
質
を
厳
格
に
審
査
し
、基
準
に

適
合
し
た
商
品
を「
認
証
」し
て
、認

証
機
関
が
認
め
る「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」を

表
示
さ
せ
る
こ
と
で
す
。と
り
わ
け
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
の
国
々
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、こ
の「
ハ
ラ
ル
」に
対
応
し
て
お

く
こ
と
が
不
可
欠
と
なって
い
ま
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
の「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」を
考
え
る
場
合
、日
本
食
等
の
商

品
輸
出
や
海
外
への
技
術
提
供
と
いっ

た
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」と
、

観
光
客
や
留
学
生
あ
る
い
は
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
と
いっ
た
、い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
一
言
に
ハ
ラ
ル
と
い
っ

て
も
、そ
の
関
わ
る
分
野
は
食
品
だ
け

で
な
く
、旅
行
会
社
、病
院
、学
校
、自

治
体
に
ま
で
広
が
って
お
り
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
裾
野
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
本
号
で
は
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

取
り
巻
く
国
内
外
の
現
状
と
実
態
を

踏
ま
え
、具
体
的
な
検
討
材
料
を

提
示
し
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
る
為
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
し
ま
す
。

そ
し
て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
や
可
能
性
を「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　　
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒（
以
下
、ム

ス
リ
ム
）人
口
は
約
20
億
人
で
、総
人

口
約
70
億
人
の
28
％
程
度
を
占
め
て

お
り
、毎
年
1・8
％
ず
つ
増
加
し
て

い
ま
す
。元
来
ム
ス
リ
ム
の
多
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、中
東
諸
国
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
以
外
に
も
、中
国
や

ロ
シ
ア
等
の
イ
ス
ラ
ム
圏
外
の
国
々
で

も
ム
ス
リ
ム
人
口
が
増
え
続
け
て
お

り
、フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
都
市
圏
人
口

の
15
％
が
ム
ス
リ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ム
ス
リ
ム
に
見
ら
れ
る
最
近
の
特
徴

と
し
て
、中
間
層
の
増
加
、ラ
イ
フ
ス

上
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、世
界
の
飲

食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト（
4
兆
ド
ル
）の
16
％

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、旅
行
の
分

野
に
お
い
て
も
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の

消
費
額
は
年
間
10
億
ド
ル
を
超
え
、

世
界
の
旅
行
者
消
費
額
の
12
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
巨
大
な
市
場
を
目
指
し
て
、

世
界
で
ハ
ラ
ル
製
品
を
製
造
し
て
い
る

企
業
は
千
社
を
越
え
て
お
り
、そ
の
商

品
は
数
万
品
目
を
数
え
ま
す
。

2
0
0
9
年
後
半
か
ら
2
年
間
で
発

売
さ
れ
た
ハ
ラ
ル
飲
食
品
だ
け
で
も

1
2,
0
0
0
品
目
以
上
あ
り
、発
売

数
1
位
は
タ
イ
で
約
2,
0
0
0
品
、

2
位
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
約
1,
7
0
0

品
、
3
位
が
南
ア
フ
リ
カ
で
約

1,
6
0
0
品
で
す
。1
位
の
タ
イ
や

3
位
の
南
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、非
イ

ス
ラ
ム
国
が
上
位
10
カ
国
中
8
カ
国

を
占
め
、競
っ
て
ハ
ラ
ル
飲
食
品
を
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
に
関
心
を
持
つ

人
々
は
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。と
り
わ
け
欧
州
の
人
々
は
、ハ
ラ
ル

を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に「
安

心
、安
全
、健
康
」と
と
ら
え
る
傾
向

に
あ
り
、中・高
所
得
者
層
を
中
心
に

関
心
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
日
本
企
業
に
目
を

向
け
る
と
、マ
レ
ー
シ
ア
で
ハ
ラ
ル
肉
を

使
っ
た
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
が
店
舗
展
開

を
始
め
、化
粧
品
製
造
会
社
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
子
会
社
が
ハ
ラ
ル
化
粧
品
の

製
造
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近

に
な
っ
て
、北
海
道
や
京
都
、沖
縄
の

一
部
の
企
業
が
ハ
ラ
ル
対
応
に
よ
っ
て

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受
け
入
れ
に
成

功
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ

れ
ら
は
稀
な
例
で
あ
り
、日
本
企
業
で

ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、全

国
で
も
ご
く
僅
か
な
企
業
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
ハ
ラ
ル
と
い
う
言
葉
す
ら
知

ら
な
い
日
本
人
が
多
い
の
も
事
実
で
、

世
界
中
で
日
本
製
品
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
も
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
日
本
製
品
を
目
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、日
本
企
業
は
ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

　（商
品
輸
出
、技
術
提
供
）

　
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
、ハ

ラ
ル
認
証
を
取
得
し
た
製
品
を
日
本

で
製
造
し
、そ
れ
を
海
外
へ
輸
出
す
る

と
い
う
方
法
で
し
ょ
う
。

　
次
に
技
術
提
供
や
業
務
提
携
で
す

が
、例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ハ
ラ

ル
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
と

提
携
し
、自
社
製
品
の
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を
同
企
業
に
委
託
す
る
と

い
っ
た
手
法
で
す
。こ
の
場
合
、既
に

販
売
ル
ー
ト
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、販
路
開
拓
に
費
や
す
手
間
暇
は

比
較
的
少
な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
。

ま
た
、業
務
提
携
等
を
き
っ
か
け
と
し

た
現
地
企
業
に
よ
る
M
＆
A
に
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
為
、高
度
な
技

術
や
製
法
を
持
ち
な
が
ら
、事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
る
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
、検
討
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。東
南
ア
ジ
ア
の
企
業
経
営
者
は
、

日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
に
対
し
て

憧
れ
と
敬
意
を
抱
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
為
、意
外
と
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
観
光
客
誘
致
、

　医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
誘
致
）

　日
本
の
観
光
庁
は
、現
在
、海
外
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
お
り
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災

以
降
も
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客

は
増
加
し
て
い
て
、2
0
1
3
年
3
月

単
月
で
は
東
南
ア
ジ
ア
6
ヶ
国（
タ

イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
）

合
計
の
訪
日
人
数
は
10
万
人
を
超

え
、中
国
か
ら
の
訪
日
人
数
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、人
気
の
旅
行
先
は
マ

レ
ー
シ
ア
、ト
ル
コ
、U
A
E
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、ロ
シ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、行
き
先
を
決
め
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ハ
ラ
ル
食
品
の
充
実
」

（
67
％
）、「
旅
行
代
金
」（
53
％
）、「
祈

祷
室
の
有
無
等
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド

リ
ー
か
否
か
」（
49
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。前
述
の
東
南
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

内
、イ
ス
ラ
ム
国
と
い
え
る
マ
レ
ー
シ

ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
2
0
1
3

年
3
月
の
訪
日
人
数
は
前
年
同
月
比

1・4
倍
程
度
と
増
加
し
て
は
い
る
も

の
の
、2
万
7,
0
0
0
人
程
度

（
全
訪
日
外
国
人
の
3
％
）で
、決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
の
富
裕
層
ム
ス
リ

ム
に「
日
本
へ
旅
行
し
た
い
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と
、「
し
た
い
け
れ
ど

食
事
が
心
配
」と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。多
く
の
ム
ス
リ
ム
旅
行
者

に
日
本
を
訪
れ
て
も
ら
う
為
に
は
、

ハ
ラ
ル
食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
確
保
、

祈
祷
室
の
設
置
等
、ハ
ー
ド
面
で
の

お
も
て
な
し
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

理
解
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
様
で
す
。

富
裕
層
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、先
進
的

な
医
療
技
術
と
ハ
ラ
ル
食
品
対
応
の

双
方
が
充
実
し
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
等
に
向

か
って
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

日
本
に
お
い
て
、飲
食
店
や
旅
館
、

旅
行
会
社
が
連
携
し
て
、ハ
ラ
ル
食
品

の
提
供
や
祈
祷
室
の
確
保
等
、ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
対
応
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、世
界
の
ム
ス
リ
ム
に
と
って

憧
れ
の
日
本
旅
行
が
現
実
味
を
帯

び
、そ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
介
し
て
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
に
広
ま

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

両
面
に
お
い
て
、巨
大
か
つ
ほ
ぼ
未
開

拓
の
ム
ス
リ
ム
市
場
は
、日
本
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
自
国
を
ハ
ラ
ル

の「
ハ
ブ
」に
し
よ
う
と
力
を
入
れ
て

お
り
、毎
年
大
規
模
な
ハ
ラ
ル
商

談
会
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
4
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た「
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア

国
際
ハ
ラ
ル
見
本
市（
M
I
H
A
S
）」

（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）の
紹
介
を
通
し

て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
を
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
20
面
以

上
も
あ
る
会
場
で
開
催
さ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
に
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
他
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、中
国
、台
湾
、韓
国
等
か

ら
合
計
5
1
8
ブ
ー
ス
も
の
出
展
が

あ
り
、飲
食
品
を
中
心
に
、ホ
テ
ル
や

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、化
粧
品
、

洗
剤
、包
装
設
備
等
、幅
広
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。4
日

間
の
来
場
者
数
は
、ビ
ジ
ネ
ス
商
談
、

一
般
来
場
者
を
合
わ
せ
て
2
万
人
に

達
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、最
も
盛
況
な

見
本
市
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
見
本
市
に
先
立
っ
て

開
催
さ
れ
た
個
別
商
談
会
で
の
成
約

額
の
合
計
は
、日
本
円
で
約
1
3
3

億
円
に
達
し
、国
別
シ
ェ
ア
で
は
中
国

企
業
が
52
％
、韓
国
が
7
・
6
％
、

台
湾
が
7
・
1
％
と
続
き
、非
イ
ス

ラ
ム
国
の
台
頭
が
目
立
ち
ま
し
た
。

②「
ハ
ラ
ル
商
品
」の
数
々

　
会
場
に
展
示
さ
れ
た
お
よ
そ

1,
0
0
0
種
類
も
の
商
品
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
く
、ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
シ
ャ
ン
パ
ン（
フ
ラ
ン
ス
）、除
菌

ス
プ
レ
ー
と
洗
剤（
マ
レ
ー
シ
ア
）、物

流
拠
点（
マ
ル
セ
イ
ユ
港・フ
ラ
ン
ス
）、

海
苔
・イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
は
ん・
漬
物

（
韓
国
）、餃
子（
中
国
）等
々
、多
様
な

展
示
が
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、中
国
企
業
等
が
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
に
、戦
略
的

に
日
本
語
を
表
示
し
て
消
費
者
の
気

を
引
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。日
本
の

商
品
は
世
界
に
お
い
て
、「
安
心
、

高
品
質
、健
康
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

浸
透
し
て
い
る
為
、こ
れ
を
利
用
し
て

市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で
す
。

③
視
察
を
終
え
て
の
感
想

　　
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
見
本
市
で
あ
れ

ば
、通
常
た
く
さ
ん
の
日
本
企
業
が

出
展
し
、視
察
や
商
談
に
も
た
く
さ

ん
の
日
本
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、出
展
企
業
は
日
系
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
合
弁
会
社
が
1
社
の
み

で
、視
察
す
る
日
本
人
の
数
も
少
な

く
、日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
関
心
の
薄
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
一
方
で
、日
本
と
同
じ
非
イ

ス
ラ
ム
国
で
あ
っ
て
も
、韓
国
、台
湾
、

中
国
、フ
ラ
ン
ス
、タ
イ
等
の
企
業
は
、

競
う
よ
う
に
自
社
の
商
品
を
P
R

し
、販
路
を
拡
大
し
よ
う
と
必
死
で

し
た
。そ
の
熱
気
を
目
の
当
た
り
に

し
、日
本
企
業
と
の
意
識
の
ギ
ャッ
プ

の
大
き
さ
に
私
は
シ
ョッ
ク
を
受
け
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
や
世
界
中
が
注
目
す
る
分
野
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
効
果
的
に
ハ
ラ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
為
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

①
イ
ス
ラ
ム
教
の
理
解
と
ハ
ラ
ル
の

　知
識
の
習
得

　
ま
ず
、イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
、あ
る

い
は
ム
ス
リ
ム
の
生
活
に
つ
い
て
よ
く

知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。誤
解
や

先
入
観
を
な
く
し
正
し
い
知
識
を
得

る
為
に
は
、関
連
書
籍
の
精
読
、ハ
ラ

ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な

参
加
、専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に

よ
り
、情
報
を
入
手
、整
理
、蓄
積
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

■
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
増
加
と

　変
化

1

■
世
界
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

　市
場
の
可
能
性

2

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
等
、

日
本
国
内
に
は
先
行
き
不
透
明
な
点

が
あ
り
ま
す
が
、世
界
に
目
を
向
け
る

と
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
大
き
い
分
野

も
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
分
野
で
花

を
咲
か
せ
る
に
は
、ご
自
身
で
セ
ミ
ナ

ー
等
に
参
加
し
て「
正
し
い
情
報
を

入
手
し
」、ご
自
身
の
足
で
現
地
を

視
察
し「
目
と
耳
で
確
か
め
理
解
を

深
め
る
」こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合

が
期
待
出
来
れ
ば
、い
よ
い
よ
商
談
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、新
た
な
販

路
を
開
拓
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と

と
な
る
で
し
ょ
う
。特
に
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
場
合
に
は
、こ
の
プ

ロ
セ
ス
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、世
界
の

動
き
に
対
し
て
感
度
を
高
め
て
、新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
、我
々
日
本
企

業
が
生
き
残
る
唯
一
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　酒
口
　
昇
）

②
現
地
視
察
の
重
要
性

　
次
に
、実
際
に
現
地（
例
え
ば
マ
レ

ー
シ
ア
）の
ス
ー
パ
ー
や
工
場
を
訪
れ
、

五
感
を
使
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報

よ
り
も
ず
っ
と
、「
ハ
ラ
ル
」に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
う
。ま
た
、視
察
の
際
に
、信
頼
出
来

る
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
を
帯
同

す
れ
ば
、今
後
の
人
脈
構
築
の
き
っ
か

け
に
も
繋
が
り
ま
す
。

③「
ハ
ラ
ル
認
証
」の
取
得

　
本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で
も
触

れ
ま
し
た
が
、世
界
に
は
1
0
0
を
超

え
る
ハ
ラ
ル
認
証
機
関・団
体
が
あ
り

ま
す
。中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
の「
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
ハ
ラ
ー
ル
認
証
機
関

（
J
A
K
I
M
）」は
、政
府
が
支
援

す
る
、世
界
で
も
最
も
権
威
の
あ
る
認

証
機
関
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
K
I
M
は
他
の
ハ
ラ
ル
認
証
の

追
認
も
行
って
お
り
、J
A
K
I
M
が

認
め
た
ハ
ラ
ル
認
証
で
あ
れ
ば
一
定

の
評
価
を
得
ら
れ
、少
な
く
と
も
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
の

が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。2
0
1
3

年
4
月
現
在
、J
A
K
I
M
が
認
め

て
い
る
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
は
、

東
京
の「
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
」と
、

大
阪
の「
日
本
ハ
ラ
ル
協
会
」の
2
団

体
で
す
。日
本
に
は
他
に
も
い
く
つ
か

の
認
証
機
関
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
ハ
ラ

ル
認
証
も
、敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
国
を
除

け
ば
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
く
通
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。消
費
者
が
商
品
を

受
け
入
れ
、購
入
す
る
か
ど
う
か
は
、

消
費
者
自
身
の
判
断
に
よ
る
の
で
す
。

た
だ
し
、偽
造
ハ
ラ
ル
商
品
が
出
回

る
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、J
A
K
I
M

が
中
心
と
な
っ
て
世
界
の
ハ
ラ
ル

認
証
の
厳
格
化
を
進
め
、ハ
ラ
ル

認
証
の
国
際
標
準
化
を
図
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

（
J
A
K
I
M
が
認
め
て
い
る
機
関

はwww
.ha

la
l.gov

.m
y

よ
り

確
認
可
能
）

　
次
に
申
請
方
法
と
費
用
等
に
つ
い

て
、J
A
K
I
M
を
管
轄
し
て
い
る

H
D
C
（H

a
la
l  Indu

stry  

Development  Corporation

：ハ
ラ
ル
産
業
開
発
公
社
）の
資
料
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
の
諸
費

用
に
つ
い
て
は
、具
体
的
に
は
開
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、各
機
関
へ
直
接

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。そ
の
他
不
明
な
点

は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
商
談
会
へ
の
出
展
、個
別
商
談・

　フ
ェ
ア
へ
の
参
加

　
ハ
ラ
ル
認
証
の
取
得
は
あ
く
ま
で

入
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。成
果
を
出
す
に

は
世
界
の
商
談
会
や
フ
ェ
ア（
別
表
2

参
照
）に
参
加
し
た
り
、現
地
視
察
時

に
構
築
し
た
人
脈
等
を
通
じ
て
バ
イ

ヤ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
直
接
面
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
為
に
は
、

現
地
の
旅
行
代
理
店
等
と
連
携
し
た

仕
組
み
作
り
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
時
の
ア
テ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

駐
在
員
事
務
所
の
人
脈
や
情
報
ソ

ー
ス
か
ら
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。ま
た
、ハ
ラ
ル
認
証
に
関
し
て
も
、中

立
的
な
立
場
で
、い
く
つ
か
の
視
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
認
証
費
用
は
中
小
規
模
企
業（
従

業
員
数
50
〜
1
5
0
人
等
の
条
件
）

の
場
合
、年
間
4
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
1
2,
8
0
0
円
、1
リ
ン
ギ
ッ
ト

＝
約
32
円
で
計
算
）、レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
の
施
設
は
施
設
ご
と
に
年
間

1
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
3,
2
0
0
円
）

で
す
。た
だ
し
、日
本
か
ら
は
国
際

申
請
と
な
る
為
、追
加
費
用
と
し
て
、

1
申
請
あ
た
り
認
証
費
用
が

1,
0
0
0
U
S
ド
ル
、認
証
可
決
後

の
登
録
費
用
が
年
間
1
0
0
U
S

ド
ル
必
要
で
す（
金
額
や
要
件
は

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
度
ご
確
認
下
さ
い
）。ま
た
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
審
査
の
為
に
来
日
す
る
担

当
者
の
渡
航
費
用
や
日
当
の
負
担
も

必
要
で
す
。

　
申
請
は
H
D
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.h
a
la
l
.g
o
v
.m
y

）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

実
地
審
査
等
を
経
た
後
、ハ
ラ
ル
認
証

が
な
さ
れ
、ロ
ゴ
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。申
請
か
ら
認
証
完
了
ま
で
の

期
間
は
、通
常
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
程
度

で
す
が
、内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

き
ん
き

■
日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル

　ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性

3

Singapore

け
い

け
ん■ 表１　世界のハラル飲食品マーケット（単位：10億USドル）

【出所 ： World Halal Forum】

世界全体

１．アフリカ

２．アジア

インドネシア

中東諸国

インド

中国

マレーシア

３．欧州

ロシア

フランス

英国

４．オーストラリア

５．北アメリカ

米国

カナダ

587.2

136.9

369.6

72.9

38.4

21.8

18.5

6.6

64.3

20.7

16.4

3.4

1.1

15.3

12.3

1.4

地 域 2004（A) 2005

596.1

139.5

375.8

73.9

39.5

22.1

18.9

6.9

64.4

20.8

16.5

3.5

1.1

15.5

12.5

1.5

2009

634.5

150.3

400.1

77.6

43.8

23.6

20.8

8.2

66.6

21.7

17.4

4.1

1.5

16.1

12.9

1.8

2010（B)

651.5

153.4

416.1

78.5

44.7

24.0

21.2

8.4

67.0

21.9

17.6

4.2

1.6

16.2

13.1

1.9

'B/A（伸び率）

11.0%

12.1%

12.6%

7.7%

16.4%

10.1%

14.6%

27.3%

4.2%

5.8%

7.3%

23.5%

45.5%

5.9%

6.5%

35.7%
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は
じ
め
に

「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の

　マ
ー
ケ
ッ
ト
」

1

Overseas
Report

〜 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら

「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」の
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
進
め
方タ

イ
ル
の
変
化
、女
性
の
社
会
進
出
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、外
国
資
本
の
大
型

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョッ
プ
が
次
々
に
進
出
し
、服
飾
店

や
化
粧
品
店
は
現
地
の
中
間
層
や

富
裕
層
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

お
り
、街
中
で
は
ム
ス
リ
ム
旅
行
客
の

団
体
ツ
ア
ー
も
よ
く
見
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　　
ハ
ラ
ル
製
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

食
料
品
・
飲
料（
以
下
、飲
食
品
）が

67
％
、医
薬
品
が
22
％
、化
粧
品
等
が

10
％
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、ハ
ラ
ル
飲
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
表

1
の
通
り
約
6,
5
0
0
億
ド
ル
に

　「
ハ
ラ
ル（
H
A
L
A
L
）」に
つ
い

て
は
、本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
ハ

ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で

「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、「
ハ
ラ

ル
認
証
」と
は
、イ
ス
ラ
ム
教
の
禁
忌

品（
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
）を
含
ま
な

い
安
全
な
食
品
等
の
規
格
を
定
め
、そ

れ
に
従
っ
て
原
材
料
や
製
造
過
程
、商

品
の
品
質
を
厳
格
に
審
査
し
、基
準
に

適
合
し
た
商
品
を「
認
証
」し
て
、認

証
機
関
が
認
め
る「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」を

表
示
さ
せ
る
こ
と
で
す
。と
り
わ
け
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
の
国
々
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、こ
の「
ハ
ラ
ル
」に
対
応
し
て
お

く
こ
と
が
不
可
欠
と
なって
い
ま
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
の「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」を
考
え
る
場
合
、日
本
食
等
の
商

品
輸
出
や
海
外
への
技
術
提
供
と
いっ

た
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」と
、

観
光
客
や
留
学
生
あ
る
い
は
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
と
いっ
た
、い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
一
言
に
ハ
ラ
ル
と
い
っ

て
も
、そ
の
関
わ
る
分
野
は
食
品
だ
け

で
な
く
、旅
行
会
社
、病
院
、学
校
、自

治
体
に
ま
で
広
が
って
お
り
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
裾
野
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
本
号
で
は
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

取
り
巻
く
国
内
外
の
現
状
と
実
態
を

踏
ま
え
、具
体
的
な
検
討
材
料
を

提
示
し
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
る
為
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
し
ま
す
。

そ
し
て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
や
可
能
性
を「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　　
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒（
以
下
、ム

ス
リ
ム
）人
口
は
約
20
億
人
で
、総
人

口
約
70
億
人
の
28
％
程
度
を
占
め
て

お
り
、毎
年
1・8
％
ず
つ
増
加
し
て

い
ま
す
。元
来
ム
ス
リ
ム
の
多
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、中
東
諸
国
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
以
外
に
も
、中
国
や

ロ
シ
ア
等
の
イ
ス
ラ
ム
圏
外
の
国
々
で

も
ム
ス
リ
ム
人
口
が
増
え
続
け
て
お

り
、フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
都
市
圏
人
口

の
15
％
が
ム
ス
リ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ム
ス
リ
ム
に
見
ら
れ
る
最
近
の
特
徴

と
し
て
、中
間
層
の
増
加
、ラ
イ
フ
ス

上
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、世
界
の
飲

食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト（
4
兆
ド
ル
）の
16
％

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、旅
行
の
分

野
に
お
い
て
も
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の

消
費
額
は
年
間
10
億
ド
ル
を
超
え
、

世
界
の
旅
行
者
消
費
額
の
12
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
巨
大
な
市
場
を
目
指
し
て
、

世
界
で
ハ
ラ
ル
製
品
を
製
造
し
て
い
る

企
業
は
千
社
を
越
え
て
お
り
、そ
の
商

品
は
数
万
品
目
を
数
え
ま
す
。

2
0
0
9
年
後
半
か
ら
2
年
間
で
発

売
さ
れ
た
ハ
ラ
ル
飲
食
品
だ
け
で
も

1
2,
0
0
0
品
目
以
上
あ
り
、発
売

数
1
位
は
タ
イ
で
約
2,
0
0
0
品
、

2
位
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
約
1,
7
0
0

品
、
3
位
が
南
ア
フ
リ
カ
で
約

1,
6
0
0
品
で
す
。1
位
の
タ
イ
や

3
位
の
南
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、非
イ

ス
ラ
ム
国
が
上
位
10
カ
国
中
8
カ
国

を
占
め
、競
っ
て
ハ
ラ
ル
飲
食
品
を
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
に
関
心
を
持
つ

人
々
は
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。と
り
わ
け
欧
州
の
人
々
は
、ハ
ラ
ル

を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に「
安

心
、安
全
、健
康
」と
と
ら
え
る
傾
向

に
あ
り
、中・高
所
得
者
層
を
中
心
に

関
心
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
日
本
企
業
に
目
を

向
け
る
と
、マ
レ
ー
シ
ア
で
ハ
ラ
ル
肉
を

使
っ
た
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
が
店
舗
展
開

を
始
め
、化
粧
品
製
造
会
社
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
子
会
社
が
ハ
ラ
ル
化
粧
品
の

製
造
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近

に
な
っ
て
、北
海
道
や
京
都
、沖
縄
の

一
部
の
企
業
が
ハ
ラ
ル
対
応
に
よ
っ
て

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受
け
入
れ
に
成

功
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ

れ
ら
は
稀
な
例
で
あ
り
、日
本
企
業
で

ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、全

国
で
も
ご
く
僅
か
な
企
業
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
ハ
ラ
ル
と
い
う
言
葉
す
ら
知

ら
な
い
日
本
人
が
多
い
の
も
事
実
で
、

世
界
中
で
日
本
製
品
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
も
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
日
本
製
品
を
目
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、日
本
企
業
は
ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

　（商
品
輸
出
、技
術
提
供
）

　
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
、ハ

ラ
ル
認
証
を
取
得
し
た
製
品
を
日
本

で
製
造
し
、そ
れ
を
海
外
へ
輸
出
す
る

と
い
う
方
法
で
し
ょ
う
。

　
次
に
技
術
提
供
や
業
務
提
携
で
す

が
、例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ハ
ラ

ル
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
と

提
携
し
、自
社
製
品
の
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を
同
企
業
に
委
託
す
る
と

い
っ
た
手
法
で
す
。こ
の
場
合
、既
に

販
売
ル
ー
ト
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、販
路
開
拓
に
費
や
す
手
間
暇
は

比
較
的
少
な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
。

ま
た
、業
務
提
携
等
を
き
っ
か
け
と
し

た
現
地
企
業
に
よ
る
M
＆
A
に
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
為
、高
度
な
技

術
や
製
法
を
持
ち
な
が
ら
、事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
る
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
、検
討
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。東
南
ア
ジ
ア
の
企
業
経
営
者
は
、

日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
に
対
し
て

憧
れ
と
敬
意
を
抱
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
為
、意
外
と
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
観
光
客
誘
致
、

　医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
誘
致
）

　日
本
の
観
光
庁
は
、現
在
、海
外
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
お
り
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災

以
降
も
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客

は
増
加
し
て
い
て
、2
0
1
3
年
3
月

単
月
で
は
東
南
ア
ジ
ア
6
ヶ
国（
タ

イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
）

合
計
の
訪
日
人
数
は
10
万
人
を
超

え
、中
国
か
ら
の
訪
日
人
数
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、人
気
の
旅
行
先
は
マ

レ
ー
シ
ア
、ト
ル
コ
、U
A
E
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、ロ
シ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、行
き
先
を
決
め
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ハ
ラ
ル
食
品
の
充
実
」

（
67
％
）、「
旅
行
代
金
」（
53
％
）、「
祈

祷
室
の
有
無
等
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド

リ
ー
か
否
か
」（
49
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。前
述
の
東
南
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

内
、イ
ス
ラ
ム
国
と
い
え
る
マ
レ
ー
シ

ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
2
0
1
3

年
3
月
の
訪
日
人
数
は
前
年
同
月
比

1・4
倍
程
度
と
増
加
し
て
は
い
る
も

の
の
、2
万
7,
0
0
0
人
程
度

（
全
訪
日
外
国
人
の
3
％
）で
、決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
の
富
裕
層
ム
ス
リ

ム
に「
日
本
へ
旅
行
し
た
い
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と
、「
し
た
い
け
れ
ど

食
事
が
心
配
」と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。多
く
の
ム
ス
リ
ム
旅
行
者

に
日
本
を
訪
れ
て
も
ら
う
為
に
は
、

ハ
ラ
ル
食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
確
保
、

祈
祷
室
の
設
置
等
、ハ
ー
ド
面
で
の

お
も
て
な
し
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

理
解
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
様
で
す
。

富
裕
層
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、先
進
的

な
医
療
技
術
と
ハ
ラ
ル
食
品
対
応
の

双
方
が
充
実
し
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
等
に
向

か
って
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

日
本
に
お
い
て
、飲
食
店
や
旅
館
、

旅
行
会
社
が
連
携
し
て
、ハ
ラ
ル
食
品

の
提
供
や
祈
祷
室
の
確
保
等
、ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
対
応
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、世
界
の
ム
ス
リ
ム
に
と
って

憧
れ
の
日
本
旅
行
が
現
実
味
を
帯

び
、そ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
介
し
て
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
に
広
ま

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

両
面
に
お
い
て
、巨
大
か
つ
ほ
ぼ
未
開

拓
の
ム
ス
リ
ム
市
場
は
、日
本
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
自
国
を
ハ
ラ
ル

の「
ハ
ブ
」に
し
よ
う
と
力
を
入
れ
て

お
り
、毎
年
大
規
模
な
ハ
ラ
ル
商

談
会
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
4
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た「
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア

国
際
ハ
ラ
ル
見
本
市（
M
I
H
A
S
）」

（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）の
紹
介
を
通
し

て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
を
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
20
面
以

上
も
あ
る
会
場
で
開
催
さ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
に
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
他
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、中
国
、台
湾
、韓
国
等
か

ら
合
計
5
1
8
ブ
ー
ス
も
の
出
展
が

あ
り
、飲
食
品
を
中
心
に
、ホ
テ
ル
や

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、化
粧
品
、

洗
剤
、包
装
設
備
等
、幅
広
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。4
日

間
の
来
場
者
数
は
、ビ
ジ
ネ
ス
商
談
、

一
般
来
場
者
を
合
わ
せ
て
2
万
人
に

達
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、最
も
盛
況
な

見
本
市
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
見
本
市
に
先
立
っ
て

開
催
さ
れ
た
個
別
商
談
会
で
の
成
約

額
の
合
計
は
、日
本
円
で
約
1
3
3

億
円
に
達
し
、国
別
シ
ェ
ア
で
は
中
国

企
業
が
52
％
、韓
国
が
7
・
6
％
、

台
湾
が
7
・
1
％
と
続
き
、非
イ
ス

ラ
ム
国
の
台
頭
が
目
立
ち
ま
し
た
。

②「
ハ
ラ
ル
商
品
」の
数
々

　
会
場
に
展
示
さ
れ
た
お
よ
そ

1,
0
0
0
種
類
も
の
商
品
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
く
、ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
シ
ャ
ン
パ
ン（
フ
ラ
ン
ス
）、除
菌

ス
プ
レ
ー
と
洗
剤（
マ
レ
ー
シ
ア
）、物

流
拠
点（
マ
ル
セ
イ
ユ
港・フ
ラ
ン
ス
）、

海
苔
・イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
は
ん・
漬
物

（
韓
国
）、餃
子（
中
国
）等
々
、多
様
な

展
示
が
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、中
国
企
業
等
が
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
に
、戦
略
的

に
日
本
語
を
表
示
し
て
消
費
者
の
気

を
引
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。日
本
の

商
品
は
世
界
に
お
い
て
、「
安
心
、

高
品
質
、健
康
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

浸
透
し
て
い
る
為
、こ
れ
を
利
用
し
て

市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で
す
。

③
視
察
を
終
え
て
の
感
想

　　
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
見
本
市
で
あ
れ

ば
、通
常
た
く
さ
ん
の
日
本
企
業
が

出
展
し
、視
察
や
商
談
に
も
た
く
さ

ん
の
日
本
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、出
展
企
業
は
日
系
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
合
弁
会
社
が
1
社
の
み

で
、視
察
す
る
日
本
人
の
数
も
少
な

く
、日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
関
心
の
薄
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
一
方
で
、日
本
と
同
じ
非
イ

ス
ラ
ム
国
で
あ
っ
て
も
、韓
国
、台
湾
、

中
国
、フ
ラ
ン
ス
、タ
イ
等
の
企
業
は
、

競
う
よ
う
に
自
社
の
商
品
を
P
R

し
、販
路
を
拡
大
し
よ
う
と
必
死
で

し
た
。そ
の
熱
気
を
目
の
当
た
り
に

し
、日
本
企
業
と
の
意
識
の
ギ
ャッ
プ

の
大
き
さ
に
私
は
シ
ョッ
ク
を
受
け
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
や
世
界
中
が
注
目
す
る
分
野
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
効
果
的
に
ハ
ラ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
為
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

①
イ
ス
ラ
ム
教
の
理
解
と
ハ
ラ
ル
の

　知
識
の
習
得

　
ま
ず
、イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
、あ
る

い
は
ム
ス
リ
ム
の
生
活
に
つ
い
て
よ
く

知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。誤
解
や

先
入
観
を
な
く
し
正
し
い
知
識
を
得

る
為
に
は
、関
連
書
籍
の
精
読
、ハ
ラ

ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な

参
加
、専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に

よ
り
、情
報
を
入
手
、整
理
、蓄
積
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

■
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
増
加
と

　変
化

1

■
世
界
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

　市
場
の
可
能
性

2

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
等
、

日
本
国
内
に
は
先
行
き
不
透
明
な
点

が
あ
り
ま
す
が
、世
界
に
目
を
向
け
る

と
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
大
き
い
分
野

も
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
分
野
で
花

を
咲
か
せ
る
に
は
、ご
自
身
で
セ
ミ
ナ

ー
等
に
参
加
し
て「
正
し
い
情
報
を

入
手
し
」、ご
自
身
の
足
で
現
地
を

視
察
し「
目
と
耳
で
確
か
め
理
解
を

深
め
る
」こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合

が
期
待
出
来
れ
ば
、い
よ
い
よ
商
談
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、新
た
な
販

路
を
開
拓
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と

と
な
る
で
し
ょ
う
。特
に
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
場
合
に
は
、こ
の
プ

ロ
セ
ス
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、世
界
の

動
き
に
対
し
て
感
度
を
高
め
て
、新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
、我
々
日
本
企

業
が
生
き
残
る
唯
一
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　酒
口
　
昇
）

②
現
地
視
察
の
重
要
性

　
次
に
、実
際
に
現
地（
例
え
ば
マ
レ

ー
シ
ア
）の
ス
ー
パ
ー
や
工
場
を
訪
れ
、

五
感
を
使
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報

よ
り
も
ず
っ
と
、「
ハ
ラ
ル
」に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
う
。ま
た
、視
察
の
際
に
、信
頼
出
来

る
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
を
帯
同

す
れ
ば
、今
後
の
人
脈
構
築
の
き
っ
か

け
に
も
繋
が
り
ま
す
。

③「
ハ
ラ
ル
認
証
」の
取
得

　
本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で
も
触

れ
ま
し
た
が
、世
界
に
は
1
0
0
を
超

え
る
ハ
ラ
ル
認
証
機
関・団
体
が
あ
り

ま
す
。中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
の「
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
ハ
ラ
ー
ル
認
証
機
関

（
J
A
K
I
M
）」は
、政
府
が
支
援

す
る
、世
界
で
も
最
も
権
威
の
あ
る
認

証
機
関
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
K
I
M
は
他
の
ハ
ラ
ル
認
証
の

追
認
も
行
って
お
り
、J
A
K
I
M
が

認
め
た
ハ
ラ
ル
認
証
で
あ
れ
ば
一
定

の
評
価
を
得
ら
れ
、少
な
く
と
も
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
の

が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。2
0
1
3

年
4
月
現
在
、J
A
K
I
M
が
認
め

て
い
る
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
は
、

東
京
の「
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
」と
、

大
阪
の「
日
本
ハ
ラ
ル
協
会
」の
2
団

体
で
す
。日
本
に
は
他
に
も
い
く
つ
か

の
認
証
機
関
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
ハ
ラ

ル
認
証
も
、敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
国
を
除

け
ば
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
く
通
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。消
費
者
が
商
品
を

受
け
入
れ
、購
入
す
る
か
ど
う
か
は
、

消
費
者
自
身
の
判
断
に
よ
る
の
で
す
。

た
だ
し
、偽
造
ハ
ラ
ル
商
品
が
出
回

る
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、J
A
K
I
M

が
中
心
と
な
っ
て
世
界
の
ハ
ラ
ル

認
証
の
厳
格
化
を
進
め
、ハ
ラ
ル

認
証
の
国
際
標
準
化
を
図
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

（
J
A
K
I
M
が
認
め
て
い
る
機
関

はwww
.ha

la
l.gov

.m
y

よ
り

確
認
可
能
）

　
次
に
申
請
方
法
と
費
用
等
に
つ
い

て
、J
A
K
I
M
を
管
轄
し
て
い
る

H
D
C
（H

a
la
l  Indu

stry  

Development  Corporation

：ハ
ラ
ル
産
業
開
発
公
社
）の
資
料
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
の
諸
費

用
に
つ
い
て
は
、具
体
的
に
は
開
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、各
機
関
へ
直
接

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。そ
の
他
不
明
な
点

は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
商
談
会
へ
の
出
展
、個
別
商
談・

　フ
ェ
ア
へ
の
参
加

　
ハ
ラ
ル
認
証
の
取
得
は
あ
く
ま
で

入
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。成
果
を
出
す
に

は
世
界
の
商
談
会
や
フ
ェ
ア（
別
表
2

参
照
）に
参
加
し
た
り
、現
地
視
察
時

に
構
築
し
た
人
脈
等
を
通
じ
て
バ
イ

ヤ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
直
接
面
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
為
に
は
、

現
地
の
旅
行
代
理
店
等
と
連
携
し
た

仕
組
み
作
り
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
時
の
ア
テ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

駐
在
員
事
務
所
の
人
脈
や
情
報
ソ

ー
ス
か
ら
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。ま
た
、ハ
ラ
ル
認
証
に
関
し
て
も
、中

立
的
な
立
場
で
、い
く
つ
か
の
視
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
認
証
費
用
は
中
小
規
模
企
業（
従

業
員
数
50
〜
1
5
0
人
等
の
条
件
）

の
場
合
、年
間
4
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
1
2,
8
0
0
円
、1
リ
ン
ギ
ッ
ト

＝
約
32
円
で
計
算
）、レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
の
施
設
は
施
設
ご
と
に
年
間

1
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
3,
2
0
0
円
）

で
す
。た
だ
し
、日
本
か
ら
は
国
際

申
請
と
な
る
為
、追
加
費
用
と
し
て
、

1
申
請
あ
た
り
認
証
費
用
が

1,
0
0
0
U
S
ド
ル
、認
証
可
決
後

の
登
録
費
用
が
年
間
1
0
0
U
S

ド
ル
必
要
で
す（
金
額
や
要
件
は

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
度
ご
確
認
下
さ
い
）。ま
た
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
審
査
の
為
に
来
日
す
る
担

当
者
の
渡
航
費
用
や
日
当
の
負
担
も

必
要
で
す
。

　
申
請
は
H
D
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.h
a
la
l
.g
o
v
.m
y

）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

実
地
審
査
等
を
経
た
後
、ハ
ラ
ル
認
証

が
な
さ
れ
、ロ
ゴ
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。申
請
か
ら
認
証
完
了
ま
で
の

期
間
は
、通
常
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
程
度

で
す
が
、内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

き
ん
き

■
日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル

　ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性

3

Singapore

け
い

け
ん■ 表１　世界のハラル飲食品マーケット（単位：10億USドル）

【出所 ： World Halal Forum】

世界全体

１．アフリカ

２．アジア

インドネシア

中東諸国

インド

中国

マレーシア

３．欧州

ロシア

フランス

英国

４．オーストラリア

５．北アメリカ

米国

カナダ

587.2

136.9

369.6

72.9

38.4

21.8

18.5

6.6

64.3

20.7

16.4

3.4

1.1

15.3

12.3

1.4

地 域 2004（A) 2005

596.1

139.5

375.8

73.9

39.5

22.1

18.9

6.9

64.4

20.8

16.5

3.5

1.1

15.5

12.5

1.5

2009

634.5

150.3

400.1

77.6

43.8

23.6

20.8

8.2

66.6

21.7

17.4

4.1

1.5

16.1

12.9

1.8

2010（B)

651.5

153.4

416.1

78.5

44.7

24.0

21.2

8.4

67.0

21.9

17.6

4.2

1.6

16.2

13.1

1.9

'B/A（伸び率）

11.0%

12.1%

12.6%

7.7%

16.4%

10.1%

14.6%

27.3%

4.2%

5.8%

7.3%

23.5%

45.5%

5.9%

6.5%

35.7%
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タ
イ
ル
の
変
化
、女
性
の
社
会
進
出
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、外
国
資
本
の
大
型

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョッ
プ
が
次
々
に
進
出
し
、服
飾
店

や
化
粧
品
店
は
現
地
の
中
間
層
や

富
裕
層
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

お
り
、街
中
で
は
ム
ス
リ
ム
旅
行
客
の

団
体
ツ
ア
ー
も
よ
く
見
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　　
ハ
ラ
ル
製
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

食
料
品
・
飲
料（
以
下
、飲
食
品
）が

67
％
、医
薬
品
が
22
％
、化
粧
品
等
が

10
％
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、ハ
ラ
ル
飲
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
表

1
の
通
り
約
6,
5
0
0
億
ド
ル
に

　「
ハ
ラ
ル（
H
A
L
A
L
）」に
つ
い

て
は
、本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
ハ

ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で

「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、「
ハ
ラ

ル
認
証
」と
は
、イ
ス
ラ
ム
教
の
禁
忌

品（
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
）を
含
ま
な

い
安
全
な
食
品
等
の
規
格
を
定
め
、そ

れ
に
従
っ
て
原
材
料
や
製
造
過
程
、商

品
の
品
質
を
厳
格
に
審
査
し
、基
準
に

適
合
し
た
商
品
を「
認
証
」し
て
、認

証
機
関
が
認
め
る「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」を

表
示
さ
せ
る
こ
と
で
す
。と
り
わ
け
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
の
国
々
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、こ
の「
ハ
ラ
ル
」に
対
応
し
て
お

く
こ
と
が
不
可
欠
と
なって
い
ま
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
の「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」を
考
え
る
場
合
、日
本
食
等
の
商

品
輸
出
や
海
外
への
技
術
提
供
と
いっ

た
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」と
、

観
光
客
や
留
学
生
あ
る
い
は
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
と
いっ
た
、い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
一
言
に
ハ
ラ
ル
と
い
っ

て
も
、そ
の
関
わ
る
分
野
は
食
品
だ
け

で
な
く
、旅
行
会
社
、病
院
、学
校
、自

治
体
に
ま
で
広
が
って
お
り
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
裾
野
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
本
号
で
は
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

取
り
巻
く
国
内
外
の
現
状
と
実
態
を

踏
ま
え
、具
体
的
な
検
討
材
料
を

提
示
し
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
る
為
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
し
ま
す
。

そ
し
て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
や
可
能
性
を「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　　
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒（
以
下
、ム

ス
リ
ム
）人
口
は
約
20
億
人
で
、総
人

口
約
70
億
人
の
28
％
程
度
を
占
め
て

お
り
、毎
年
1・8
％
ず
つ
増
加
し
て

い
ま
す
。元
来
ム
ス
リ
ム
の
多
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、中
東
諸
国
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
以
外
に
も
、中
国
や

ロ
シ
ア
等
の
イ
ス
ラ
ム
圏
外
の
国
々
で

も
ム
ス
リ
ム
人
口
が
増
え
続
け
て
お

り
、フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
都
市
圏
人
口

の
15
％
が
ム
ス
リ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ム
ス
リ
ム
に
見
ら
れ
る
最
近
の
特
徴

と
し
て
、中
間
層
の
増
加
、ラ
イ
フ
ス

上
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、世
界
の
飲

食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト（
4
兆
ド
ル
）の
16
％

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、旅
行
の
分

野
に
お
い
て
も
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の

消
費
額
は
年
間
10
億
ド
ル
を
超
え
、

世
界
の
旅
行
者
消
費
額
の
12
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
巨
大
な
市
場
を
目
指
し
て
、

世
界
で
ハ
ラ
ル
製
品
を
製
造
し
て
い
る

企
業
は
千
社
を
越
え
て
お
り
、そ
の
商

品
は
数
万
品
目
を
数
え
ま
す
。

2
0
0
9
年
後
半
か
ら
2
年
間
で
発

売
さ
れ
た
ハ
ラ
ル
飲
食
品
だ
け
で
も

1
2,
0
0
0
品
目
以
上
あ
り
、発
売

数
1
位
は
タ
イ
で
約
2,
0
0
0
品
、

2
位
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
約
1,
7
0
0

品
、
3
位
が
南
ア
フ
リ
カ
で
約

1,
6
0
0
品
で
す
。1
位
の
タ
イ
や

3
位
の
南
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、非
イ

ス
ラ
ム
国
が
上
位
10
カ
国
中
8
カ
国

を
占
め
、競
っ
て
ハ
ラ
ル
飲
食
品
を
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
に
関
心
を
持
つ

人
々
は
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。と
り
わ
け
欧
州
の
人
々
は
、ハ
ラ
ル

を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に「
安

心
、安
全
、健
康
」と
と
ら
え
る
傾
向

に
あ
り
、中・高
所
得
者
層
を
中
心
に

関
心
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
日
本
企
業
に
目
を

向
け
る
と
、マ
レ
ー
シ
ア
で
ハ
ラ
ル
肉
を

使
っ
た
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
が
店
舗
展
開

を
始
め
、化
粧
品
製
造
会
社
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
子
会
社
が
ハ
ラ
ル
化
粧
品
の

製
造
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近

に
な
っ
て
、北
海
道
や
京
都
、沖
縄
の

一
部
の
企
業
が
ハ
ラ
ル
対
応
に
よ
っ
て

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受
け
入
れ
に
成

功
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ

れ
ら
は
稀
な
例
で
あ
り
、日
本
企
業
で

ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、全

国
で
も
ご
く
僅
か
な
企
業
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
ハ
ラ
ル
と
い
う
言
葉
す
ら
知

ら
な
い
日
本
人
が
多
い
の
も
事
実
で
、

世
界
中
で
日
本
製
品
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
も
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
日
本
製
品
を
目
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、日
本
企
業
は
ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

　（商
品
輸
出
、技
術
提
供
）

　
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
、ハ

ラ
ル
認
証
を
取
得
し
た
製
品
を
日
本

で
製
造
し
、そ
れ
を
海
外
へ
輸
出
す
る

と
い
う
方
法
で
し
ょ
う
。

　
次
に
技
術
提
供
や
業
務
提
携
で
す

が
、例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ハ
ラ

ル
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
と

提
携
し
、自
社
製
品
の
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を
同
企
業
に
委
託
す
る
と

い
っ
た
手
法
で
す
。こ
の
場
合
、既
に

販
売
ル
ー
ト
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、販
路
開
拓
に
費
や
す
手
間
暇
は

比
較
的
少
な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
。

ま
た
、業
務
提
携
等
を
き
っ
か
け
と
し

た
現
地
企
業
に
よ
る
M
＆
A
に
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
為
、高
度
な
技

術
や
製
法
を
持
ち
な
が
ら
、事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
る
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
、検
討
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。東
南
ア
ジ
ア
の
企
業
経
営
者
は
、

日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
に
対
し
て

憧
れ
と
敬
意
を
抱
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
為
、意
外
と
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
観
光
客
誘
致
、

　医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
誘
致
）

　日
本
の
観
光
庁
は
、現
在
、海
外
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
お
り
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災

以
降
も
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客

は
増
加
し
て
い
て
、2
0
1
3
年
3
月

単
月
で
は
東
南
ア
ジ
ア
6
ヶ
国（
タ

イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
）

合
計
の
訪
日
人
数
は
10
万
人
を
超

え
、中
国
か
ら
の
訪
日
人
数
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、人
気
の
旅
行
先
は
マ

レ
ー
シ
ア
、ト
ル
コ
、U
A
E
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、ロ
シ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、行
き
先
を
決
め
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ハ
ラ
ル
食
品
の
充
実
」

（
67
％
）、「
旅
行
代
金
」（
53
％
）、「
祈

祷
室
の
有
無
等
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド

リ
ー
か
否
か
」（
49
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。前
述
の
東
南
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

内
、イ
ス
ラ
ム
国
と
い
え
る
マ
レ
ー
シ

ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
2
0
1
3

年
3
月
の
訪
日
人
数
は
前
年
同
月
比

1・4
倍
程
度
と
増
加
し
て
は
い
る
も

の
の
、2
万
7,
0
0
0
人
程
度

（
全
訪
日
外
国
人
の
3
％
）で
、決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
の
富
裕
層
ム
ス
リ

ム
に「
日
本
へ
旅
行
し
た
い
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と
、「
し
た
い
け
れ
ど

食
事
が
心
配
」と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。多
く
の
ム
ス
リ
ム
旅
行
者

に
日
本
を
訪
れ
て
も
ら
う
為
に
は
、

ハ
ラ
ル
食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
確
保
、

祈
祷
室
の
設
置
等
、ハ
ー
ド
面
で
の

お
も
て
な
し
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

理
解
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
様
で
す
。

富
裕
層
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、先
進
的

な
医
療
技
術
と
ハ
ラ
ル
食
品
対
応
の

双
方
が
充
実
し
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
等
に
向

か
って
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

日
本
に
お
い
て
、飲
食
店
や
旅
館
、

旅
行
会
社
が
連
携
し
て
、ハ
ラ
ル
食
品

の
提
供
や
祈
祷
室
の
確
保
等
、ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
対
応
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、世
界
の
ム
ス
リ
ム
に
と
って

憧
れ
の
日
本
旅
行
が
現
実
味
を
帯

び
、そ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
介
し
て
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
に
広
ま

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

両
面
に
お
い
て
、巨
大
か
つ
ほ
ぼ
未
開

拓
の
ム
ス
リ
ム
市
場
は
、日
本
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
自
国
を
ハ
ラ
ル

の「
ハ
ブ
」に
し
よ
う
と
力
を
入
れ
て

お
り
、毎
年
大
規
模
な
ハ
ラ
ル
商

談
会
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
4
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た「
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア

国
際
ハ
ラ
ル
見
本
市（
M
I
H
A
S
）」

（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）の
紹
介
を
通
し

て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
を
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
20
面
以

上
も
あ
る
会
場
で
開
催
さ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
に
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
他
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、中
国
、台
湾
、韓
国
等
か

ら
合
計
5
1
8
ブ
ー
ス
も
の
出
展
が

あ
り
、飲
食
品
を
中
心
に
、ホ
テ
ル
や

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、化
粧
品
、

洗
剤
、包
装
設
備
等
、幅
広
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。4
日

間
の
来
場
者
数
は
、ビ
ジ
ネ
ス
商
談
、

一
般
来
場
者
を
合
わ
せ
て
2
万
人
に

達
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、最
も
盛
況
な

見
本
市
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
見
本
市
に
先
立
っ
て

開
催
さ
れ
た
個
別
商
談
会
で
の
成
約

額
の
合
計
は
、日
本
円
で
約
1
3
3

億
円
に
達
し
、国
別
シ
ェ
ア
で
は
中
国

企
業
が
52
％
、韓
国
が
7
・
6
％
、

台
湾
が
7
・
1
％
と
続
き
、非
イ
ス

ラ
ム
国
の
台
頭
が
目
立
ち
ま
し
た
。

②「
ハ
ラ
ル
商
品
」の
数
々

　
会
場
に
展
示
さ
れ
た
お
よ
そ

1,
0
0
0
種
類
も
の
商
品
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
く
、ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
シ
ャ
ン
パ
ン（
フ
ラ
ン
ス
）、除
菌

ス
プ
レ
ー
と
洗
剤（
マ
レ
ー
シ
ア
）、物

流
拠
点（
マ
ル
セ
イ
ユ
港・フ
ラ
ン
ス
）、

海
苔
・イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
は
ん・
漬
物

（
韓
国
）、餃
子（
中
国
）等
々
、多
様
な

展
示
が
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、中
国
企
業
等
が
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
に
、戦
略
的

に
日
本
語
を
表
示
し
て
消
費
者
の
気

を
引
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。日
本
の

商
品
は
世
界
に
お
い
て
、「
安
心
、

高
品
質
、健
康
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

浸
透
し
て
い
る
為
、こ
れ
を
利
用
し
て

市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で
す
。

③
視
察
を
終
え
て
の
感
想

　　
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
見
本
市
で
あ
れ

ば
、通
常
た
く
さ
ん
の
日
本
企
業
が

出
展
し
、視
察
や
商
談
に
も
た
く
さ

ん
の
日
本
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、出
展
企
業
は
日
系
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
合
弁
会
社
が
1
社
の
み

で
、視
察
す
る
日
本
人
の
数
も
少
な

く
、日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
関
心
の
薄
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
一
方
で
、日
本
と
同
じ
非
イ

ス
ラ
ム
国
で
あ
っ
て
も
、韓
国
、台
湾
、

中
国
、フ
ラ
ン
ス
、タ
イ
等
の
企
業
は
、

競
う
よ
う
に
自
社
の
商
品
を
P
R

し
、販
路
を
拡
大
し
よ
う
と
必
死
で

し
た
。そ
の
熱
気
を
目
の
当
た
り
に

し
、日
本
企
業
と
の
意
識
の
ギ
ャッ
プ

の
大
き
さ
に
私
は
シ
ョッ
ク
を
受
け
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
や
世
界
中
が
注
目
す
る
分
野
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
効
果
的
に
ハ
ラ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
為
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

①
イ
ス
ラ
ム
教
の
理
解
と
ハ
ラ
ル
の

　知
識
の
習
得

　
ま
ず
、イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
、あ
る

い
は
ム
ス
リ
ム
の
生
活
に
つ
い
て
よ
く

知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。誤
解
や

先
入
観
を
な
く
し
正
し
い
知
識
を
得

る
為
に
は
、関
連
書
籍
の
精
読
、ハ
ラ

ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な

参
加
、専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に

よ
り
、情
報
を
入
手
、整
理
、蓄
積
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
等
、

日
本
国
内
に
は
先
行
き
不
透
明
な
点

が
あ
り
ま
す
が
、世
界
に
目
を
向
け
る

と
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
大
き
い
分
野

も
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
分
野
で
花

を
咲
か
せ
る
に
は
、ご
自
身
で
セ
ミ
ナ

ー
等
に
参
加
し
て「
正
し
い
情
報
を

入
手
し
」、ご
自
身
の
足
で
現
地
を

視
察
し「
目
と
耳
で
確
か
め
理
解
を

深
め
る
」こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合

が
期
待
出
来
れ
ば
、い
よ
い
よ
商
談
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、新
た
な
販

路
を
開
拓
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と

と
な
る
で
し
ょ
う
。特
に
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
場
合
に
は
、こ
の
プ

ロ
セ
ス
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、世
界
の

動
き
に
対
し
て
感
度
を
高
め
て
、新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
、我
々
日
本
企

業
が
生
き
残
る
唯
一
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　酒
口
　
昇
）

②
現
地
視
察
の
重
要
性

　
次
に
、実
際
に
現
地（
例
え
ば
マ
レ

ー
シ
ア
）の
ス
ー
パ
ー
や
工
場
を
訪
れ
、

五
感
を
使
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報

よ
り
も
ず
っ
と
、「
ハ
ラ
ル
」に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
う
。ま
た
、視
察
の
際
に
、信
頼
出
来

る
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
を
帯
同

す
れ
ば
、今
後
の
人
脈
構
築
の
き
っ
か

け
に
も
繋
が
り
ま
す
。

③「
ハ
ラ
ル
認
証
」の
取
得

　
本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で
も
触

れ
ま
し
た
が
、世
界
に
は
1
0
0
を
超

え
る
ハ
ラ
ル
認
証
機
関・団
体
が
あ
り

ま
す
。中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
の「
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
ハ
ラ
ー
ル
認
証
機
関

（
J
A
K
I
M
）」は
、政
府
が
支
援

す
る
、世
界
で
も
最
も
権
威
の
あ
る
認

証
機
関
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
K
I
M
は
他
の
ハ
ラ
ル
認
証
の

追
認
も
行
って
お
り
、J
A
K
I
M
が

認
め
た
ハ
ラ
ル
認
証
で
あ
れ
ば
一
定

の
評
価
を
得
ら
れ
、少
な
く
と
も
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
の

が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。2
0
1
3

年
4
月
現
在
、J
A
K
I
M
が
認
め

て
い
る
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
は
、

東
京
の「
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
」と
、

大
阪
の「
日
本
ハ
ラ
ル
協
会
」の
2
団

体
で
す
。日
本
に
は
他
に
も
い
く
つ
か

の
認
証
機
関
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
ハ
ラ

ル
認
証
も
、敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
国
を
除

け
ば
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
く
通
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。消
費
者
が
商
品
を

受
け
入
れ
、購
入
す
る
か
ど
う
か
は
、

消
費
者
自
身
の
判
断
に
よ
る
の
で
す
。

た
だ
し
、偽
造
ハ
ラ
ル
商
品
が
出
回

る
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、J
A
K
I
M

が
中
心
と
な
っ
て
世
界
の
ハ
ラ
ル

認
証
の
厳
格
化
を
進
め
、ハ
ラ
ル

認
証
の
国
際
標
準
化
を
図
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

（
J
A
K
I
M
が
認
め
て
い
る
機
関

はwww
.ha

la
l.gov

.m
y

よ
り

確
認
可
能
）

　
次
に
申
請
方
法
と
費
用
等
に
つ
い

て
、J
A
K
I
M
を
管
轄
し
て
い
る

H
D
C
（H

a
la
l  Indu

stry  

Development  Corporation

：ハ
ラ
ル
産
業
開
発
公
社
）の
資
料
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
の
諸
費

用
に
つ
い
て
は
、具
体
的
に
は
開
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、各
機
関
へ
直
接

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。そ
の
他
不
明
な
点

は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
商
談
会
へ
の
出
展
、個
別
商
談・

　フ
ェ
ア
へ
の
参
加

　
ハ
ラ
ル
認
証
の
取
得
は
あ
く
ま
で

入
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。成
果
を
出
す
に

は
世
界
の
商
談
会
や
フ
ェ
ア（
別
表
2

参
照
）に
参
加
し
た
り
、現
地
視
察
時

に
構
築
し
た
人
脈
等
を
通
じ
て
バ
イ

ヤ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
直
接
面
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
為
に
は
、

現
地
の
旅
行
代
理
店
等
と
連
携
し
た

仕
組
み
作
り
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
時
の
ア
テ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

駐
在
員
事
務
所
の
人
脈
や
情
報
ソ

ー
ス
か
ら
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。ま
た
、ハ
ラ
ル
認
証
に
関
し
て
も
、中

立
的
な
立
場
で
、い
く
つ
か
の
視
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
認
証
費
用
は
中
小
規
模
企
業（
従

業
員
数
50
〜
1
5
0
人
等
の
条
件
）

の
場
合
、年
間
4
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
1
2,
8
0
0
円
、1
リ
ン
ギ
ッ
ト

＝
約
32
円
で
計
算
）、レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
の
施
設
は
施
設
ご
と
に
年
間

1
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
3,
2
0
0
円
）

で
す
。た
だ
し
、日
本
か
ら
は
国
際

申
請
と
な
る
為
、追
加
費
用
と
し
て
、

1
申
請
あ
た
り
認
証
費
用
が

1,
0
0
0
U
S
ド
ル
、認
証
可
決
後

の
登
録
費
用
が
年
間
1
0
0
U
S

ド
ル
必
要
で
す（
金
額
や
要
件
は

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
度
ご
確
認
下
さ
い
）。ま
た
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
審
査
の
為
に
来
日
す
る
担

当
者
の
渡
航
費
用
や
日
当
の
負
担
も

必
要
で
す
。

　
申
請
は
H
D
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.h
a
la
l
.g
o
v
.m
y

）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

実
地
審
査
等
を
経
た
後
、ハ
ラ
ル
認
証

が
な
さ
れ
、ロ
ゴ
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。申
請
か
ら
認
証
完
了
ま
で
の

期
間
は
、通
常
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
程
度

で
す
が
、内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

き

と
う

「
ハ
ラ
ル
見
本
市
」

現
地
視
察
の
報
告

2
①
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア
ハ
ラ
ル
国
際

　見
本
市（
M
I
H
A
S
）」の
概
要

「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」の

 

進
め
方

3

第10回マレーシアハラル国際見本市の様子

タ
イ
ル
の
変
化
、女
性
の
社
会
進
出
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、外
国
資
本
の
大
型

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョッ
プ
が
次
々
に
進
出
し
、服
飾
店

や
化
粧
品
店
は
現
地
の
中
間
層
や

富
裕
層
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

お
り
、街
中
で
は
ム
ス
リ
ム
旅
行
客
の

団
体
ツ
ア
ー
も
よ
く
見
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　　
ハ
ラ
ル
製
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

食
料
品
・
飲
料（
以
下
、飲
食
品
）が

67
％
、医
薬
品
が
22
％
、化
粧
品
等
が

10
％
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、ハ
ラ
ル
飲
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
表

1
の
通
り
約
6,
5
0
0
億
ド
ル
に

　「
ハ
ラ
ル（
H
A
L
A
L
）」に
つ
い

て
は
、本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
ハ

ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で

「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、「
ハ
ラ

ル
認
証
」と
は
、イ
ス
ラ
ム
教
の
禁
忌

品（
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
）を
含
ま
な

い
安
全
な
食
品
等
の
規
格
を
定
め
、そ

れ
に
従
っ
て
原
材
料
や
製
造
過
程
、商

品
の
品
質
を
厳
格
に
審
査
し
、基
準
に

適
合
し
た
商
品
を「
認
証
」し
て
、認

証
機
関
が
認
め
る「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」を

表
示
さ
せ
る
こ
と
で
す
。と
り
わ
け
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
の
国
々
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、こ
の「
ハ
ラ
ル
」に
対
応
し
て
お

く
こ
と
が
不
可
欠
と
なって
い
ま
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
の「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」を
考
え
る
場
合
、日
本
食
等
の
商

品
輸
出
や
海
外
への
技
術
提
供
と
いっ

た
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」と
、

観
光
客
や
留
学
生
あ
る
い
は
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
と
いっ
た
、い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
一
言
に
ハ
ラ
ル
と
い
っ

て
も
、そ
の
関
わ
る
分
野
は
食
品
だ
け

で
な
く
、旅
行
会
社
、病
院
、学
校
、自

治
体
に
ま
で
広
が
って
お
り
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
裾
野
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
本
号
で
は
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

取
り
巻
く
国
内
外
の
現
状
と
実
態
を

踏
ま
え
、具
体
的
な
検
討
材
料
を

提
示
し
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
る
為
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
し
ま
す
。

そ
し
て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
や
可
能
性
を「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　　
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒（
以
下
、ム

ス
リ
ム
）人
口
は
約
20
億
人
で
、総
人

口
約
70
億
人
の
28
％
程
度
を
占
め
て

お
り
、毎
年
1・8
％
ず
つ
増
加
し
て

い
ま
す
。元
来
ム
ス
リ
ム
の
多
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、中
東
諸
国
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
以
外
に
も
、中
国
や

ロ
シ
ア
等
の
イ
ス
ラ
ム
圏
外
の
国
々
で

も
ム
ス
リ
ム
人
口
が
増
え
続
け
て
お

り
、フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
都
市
圏
人
口

の
15
％
が
ム
ス
リ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ム
ス
リ
ム
に
見
ら
れ
る
最
近
の
特
徴

と
し
て
、中
間
層
の
増
加
、ラ
イ
フ
ス

上
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、世
界
の
飲

食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト（
4
兆
ド
ル
）の
16
％

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、旅
行
の
分

野
に
お
い
て
も
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の

消
費
額
は
年
間
10
億
ド
ル
を
超
え
、

世
界
の
旅
行
者
消
費
額
の
12
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
巨
大
な
市
場
を
目
指
し
て
、

世
界
で
ハ
ラ
ル
製
品
を
製
造
し
て
い
る

企
業
は
千
社
を
越
え
て
お
り
、そ
の
商

品
は
数
万
品
目
を
数
え
ま
す
。

2
0
0
9
年
後
半
か
ら
2
年
間
で
発

売
さ
れ
た
ハ
ラ
ル
飲
食
品
だ
け
で
も

1
2,
0
0
0
品
目
以
上
あ
り
、発
売

数
1
位
は
タ
イ
で
約
2,
0
0
0
品
、

2
位
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
約
1,
7
0
0

品
、
3
位
が
南
ア
フ
リ
カ
で
約

1,
6
0
0
品
で
す
。1
位
の
タ
イ
や

3
位
の
南
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、非
イ

ス
ラ
ム
国
が
上
位
10
カ
国
中
8
カ
国

を
占
め
、競
っ
て
ハ
ラ
ル
飲
食
品
を
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
に
関
心
を
持
つ

人
々
は
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。と
り
わ
け
欧
州
の
人
々
は
、ハ
ラ
ル

を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に「
安

心
、安
全
、健
康
」と
と
ら
え
る
傾
向

に
あ
り
、中・高
所
得
者
層
を
中
心
に

関
心
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
日
本
企
業
に
目
を

向
け
る
と
、マ
レ
ー
シ
ア
で
ハ
ラ
ル
肉
を

使
っ
た
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
が
店
舗
展
開

を
始
め
、化
粧
品
製
造
会
社
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
子
会
社
が
ハ
ラ
ル
化
粧
品
の

製
造
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近

に
な
っ
て
、北
海
道
や
京
都
、沖
縄
の

一
部
の
企
業
が
ハ
ラ
ル
対
応
に
よ
っ
て

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受
け
入
れ
に
成

功
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ

れ
ら
は
稀
な
例
で
あ
り
、日
本
企
業
で

ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、全

国
で
も
ご
く
僅
か
な
企
業
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
ハ
ラ
ル
と
い
う
言
葉
す
ら
知

ら
な
い
日
本
人
が
多
い
の
も
事
実
で
、

世
界
中
で
日
本
製
品
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
も
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
日
本
製
品
を
目
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、日
本
企
業
は
ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

　（商
品
輸
出
、技
術
提
供
）

　
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
、ハ

ラ
ル
認
証
を
取
得
し
た
製
品
を
日
本

で
製
造
し
、そ
れ
を
海
外
へ
輸
出
す
る

と
い
う
方
法
で
し
ょ
う
。

　
次
に
技
術
提
供
や
業
務
提
携
で
す

が
、例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ハ
ラ

ル
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
と

提
携
し
、自
社
製
品
の
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を
同
企
業
に
委
託
す
る
と

い
っ
た
手
法
で
す
。こ
の
場
合
、既
に

販
売
ル
ー
ト
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、販
路
開
拓
に
費
や
す
手
間
暇
は

比
較
的
少
な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
。

ま
た
、業
務
提
携
等
を
き
っ
か
け
と
し

た
現
地
企
業
に
よ
る
M
＆
A
に
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
為
、高
度
な
技

術
や
製
法
を
持
ち
な
が
ら
、事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
る
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
、検
討
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。東
南
ア
ジ
ア
の
企
業
経
営
者
は
、

日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
に
対
し
て

憧
れ
と
敬
意
を
抱
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
為
、意
外
と
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
観
光
客
誘
致
、

　医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
誘
致
）

　日
本
の
観
光
庁
は
、現
在
、海
外
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
お
り
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災

以
降
も
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客

は
増
加
し
て
い
て
、2
0
1
3
年
3
月

単
月
で
は
東
南
ア
ジ
ア
6
ヶ
国（
タ

イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
）

合
計
の
訪
日
人
数
は
10
万
人
を
超

え
、中
国
か
ら
の
訪
日
人
数
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、人
気
の
旅
行
先
は
マ

レ
ー
シ
ア
、ト
ル
コ
、U
A
E
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、ロ
シ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、行
き
先
を
決
め
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ハ
ラ
ル
食
品
の
充
実
」

（
67
％
）、「
旅
行
代
金
」（
53
％
）、「
祈

祷
室
の
有
無
等
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド

リ
ー
か
否
か
」（
49
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。前
述
の
東
南
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

内
、イ
ス
ラ
ム
国
と
い
え
る
マ
レ
ー
シ

ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
2
0
1
3

年
3
月
の
訪
日
人
数
は
前
年
同
月
比

1・4
倍
程
度
と
増
加
し
て
は
い
る
も

の
の
、2
万
7,
0
0
0
人
程
度

（
全
訪
日
外
国
人
の
3
％
）で
、決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
の
富
裕
層
ム
ス
リ

ム
に「
日
本
へ
旅
行
し
た
い
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と
、「
し
た
い
け
れ
ど

食
事
が
心
配
」と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。多
く
の
ム
ス
リ
ム
旅
行
者

に
日
本
を
訪
れ
て
も
ら
う
為
に
は
、

ハ
ラ
ル
食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
確
保
、

祈
祷
室
の
設
置
等
、ハ
ー
ド
面
で
の

お
も
て
な
し
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

理
解
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
様
で
す
。

富
裕
層
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、先
進
的

な
医
療
技
術
と
ハ
ラ
ル
食
品
対
応
の

双
方
が
充
実
し
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
等
に
向

か
って
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

日
本
に
お
い
て
、飲
食
店
や
旅
館
、

旅
行
会
社
が
連
携
し
て
、ハ
ラ
ル
食
品

の
提
供
や
祈
祷
室
の
確
保
等
、ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
対
応
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、世
界
の
ム
ス
リ
ム
に
と
って

憧
れ
の
日
本
旅
行
が
現
実
味
を
帯

び
、そ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
介
し
て
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
に
広
ま

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

両
面
に
お
い
て
、巨
大
か
つ
ほ
ぼ
未
開

拓
の
ム
ス
リ
ム
市
場
は
、日
本
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
自
国
を
ハ
ラ
ル

の「
ハ
ブ
」に
し
よ
う
と
力
を
入
れ
て

お
り
、毎
年
大
規
模
な
ハ
ラ
ル
商

談
会
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
4
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た「
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア

国
際
ハ
ラ
ル
見
本
市（
M
I
H
A
S
）」

（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）の
紹
介
を
通
し

て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
を
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
20
面
以

上
も
あ
る
会
場
で
開
催
さ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
に
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
他
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、中
国
、台
湾
、韓
国
等
か

ら
合
計
5
1
8
ブ
ー
ス
も
の
出
展
が

あ
り
、飲
食
品
を
中
心
に
、ホ
テ
ル
や

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、化
粧
品
、

洗
剤
、包
装
設
備
等
、幅
広
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。4
日

間
の
来
場
者
数
は
、ビ
ジ
ネ
ス
商
談
、

一
般
来
場
者
を
合
わ
せ
て
2
万
人
に

達
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、最
も
盛
況
な

見
本
市
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
見
本
市
に
先
立
っ
て

開
催
さ
れ
た
個
別
商
談
会
で
の
成
約

額
の
合
計
は
、日
本
円
で
約
1
3
3

億
円
に
達
し
、国
別
シ
ェ
ア
で
は
中
国

企
業
が
52
％
、韓
国
が
7
・
6
％
、

台
湾
が
7
・
1
％
と
続
き
、非
イ
ス

ラ
ム
国
の
台
頭
が
目
立
ち
ま
し
た
。

②「
ハ
ラ
ル
商
品
」の
数
々

　
会
場
に
展
示
さ
れ
た
お
よ
そ

1,
0
0
0
種
類
も
の
商
品
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
く
、ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
シ
ャ
ン
パ
ン（
フ
ラ
ン
ス
）、除
菌

ス
プ
レ
ー
と
洗
剤（
マ
レ
ー
シ
ア
）、物

流
拠
点（
マ
ル
セ
イ
ユ
港・フ
ラ
ン
ス
）、

海
苔
・イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
は
ん・
漬
物

（
韓
国
）、餃
子（
中
国
）等
々
、多
様
な

展
示
が
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、中
国
企
業
等
が
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
に
、戦
略
的

に
日
本
語
を
表
示
し
て
消
費
者
の
気

を
引
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。日
本
の

商
品
は
世
界
に
お
い
て
、「
安
心
、

高
品
質
、健
康
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

浸
透
し
て
い
る
為
、こ
れ
を
利
用
し
て

市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で
す
。

③
視
察
を
終
え
て
の
感
想

　　
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
見
本
市
で
あ
れ

ば
、通
常
た
く
さ
ん
の
日
本
企
業
が

出
展
し
、視
察
や
商
談
に
も
た
く
さ

ん
の
日
本
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、出
展
企
業
は
日
系
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
合
弁
会
社
が
1
社
の
み

で
、視
察
す
る
日
本
人
の
数
も
少
な

く
、日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
関
心
の
薄
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
一
方
で
、日
本
と
同
じ
非
イ

ス
ラ
ム
国
で
あ
っ
て
も
、韓
国
、台
湾
、

中
国
、フ
ラ
ン
ス
、タ
イ
等
の
企
業
は
、

競
う
よ
う
に
自
社
の
商
品
を
P
R

し
、販
路
を
拡
大
し
よ
う
と
必
死
で

し
た
。そ
の
熱
気
を
目
の
当
た
り
に

し
、日
本
企
業
と
の
意
識
の
ギ
ャッ
プ

の
大
き
さ
に
私
は
シ
ョッ
ク
を
受
け
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
や
世
界
中
が
注
目
す
る
分
野
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
効
果
的
に
ハ
ラ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
為
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

①
イ
ス
ラ
ム
教
の
理
解
と
ハ
ラ
ル
の

　知
識
の
習
得

　
ま
ず
、イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
、あ
る

い
は
ム
ス
リ
ム
の
生
活
に
つ
い
て
よ
く

知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。誤
解
や

先
入
観
を
な
く
し
正
し
い
知
識
を
得

る
為
に
は
、関
連
書
籍
の
精
読
、ハ
ラ

ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な

参
加
、専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に

よ
り
、情
報
を
入
手
、整
理
、蓄
積
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
等
、

日
本
国
内
に
は
先
行
き
不
透
明
な
点

が
あ
り
ま
す
が
、世
界
に
目
を
向
け
る

と
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
大
き
い
分
野

も
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
分
野
で
花

を
咲
か
せ
る
に
は
、ご
自
身
で
セ
ミ
ナ

ー
等
に
参
加
し
て「
正
し
い
情
報
を

入
手
し
」、ご
自
身
の
足
で
現
地
を

視
察
し「
目
と
耳
で
確
か
め
理
解
を

深
め
る
」こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合

が
期
待
出
来
れ
ば
、い
よ
い
よ
商
談
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、新
た
な
販

路
を
開
拓
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と

と
な
る
で
し
ょ
う
。特
に
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
場
合
に
は
、こ
の
プ

ロ
セ
ス
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、世
界
の

動
き
に
対
し
て
感
度
を
高
め
て
、新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
、我
々
日
本
企

業
が
生
き
残
る
唯
一
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　酒
口
　
昇
）

②
現
地
視
察
の
重
要
性

　
次
に
、実
際
に
現
地（
例
え
ば
マ
レ

ー
シ
ア
）の
ス
ー
パ
ー
や
工
場
を
訪
れ
、

五
感
を
使
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報

よ
り
も
ず
っ
と
、「
ハ
ラ
ル
」に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
う
。ま
た
、視
察
の
際
に
、信
頼
出
来

る
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
を
帯
同

す
れ
ば
、今
後
の
人
脈
構
築
の
き
っ
か

け
に
も
繋
が
り
ま
す
。

③「
ハ
ラ
ル
認
証
」の
取
得

　
本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で
も
触

れ
ま
し
た
が
、世
界
に
は
1
0
0
を
超

え
る
ハ
ラ
ル
認
証
機
関・団
体
が
あ
り

ま
す
。中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
の「
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
ハ
ラ
ー
ル
認
証
機
関

（
J
A
K
I
M
）」は
、政
府
が
支
援

す
る
、世
界
で
も
最
も
権
威
の
あ
る
認

証
機
関
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
K
I
M
は
他
の
ハ
ラ
ル
認
証
の

追
認
も
行
って
お
り
、J
A
K
I
M
が

認
め
た
ハ
ラ
ル
認
証
で
あ
れ
ば
一
定

の
評
価
を
得
ら
れ
、少
な
く
と
も
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
の

が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。2
0
1
3

年
4
月
現
在
、J
A
K
I
M
が
認
め

て
い
る
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
は
、

東
京
の「
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
」と
、

大
阪
の「
日
本
ハ
ラ
ル
協
会
」の
2
団

体
で
す
。日
本
に
は
他
に
も
い
く
つ
か

の
認
証
機
関
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
ハ
ラ

ル
認
証
も
、敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
国
を
除

け
ば
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
く
通
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。消
費
者
が
商
品
を

受
け
入
れ
、購
入
す
る
か
ど
う
か
は
、

消
費
者
自
身
の
判
断
に
よ
る
の
で
す
。

た
だ
し
、偽
造
ハ
ラ
ル
商
品
が
出
回

る
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、J
A
K
I
M

が
中
心
と
な
っ
て
世
界
の
ハ
ラ
ル

認
証
の
厳
格
化
を
進
め
、ハ
ラ
ル

認
証
の
国
際
標
準
化
を
図
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

（
J
A
K
I
M
が
認
め
て
い
る
機
関

はwww
.ha

la
l.gov

.m
y

よ
り

確
認
可
能
）

　
次
に
申
請
方
法
と
費
用
等
に
つ
い

て
、J
A
K
I
M
を
管
轄
し
て
い
る

H
D
C
（H

a
la
l  Indu

stry  

Development  Corporation

：ハ
ラ
ル
産
業
開
発
公
社
）の
資
料
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
の
諸
費

用
に
つ
い
て
は
、具
体
的
に
は
開
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、各
機
関
へ
直
接

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。そ
の
他
不
明
な
点

は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
商
談
会
へ
の
出
展
、個
別
商
談・

　フ
ェ
ア
へ
の
参
加

　
ハ
ラ
ル
認
証
の
取
得
は
あ
く
ま
で

入
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。成
果
を
出
す
に

は
世
界
の
商
談
会
や
フ
ェ
ア（
別
表
2

参
照
）に
参
加
し
た
り
、現
地
視
察
時

に
構
築
し
た
人
脈
等
を
通
じ
て
バ
イ

ヤ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
直
接
面
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
為
に
は
、

現
地
の
旅
行
代
理
店
等
と
連
携
し
た

仕
組
み
作
り
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
時
の
ア
テ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

駐
在
員
事
務
所
の
人
脈
や
情
報
ソ

ー
ス
か
ら
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。ま
た
、ハ
ラ
ル
認
証
に
関
し
て
も
、中

立
的
な
立
場
で
、い
く
つ
か
の
視
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
認
証
費
用
は
中
小
規
模
企
業（
従

業
員
数
50
〜
1
5
0
人
等
の
条
件
）

の
場
合
、年
間
4
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
1
2,
8
0
0
円
、1
リ
ン
ギ
ッ
ト

＝
約
32
円
で
計
算
）、レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
の
施
設
は
施
設
ご
と
に
年
間

1
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
3,
2
0
0
円
）

で
す
。た
だ
し
、日
本
か
ら
は
国
際

申
請
と
な
る
為
、追
加
費
用
と
し
て
、

1
申
請
あ
た
り
認
証
費
用
が

1,
0
0
0
U
S
ド
ル
、認
証
可
決
後

の
登
録
費
用
が
年
間
1
0
0
U
S

ド
ル
必
要
で
す（
金
額
や
要
件
は

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
度
ご
確
認
下
さ
い
）。ま
た
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
審
査
の
為
に
来
日
す
る
担

当
者
の
渡
航
費
用
や
日
当
の
負
担
も

必
要
で
す
。

　
申
請
は
H
D
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.h
a
la
l
.g
o
v
.m
y

）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

実
地
審
査
等
を
経
た
後
、ハ
ラ
ル
認
証

が
な
さ
れ
、ロ
ゴ
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。申
請
か
ら
認
証
完
了
ま
で
の

期
間
は
、通
常
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
程
度

で
す
が
、内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

き

と
う

「
ハ
ラ
ル
見
本
市
」

現
地
視
察
の
報
告

2
①
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア
ハ
ラ
ル
国
際

　見
本
市（
M
I
H
A
S
）」の
概
要

「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」の

 

進
め
方

3

第10回マレーシアハラル国際見本市の様子
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タ
イ
ル
の
変
化
、女
性
の
社
会
進
出
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、外
国
資
本
の
大
型

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョッ
プ
が
次
々
に
進
出
し
、服
飾
店

や
化
粧
品
店
は
現
地
の
中
間
層
や

富
裕
層
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

お
り
、街
中
で
は
ム
ス
リ
ム
旅
行
客
の

団
体
ツ
ア
ー
も
よ
く
見
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　　
ハ
ラ
ル
製
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

食
料
品
・
飲
料（
以
下
、飲
食
品
）が

67
％
、医
薬
品
が
22
％
、化
粧
品
等
が

10
％
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、ハ
ラ
ル
飲
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
表

1
の
通
り
約
6,
5
0
0
億
ド
ル
に

　「
ハ
ラ
ル（
H
A
L
A
L
）」に
つ
い

て
は
、本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
ハ

ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で

「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、「
ハ
ラ

ル
認
証
」と
は
、イ
ス
ラ
ム
教
の
禁
忌

品（
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
）を
含
ま
な

い
安
全
な
食
品
等
の
規
格
を
定
め
、そ

れ
に
従
っ
て
原
材
料
や
製
造
過
程
、商

品
の
品
質
を
厳
格
に
審
査
し
、基
準
に

適
合
し
た
商
品
を「
認
証
」し
て
、認

証
機
関
が
認
め
る「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」を

表
示
さ
せ
る
こ
と
で
す
。と
り
わ
け
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
の
国
々
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、こ
の「
ハ
ラ
ル
」に
対
応
し
て
お

く
こ
と
が
不
可
欠
と
なって
い
ま
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
の「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」を
考
え
る
場
合
、日
本
食
等
の
商

品
輸
出
や
海
外
への
技
術
提
供
と
いっ

た
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」と
、

観
光
客
や
留
学
生
あ
る
い
は
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
と
いっ
た
、い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
一
言
に
ハ
ラ
ル
と
い
っ

て
も
、そ
の
関
わ
る
分
野
は
食
品
だ
け

で
な
く
、旅
行
会
社
、病
院
、学
校
、自

治
体
に
ま
で
広
が
って
お
り
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
裾
野
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
本
号
で
は
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

取
り
巻
く
国
内
外
の
現
状
と
実
態
を

踏
ま
え
、具
体
的
な
検
討
材
料
を

提
示
し
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
る
為
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
し
ま
す
。

そ
し
て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
や
可
能
性
を「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　　
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒（
以
下
、ム

ス
リ
ム
）人
口
は
約
20
億
人
で
、総
人

口
約
70
億
人
の
28
％
程
度
を
占
め
て

お
り
、毎
年
1・8
％
ず
つ
増
加
し
て

い
ま
す
。元
来
ム
ス
リ
ム
の
多
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、中
東
諸
国
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
以
外
に
も
、中
国
や

ロ
シ
ア
等
の
イ
ス
ラ
ム
圏
外
の
国
々
で

も
ム
ス
リ
ム
人
口
が
増
え
続
け
て
お

り
、フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
都
市
圏
人
口

の
15
％
が
ム
ス
リ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ム
ス
リ
ム
に
見
ら
れ
る
最
近
の
特
徴

と
し
て
、中
間
層
の
増
加
、ラ
イ
フ
ス

上
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、世
界
の
飲

食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト（
4
兆
ド
ル
）の
16
％

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、旅
行
の
分

野
に
お
い
て
も
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の

消
費
額
は
年
間
10
億
ド
ル
を
超
え
、

世
界
の
旅
行
者
消
費
額
の
12
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
巨
大
な
市
場
を
目
指
し
て
、

世
界
で
ハ
ラ
ル
製
品
を
製
造
し
て
い
る

企
業
は
千
社
を
越
え
て
お
り
、そ
の
商

品
は
数
万
品
目
を
数
え
ま
す
。

2
0
0
9
年
後
半
か
ら
2
年
間
で
発

売
さ
れ
た
ハ
ラ
ル
飲
食
品
だ
け
で
も

1
2,
0
0
0
品
目
以
上
あ
り
、発
売

数
1
位
は
タ
イ
で
約
2,
0
0
0
品
、

2
位
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
約
1,
7
0
0

品
、
3
位
が
南
ア
フ
リ
カ
で
約

1,
6
0
0
品
で
す
。1
位
の
タ
イ
や

3
位
の
南
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、非
イ

ス
ラ
ム
国
が
上
位
10
カ
国
中
8
カ
国

を
占
め
、競
っ
て
ハ
ラ
ル
飲
食
品
を
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
に
関
心
を
持
つ

人
々
は
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。と
り
わ
け
欧
州
の
人
々
は
、ハ
ラ
ル

を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に「
安

心
、安
全
、健
康
」と
と
ら
え
る
傾
向

に
あ
り
、中・高
所
得
者
層
を
中
心
に

関
心
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
日
本
企
業
に
目
を

向
け
る
と
、マ
レ
ー
シ
ア
で
ハ
ラ
ル
肉
を

使
っ
た
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
が
店
舗
展
開

を
始
め
、化
粧
品
製
造
会
社
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
子
会
社
が
ハ
ラ
ル
化
粧
品
の

製
造
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近

に
な
っ
て
、北
海
道
や
京
都
、沖
縄
の

一
部
の
企
業
が
ハ
ラ
ル
対
応
に
よ
っ
て

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受
け
入
れ
に
成

功
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ

れ
ら
は
稀
な
例
で
あ
り
、日
本
企
業
で

ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、全

国
で
も
ご
く
僅
か
な
企
業
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
ハ
ラ
ル
と
い
う
言
葉
す
ら
知

ら
な
い
日
本
人
が
多
い
の
も
事
実
で
、

世
界
中
で
日
本
製
品
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
も
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
日
本
製
品
を
目
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、日
本
企
業
は
ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

　（商
品
輸
出
、技
術
提
供
）

　
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
、ハ

ラ
ル
認
証
を
取
得
し
た
製
品
を
日
本

で
製
造
し
、そ
れ
を
海
外
へ
輸
出
す
る

と
い
う
方
法
で
し
ょ
う
。

　
次
に
技
術
提
供
や
業
務
提
携
で
す

が
、例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ハ
ラ

ル
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
と

提
携
し
、自
社
製
品
の
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を
同
企
業
に
委
託
す
る
と

い
っ
た
手
法
で
す
。こ
の
場
合
、既
に

販
売
ル
ー
ト
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、販
路
開
拓
に
費
や
す
手
間
暇
は

比
較
的
少
な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
。

ま
た
、業
務
提
携
等
を
き
っ
か
け
と
し

た
現
地
企
業
に
よ
る
M
＆
A
に
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
為
、高
度
な
技

術
や
製
法
を
持
ち
な
が
ら
、事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
る
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
、検
討
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。東
南
ア
ジ
ア
の
企
業
経
営
者
は
、

日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
に
対
し
て

憧
れ
と
敬
意
を
抱
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
為
、意
外
と
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
観
光
客
誘
致
、

　医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
誘
致
）

　日
本
の
観
光
庁
は
、現
在
、海
外
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
お
り
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災

以
降
も
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客

は
増
加
し
て
い
て
、2
0
1
3
年
3
月

単
月
で
は
東
南
ア
ジ
ア
6
ヶ
国（
タ

イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
）

合
計
の
訪
日
人
数
は
10
万
人
を
超

え
、中
国
か
ら
の
訪
日
人
数
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、人
気
の
旅
行
先
は
マ

レ
ー
シ
ア
、ト
ル
コ
、U
A
E
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、ロ
シ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、行
き
先
を
決
め
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ハ
ラ
ル
食
品
の
充
実
」

（
67
％
）、「
旅
行
代
金
」（
53
％
）、「
祈

祷
室
の
有
無
等
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド

リ
ー
か
否
か
」（
49
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。前
述
の
東
南
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

内
、イ
ス
ラ
ム
国
と
い
え
る
マ
レ
ー
シ

ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
2
0
1
3

年
3
月
の
訪
日
人
数
は
前
年
同
月
比

1・4
倍
程
度
と
増
加
し
て
は
い
る
も

の
の
、2
万
7,
0
0
0
人
程
度

（
全
訪
日
外
国
人
の
3
％
）で
、決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
の
富
裕
層
ム
ス
リ

ム
に「
日
本
へ
旅
行
し
た
い
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と
、「
し
た
い
け
れ
ど

食
事
が
心
配
」と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。多
く
の
ム
ス
リ
ム
旅
行
者

に
日
本
を
訪
れ
て
も
ら
う
為
に
は
、

ハ
ラ
ル
食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
確
保
、

祈
祷
室
の
設
置
等
、ハ
ー
ド
面
で
の

お
も
て
な
し
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

理
解
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
様
で
す
。

富
裕
層
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、先
進
的

な
医
療
技
術
と
ハ
ラ
ル
食
品
対
応
の

双
方
が
充
実
し
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
等
に
向

か
って
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

日
本
に
お
い
て
、飲
食
店
や
旅
館
、

旅
行
会
社
が
連
携
し
て
、ハ
ラ
ル
食
品

の
提
供
や
祈
祷
室
の
確
保
等
、ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
対
応
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、世
界
の
ム
ス
リ
ム
に
と
って

憧
れ
の
日
本
旅
行
が
現
実
味
を
帯

び
、そ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
介
し
て
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
に
広
ま

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

両
面
に
お
い
て
、巨
大
か
つ
ほ
ぼ
未
開

拓
の
ム
ス
リ
ム
市
場
は
、日
本
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
自
国
を
ハ
ラ
ル

の「
ハ
ブ
」に
し
よ
う
と
力
を
入
れ
て

お
り
、毎
年
大
規
模
な
ハ
ラ
ル
商

談
会
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
4
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た「
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア

国
際
ハ
ラ
ル
見
本
市（
M
I
H
A
S
）」

（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）の
紹
介
を
通
し

て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
を
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
20
面
以

上
も
あ
る
会
場
で
開
催
さ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
に
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
他
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、中
国
、台
湾
、韓
国
等
か

ら
合
計
5
1
8
ブ
ー
ス
も
の
出
展
が

あ
り
、飲
食
品
を
中
心
に
、ホ
テ
ル
や

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、化
粧
品
、

洗
剤
、包
装
設
備
等
、幅
広
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。4
日

間
の
来
場
者
数
は
、ビ
ジ
ネ
ス
商
談
、

一
般
来
場
者
を
合
わ
せ
て
2
万
人
に

達
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、最
も
盛
況
な

見
本
市
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
見
本
市
に
先
立
っ
て

開
催
さ
れ
た
個
別
商
談
会
で
の
成
約

額
の
合
計
は
、日
本
円
で
約
1
3
3

億
円
に
達
し
、国
別
シ
ェ
ア
で
は
中
国

企
業
が
52
％
、韓
国
が
7
・
6
％
、

台
湾
が
7
・
1
％
と
続
き
、非
イ
ス

ラ
ム
国
の
台
頭
が
目
立
ち
ま
し
た
。

②「
ハ
ラ
ル
商
品
」の
数
々

　
会
場
に
展
示
さ
れ
た
お
よ
そ

1,
0
0
0
種
類
も
の
商
品
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
く
、ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
シ
ャ
ン
パ
ン（
フ
ラ
ン
ス
）、除
菌

ス
プ
レ
ー
と
洗
剤（
マ
レ
ー
シ
ア
）、物

流
拠
点（
マ
ル
セ
イ
ユ
港・フ
ラ
ン
ス
）、

海
苔
・イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
は
ん・
漬
物

（
韓
国
）、餃
子（
中
国
）等
々
、多
様
な

展
示
が
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、中
国
企
業
等
が
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
に
、戦
略
的

に
日
本
語
を
表
示
し
て
消
費
者
の
気

を
引
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。日
本
の

商
品
は
世
界
に
お
い
て
、「
安
心
、

高
品
質
、健
康
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

浸
透
し
て
い
る
為
、こ
れ
を
利
用
し
て

市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で
す
。

③
視
察
を
終
え
て
の
感
想

　　
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
見
本
市
で
あ
れ

ば
、通
常
た
く
さ
ん
の
日
本
企
業
が

出
展
し
、視
察
や
商
談
に
も
た
く
さ

ん
の
日
本
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、出
展
企
業
は
日
系
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
合
弁
会
社
が
1
社
の
み

で
、視
察
す
る
日
本
人
の
数
も
少
な

く
、日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
関
心
の
薄
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
一
方
で
、日
本
と
同
じ
非
イ

ス
ラ
ム
国
で
あ
っ
て
も
、韓
国
、台
湾
、

中
国
、フ
ラ
ン
ス
、タ
イ
等
の
企
業
は
、

競
う
よ
う
に
自
社
の
商
品
を
P
R

し
、販
路
を
拡
大
し
よ
う
と
必
死
で

し
た
。そ
の
熱
気
を
目
の
当
た
り
に

し
、日
本
企
業
と
の
意
識
の
ギ
ャッ
プ

の
大
き
さ
に
私
は
シ
ョッ
ク
を
受
け
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
や
世
界
中
が
注
目
す
る
分
野
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
効
果
的
に
ハ
ラ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
為
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

①
イ
ス
ラ
ム
教
の
理
解
と
ハ
ラ
ル
の

　知
識
の
習
得

　
ま
ず
、イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
、あ
る

い
は
ム
ス
リ
ム
の
生
活
に
つ
い
て
よ
く

知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。誤
解
や

先
入
観
を
な
く
し
正
し
い
知
識
を
得

る
為
に
は
、関
連
書
籍
の
精
読
、ハ
ラ

ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な

参
加
、専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に

よ
り
、情
報
を
入
手
、整
理
、蓄
積
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
等
、

日
本
国
内
に
は
先
行
き
不
透
明
な
点

が
あ
り
ま
す
が
、世
界
に
目
を
向
け
る

と
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
大
き
い
分
野

も
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
分
野
で
花

を
咲
か
せ
る
に
は
、ご
自
身
で
セ
ミ
ナ

ー
等
に
参
加
し
て「
正
し
い
情
報
を

入
手
し
」、ご
自
身
の
足
で
現
地
を

視
察
し「
目
と
耳
で
確
か
め
理
解
を

深
め
る
」こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合

が
期
待
出
来
れ
ば
、い
よ
い
よ
商
談
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、新
た
な
販

路
を
開
拓
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と

と
な
る
で
し
ょ
う
。特
に
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
場
合
に
は
、こ
の
プ

ロ
セ
ス
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、世
界
の

動
き
に
対
し
て
感
度
を
高
め
て
、新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
、我
々
日
本
企

業
が
生
き
残
る
唯
一
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　酒
口
　
昇
）

②
現
地
視
察
の
重
要
性

　
次
に
、実
際
に
現
地（
例
え
ば
マ
レ

ー
シ
ア
）の
ス
ー
パ
ー
や
工
場
を
訪
れ
、

五
感
を
使
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報

よ
り
も
ず
っ
と
、「
ハ
ラ
ル
」に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
う
。ま
た
、視
察
の
際
に
、信
頼
出
来

る
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
を
帯
同

す
れ
ば
、今
後
の
人
脈
構
築
の
き
っ
か

け
に
も
繋
が
り
ま
す
。

③「
ハ
ラ
ル
認
証
」の
取
得

　
本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で
も
触

れ
ま
し
た
が
、世
界
に
は
1
0
0
を
超

え
る
ハ
ラ
ル
認
証
機
関・団
体
が
あ
り

ま
す
。中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
の「
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
ハ
ラ
ー
ル
認
証
機
関

（
J
A
K
I
M
）」は
、政
府
が
支
援

す
る
、世
界
で
も
最
も
権
威
の
あ
る
認

証
機
関
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
K
I
M
は
他
の
ハ
ラ
ル
認
証
の

追
認
も
行
って
お
り
、J
A
K
I
M
が

認
め
た
ハ
ラ
ル
認
証
で
あ
れ
ば
一
定

の
評
価
を
得
ら
れ
、少
な
く
と
も
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
の

が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。2
0
1
3

年
4
月
現
在
、J
A
K
I
M
が
認
め

て
い
る
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
は
、

東
京
の「
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
」と
、

大
阪
の「
日
本
ハ
ラ
ル
協
会
」の
2
団

体
で
す
。日
本
に
は
他
に
も
い
く
つ
か

の
認
証
機
関
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
ハ
ラ

ル
認
証
も
、敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
国
を
除

け
ば
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
く
通
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。消
費
者
が
商
品
を

受
け
入
れ
、購
入
す
る
か
ど
う
か
は
、

消
費
者
自
身
の
判
断
に
よ
る
の
で
す
。

た
だ
し
、偽
造
ハ
ラ
ル
商
品
が
出
回

る
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、J
A
K
I
M

が
中
心
と
な
っ
て
世
界
の
ハ
ラ
ル

認
証
の
厳
格
化
を
進
め
、ハ
ラ
ル

認
証
の
国
際
標
準
化
を
図
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

（
J
A
K
I
M
が
認
め
て
い
る
機
関

はwww
.ha

la
l.gov
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y

よ
り

確
認
可
能
）

　
次
に
申
請
方
法
と
費
用
等
に
つ
い

て
、J
A
K
I
M
を
管
轄
し
て
い
る

H
D
C
（H

a
la
l  Indu

stry  

Development  Corporation

：ハ
ラ
ル
産
業
開
発
公
社
）の
資
料
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
の
諸
費

用
に
つ
い
て
は
、具
体
的
に
は
開
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、各
機
関
へ
直
接

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。そ
の
他
不
明
な
点

は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
商
談
会
へ
の
出
展
、個
別
商
談・

　フ
ェ
ア
へ
の
参
加

　
ハ
ラ
ル
認
証
の
取
得
は
あ
く
ま
で

入
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。成
果
を
出
す
に

は
世
界
の
商
談
会
や
フ
ェ
ア（
別
表
2

参
照
）に
参
加
し
た
り
、現
地
視
察
時

に
構
築
し
た
人
脈
等
を
通
じ
て
バ
イ

ヤ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
直
接
面
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
為
に
は
、

現
地
の
旅
行
代
理
店
等
と
連
携
し
た

仕
組
み
作
り
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
時
の
ア
テ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

駐
在
員
事
務
所
の
人
脈
や
情
報
ソ

ー
ス
か
ら
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。ま
た
、ハ
ラ
ル
認
証
に
関
し
て
も
、中

立
的
な
立
場
で
、い
く
つ
か
の
視
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
認
証
費
用
は
中
小
規
模
企
業（
従

業
員
数
50
〜
1
5
0
人
等
の
条
件
）

の
場
合
、年
間
4
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
1
2,
8
0
0
円
、1
リ
ン
ギ
ッ
ト

＝
約
32
円
で
計
算
）、レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
の
施
設
は
施
設
ご
と
に
年
間

1
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
3,
2
0
0
円
）

で
す
。た
だ
し
、日
本
か
ら
は
国
際

申
請
と
な
る
為
、追
加
費
用
と
し
て
、

1
申
請
あ
た
り
認
証
費
用
が

1,
0
0
0
U
S
ド
ル
、認
証
可
決
後

の
登
録
費
用
が
年
間
1
0
0
U
S

ド
ル
必
要
で
す（
金
額
や
要
件
は

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
度
ご
確
認
下
さ
い
）。ま
た
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
審
査
の
為
に
来
日
す
る
担

当
者
の
渡
航
費
用
や
日
当
の
負
担
も

必
要
で
す
。

　
申
請
は
H
D
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.h
a
la
l
.g
o
v
.m
y

）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

実
地
審
査
等
を
経
た
後
、ハ
ラ
ル
認
証

が
な
さ
れ
、ロ
ゴ
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。申
請
か
ら
認
証
完
了
ま
で
の

期
間
は
、通
常
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
程
度

で
す
が
、内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

き

と
う

「
ハ
ラ
ル
見
本
市
」

現
地
視
察
の
報
告

2
①
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア
ハ
ラ
ル
国
際

　見
本
市（
M
I
H
A
S
）」の
概
要

「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」の

 

進
め
方
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タ
イ
ル
の
変
化
、女
性
の
社
会
進
出
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、外
国
資
本
の
大
型

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョッ
プ
が
次
々
に
進
出
し
、服
飾
店

や
化
粧
品
店
は
現
地
の
中
間
層
や

富
裕
層
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

お
り
、街
中
で
は
ム
ス
リ
ム
旅
行
客
の

団
体
ツ
ア
ー
も
よ
く
見
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　　
ハ
ラ
ル
製
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

食
料
品
・
飲
料（
以
下
、飲
食
品
）が

67
％
、医
薬
品
が
22
％
、化
粧
品
等
が

10
％
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、ハ
ラ
ル
飲
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
表

1
の
通
り
約
6,
5
0
0
億
ド
ル
に

　「
ハ
ラ
ル（
H
A
L
A
L
）」に
つ
い

て
は
、本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
ハ

ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で

「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、「
ハ
ラ

ル
認
証
」と
は
、イ
ス
ラ
ム
教
の
禁
忌

品（
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
）を
含
ま
な

い
安
全
な
食
品
等
の
規
格
を
定
め
、そ

れ
に
従
っ
て
原
材
料
や
製
造
過
程
、商

品
の
品
質
を
厳
格
に
審
査
し
、基
準
に

適
合
し
た
商
品
を「
認
証
」し
て
、認

証
機
関
が
認
め
る「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」を

表
示
さ
せ
る
こ
と
で
す
。と
り
わ
け
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
の
国
々
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、こ
の「
ハ
ラ
ル
」に
対
応
し
て
お

く
こ
と
が
不
可
欠
と
なって
い
ま
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
の「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」を
考
え
る
場
合
、日
本
食
等
の
商

品
輸
出
や
海
外
への
技
術
提
供
と
いっ

た
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」と
、

観
光
客
や
留
学
生
あ
る
い
は
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
と
いっ
た
、い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
一
言
に
ハ
ラ
ル
と
い
っ

て
も
、そ
の
関
わ
る
分
野
は
食
品
だ
け

で
な
く
、旅
行
会
社
、病
院
、学
校
、自

治
体
に
ま
で
広
が
って
お
り
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
裾
野
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
本
号
で
は
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

取
り
巻
く
国
内
外
の
現
状
と
実
態
を

踏
ま
え
、具
体
的
な
検
討
材
料
を

提
示
し
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
る
為
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
し
ま
す
。

そ
し
て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
や
可
能
性
を「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　　
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒（
以
下
、ム

ス
リ
ム
）人
口
は
約
20
億
人
で
、総
人

口
約
70
億
人
の
28
％
程
度
を
占
め
て

お
り
、毎
年
1・8
％
ず
つ
増
加
し
て

い
ま
す
。元
来
ム
ス
リ
ム
の
多
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、中
東
諸
国
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
以
外
に
も
、中
国
や

ロ
シ
ア
等
の
イ
ス
ラ
ム
圏
外
の
国
々
で

も
ム
ス
リ
ム
人
口
が
増
え
続
け
て
お

り
、フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
都
市
圏
人
口

の
15
％
が
ム
ス
リ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ム
ス
リ
ム
に
見
ら
れ
る
最
近
の
特
徴

と
し
て
、中
間
層
の
増
加
、ラ
イ
フ
ス

上
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、世
界
の
飲

食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト（
4
兆
ド
ル
）の
16
％

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、旅
行
の
分

野
に
お
い
て
も
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の

消
費
額
は
年
間
10
億
ド
ル
を
超
え
、

世
界
の
旅
行
者
消
費
額
の
12
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
巨
大
な
市
場
を
目
指
し
て
、

世
界
で
ハ
ラ
ル
製
品
を
製
造
し
て
い
る

企
業
は
千
社
を
越
え
て
お
り
、そ
の
商

品
は
数
万
品
目
を
数
え
ま
す
。

2
0
0
9
年
後
半
か
ら
2
年
間
で
発

売
さ
れ
た
ハ
ラ
ル
飲
食
品
だ
け
で
も

1
2,
0
0
0
品
目
以
上
あ
り
、発
売

数
1
位
は
タ
イ
で
約
2,
0
0
0
品
、

2
位
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
約
1,
7
0
0

品
、
3
位
が
南
ア
フ
リ
カ
で
約

1,
6
0
0
品
で
す
。1
位
の
タ
イ
や

3
位
の
南
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、非
イ

ス
ラ
ム
国
が
上
位
10
カ
国
中
8
カ
国

を
占
め
、競
っ
て
ハ
ラ
ル
飲
食
品
を
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
に
関
心
を
持
つ

人
々
は
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。と
り
わ
け
欧
州
の
人
々
は
、ハ
ラ
ル

を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に「
安

心
、安
全
、健
康
」と
と
ら
え
る
傾
向

に
あ
り
、中・高
所
得
者
層
を
中
心
に

関
心
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
日
本
企
業
に
目
を

向
け
る
と
、マ
レ
ー
シ
ア
で
ハ
ラ
ル
肉
を

使
っ
た
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
が
店
舗
展
開

を
始
め
、化
粧
品
製
造
会
社
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
子
会
社
が
ハ
ラ
ル
化
粧
品
の

製
造
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近

に
な
っ
て
、北
海
道
や
京
都
、沖
縄
の

一
部
の
企
業
が
ハ
ラ
ル
対
応
に
よ
っ
て

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受
け
入
れ
に
成

功
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ

れ
ら
は
稀
な
例
で
あ
り
、日
本
企
業
で

ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、全

国
で
も
ご
く
僅
か
な
企
業
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
ハ
ラ
ル
と
い
う
言
葉
す
ら
知

ら
な
い
日
本
人
が
多
い
の
も
事
実
で
、

世
界
中
で
日
本
製
品
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
も
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
日
本
製
品
を
目
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、日
本
企
業
は
ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

　（商
品
輸
出
、技
術
提
供
）

　
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
、ハ

ラ
ル
認
証
を
取
得
し
た
製
品
を
日
本

で
製
造
し
、そ
れ
を
海
外
へ
輸
出
す
る

と
い
う
方
法
で
し
ょ
う
。

　
次
に
技
術
提
供
や
業
務
提
携
で
す

が
、例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ハ
ラ

ル
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
と

提
携
し
、自
社
製
品
の
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を
同
企
業
に
委
託
す
る
と

い
っ
た
手
法
で
す
。こ
の
場
合
、既
に

販
売
ル
ー
ト
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、販
路
開
拓
に
費
や
す
手
間
暇
は

比
較
的
少
な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
。

ま
た
、業
務
提
携
等
を
き
っ
か
け
と
し

た
現
地
企
業
に
よ
る
M
＆
A
に
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
為
、高
度
な
技

術
や
製
法
を
持
ち
な
が
ら
、事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
る
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
、検
討
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。東
南
ア
ジ
ア
の
企
業
経
営
者
は
、

日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
に
対
し
て

憧
れ
と
敬
意
を
抱
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
為
、意
外
と
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
観
光
客
誘
致
、

　医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
誘
致
）

　日
本
の
観
光
庁
は
、現
在
、海
外
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
お
り
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災

以
降
も
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客

は
増
加
し
て
い
て
、2
0
1
3
年
3
月

単
月
で
は
東
南
ア
ジ
ア
6
ヶ
国（
タ

イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
）

合
計
の
訪
日
人
数
は
10
万
人
を
超

え
、中
国
か
ら
の
訪
日
人
数
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、人
気
の
旅
行
先
は
マ

レ
ー
シ
ア
、ト
ル
コ
、U
A
E
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、ロ
シ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、行
き
先
を
決
め
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ハ
ラ
ル
食
品
の
充
実
」

（
67
％
）、「
旅
行
代
金
」（
53
％
）、「
祈

祷
室
の
有
無
等
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド

リ
ー
か
否
か
」（
49
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。前
述
の
東
南
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

内
、イ
ス
ラ
ム
国
と
い
え
る
マ
レ
ー
シ

ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
2
0
1
3

年
3
月
の
訪
日
人
数
は
前
年
同
月
比

1・4
倍
程
度
と
増
加
し
て
は
い
る
も

の
の
、2
万
7,
0
0
0
人
程
度

（
全
訪
日
外
国
人
の
3
％
）で
、決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
の
富
裕
層
ム
ス
リ

ム
に「
日
本
へ
旅
行
し
た
い
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と
、「
し
た
い
け
れ
ど

食
事
が
心
配
」と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。多
く
の
ム
ス
リ
ム
旅
行
者

に
日
本
を
訪
れ
て
も
ら
う
為
に
は
、

ハ
ラ
ル
食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
確
保
、

祈
祷
室
の
設
置
等
、ハ
ー
ド
面
で
の

お
も
て
な
し
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

理
解
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
様
で
す
。

富
裕
層
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、先
進
的

な
医
療
技
術
と
ハ
ラ
ル
食
品
対
応
の

双
方
が
充
実
し
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
等
に
向

か
って
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

日
本
に
お
い
て
、飲
食
店
や
旅
館
、

旅
行
会
社
が
連
携
し
て
、ハ
ラ
ル
食
品

の
提
供
や
祈
祷
室
の
確
保
等
、ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
対
応
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、世
界
の
ム
ス
リ
ム
に
と
って

憧
れ
の
日
本
旅
行
が
現
実
味
を
帯

び
、そ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
介
し
て
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
に
広
ま

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

両
面
に
お
い
て
、巨
大
か
つ
ほ
ぼ
未
開

拓
の
ム
ス
リ
ム
市
場
は
、日
本
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
自
国
を
ハ
ラ
ル

の「
ハ
ブ
」に
し
よ
う
と
力
を
入
れ
て

お
り
、毎
年
大
規
模
な
ハ
ラ
ル
商

談
会
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
4
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た「
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア

国
際
ハ
ラ
ル
見
本
市（
M
I
H
A
S
）」

（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）の
紹
介
を
通
し

て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
を
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
20
面
以

上
も
あ
る
会
場
で
開
催
さ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
に
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
他
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、中
国
、台
湾
、韓
国
等
か

ら
合
計
5
1
8
ブ
ー
ス
も
の
出
展
が

あ
り
、飲
食
品
を
中
心
に
、ホ
テ
ル
や

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、化
粧
品
、

洗
剤
、包
装
設
備
等
、幅
広
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。4
日

間
の
来
場
者
数
は
、ビ
ジ
ネ
ス
商
談
、

一
般
来
場
者
を
合
わ
せ
て
2
万
人
に

達
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、最
も
盛
況
な

見
本
市
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
見
本
市
に
先
立
っ
て

開
催
さ
れ
た
個
別
商
談
会
で
の
成
約

額
の
合
計
は
、日
本
円
で
約
1
3
3

億
円
に
達
し
、国
別
シ
ェ
ア
で
は
中
国

企
業
が
52
％
、韓
国
が
7
・
6
％
、

台
湾
が
7
・
1
％
と
続
き
、非
イ
ス

ラ
ム
国
の
台
頭
が
目
立
ち
ま
し
た
。

②「
ハ
ラ
ル
商
品
」の
数
々

　
会
場
に
展
示
さ
れ
た
お
よ
そ

1,
0
0
0
種
類
も
の
商
品
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
く
、ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
シ
ャ
ン
パ
ン（
フ
ラ
ン
ス
）、除
菌

ス
プ
レ
ー
と
洗
剤（
マ
レ
ー
シ
ア
）、物

流
拠
点（
マ
ル
セ
イ
ユ
港・フ
ラ
ン
ス
）、

海
苔
・イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
は
ん・
漬
物

（
韓
国
）、餃
子（
中
国
）等
々
、多
様
な

展
示
が
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、中
国
企
業
等
が
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
に
、戦
略
的

に
日
本
語
を
表
示
し
て
消
費
者
の
気

を
引
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。日
本
の

商
品
は
世
界
に
お
い
て
、「
安
心
、

高
品
質
、健
康
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

浸
透
し
て
い
る
為
、こ
れ
を
利
用
し
て

市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で
す
。

③
視
察
を
終
え
て
の
感
想

　　
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
見
本
市
で
あ
れ

ば
、通
常
た
く
さ
ん
の
日
本
企
業
が

出
展
し
、視
察
や
商
談
に
も
た
く
さ

ん
の
日
本
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、出
展
企
業
は
日
系
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
合
弁
会
社
が
1
社
の
み

で
、視
察
す
る
日
本
人
の
数
も
少
な

く
、日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
関
心
の
薄
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
一
方
で
、日
本
と
同
じ
非
イ

ス
ラ
ム
国
で
あ
っ
て
も
、韓
国
、台
湾
、

中
国
、フ
ラ
ン
ス
、タ
イ
等
の
企
業
は
、

競
う
よ
う
に
自
社
の
商
品
を
P
R

し
、販
路
を
拡
大
し
よ
う
と
必
死
で

し
た
。そ
の
熱
気
を
目
の
当
た
り
に

し
、日
本
企
業
と
の
意
識
の
ギ
ャッ
プ

の
大
き
さ
に
私
は
シ
ョッ
ク
を
受
け
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
や
世
界
中
が
注
目
す
る
分
野
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
効
果
的
に
ハ
ラ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
為
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

①
イ
ス
ラ
ム
教
の
理
解
と
ハ
ラ
ル
の

　知
識
の
習
得

　
ま
ず
、イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
、あ
る

い
は
ム
ス
リ
ム
の
生
活
に
つ
い
て
よ
く

知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。誤
解
や

先
入
観
を
な
く
し
正
し
い
知
識
を
得

る
為
に
は
、関
連
書
籍
の
精
読
、ハ
ラ

ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な

参
加
、専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に

よ
り
、情
報
を
入
手
、整
理
、蓄
積
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
等
、

日
本
国
内
に
は
先
行
き
不
透
明
な
点

が
あ
り
ま
す
が
、世
界
に
目
を
向
け
る

と
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
大
き
い
分
野

も
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
分
野
で
花

を
咲
か
せ
る
に
は
、ご
自
身
で
セ
ミ
ナ

ー
等
に
参
加
し
て「
正
し
い
情
報
を

入
手
し
」、ご
自
身
の
足
で
現
地
を

視
察
し「
目
と
耳
で
確
か
め
理
解
を

深
め
る
」こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合

が
期
待
出
来
れ
ば
、い
よ
い
よ
商
談
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、新
た
な
販

路
を
開
拓
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と

と
な
る
で
し
ょ
う
。特
に
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
場
合
に
は
、こ
の
プ

ロ
セ
ス
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、世
界
の

動
き
に
対
し
て
感
度
を
高
め
て
、新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
、我
々
日
本
企

業
が
生
き
残
る
唯
一
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　酒
口
　
昇
）

②
現
地
視
察
の
重
要
性

　
次
に
、実
際
に
現
地（
例
え
ば
マ
レ

ー
シ
ア
）の
ス
ー
パ
ー
や
工
場
を
訪
れ
、

五
感
を
使
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報

よ
り
も
ず
っ
と
、「
ハ
ラ
ル
」に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
う
。ま
た
、視
察
の
際
に
、信
頼
出
来

る
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
を
帯
同

す
れ
ば
、今
後
の
人
脈
構
築
の
き
っ
か

け
に
も
繋
が
り
ま
す
。

③「
ハ
ラ
ル
認
証
」の
取
得

　
本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で
も
触

れ
ま
し
た
が
、世
界
に
は
1
0
0
を
超

え
る
ハ
ラ
ル
認
証
機
関・団
体
が
あ
り

ま
す
。中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
の「
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
ハ
ラ
ー
ル
認
証
機
関

（
J
A
K
I
M
）」は
、政
府
が
支
援

す
る
、世
界
で
も
最
も
権
威
の
あ
る
認

証
機
関
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
K
I
M
は
他
の
ハ
ラ
ル
認
証
の

追
認
も
行
って
お
り
、J
A
K
I
M
が

認
め
た
ハ
ラ
ル
認
証
で
あ
れ
ば
一
定

の
評
価
を
得
ら
れ
、少
な
く
と
も
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
の

が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。2
0
1
3

年
4
月
現
在
、J
A
K
I
M
が
認
め

て
い
る
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
は
、

東
京
の「
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
」と
、

大
阪
の「
日
本
ハ
ラ
ル
協
会
」の
2
団

体
で
す
。日
本
に
は
他
に
も
い
く
つ
か

の
認
証
機
関
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
ハ
ラ

ル
認
証
も
、敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
国
を
除

け
ば
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
く
通
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。消
費
者
が
商
品
を

受
け
入
れ
、購
入
す
る
か
ど
う
か
は
、

消
費
者
自
身
の
判
断
に
よ
る
の
で
す
。

た
だ
し
、偽
造
ハ
ラ
ル
商
品
が
出
回

る
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、J
A
K
I
M

が
中
心
と
な
っ
て
世
界
の
ハ
ラ
ル

認
証
の
厳
格
化
を
進
め
、ハ
ラ
ル

認
証
の
国
際
標
準
化
を
図
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

（
J
A
K
I
M
が
認
め
て
い
る
機
関

はwww
.ha

la
l.gov

.m
y

よ
り

確
認
可
能
）

　
次
に
申
請
方
法
と
費
用
等
に
つ
い

て
、J
A
K
I
M
を
管
轄
し
て
い
る

H
D
C
（H

a
la
l  Indu

stry  

Development  Corporation

：ハ
ラ
ル
産
業
開
発
公
社
）の
資
料
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
の
諸
費

用
に
つ
い
て
は
、具
体
的
に
は
開
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、各
機
関
へ
直
接

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。そ
の
他
不
明
な
点

は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
商
談
会
へ
の
出
展
、個
別
商
談・

　フ
ェ
ア
へ
の
参
加

　
ハ
ラ
ル
認
証
の
取
得
は
あ
く
ま
で

入
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。成
果
を
出
す
に

は
世
界
の
商
談
会
や
フ
ェ
ア（
別
表
2

参
照
）に
参
加
し
た
り
、現
地
視
察
時

に
構
築
し
た
人
脈
等
を
通
じ
て
バ
イ

ヤ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
直
接
面
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
為
に
は
、

現
地
の
旅
行
代
理
店
等
と
連
携
し
た

仕
組
み
作
り
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
時
の
ア
テ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

駐
在
員
事
務
所
の
人
脈
や
情
報
ソ

ー
ス
か
ら
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。ま
た
、ハ
ラ
ル
認
証
に
関
し
て
も
、中

立
的
な
立
場
で
、い
く
つ
か
の
視
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
認
証
費
用
は
中
小
規
模
企
業（
従

業
員
数
50
〜
1
5
0
人
等
の
条
件
）

の
場
合
、年
間
4
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
1
2,
8
0
0
円
、1
リ
ン
ギ
ッ
ト

＝
約
32
円
で
計
算
）、レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
の
施
設
は
施
設
ご
と
に
年
間

1
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
3,
2
0
0
円
）

で
す
。た
だ
し
、日
本
か
ら
は
国
際

申
請
と
な
る
為
、追
加
費
用
と
し
て
、

1
申
請
あ
た
り
認
証
費
用
が

1,
0
0
0
U
S
ド
ル
、認
証
可
決
後

の
登
録
費
用
が
年
間
1
0
0
U
S

ド
ル
必
要
で
す（
金
額
や
要
件
は

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
度
ご
確
認
下
さ
い
）。ま
た
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
審
査
の
為
に
来
日
す
る
担

当
者
の
渡
航
費
用
や
日
当
の
負
担
も

必
要
で
す
。

　
申
請
は
H
D
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.h
a
la
l
.g
o
v
.m
y

）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

実
地
審
査
等
を
経
た
後
、ハ
ラ
ル
認
証

が
な
さ
れ
、ロ
ゴ
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。申
請
か
ら
認
証
完
了
ま
で
の

期
間
は
、通
常
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
程
度

で
す
が
、内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
後
に

4

■ 表２　今後開催予定のハラル商談会やフェアの情報

【出所：各イベントHPより抽出】

イベント名 開催日 開催国

Moscow International Halal 
Exhibition

Taiwan International Halal Expo

Halal Food & Eid Festival

Halal & Healthy Products Fair

Kazanhalal 2013

International Halal Expo

Halal Food Asia Exhibition & 
Conference

Halal Expo Chile

OIC Halal Middle East Exhibition 
& Congress

International Halal And Oriental 
Products Trade Fair

2013年 6 月13日～16日

2013年 6 月26日～29日

2013年 8 月17日～23日

2013年 9 月 5 日～ 8 日

2013年10月 3 日～ 6 日

2013年10月10日～12日

2013年12月13日～15日

2013年12月13日～15日

2013年12月16日～18日

2014年 4 月 8 日～ 9 日

ロシア

台湾

アメリカ

トルコ

ロシア

カザフスタン

パキスタン

チリ

アラブ首長国連邦

フランス

会場

All-Russian Exhibition Center

Taipei World Trade Center

NewPark Mall

CNR Expo

Kazan

Almaty Towers Business Center

Karachi Expo Centre

Sheraton Convention Center

Expo Centre Sharjah

Porte De Versailles

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

NO.

NON HALAL HALAL
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タ
イ
ル
の
変
化
、女
性
の
社
会
進
出
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
に
は
、外
国
資
本
の
大
型

シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ブ
ラ
ン
ド

シ
ョッ
プ
が
次
々
に
進
出
し
、服
飾
店

や
化
粧
品
店
は
現
地
の
中
間
層
や

富
裕
層
で
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て

お
り
、街
中
で
は
ム
ス
リ
ム
旅
行
客
の

団
体
ツ
ア
ー
も
よ
く
見
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　　
ハ
ラ
ル
製
品
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

食
料
品
・
飲
料（
以
下
、飲
食
品
）が

67
％
、医
薬
品
が
22
％
、化
粧
品
等
が

10
％
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中

で
、ハ
ラ
ル
飲
食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
表

1
の
通
り
約
6,
5
0
0
億
ド
ル
に

　「
ハ
ラ
ル（
H
A
L
A
L
）」に
つ
い

て
は
、本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で

そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。「
ハ

ラ
ル
」と
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
戒
律
で

「
許
さ
れ
た
も
の
」を
意
味
し
、「
ハ
ラ

ル
認
証
」と
は
、イ
ス
ラ
ム
教
の
禁
忌

品（
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル
類
）を
含
ま
な

い
安
全
な
食
品
等
の
規
格
を
定
め
、そ

れ
に
従
っ
て
原
材
料
や
製
造
過
程
、商

品
の
品
質
を
厳
格
に
審
査
し
、基
準
に

適
合
し
た
商
品
を「
認
証
」し
て
、認

証
機
関
が
認
め
る「
ハ
ラ
ル
マ
ー
ク
」を

表
示
さ
せ
る
こ
と
で
す
。と
り
わ
け
敬

虔
な
イ
ス
ラ
ム
の
国
々
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

で
は
、こ
の「
ハ
ラ
ル
」に
対
応
し
て
お

く
こ
と
が
不
可
欠
と
なって
い
ま
す
。

　
日
本
に
と
っ
て
の「
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
」を
考
え
る
場
合
、日
本
食
等
の
商

品
輸
出
や
海
外
への
技
術
提
供
と
いっ

た
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
」と
、

観
光
客
や
留
学
生
あ
る
い
は
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
と
いっ
た
、い

わ
ゆ
る「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」の
二
つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
一
言
に
ハ
ラ
ル
と
い
っ

て
も
、そ
の
関
わ
る
分
野
は
食
品
だ
け

で
な
く
、旅
行
会
社
、病
院
、学
校
、自

治
体
に
ま
で
広
が
って
お
り
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
裾
野
の
広
さ
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
本
号
で
は
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

取
り
巻
く
国
内
外
の
現
状
と
実
態
を

踏
ま
え
、具
体
的
な
検
討
材
料
を

提
示
し
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
功
さ

せ
る
為
の
プ
ロ
セ
ス
を
提
案
し
ま
す
。

そ
し
て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ボ
リ
ュ

ー
ム
や
可
能
性
を「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　　
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒（
以
下
、ム

ス
リ
ム
）人
口
は
約
20
億
人
で
、総
人

口
約
70
億
人
の
28
％
程
度
を
占
め
て

お
り
、毎
年
1・8
％
ず
つ
増
加
し
て

い
ま
す
。元
来
ム
ス
リ
ム
の
多
い
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
、中
東
諸
国
、

北
ア
フ
リ
カ
諸
国
以
外
に
も
、中
国
や

ロ
シ
ア
等
の
イ
ス
ラ
ム
圏
外
の
国
々
で

も
ム
ス
リ
ム
人
口
が
増
え
続
け
て
お

り
、フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
都
市
圏
人
口

の
15
％
が
ム
ス
リ
ム
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ム
ス
リ
ム
に
見
ら
れ
る
最
近
の
特
徴

と
し
て
、中
間
層
の
増
加
、ラ
イ
フ
ス

上
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、世
界
の
飲

食
品
マ
ー
ケ
ッ
ト（
4
兆
ド
ル
）の
16
％

を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、旅
行
の
分

野
に
お
い
て
も
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の

消
費
額
は
年
間
10
億
ド
ル
を
超
え
、

世
界
の
旅
行
者
消
費
額
の
12
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
巨
大
な
市
場
を
目
指
し
て
、

世
界
で
ハ
ラ
ル
製
品
を
製
造
し
て
い
る

企
業
は
千
社
を
越
え
て
お
り
、そ
の
商

品
は
数
万
品
目
を
数
え
ま
す
。

2
0
0
9
年
後
半
か
ら
2
年
間
で
発

売
さ
れ
た
ハ
ラ
ル
飲
食
品
だ
け
で
も

1
2,
0
0
0
品
目
以
上
あ
り
、発
売

数
1
位
は
タ
イ
で
約
2,
0
0
0
品
、

2
位
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
約
1,
7
0
0

品
、
3
位
が
南
ア
フ
リ
カ
で
約

1,
6
0
0
品
で
す
。1
位
の
タ
イ
や

3
位
の
南
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、非
イ

ス
ラ
ム
国
が
上
位
10
カ
国
中
8
カ
国

を
占
め
、競
っ
て
ハ
ラ
ル
飲
食
品
を
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
商
品
に
関
心
を
持
つ

人
々
は
ム
ス
リ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。と
り
わ
け
欧
州
の
人
々
は
、ハ
ラ
ル

を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
同
じ
よ
う
に「
安

心
、安
全
、健
康
」と
と
ら
え
る
傾
向

に
あ
り
、中・高
所
得
者
層
を
中
心
に

関
心
が
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
日
本
企
業
に
目
を

向
け
る
と
、マ
レ
ー
シ
ア
で
ハ
ラ
ル
肉
を

使
っ
た
焼
肉
チ
ェ
ー
ン
店
が
店
舗
展
開

を
始
め
、化
粧
品
製
造
会
社
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
子
会
社
が
ハ
ラ
ル
化
粧
品
の

製
造
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、最
近

に
な
っ
て
、北
海
道
や
京
都
、沖
縄
の

一
部
の
企
業
が
ハ
ラ
ル
対
応
に
よ
っ
て

ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受
け
入
れ
に
成

功
し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ

れ
ら
は
稀
な
例
で
あ
り
、日
本
企
業
で

ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得
し
て
、ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、全

国
で
も
ご
く
僅
か
な
企
業
の
み
で
す
。

そ
も
そ
も
ハ
ラ
ル
と
い
う
言
葉
す
ら
知

ら
な
い
日
本
人
が
多
い
の
も
事
実
で
、

世
界
中
で
日
本
製
品
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
も
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
日
本
製
品
を
目
に
す
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、日
本
企
業
は
ハ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
に
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

め
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

①
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

　（商
品
輸
出
、技
術
提
供
）

　
最
も
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
は
、ハ

ラ
ル
認
証
を
取
得
し
た
製
品
を
日
本

で
製
造
し
、そ
れ
を
海
外
へ
輸
出
す
る

と
い
う
方
法
で
し
ょ
う
。

　
次
に
技
術
提
供
や
業
務
提
携
で
す

が
、例
え
ば
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
で
ハ
ラ

ル
認
証
を
取
得
し
て
い
る
企
業
と

提
携
し
、自
社
製
品
の
製
造
か
ら

販
売
ま
で
を
同
企
業
に
委
託
す
る
と

い
っ
た
手
法
で
す
。こ
の
場
合
、既
に

販
売
ル
ー
ト
は
確
保
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、販
路
開
拓
に
費
や
す
手
間
暇
は

比
較
的
少
な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
。

ま
た
、業
務
提
携
等
を
き
っ
か
け
と
し

た
現
地
企
業
に
よ
る
M
＆
A
に
発
展

す
る
可
能
性
も
あ
る
為
、高
度
な
技

術
や
製
法
を
持
ち
な
が
ら
、事
業
承

継
に
悩
ん
で
い
る
日
本
企
業
に
と
っ
て

も
、検
討
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。東
南
ア
ジ
ア
の
企
業
経
営
者
は
、

日
本
の
中
小
企
業
の
技
術
に
対
し
て

憧
れ
と
敬
意
を
抱
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
為
、意
外
と
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
観
光
客
誘
致
、

　医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
誘
致
）

　日
本
の
観
光
庁
は
、現
在
、海
外
か

ら
日
本
へ
の
観
光
客
誘
致
活
動
を

推
進
し
て
お
り
、東
南
ア
ジ
ア
に
お
い

て
も
訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。東
日
本
大
震
災

以
降
も
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪
日
客

は
増
加
し
て
い
て
、2
0
1
3
年
3
月

単
月
で
は
東
南
ア
ジ
ア
6
ヶ
国（
タ

イ
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、マ
レ
ー
シ
ア
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ベ
ト
ナ
ム
）

合
計
の
訪
日
人
数
は
10
万
人
を
超

え
、中
国
か
ら
の
訪
日
人
数
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、人
気
の
旅
行
先
は
マ

レ
ー
シ
ア
、ト
ル
コ
、U
A
E
、シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、ロ
シ
ア
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、行
き
先
を
決
め
る
上
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
、「
ハ
ラ
ル
食
品
の
充
実
」

（
67
％
）、「
旅
行
代
金
」（
53
％
）、「
祈

祷
室
の
有
無
等
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド

リ
ー
か
否
か
」（
49
％
）と
な
っ
て
い
ま

す
。前
述
の
東
南
ア
ジ
ア
６
カ
国
の

内
、イ
ス
ラ
ム
国
と
い
え
る
マ
レ
ー
シ

ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
2
0
1
3

年
3
月
の
訪
日
人
数
は
前
年
同
月
比

1・4
倍
程
度
と
増
加
し
て
は
い
る
も

の
の
、2
万
7,
0
0
0
人
程
度

（
全
訪
日
外
国
人
の
3
％
）で
、決
し

て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。確
か
に
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
現
地
の
富
裕
層
ム
ス
リ

ム
に「
日
本
へ
旅
行
し
た
い
で
す

か
？
」と
尋
ね
る
と
、「
し
た
い
け
れ
ど

食
事
が
心
配
」と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
す
。多
く
の
ム
ス
リ
ム
旅
行
者

に
日
本
を
訪
れ
て
も
ら
う
為
に
は
、

ハ
ラ
ル
食
品
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
確
保
、

祈
祷
室
の
設
置
等
、ハ
ー
ド
面
で
の

お
も
て
な
し
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が

理
解
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

も
基
本
的
な
考
え
方
は
同
様
で
す
。

富
裕
層
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
、先
進
的

な
医
療
技
術
と
ハ
ラ
ル
食
品
対
応
の

双
方
が
充
実
し
て
い
る
タ
イ
や
マ
レ
ー

シ
ア
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、イ
ン
ド
等
に
向

か
って
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

日
本
に
お
い
て
、飲
食
店
や
旅
館
、

旅
行
会
社
が
連
携
し
て
、ハ
ラ
ル
食
品

の
提
供
や
祈
祷
室
の
確
保
等
、ム
ス
リ

ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
対
応
が
行
わ
れ
た

と
す
れ
ば
、世
界
の
ム
ス
リ
ム
に
と
って

憧
れ
の
日
本
旅
行
が
現
実
味
を
帯

び
、そ
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
介
し
て
世
界
中
の
ム
ス
リ
ム
に
広
ま

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
出
来
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

両
面
に
お
い
て
、巨
大
か
つ
ほ
ぼ
未
開

拓
の
ム
ス
リ
ム
市
場
は
、日
本
企
業
に

と
っ
て
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
自
国
を
ハ
ラ
ル

の「
ハ
ブ
」に
し
よ
う
と
力
を
入
れ
て

お
り
、毎
年
大
規
模
な
ハ
ラ
ル
商

談
会
等
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
4
月
に
4
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
た「
第
10
回
マ
レ
ー
シ
ア

国
際
ハ
ラ
ル
見
本
市（
M
I
H
A
S
）」

（
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
）の
紹
介
を
通
し

て
、ハ
ラ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
魅
力
を
感
じ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
20
面
以

上
も
あ
る
会
場
で
開
催
さ
れ
た
同
イ

ベ
ン
ト
に
は
、マ
レ
ー
シ
ア
の
他
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
、中
国
、台
湾
、韓
国
等
か

ら
合
計
5
1
8
ブ
ー
ス
も
の
出
展
が

あ
り
、飲
食
品
を
中
心
に
、ホ
テ
ル
や

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、化
粧
品
、

洗
剤
、包
装
設
備
等
、幅
広
い
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。4
日

間
の
来
場
者
数
は
、ビ
ジ
ネ
ス
商
談
、

一
般
来
場
者
を
合
わ
せ
て
2
万
人
に

達
し
、東
南
ア
ジ
ア
で
開
催
さ
れ
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も
、最
も
盛
況
な

見
本
市
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
見
本
市
に
先
立
っ
て

開
催
さ
れ
た
個
別
商
談
会
で
の
成
約

額
の
合
計
は
、日
本
円
で
約
1
3
3

億
円
に
達
し
、国
別
シ
ェ
ア
で
は
中
国

企
業
が
52
％
、韓
国
が
7
・
6
％
、

台
湾
が
7
・
1
％
と
続
き
、非
イ
ス

ラ
ム
国
の
台
頭
が
目
立
ち
ま
し
た
。

②「
ハ
ラ
ル
商
品
」の
数
々

　
会
場
に
展
示
さ
れ
た
お
よ
そ

1,
0
0
0
種
類
も
の
商
品
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
多
く
、ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
シ
ャ
ン
パ
ン（
フ
ラ
ン
ス
）、除
菌

ス
プ
レ
ー
と
洗
剤（
マ
レ
ー
シ
ア
）、物

流
拠
点（
マ
ル
セ
イ
ユ
港・フ
ラ
ン
ス
）、

海
苔
・イ
ン
ス
タ
ン
ト
ご
は
ん・
漬
物

（
韓
国
）、餃
子（
中
国
）等
々
、多
様
な

展
示
が
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て
い

ま
し
た
。ま
た
、中
国
企
業
等
が
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
に
、戦
略
的

に
日
本
語
を
表
示
し
て
消
費
者
の
気

を
引
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。日
本
の

商
品
は
世
界
に
お
い
て
、「
安
心
、

高
品
質
、健
康
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

浸
透
し
て
い
る
為
、こ
れ
を
利
用
し
て

市
場
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で
す
。

③
視
察
を
終
え
て
の
感
想

　　
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
見
本
市
で
あ
れ

ば
、通
常
た
く
さ
ん
の
日
本
企
業
が

出
展
し
、視
察
や
商
談
に
も
た
く
さ

ん
の
日
本
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、出
展
企
業
は
日
系
と
マ

レ
ー
シ
ア
の
合
弁
会
社
が
1
社
の
み

で
、視
察
す
る
日
本
人
の
数
も
少
な

く
、日
本
企
業
の
ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に

対
す
る
関
心
の
薄
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
一
方
で
、日
本
と
同
じ
非
イ

ス
ラ
ム
国
で
あ
っ
て
も
、韓
国
、台
湾
、

中
国
、フ
ラ
ン
ス
、タ
イ
等
の
企
業
は
、

競
う
よ
う
に
自
社
の
商
品
を
P
R

し
、販
路
を
拡
大
し
よ
う
と
必
死
で

し
た
。そ
の
熱
気
を
目
の
当
た
り
に

し
、日
本
企
業
と
の
意
識
の
ギ
ャッ
プ

の
大
き
さ
に
私
は
シ
ョッ
ク
を
受
け
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、ハ
ラ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
や
世
界
中
が
注
目
す
る
分
野
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、

リ
ス
ク
を
抑
え
な
が
ら
効
果
的
に
ハ
ラ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
む
為
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
ご
提
案
し
ま
す
。

①
イ
ス
ラ
ム
教
の
理
解
と
ハ
ラ
ル
の

　知
識
の
習
得

　
ま
ず
、イ
ス
ラ
ム
教
に
つ
い
て
、あ
る

い
は
ム
ス
リ
ム
の
生
活
に
つ
い
て
よ
く

知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。誤
解
や

先
入
観
を
な
く
し
正
し
い
知
識
を
得

る
為
に
は
、関
連
書
籍
の
精
読
、ハ
ラ

ル
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な

参
加
、専
門
家
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に

よ
り
、情
報
を
入
手
、整
理
、蓄
積
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
等
、

日
本
国
内
に
は
先
行
き
不
透
明
な
点

が
あ
り
ま
す
が
、世
界
に
目
を
向
け
る

と
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
大
き
い
分
野

も
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た
分
野
で
花

を
咲
か
せ
る
に
は
、ご
自
身
で
セ
ミ
ナ

ー
等
に
参
加
し
て「
正
し
い
情
報
を

入
手
し
」、ご
自
身
の
足
で
現
地
を

視
察
し「
目
と
耳
で
確
か
め
理
解
を

深
め
る
」こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
社
の
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
と
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
融
合

が
期
待
出
来
れ
ば
、い
よ
い
よ
商
談
会

等
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
、新
た
な
販

路
を
開
拓
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と

と
な
る
で
し
ょ
う
。特
に
ハ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
む
場
合
に
は
、こ
の
プ

ロ
セ
ス
が
最
も
効
果
的
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、世
界
の

動
き
に
対
し
て
感
度
を
高
め
て
、新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
、我
々
日
本
企

業
が
生
き
残
る
唯
一
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
。

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　酒
口
　
昇
）

②
現
地
視
察
の
重
要
性

　
次
に
、実
際
に
現
地（
例
え
ば
マ
レ

ー
シ
ア
）の
ス
ー
パ
ー
や
工
場
を
訪
れ
、

五
感
を
使
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報

よ
り
も
ず
っ
と
、「
ハ
ラ
ル
」に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
し

ょ
う
。ま
た
、視
察
の
際
に
、信
頼
出
来

る
現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
を
帯
同

す
れ
ば
、今
後
の
人
脈
構
築
の
き
っ
か

け
に
も
繋
が
り
ま
す
。

③「
ハ
ラ
ル
認
証
」の
取
得

　
本
誌
2
0
1
2
年
9
月
号
で
も
触

れ
ま
し
た
が
、世
界
に
は
1
0
0
を
超

え
る
ハ
ラ
ル
認
証
機
関・団
体
が
あ
り

ま
す
。中
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
の「
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
ハ
ラ
ー
ル
認
証
機
関

（
J
A
K
I
M
）」は
、政
府
が
支
援

す
る
、世
界
で
も
最
も
権
威
の
あ
る
認

証
機
関
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
K
I
M
は
他
の
ハ
ラ
ル
認
証
の

追
認
も
行
って
お
り
、J
A
K
I
M
が

認
め
た
ハ
ラ
ル
認
証
で
あ
れ
ば
一
定

の
評
価
を
得
ら
れ
、少
な
く
と
も
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
輸
入
が
許
可
さ
れ
る
の

が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。2
0
1
3

年
4
月
現
在
、J
A
K
I
M
が
認
め

て
い
る
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
は
、

東
京
の「
日
本
ム
ス
リ
ム
協
会
」と
、

大
阪
の「
日
本
ハ
ラ
ル
協
会
」の
2
団

体
で
す
。日
本
に
は
他
に
も
い
く
つ
か

の
認
証
機
関
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
ハ
ラ

ル
認
証
も
、敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
国
を
除

け
ば
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
く
通
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。消
費
者
が
商
品
を

受
け
入
れ
、購
入
す
る
か
ど
う
か
は
、

消
費
者
自
身
の
判
断
に
よ
る
の
で
す
。

た
だ
し
、偽
造
ハ
ラ
ル
商
品
が
出
回

る
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、J
A
K
I
M

が
中
心
と
な
っ
て
世
界
の
ハ
ラ
ル

認
証
の
厳
格
化
を
進
め
、ハ
ラ
ル

認
証
の
国
際
標
準
化
を
図
っ
て

い
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま
す
。

（
J
A
K
I
M
が
認
め
て
い
る
機
関

はwww
.ha

la
l.gov

.m
y

よ
り

確
認
可
能
）

　
次
に
申
請
方
法
と
費
用
等
に
つ
い

て
、J
A
K
I
M
を
管
轄
し
て
い
る

H
D
C
（H

a
la
l  Indu

stry  

Development  Corporation

：ハ
ラ
ル
産
業
開
発
公
社
）の
資
料
か

ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
の
ハ
ラ
ル
認
証
機
関
の
諸
費

用
に
つ
い
て
は
、具
体
的
に
は
開
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、各
機
関
へ
直
接

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。そ
の
他
不
明
な
点

は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
駐
在
員

事
務
所
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

④
商
談
会
へ
の
出
展
、個
別
商
談・

　フ
ェ
ア
へ
の
参
加

　
ハ
ラ
ル
認
証
の
取
得
は
あ
く
ま
で

入
口
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。成
果
を
出
す
に

は
世
界
の
商
談
会
や
フ
ェ
ア（
別
表
2

参
照
）に
参
加
し
た
り
、現
地
視
察
時

に
構
築
し
た
人
脈
等
を
通
じ
て
バ
イ

ヤ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
直
接
面
談

し
た
り
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
の
為
に
は
、

現
地
の
旅
行
代
理
店
等
と
連
携
し
た

仕
組
み
作
り
も
有
効
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
や
視
察
時
の
ア
テ
ン
ド
に

つ
い
て
は
、福
岡
銀
行
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

駐
在
員
事
務
所
の
人
脈
や
情
報
ソ

ー
ス
か
ら
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。ま
た
、ハ
ラ
ル
認
証
に
関
し
て
も
、中

立
的
な
立
場
で
、い
く
つ
か
の
視
点
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
認
証
費
用
は
中
小
規
模
企
業（
従

業
員
数
50
〜
1
5
0
人
等
の
条
件
）

の
場
合
、年
間
4
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト

（
1
2,
8
0
0
円
、1
リ
ン
ギ
ッ
ト

＝
約
32
円
で
計
算
）、レ
ス
ト
ラ
ン
や

ホ
テ
ル
の
施
設
は
施
設
ご
と
に
年
間

1
0
0
リ
ン
ギ
ッ
ト（
3,
2
0
0
円
）

で
す
。た
だ
し
、日
本
か
ら
は
国
際

申
請
と
な
る
為
、追
加
費
用
と
し
て
、

1
申
請
あ
た
り
認
証
費
用
が

1,
0
0
0
U
S
ド
ル
、認
証
可
決
後

の
登
録
費
用
が
年
間
1
0
0
U
S

ド
ル
必
要
で
す（
金
額
や
要
件
は

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

都
度
ご
確
認
下
さ
い
）。ま
た
、マ
レ
ー

シ
ア
か
ら
審
査
の
為
に
来
日
す
る
担

当
者
の
渡
航
費
用
や
日
当
の
負
担
も

必
要
で
す
。

　
申
請
は
H
D
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.h
a
la
l
.g
o
v
.m
y

）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
い
ま
す
。

実
地
審
査
等
を
経
た
後
、ハ
ラ
ル
認
証

が
な
さ
れ
、ロ
ゴ
使
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。申
請
か
ら
認
証
完
了
ま
で
の

期
間
は
、通
常
３
ヶ
月
〜
６
ヶ
月
程
度

で
す
が
、内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
後
に

4

■ 表２　今後開催予定のハラル商談会やフェアの情報

【出所：各イベントHPより抽出】

イベント名 開催日 開催国

Moscow International Halal 
Exhibition

Taiwan International Halal Expo

Halal Food & Eid Festival

Halal & Healthy Products Fair

Kazanhalal 2013

International Halal Expo

Halal Food Asia Exhibition & 
Conference

Halal Expo Chile

OIC Halal Middle East Exhibition 
& Congress

International Halal And Oriental 
Products Trade Fair

2013年 6 月13日～16日

2013年 6 月26日～29日

2013年 8 月17日～23日

2013年 9 月 5 日～ 8 日

2013年10月 3 日～ 6 日

2013年10月10日～12日

2013年12月13日～15日

2013年12月13日～15日

2013年12月16日～18日

2014年 4 月 8 日～ 9 日

ロシア

台湾

アメリカ

トルコ

ロシア

カザフスタン

パキスタン

チリ

アラブ首長国連邦

フランス

会場

All-Russian Exhibition Center

Taipei World Trade Center

NewPark Mall

CNR Expo

Kazan

Almaty Towers Business Center

Karachi Expo Centre

Sheraton Convention Center

Expo Centre Sharjah

Porte De Versailles

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

NO.

NON HALAL HALAL
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1
は
じ
め
に

2
北
九
州
市
の
環
境
改
善
協
力

3
大
連
市
政
府
と
の
関
係

４
最
後
に

　
1
9
7
9
年
5
月（
今
か
ら
34
年
前
）、北
九
州
市
と
大
連

市
は
友
好
都
市
の
提
携
を
行
い
ま
し
た
。北
九
州
市
の
門
司
港

と
大
連
港
と
は
明
治
時
代
の
頃
か
ら
航
路
で
結
ば
れ
て
い
た

他
、鉄
鋼
業
が
盛
ん
な
港
湾
都
市
と
し
て
都
市
形
態
が
類
似
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、1
9
7
2
年
の
日
中
共
同
声
明
を
契
機

に
、北
九
州
市
か
ら
大
連
市
に
働
き
か
け
た
こ
と
で
、こ
の
友
好

都
市
の
提
携
が
実
現
し
た
そ
う
で
す
。友
好
都
市
の
提
携

以
降
、両
市
は
文
化・経
済・環
境
等
の
分
野
に
お
い
て
、様
々
な

交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
が
、

1
9
9
1
年
7
月
に
設
立
さ
れ
た「
駐
大
連
北
九
州
市
経
済

事
務
所（
以
降
、北
九
州
市
経
済
事
務
所
）」で
す
。今
回
は
、

北
九
州
市
と
大
連
市
の
こ
れ
ま
で
の
共
同
事
業
や
、そ
の
結
果

と
し
て
構
築
し
た
強
固
な
信
頼
関
係
、現
在
の
活
動
内
容
等
に

つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
北
九
州
市
は
、1
9
6
0
年
代
に
深
刻
化
し
た
公
害
問
題
を

市
民・行
政・企
業
が
協
力
し
て
克
服
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
経
験
を
活
か
し
、北
九
州
市
は
長
年
に
亘
り
、大
連
市
の

環
境
改
善
に
様
々
な
形
で
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
特
徴
的
な
の
は
、単
な
る
技
術
協
力
に
留
ま
ら
ず
、

①
環
境
改
善
事
業
の
提
案
、②
各
分
野
の
専
門
家
の
現
地
派
遣

・
実
地
調
査
、及
び
③
実
地
調
査
に
基
づ
く
各
種
環
境
保
全

対
策
の
実
現
可
能
性
の
検
証
等
を
経
て
、2
0
0
0
年
3
月
の

「
環
境
保
全
基
本
計
画
」作
成
ま
で
、北
九
州
市
が
主
体
的
に

行
動
し
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
、こ
の
北
九
州
市
と
大
連
市
と
い

う
自
治
体
レ
ベ
ル
の
国
際
協
力
に
よ
る
環
境
事
業
は
、国
家
レ
ベ

ル
の
本
格
的
な
環
境
O
D
A（
政
府
開
発
援
助
）案
件
と
し
て

採
択
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。大
幅
な
環
境
改
善
を
実
現
し
た

大
連
市
は
、2
0
0
1
年
に
国
連
の
環
境
関
連
機
関「
国
連

環
境
計
画（
U
N
E
P
）」よ
り
、環
境
の
保
護・改
善
に
功
績
の

あ
っ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
5
0
0
賞
」を
受
賞
す

る
等
、国
際
的
に
も
そ
の
環
境
改
善
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、習
近
平・国
家
主
席
は
３
年
半
前
の
訪
日
の
際
、地
方

都
市
で
は
唯
一
北
九
州
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、大
連

市
と
の
長
年
の
交
流
実
績
や
、北
九
州
市
が
国
際
的
な
環
境
先

進
都
市
で
あ
る
こ
と
等
が
、中
国
政
府
に
よ
り
評
価
さ
れ
、視
察

先
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、北
九
州
市
で
は
、市
内
外
の
企
業
等
と
連
携
し
、環
境

・水
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
技
術
を
単
体
で
は
な
く
、イ
ン
フ
ラ
の

運
営
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
や
関
連
製
品
等
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
、

積
極
的
に
海
外
に
売
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
北
九
州
市
と
大
連
市
の
長
年
に
亘
る
協
力
関
係
の

積
み
重
ね
か
ら
、経
済
交
流
等
の
分
野
に
お
い
て
も
北
九
州
市

経
済
事
務
所
の
存
在
感
は
圧
倒
的
で
す
。特
に
、中
国
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
欠
か
せ
な
い「
人
脈
と
情
報
」に
お
い
て
、強
固
な
関
係

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
北
九
州
市
経
済
事
務
所
で
は
、「
民
間
企
業
の
方
々
が
ビ
ジ

ネ
ス
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
」を
使
命
と
し
、前
述
の

よ
う
な
大
連
市
政
府
と
の
強
固
な
関
係
を
背
景
に「
北
九
州
の

地
元
企
業
への
情
報
発
信
」に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
福
岡
〜
大
連
間
は
、航
空
機
が
毎
日
１
便
往
復
、飛
行
時
間

は
１
時
間
半
程
度
で
あ
り
、福
岡・北
九
州
か
ら
の
交
通
の
利
便

性
が
高
く
、北
九
州
か
ら
の
企
業
の
来
訪
や
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に

関
す
る
相
談
は
非
常
に
多
い
そ
う
で
す
。相
談
を
受
け
た
企
業

への
情
報
提
供
や
企
業
の
マッ
チ
ン
グ
も
丁
寧
に
行
って
お
り
、そ

の
活
動
内
容
は
ま
る
で
商
社
マ
ン
の
よ
う
で
す
。

　
北
九
州
市
経
済
事
務
所
の
田
代
所
長
は
、「
公
務
員
ら
し
く

な
い
」と
評
さ
れ
る
こ
と
が
ご
自
身
へ
の
最
大
の
褒
め
言
葉
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
等
、気
さ
く
な
お
人
柄
が
印
象
的
で
す
。

　
我
々
、福
岡
銀
行
大
連
駐
在
員
事
務
所
も
、北
九
州
市
経
済

事
務
所
と
連
携
し
な
が
ら
、積
極
的
に
お
客
様
の
中
国
ビ
ジ

ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。　
　
　
　   （
大
連
駐
在
員
事
務
所
　
小
田
　
周
平
）

PROFILE

：
：
：
：

：
：
：

駐大連北九州市経済事務所
中国大連市西崗区中山路147号　森茂大厦5階
+86-411-8360-7298
yumeiyasu4411@yahoo.co.jp(田代所長)
kod_fusuochang@yahoo.co.jp(古賀副所長)
北九州市役所（公益社団法人北九州貿易協会）
093-541-1969
093-522-5120

現地事務所名
住 所
T E L
E-mail

母 体
T E L
F A X

▲右端が田代所長
　左端が古賀副所長（福岡銀行からの出向）

大連編

海
外
進
出
最
前
線

海
外
進
出
さ
れ
て
い
る
地
元
地
方
自
治
体
の
現
地
事
務
所
の
ご
紹
介

北
九
州
市
〜
駐
大
連
北
九
州
市
経
済
事
務
所

1
は
じ
め
に

2
タ
イ
進
出
の
理
由
と
タ
イ
で
の
事
業
概
要

3
今
後
の
展
開

４
最
後
に

　　
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社
は
福
岡
市
博
多
区
に
本
社
を

置
く
、金
属
製
品
製
造
企
業
で
す
。1
9
3
1
年
の
創
業
以

来
、粉
末
冶
金
技
術（
粉
末
か
ら
硬
い
金
属
を
作
る
技
術
）を

ベ
ー
ス
に
、レ
ア
メ
タ
ル
製
品
や
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
等
、

あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
で
必
要
と
さ
れ
る
付
加
価
値
の
高
い

製
品
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。日
本
国
内
に
3
工
場
と
7
営
業

拠
点
、そ
し
て
海
外
に
6
現
地
法
人
を
有
し
、こ
の
う
ち
タ
イ

の
現
地
法
人SV

 N
ITTAN

 CO
.,LTD

.

は
、1
9
7
9

年
に
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社
の
初
の
海
外
拠
点
と
し

て
、タ
イ
有
数
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
サ
ハ
ビ
リ
ヤ
グ
ル
ー
プ

と
の
合
弁
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、SV

 N
IT
T
AN

 CO
.
,LTD

.

の
製
造
部
門

責
任
者
で
あ
る
田
中
副
社
長
と
、営
業
部
門
責
任
者
の
矢
野
部

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社
は
、日
本
で
の
主
要
取
引

先
で
あ
る
製
造
業
者
が
タ
イ
へ
進
出
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

タ
イ
でSV

 

N
IT
T
A
N

 

CO
.
,LTD

.

を
設
立
し
ま
し

た
。SV

 N
IT
T
A
N

 

CO
.
,LTD

.

は
、1
9
8
0
年
に

東
南
ア
ジ
ア
で
初
と
な
る
、粉
末
冶
金
技
術
に
よ
る
超
硬
工
具

の
製
造
を
開
始
し
た
後
、精
密
金
型
加
工
、精
密
工
具
加
工

分
野
へ
と
事
業
範
囲
を
広
げ
、あ
ら
ゆ
る
企
業
の
金
属
加
工

ニ
ー
ズ
に
応
え
続
け
る
こ
と
で
、着
実
に
お
取
引
先
数
を
増
や

し
ま
し
た
。現
在
は
、主
に
現
地
の
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、半

導
体
メ
ー
カ
ー
や
ゼ
ネ
コ
ン
等
に
対
し
て
金
属
製
品
等
を
供
給

し
、日
系
企
業
の
タ
イ
で
の
部
品・工
具
等
の
調
達
を
支
え
て
い

ま
す
。SV

 N
IT
T
A
N

 

CO
.
,LTD

.

の
歴
史
が
30
年
を

越
え
た
現
在
、取
引
先
数
は
4
5
0
社
を
超
え
、従
業
員
数
は

製
造
部
門（
工
場
）2
6
0
名
、営
業
部
門
20
名
の
合
計

2
8
0
名
と
な
って
い
ま
す（
3
月
末
時
点
）。

　
現
在
、SV

 N
IT
T
AN

 CO
.
,LTD

.

は
A
S
E
A
N

地
域
で
の
販
売
を
強
化
し
て
い
ま
す
。営
業
部
門
責
任
者
の

矢
野
部
長
は
昨
年
10
月
の
赴
任
直
後
か
ら
半
年
間
か
け
て

市
場
調
査
を
実
施
し
、そ
の
結
果
、タ
イ
を
含
む
A
S
E
A
N

諸
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
存
在
す
る
と
の

判
断
に
至
り
、積
極
的
な
拡
販
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、製
造
部
門
責
任
者
で
あ
る
田
中
副
社
長
は
、「
日
系
同

業
他
社
と
の
競
合
が
激
し
く
な
って
お
り
、技
術
サ
ー
ビ
ス
拡
充

に
よ
る
差
別
化
が
必
須
」と
の
判
断
か
ら
、今
年
４
月
か
ら
日
本

人
技
術
担
当
者
を
１
名
増
員
し
、顧
客
か
ら
の
要
望
が
多
い

超
硬
工
具
の
再
研
磨
等
の
新
分
野
へ
の
取
り
組
み
に
着
手
し
て

い
ま
す
。

　
タ
イ
は
、日
系
の
製
造
業
者
が
世
界
で
最
も
事
業
が
行
い
易

い
国
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、そ
れ
だ
け
に

競
争
も
厳
し
く
、先
行
企
業
と
し
て
築
い
た
有
利
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
維
持
す
る
為
に
は「
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
」、「
新
分
野

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、お

二
人
の
話
を
通
し
て
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
超
硬
製
品
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
るS

V
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T
AN
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.
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.

が
、新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
新
分

野
の
開
拓
を
通
し
て
、タ
イ
や
A
S
E
A
N
に
お
け
る
日
系

企
業
の
活
躍
を
支
え
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　　（
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所
　 

　貞
方
　
泰
徳
）

バンコク編

海
外
進
出
最
前
線

海
外
進
出
さ
れ
て
い
る
福
岡
銀
行
本
店
営
業
部
の
お
取
引
先
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介

日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社

〜SV  N
ITTAN  CO

.,LTD
.

や
き
ん
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：
：

：
：

SV NITTAN CO.,LTD.
898/29-30　SV CITY TOWER 2,18th Floor,Rama Ⅲ Road,
Bangpongpang,Yannawa　Bangkok 10120 Thailand.
+66（0）2-682-8191
+66（0）2-682-8191

現地法人名
住 所

T E L
F A X

：
：
：
：

日本タングステン株式会社
福岡市博多区美野島1丁目2番8号
092-415-5500
092-415-5511

親会社
住 所
T E L
F A X

▲工場前（後列右端 田中副社長）▲営業所前（後列右側 矢野部長）
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1
は
じ
め
に

2
北
九
州
市
の
環
境
改
善
協
力

3
大
連
市
政
府
と
の
関
係

４
最
後
に

　
1
9
7
9
年
5
月（
今
か
ら
34
年
前
）、北
九
州
市
と
大
連

市
は
友
好
都
市
の
提
携
を
行
い
ま
し
た
。北
九
州
市
の
門
司
港

と
大
連
港
と
は
明
治
時
代
の
頃
か
ら
航
路
で
結
ば
れ
て
い
た

他
、鉄
鋼
業
が
盛
ん
な
港
湾
都
市
と
し
て
都
市
形
態
が
類
似
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、1
9
7
2
年
の
日
中
共
同
声
明
を
契
機

に
、北
九
州
市
か
ら
大
連
市
に
働
き
か
け
た
こ
と
で
、こ
の
友
好

都
市
の
提
携
が
実
現
し
た
そ
う
で
す
。友
好
都
市
の
提
携

以
降
、両
市
は
文
化・経
済・環
境
等
の
分
野
に
お
い
て
、様
々
な

交
流
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
が
、

1
9
9
1
年
7
月
に
設
立
さ
れ
た「
駐
大
連
北
九
州
市
経
済

事
務
所（
以
降
、北
九
州
市
経
済
事
務
所
）」で
す
。今
回
は
、

北
九
州
市
と
大
連
市
の
こ
れ
ま
で
の
共
同
事
業
や
、そ
の
結
果

と
し
て
構
築
し
た
強
固
な
信
頼
関
係
、現
在
の
活
動
内
容
等
に

つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　
北
九
州
市
は
、1
9
6
0
年
代
に
深
刻
化
し
た
公
害
問
題
を

市
民・行
政・企
業
が
協
力
し
て
克
服
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
経
験
を
活
か
し
、北
九
州
市
は
長
年
に
亘
り
、大
連
市
の

環
境
改
善
に
様
々
な
形
で
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
中
で
も
特
徴
的
な
の
は
、単
な
る
技
術
協
力
に
留
ま
ら
ず
、

①
環
境
改
善
事
業
の
提
案
、②
各
分
野
の
専
門
家
の
現
地
派
遣

・
実
地
調
査
、及
び
③
実
地
調
査
に
基
づ
く
各
種
環
境
保
全

対
策
の
実
現
可
能
性
の
検
証
等
を
経
て
、2
0
0
0
年
3
月
の

「
環
境
保
全
基
本
計
画
」作
成
ま
で
、北
九
州
市
が
主
体
的
に

行
動
し
た
こ
と
で
す
。そ
し
て
、こ
の
北
九
州
市
と
大
連
市
と
い

う
自
治
体
レ
ベ
ル
の
国
際
協
力
に
よ
る
環
境
事
業
は
、国
家
レ
ベ

ル
の
本
格
的
な
環
境
O
D
A（
政
府
開
発
援
助
）案
件
と
し
て

採
択
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。大
幅
な
環
境
改
善
を
実
現
し
た

大
連
市
は
、2
0
0
1
年
に
国
連
の
環
境
関
連
機
関「
国
連

環
境
計
画（
U
N
E
P
）」よ
り
、環
境
の
保
護・改
善
に
功
績
の

あ
っ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
5
0
0
賞
」を
受
賞
す

る
等
、国
際
的
に
も
そ
の
環
境
改
善
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、習
近
平・国
家
主
席
は
３
年
半
前
の
訪
日
の
際
、地
方

都
市
で
は
唯
一
北
九
州
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、大
連

市
と
の
長
年
の
交
流
実
績
や
、北
九
州
市
が
国
際
的
な
環
境
先

進
都
市
で
あ
る
こ
と
等
が
、中
国
政
府
に
よ
り
評
価
さ
れ
、視
察

先
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、北
九
州
市
で
は
、市
内
外
の
企
業
等
と
連
携
し
、環
境

・水
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
技
術
を
単
体
で
は
な
く
、イ
ン
フ
ラ
の

運
営
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
や
関
連
製
品
等
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
、

積
極
的
に
海
外
に
売
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
北
九
州
市
と
大
連
市
の
長
年
に
亘
る
協
力
関
係
の

積
み
重
ね
か
ら
、経
済
交
流
等
の
分
野
に
お
い
て
も
北
九
州
市

経
済
事
務
所
の
存
在
感
は
圧
倒
的
で
す
。特
に
、中
国
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
に
欠
か
せ
な
い「
人
脈
と
情
報
」に
お
い
て
、強
固
な
関
係

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
北
九
州
市
経
済
事
務
所
で
は
、「
民
間
企
業
の
方
々
が
ビ
ジ

ネ
ス
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
」を
使
命
と
し
、前
述
の

よ
う
な
大
連
市
政
府
と
の
強
固
な
関
係
を
背
景
に「
北
九
州
の

地
元
企
業
への
情
報
発
信
」に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
福
岡
〜
大
連
間
は
、航
空
機
が
毎
日
１
便
往
復
、飛
行
時
間

は
１
時
間
半
程
度
で
あ
り
、福
岡・北
九
州
か
ら
の
交
通
の
利
便

性
が
高
く
、北
九
州
か
ら
の
企
業
の
来
訪
や
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に

関
す
る
相
談
は
非
常
に
多
い
そ
う
で
す
。相
談
を
受
け
た
企
業

への
情
報
提
供
や
企
業
の
マッ
チ
ン
グ
も
丁
寧
に
行
って
お
り
、そ

の
活
動
内
容
は
ま
る
で
商
社
マ
ン
の
よ
う
で
す
。

　
北
九
州
市
経
済
事
務
所
の
田
代
所
長
は
、「
公
務
員
ら
し
く

な
い
」と
評
さ
れ
る
こ
と
が
ご
自
身
へ
の
最
大
の
褒
め
言
葉
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
等
、気
さ
く
な
お
人
柄
が
印
象
的
で
す
。

　
我
々
、福
岡
銀
行
大
連
駐
在
員
事
務
所
も
、北
九
州
市
経
済

事
務
所
と
連
携
し
な
が
ら
、積
極
的
に
お
客
様
の
中
国
ビ
ジ

ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。　
　
　
　   （
大
連
駐
在
員
事
務
所
　
小
田
　
周
平
）
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体
の
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所
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連
北
九
州
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事
務
所

1
は
じ
め
に

2
タ
イ
進
出
の
理
由
と
タ
イ
で
の
事
業
概
要

3
今
後
の
展
開

４
最
後
に

　　
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社
は
福
岡
市
博
多
区
に
本
社
を

置
く
、金
属
製
品
製
造
企
業
で
す
。1
9
3
1
年
の
創
業
以

来
、粉
末
冶
金
技
術（
粉
末
か
ら
硬
い
金
属
を
作
る
技
術
）を

ベ
ー
ス
に
、レ
ア
メ
タ
ル
製
品
や
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
等
、

あ
ら
ゆ
る
産
業
分
野
で
必
要
と
さ
れ
る
付
加
価
値
の
高
い

製
品
を
手
掛
け
て
い
ま
す
。日
本
国
内
に
3
工
場
と
7
営
業

拠
点
、そ
し
て
海
外
に
6
現
地
法
人
を
有
し
、こ
の
う
ち
タ
イ

の
現
地
法
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は
、1
9
7
9

年
に
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社
の
初
の
海
外
拠
点
と
し

て
、タ
イ
有
数
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
サ
ハ
ビ
リ
ヤ
グ
ル
ー
プ

と
の
合
弁
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、SV
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の
製
造
部
門

責
任
者
で
あ
る
田
中
副
社
長
と
、営
業
部
門
責
任
者
の
矢
野
部

長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社
は
、日
本
で
の
主
要
取
引

先
で
あ
る
製
造
業
者
が
タ
イ
へ
進
出
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

タ
イ
でSV

 

N
IT
T
A
N

 

CO
.
,LTD

.

を
設
立
し
ま
し

た
。SV

 N
IT
T
A
N

 

CO
.
,LTD

.

は
、1
9
8
0
年
に

東
南
ア
ジ
ア
で
初
と
な
る
、粉
末
冶
金
技
術
に
よ
る
超
硬
工
具

の
製
造
を
開
始
し
た
後
、精
密
金
型
加
工
、精
密
工
具
加
工

分
野
へ
と
事
業
範
囲
を
広
げ
、あ
ら
ゆ
る
企
業
の
金
属
加
工

ニ
ー
ズ
に
応
え
続
け
る
こ
と
で
、着
実
に
お
取
引
先
数
を
増
や

し
ま
し
た
。現
在
は
、主
に
現
地
の
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、半

導
体
メ
ー
カ
ー
や
ゼ
ネ
コ
ン
等
に
対
し
て
金
属
製
品
等
を
供
給

し
、日
系
企
業
の
タ
イ
で
の
部
品・工
具
等
の
調
達
を
支
え
て
い

ま
す
。SV

 N
IT
T
A
N

 

CO
.
,LTD

.

の
歴
史
が
30
年
を

越
え
た
現
在
、取
引
先
数
は
4
5
0
社
を
超
え
、従
業
員
数
は

製
造
部
門（
工
場
）2
6
0
名
、営
業
部
門
20
名
の
合
計

2
8
0
名
と
な
って
い
ま
す（
3
月
末
時
点
）。

　
現
在
、SV

 N
IT
T
AN

 CO
.
,LTD

.

は
A
S
E
A
N

地
域
で
の
販
売
を
強
化
し
て
い
ま
す
。営
業
部
門
責
任
者
の

矢
野
部
長
は
昨
年
10
月
の
赴
任
直
後
か
ら
半
年
間
か
け
て

市
場
調
査
を
実
施
し
、そ
の
結
果
、タ
イ
を
含
む
A
S
E
A
N

諸
国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
存
在
す
る
と
の

判
断
に
至
り
、積
極
的
な
拡
販
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、製
造
部
門
責
任
者
で
あ
る
田
中
副
社
長
は
、「
日
系
同

業
他
社
と
の
競
合
が
激
し
く
な
って
お
り
、技
術
サ
ー
ビ
ス
拡
充

に
よ
る
差
別
化
が
必
須
」と
の
判
断
か
ら
、今
年
４
月
か
ら
日
本

人
技
術
担
当
者
を
１
名
増
員
し
、顧
客
か
ら
の
要
望
が
多
い

超
硬
工
具
の
再
研
磨
等
の
新
分
野
へ
の
取
り
組
み
に
着
手
し
て

い
ま
す
。

　
タ
イ
は
、日
系
の
製
造
業
者
が
世
界
で
最
も
事
業
が
行
い
易

い
国
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、そ
れ
だ
け
に

競
争
も
厳
し
く
、先
行
企
業
と
し
て
築
い
た
有
利
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
維
持
す
る
為
に
は「
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
」、「
新
分
野

へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、お

二
人
の
話
を
通
し
て
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
超
硬
製
品
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
るS

V

 

N
IT
T
AN

 CO
.
,LTD

.

が
、新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
新
分

野
の
開
拓
を
通
し
て
、タ
イ
や
A
S
E
A
N
に
お
け
る
日
系

企
業
の
活
躍
を
支
え
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　　（
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所
　 

　貞
方
　
泰
徳
）

バンコク編

海
外
進
出
最
前
線

海
外
進
出
さ
れ
て
い
る
福
岡
銀
行
本
店
営
業
部
の
お
取
引
先
企
業
グ
ル
ー
プ
の
ご
紹
介

日
本
タ
ン
グ
ス
テ
ン
株
式
会
社

〜SV  N
ITTAN  CO

.,LTD
.

や
き
ん

PROFILE

：
：

：
：

SV NITTAN CO.,LTD.
898/29-30　SV CITY TOWER 2,18th Floor,Rama Ⅲ Road,
Bangpongpang,Yannawa　Bangkok 10120 Thailand.
+66（0）2-682-8191
+66（0）2-682-8191

現地法人名
住 所

T E L
F A X

：
：
：
：

日本タングステン株式会社
福岡市博多区美野島1丁目2番8号
092-415-5500
092-415-5511

親会社
住 所
T E L
F A X

▲工場前（後列右端 田中副社長）▲営業所前（後列右側 矢野部長）
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貿 易 お 役 立 ち 情 報
U s e f u l  I n f o r m a t i o n

場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間 場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間

大連

北京展覧館 2013 中国国際化工新材料展覧会
６月26日～６月28日

2013 工業スマート、ロボット及び自動化展覧会
中国人工衛星応用産業技術交流及び成果展覧会 ７月４日～７月６日
2013 第 12 回中国国際大画面システム集成設備展覧会 ７月26日～７月28日

全国農業展覧館 2013 第 4 回中国国際安全生産応急救済技術と装備展覧会 ６月25日～６月27日
2013 北京グローバル観光展覧会 ８月９日～８月11日
第 6 回中国国際飲食、食品及び飲物博覧会

８月23日～８月25日
中国国際有機食品、輸入輸出食品博覧会
中国国際乳業及び設備博覧会
2013 中国（北京）ワイン展覧会
2013 中国（北京）国際健康飲用水産業および
水環境工業博覧会

９月５日～９月７日
2013 中国新農村建設、施設、設備、サービス及び
成果博覧会
第 5 回中国（北京）国際地質と鉱山技術装備展覧会 ９月10日～９月12日
2013 北京国際応急救済装備技術展覧会 ９月16日～９月18日

北京国際会議中心 第 4 回中国北京国際ワイン博覧会 ６月４日～６月６日
2013 第 18 回中国国際口腔設備材料展覧会 ６月９日～６月12日
2013 中国改装自動車及びキャンピングカー展覧会 ６月15日～６月17日
2013 北京国際観光博覧会 ６月21日～６月23日
2013 中国夏季ウエディング博覧会 ６月28日～６月30日
中国国際清掃エネルギー博覧会

７月３日～７月５日

2013 第 3 回中国（北京）国際有機食品展覧会
2013 第 4 回中国（北京）国際食品飲料博覧会
第 4 回中国（北京）国際名酒展覧会
2013 第 5 回中国国際ハイレベルポットボトル飲用水交易会
2013 第 4 回中国（北京）国際無公害水産品展覧会
第 18 回国際電磁両立性と電子レンジ技術交流展覧会 ７月30日～８月１日

北京国際会議中心 2013 第 2 回北京国際釣り用品展覧会
８月16日～８月18日

2013 第 22 回中国国際医療機器設備展覧会
2013 デジタル世界アジア博覧会 ８月22日～８月25日
2013 北京秋季印刷、彫刻、看板技術展覧会 ８月28日～８月30日
第 11 回中国国際鉱山及び鉱山装備展覧会 ９月４日～９月６日
2013 第 12 回中国国際ディーゼル機関車及び部品展覧会 ９月９日～９月11日

蘇州
蘇州国際博覧センター 2013 年中国（蘇州）省エネ環境保護展覧会 ６月８日～６月10日

蘇州上花 2013 年夏季釣具展 ６月７日～６月９日
第 5 回蘇州家具展覧会 ６月19日～６月22日

上海
大連星海会展中心 第 8 回中国国際鉄道交通展・第 6 回中国国際トンネル

及び地下工事技術展 ６月４日～６月６日
2013 年第 15 回上海国際携帯電話産業展覧会
上海国際家具及び内装展覧会

６月９日～６月11日
2013 年上海国際工作機械・建材機械・鉱山機械及び専
用車輌展覧会
第 5 回上海国際耐摩材料工業用セラミック展覧会
上海国際紡績工業展
上海国際海上風力発電及び産業チェーン展覧会

６月18日～６月20日
中国国際鋳型及び設備展覧会
アジア食品配合原料・健康原料・天然原料中国展

６月25日～６月27日
第 13 回世界製薬原料中国展
中国国際アルミニウム工業展覧会 ７月２日～７月４日
上海国際工作機械展覧会・韓国機械展 ７月２日～７月５日
第 21 回上海国際広告印刷包装紙産業展覧会 ７月10日～７月13日
上海国際乳幼児製品展覧会・上海児童服装アクセサリー博覧会

７月17日～７月19日
2012 年上海国際食品機械設備展覧会
中国生活用品交易会 ８月１日～８月３日
2013 中国 ( 上海 ) 壁紙、カーペット及び内装小物展覧会 ８月７日～８月９日
2013 エコロジー築建材博覧会

８月15日～８月17日

2013 第 9 回中国（上海）国際建築省エネ及び新型建材展覧会

2013 第 9 回中国 ( 上海 ) 室内給熱システム及び新エネ
ルギー設備展覧会
2013 年中国上海カーテン及びカーテンウォール展覧会
2013 上海建築給排水及び水処理技術設備展覧会
2013 上海園林機械及び園芸工具展覧会
中国国際塗料博覧会
国際品質測定分析技術及び測定設備展覧会

８月20日～８月22日
上海国際自動車材料及び設備技術展覧会
上海国際難燃技術繊維工芸展
上海国際ポリウレタン・接着技術・ナノシリコン材料展覧会
第 5 回中国 ( 上海 ) 石油化工技術設備展覧会

８月20日～８月22日
第 5 回中国 ( 上海 ) 国際バッテリー製品及び技術展覧会
中国国際家庭用紡績製品及び補助原料展覧会 ８月27日～８月29日
第 13 回アジア太平洋国際プラスチック・ゴム工業展覧会 ９月３日～９月６日
中国国際皮製品展 ９月４日～９月６日
第 19 回中国国際家具展覧会 ９月11日～９月15日

上海世貿商城
（上海マート）

2012 年中国上海国際ギフト・家庭用品展覧会 ７月24月～７月27日
上海国際栄養食品博覧会 ９月６月～９月８日
第 26 回上海医療用手当用品消耗品大会・エコロジー
医療設備展覧会 ９月25月～９月27日

第 9 回医療用製品抗菌材料及び生活用紙 ( 上海 ) 展覧会 ９月25月～９月27日
上海光大会展中心 上海国際ビジネス服装博覧会 ６月５日〜６月７日

2013 中国 ( 上海 ) 栄養保健産業博覧会 ６月５日〜６月６日
2013 第 5 回上海国際ナノ技術展覧会 ６月25日〜６月27日
2013 上海国際切削刀具及び工具展覧会 ６月26日〜６月28日
2013 上海国際スクールバス及び幼児自動車安全用品展覧会 ７月１日〜７月３日
2013( 上海 ) 国際口腔設備器材博覧会 ８月15日〜８月18日
中国国際電工電器装備博覧会 ８月28日〜８月30日

世界博覧広場 第 2 回大連国際釣り用品貿易展覧会
５月31日～６月２日

第 2 回大連国際戸外用品貿易展覧会
第 18 回中国国際家具（大連）展覧会

６月６日～６月９日
第 18 回中国国際木工機械（大連）展覧会
2013 第 12 回東北（大連）ゲーム機展覧会

６月14日～６月16日
2013 大連デジタル対話及びインターネットゲーム機博覧会
第 11 回中国国際ソフトウェアと情報サービス交易会 ６月20日～６月23日
大連 2013 国際ＩＴ人材及び夏季人材募集大会 ６月22日
2013 第 2 回大連国際葡萄酒美食祭り ７月４日～７月７日
2013 大連夏季不動産交易大会

７月18日～７月22日第 47 回大連不動産交易大会及び内装装飾展覧会
第 39 回大連市中古住宅交易大会
2013 遼寧（大連）台湾有名ブランド商品博覧会 ８月９日～８月12日
2013 第 18 回大連国際モーターショー ８月21日～８月25日
2013 秋季国際商品（大連）博覧会 ９月11日～９月15日
2013 全国呼吸器疾患学術会議及び展覧会 ９月19日～９月21日
2013 中国（大連）国際服装紡績商品博覧会 ９月21日～９月25日

星海会展中心 第 9 回江蘇省、浙江省、上海シルクブランド商品輸出博覧会 ６月４日～６月９日
第 18 回中国国際家具（大連）展覧会 ６月６日～６月９日
2013 大連春季紫砂陶器工芸品博覧会 ６月13日～６月17日
第 5 回中国大連国際真珠宝石アクセサリー博覧会 ６月21日～６月25日
第 14 回遼寧国際教育展覧会 ６月26日
2013 大連国際文化産業博覧会 ６月29日～７月３日
第 9 回大連国際茶文化博覧会 ７月５日～７月９日
2013 大連健康産業博覧会 ７月11日～７月13日
第 14 回大連芸術博覧会 ７月12日～７月15日
第 11 回中国工芸美術博覧会及びクラシックな家具博覧会 ７月18日～７月22日
第１回中国（大連）国際首腕用真珠宝石アクセサリー博覧会

７月25日～７月29日
第１回中国（大連）家庭芸術品博覧会
第 2 回大連民間芸術博覧会 ８月１日～８月５日
2013 蘇州・杭州シルク洋服及びブランド商品博覧会 ８月７日～８月16日
2013 第１８回大連国際モーターショー ８月21日～８月25日
2013 第 7 回大連輸出入商品展覧即売会 ８月29日～９月３日
2013 大連国際老年産業博覧会 ９月６日～９月９日
第 2 回大連観光工芸品博覧会 ９月11日～９月16日
2013 中国（大連）国際服装紡績商品博覧会 ９月21日～９月25日
第 24 回大連国際ファッション祭り及び服装博覧会 ９月21日～９月28日
2013 大連消費商品博覧会 ９月30日～10月７日

北京
中国国際展覧中心 2013 北京国際ス－ツ・ケース、カバンブランド

商品博覧会 ５月30日～６月２日

2013 中国国際スポーツ用品博覧会 ５月31日～６月３日
2013 第 2 回中国国際飲食業博覧会 ５月31日～６月２日
2013 北京国際コンテナ及びコンテナ運輸展覧会

６月６日～６月８日
2013 北京国際現代的オフィス産業博覧会
第 22 回中国国際プロ音響、照明、楽器及び技術展覧会 ６月７日～６月10日
2013 創業、加盟博覧会 ６月15日～６月16日
第 11 回中国（北京）国際電池及び原材料、部品、機械
設備展覧交易会 ６月17日～６月19日

北京国際レジャー産業、スポーツ用品展覧会

６月22日～６月24日

2013 北京国際家庭用紡績商品展覧会
2013 北京国際贅沢商品博覧会
2013 北京スーパー施設、スーパー商品及び
ファッション商品展覧会
第 9 回北京肉業博覧会
2013 中国国際塗料、塗装及び表面処理展覧会

６月28日～６月30日
2013 中国（北京）国際真空工業展覧会
2013 中国（北京）国際フィルターと分離工業展覧会
北京国際家庭生活ブランド商品博覧会
2013 アジア国際工業自動化及びスマート製造装備展覧会
2013 中国（北京）国際家庭装飾用品展覧会 ７月５日～７月７日
2013 北京電気自動車、ハイブリッド及び新エネルギー
自動車及び関連商品展覧会 ７月６日～７月８日

2013 中国国際軽工業商品展覧会 ７月12日～７月15日
2013 司法刑務所防犯技術設備展覧会 ７月18日～７月20日
第 13 回中国国際環境保護展覧会 ７月23日～７月26日
第 15 回中国（北京）国際家具及び木工機械展覧会

８月２日～８月５日2013（第 9 回）中国国際ホテル業博覧会
第８回中国（北京）国際レッドウッドクラシック家具展覧会
2013 北京国際電子、半導体工業展覧会

８月８日～８月10日2013 北京国際歯車、ベアリング、エレベーター設備、
圧縮機及び固形廃棄物フィルター工業展覧会
2013 中国国際コーヒー展覧会

８月９日～８月11日
2013（第 2 回）中国国際沈香文化博覧会
2013 中国北京国際ギフト、贈呈品及び家庭用品展覧会 ８月14日～８月17日
第 24 回中国国際測量コントロール及び計装展覧会 ８月27日～８月30日
2013 北京国際広告及びＬＥＤ展覧会 ８月27日～８月29日
第 5 回中国国際道路交通安全商品博覧会 ８月28日～８月30日
第 20 回北京国際図書博覧会 ８月28日～９月１日
第 21 回中国国際パルプ、製紙、林業展覧会

９月２日～９月４日
2013 第 13 回北京医療器械展覧会
2013 北京国際原子力発電工業及び電力設備展覧会
2013 北京国際指揮派遣及び軍隊民衆技術装備展覧会
2013 第 13 回中国北京国際ＰＶ展覧会 ９月５日～９月７日
中国国際複合材料工業技術展覧会

９月11日～９月13日
第 24 回中国国際金物博覧会
第 22 回中国国際情報通信展覧会 ９月24日～９月28日

北京展覧館 2013 中国北京暖房、省エネ、新エネルギー応用産業博覧会 ６月８日～６月10日
第 3 回中国新エネルギー博覧会 ６月14日～６月15日
2013 中国国際茶業展覧会 ６月20日～６月23日

アジア展示会情報｜イベント等は主催者側の都合により変更されることもあります。
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貿 易 お 役 立 ち 情 報
U s e f u l  I n f o r m a t i o n

場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間 場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間
上海光大会展中心 中国国際タイヤ博覧会 ９月４日〜９月６日

自動車検査及び品質監視博覧会 ９月10日〜９月12日
2013 第 4 回上海国際冷凍冷蔵食品博覧会

９月15日〜９月17日
2013 第 2 回上海国際調味料及び食品原料展覧会
中国国際ケーブル工業展覧会 ９月25日〜９月27日

上海国際展覧中心 中国 ( 上海 ) 国際海洋技術及び工事設備展覧会 ９月３日〜９月５日
上海粘着テープ・光学フィルム及び高機能フィルム展

９月９日〜９月11日
上海タッチパネル及びインクジェット展覧会
2013 上海国際流体機械展覧会 ９月26日〜９月28日
2013 上海濾過及び分離工業展覧会 ９月26日〜９月28日

香港・マカオ
Hong Kong 
Convention & 
Exhibition Centre

第 15 回香港国際エデュケーションエキスポ ７月６日～７月７日
HKTDC 香港ファッションウィーク　春 / 夏 ７月８日～７月11日
香港ウェディング＆ウェディングギフトエキスポ 2013

７月12日～７月14日香港ウェディングバンケット＆ウェディングサービス
エキスポ 2013
香港ブックフェア ７月17日～７月23日
2013　第 15 回アニメ・コミック＆ゲーム香港 ７月26日～７月30日
中華圏 E ヘルスフォーラム＆エキシビション 2013 ７月31日～８月２日
第 21 回国際ベイビー / チルドレンプロダクトエキスポ ８月２日～８月５日
2013 香港ハイエンドオーディオビジュアルショー

８月９日～８月11日第 72 回秋 / 冬ウェディングサービス＆バンケットエキスポ
第 3 回香港国際デンタルエキスポ
HKTDC 香港国際ティーフェア

８月15日～８月17日
国際中国近代医薬＆健康用品エキシビション
HKTDC フードエキスポ ８月15日～８月19日
アジアンシーフードエキスポ

９月３日～９月５日
レストラン＆バーエキスポ香港 2013
HKTDC 香港ウォッチ＆クロックフェア ９月４日～９月８日
セプテンバー香港ジュエリー＆ジェムフェア ９月13日～９月17日
ファッションアクセスエキスポ

９月25日～９月27日Interstoff アジアエセンシャル　2013 秋（衣類、テキ
スタイルエキスポ）
ウォッチ＆ワンダーエキシビション

（精密時計製作ショー） ９月25日～９月28日

AsiaWorld-Expo The Hub ブランドファッショントレードショー ８月28日～８月30日
アジアフルーツ＆ロジスティカ 2013

（フレッシュフルーツ＆ベジタブルエキシビション）
９月４日～９月６日

ビタフードアジア 2013
（栄養＆ダイエットサプリメントエキシビション）
アジアファッションジュエリー＆アクセサリフェア　
セプテンバー ９月11日～９月14日

香港ジュエリー＆ジェムフェア 2013 ９月11日～９月15日
ベネチアン　マカオ 第 6 回コンピュータ＆デジタルプロダクトエキスポ

７月５日～７月７日
第 5 回ホーム＆ハウスホールドプロダクトエキスポ
マカオフランチャイズエキスポ 2013 ７月12日～７月14日
チャイナ翡翠カルチャーフェスティバル 2013 ７月25日～７月28日
サマーショッピングフェスティバル ８月16日～８月18日
第 28 回ウェディング・バンケット・ビューティ＆ジュ
エリーエキスポ ９月13日～９月15日

香港トレンディー購買エキスポ 2013 秋
９月29日～10月２日

インターナショナルフードエキスポ 2013
Macau Fisherman's 
Wharf
Convention & 
Exhibition
Centre"

第 5 回メガセールカーニバル（家電、服飾、美容、食品他）

７月19日～７月21日マカオコンピュータ＆エレクトロニクスフェア
ベビー・マミープロダクト＆エデュケーショナルリソー
スエキシビション
2013 マカオ国際アニメ・コミックエキシビション ７月24日～７月28日
広州＆マカオブランドプロダクトフェア 2013 ８月１日～８月４日
2013 国際不動産エキシビション

８月23日～８月25日
国際ホームエキスポ

深圳
深圳会議展覧中心
(Shenzhen 
Convention &
Exhibition Centre)

深セン国際 LED エキスポ ７月３日～７月５日
2013 チャイナ（深セン）国際ワイン＆ティーエキスポ ７月３日～７月６日
第 13 回チャイナ（深セン）国際ファッションブランドフェア

７月11日～７月13日2013 深セン国際トレードフェア　アパレル＆アクセサリ
2013 深セン テキスタイル器具フェア
第 5 回深センコミック＆アニメーションフェア ７月17日～７月21日
2013チャイナ（深セン）国際自動車電気系プロダクトショー

７月18日～７月20日

2013Dowell 国際レーザーエキシビション
2013 Dowell 国際コネクター・ハーネス用品エキシビション
2013 Dowell 国際スマートフォン組立エキシビション
2013 Dowell 国際粘着テープ・保護層・光学フィルム・
型抜きエキシビション
2013 深セン国際ファーニチャー＆デコレーショント
レードショー ７月26日～７月28日

深セン国際レールトランジットエキスポ ７月31日～８月２日
インテリジェンス創造・生産＆組込エキスポ 2013

（モバイル関連） ８月１日～８月３日
モバイルショー 2013
深センホームテキスタイル＆ホームファニッシングエキスポ

８月７日～８月９日
2013 チャイナ（深セン）国際電子機器産業エキスポ
深セン国際「モノのインターネット」技術＆アプリ
ケーションエキシビション 2013 ８月15日～８月17日

2013 深センサマーウェディングフェア ８月16日～８月18日
グローバルソーシングフェア（エレクトロニクス） ８月27日～８月29日
国際ビバレッジエキスポ ８月29日～８月31日
第 15 回チャイナ国際光電子工学エキスポ 2013 ９月４日～９月７日
深セン国際ジュエリーフェア ９月13日～９月17日
2013 チャイナ（深セン）国際アウトドアスポーツ産業トレードショー ９月14日～９月16日
第 2 回深セン国際バイオテックイノベーションフォーラ
ム＆エキシビション ９月25日～９月27日

広州
広州中国輸出商品取引会
琶洲展館
(China Import & 
Export Fair
{Pazhou} Complex)

第 15 回チャイナ（広州）国際ビルディングデコレーションフェア ７月８日～７月11日

第 4 回チャイナ（広州）セラミックティーポット＆工芸フェア ７月18日～７月21日

2013 広州ファッションウィーク ８月10日～８月12日
2013 広州国際電気化学エキシビション ８月15日～８月17日
第 2 回広州国際飲料水＆浄化フェア ８月18日～８月21日
第 8 回広州国際ウォーターヒーターエキシビション

８月19日～８月21日2013 広州国際風力エネルギーエキシビション
2013 広州国際冷蔵・エアコン・換気・空気清浄フェア
2013 チャイナ（広州）国際ツーリズム産業エキスポ ８月29日～９月１日
第 32 回チャイナ（広州）国際ファーニチャーフェア

９月７日～９月10日
ホームテキスタイルチャイナ（広州）2013
第 39 回広東国際ビューティーエキスポ ９月15日～９月17日
チャイナインポートフェア 2013 ９月26日～９月28日

保利世　博　
(Poly World Trade 
Expo Centre) 

第 10 回ファスナートレードショー広州 ７月３日～７月４日
広州建築陰影＆ドアアクセスコントロールシステムエキスポ ７月８日～７月10日
2013 広州 Firefly ACG フェスティバル（アニメーショ
ン、コミック、ゲーム） ７月12日～７月15日

2013 広州国際ガス産業＆エアコンショー

８月21日～８月23日

第 3 回広州国際真空産業ショー
第 10 回広州国際紙エキスポ
第 10 回広州国際パルプ＆紙産業エキスポ
第 3 回広州国際ティッシュペーパー＆使い捨て衛生商品
エキシビション
スマート香港（広告、建築、デザイン、IT　他） ８月28日～８月29日
第 30 回チャイナ国際スクリーンプリント＆デジタルテ
クノロジーエキスポ

９月２日～９月４日2013 チャイナ国際タッチパネルプリントエキスポ
2013 チャイナ国際テキスタイルプリントエキスポ
第 5 回チャイナ国際標識エキスポ　秋
2013 チャイナ（広州）ウェディングエキスポ　秋 ９月７日～９月８日
第 4 回チャイナ（広州）国際低炭素フェア 2013 ９月16日～９月18日
第 14 回チャイナ国際潤滑油＆テクノロジーエキシビ
ション ９月24日～９月26日
2013 広州国際鋳型エキシビション
第 16 回チャイナ国際接着剤＆シーラントエキシビション

９月25日～９月27日
第 8 回チャイナ国際粘着テープ＆ラベルエキスポ

台北
Taipei World Trade 
Center Hall 1	

台北デジタルオーディオ＆ビデオエキシビション

７月５日～７月８日
第 14 回台北マルチメディアエキスポ
台北国際楽器ショー
台北トイ＆子供用品フェア
台北海外物＆国内物ファーニチャーショー ７月12日～７月15日
台北国際エキシビション 2013（家具、インテリアデコ
レーション、建築資材） ７月18日～７月21日

2013 日本教育フェア ７月21日
台北国際シューズフェア秋＆冬 2013 ７月23日～７月26日
台北コンピュータアプリケーションショー ８月１日～８月５日
第 19 回 Formosa ファーニチャーエキシビション ８月９日～８月12日
台北航空宇宙＆防衛技術エキシビション ８月15日～８月18日
2013 コミックエキシビション ８月15日～８月20日
台湾国際ツーリズム＆スーベニアエキスポ ８月23日～８月26日
台湾国際仏教道教用品＆像工芸フェア

９月６日～９月９日
台北国際ティーカルチャー＆産業フェア
台湾ヘルシーライフエキスポ＆ベジタリアン・健康産業
エキスポ
台北 3C& オーディオビデオショー
2013 台北国際チェーン＆フランチャイズ秋エキシビション

９月13日～９月16日台北ファーニチャー・寝具＆ウェディングエキスポ
台北建築資材、照明、衛生用品＆キッチンウェアエキスポ
2013 台北国際発明ショー＆テクノマート ９月26日～９月29日

Taipei World Trade 
Center Hall 3

ウェディングパーティ―＆ジュエリーショー ７月26日～７月29日
第 23 回コスメティクスエキシビション ９月６日～９月10日

Taipei World Trade 
Center Nangang 
Exhibition Hal	l

2013 生物学テクノロジーエキシビション ７月18日～７月21日
2013 台北ペットエキシビション ７月26日～７月29日
2013 台北国際タッチパネル＆光学フィルムエキシビション ８月28日～８月30日
2013 台北国際産業オートメーションエキシビション

８月28日～８月31日
2013 台北国際鋳型＆打抜型産業フェア
2013 台北国際ロボットショー
2013 台北国際ロジスティクスエキシビション
2013 台湾半導体産業エキシビション ９月４日～９月６日
2013 台湾国際アクアリウムエキスポ ９月27日～９月30日

バンコク
バンコク国際貿易展示
センター （Bangkok
 International Trade & 
Exhibition Centre) 

Home & Décor 2013 ５月25日～６月２日
ジム・トンプソン Sale 2013 ５月31日～６月２日
Renewable Energy Asia 2013

６月５日～６月８日
Entech Pollutec Asia 2013
Pump & Valves Asia 2013
タイ 水フェスタ 2013
ProPak Asia 2013

６月12日～６月15日

DrinkTech Asia 2013
PharmaTech Asia 2013
Lab & Test Asia 2013
PlasTech Asia 2013
PrintTech Asia 2013
First Auto Show Thailand 2013 ６月17日～６月21日
マニュファクチャリング　エクスポ 2013

６月20日～６月23日
InterPlas Thailand 2013
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福岡銀行大連駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Dalian Representative Office）

福岡銀行駐在員事務所

［所在地］
中華人民共和国大連市人民路60号
大連富麗華大酒店622号室
［電話番号］
（国番号 86）411-8282-3643
［所長］
小田 周平

福岡銀行上海駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Shanghai Representative Office）

［所在地］
中華人民共和国上海市延安西路2201号
上海国際貿易中心2010号室
［電話番号］
（国番号 86）21-6219-4570
［所長］
安恒 忠紀

福岡銀行香港駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Hong Kong Representative Office）

［所在地］
Room 404, 4/F, Far East Finance Centre,
16 Harcourt Road, Hong Kong
［電話番号］
（国番号 852）2524-2169
［所長］
菅 大輔

福岡銀行バンコク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Bangkok Representative Office）

［所在地］
16th Floor Unit 1606, Park Ventures Ecoplex,
57 Wireless Road, Lumpini, Pathumwan,
Bangkok 10330, Thailand
［電話番号］
（国番号 66）2-256-0695
［所長］
貞方 泰徳

福岡銀行シンガポール駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Singapore Representative Office）

［所在地］
One George Street #17-05
Singapore 049145
［電話番号］
（国番号 65）6438-4913
［所長］
酒口 昇

福岡銀行ニューヨーク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. New York Representative Office）

［所在地］
One Rockefeller Plaza, Suite 1201,
New York, NY 10020-2003
［電話番号］
（国番号 1）212-247-2966
［所長］
藤井 雅博

北  米

アジア

〈海外駐在員事務所の位置と担当範囲〉

海外拠点紹介

大連

上海

香港バンコク

ニューヨーク

シンガポール

場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間 場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間
InterMold Thailand 2013

６月20日～６月23日

Automotive Manufacturing 2013
Assembly Technology 2013
ファクトリーオートメーション 2013
Fluid Power 2013
Industrial Components & Subcontracting 2013
Industrial Energy & Environment 2013
Nepcon Thailand 2013
Baanlaesaun Midyear Fair

６月27日～６月30日
Amarin Baby & Kids Fair 2013 (II)
SHE Expo 2013 and Safety Week 

７月３日～７月５日
Secutech Thailand 2013
モダン家具 Fair 2013 ７月13日～７月21日
Thailand Gifts & Premium Fair 2013 (TGP fair) ７月25日～７月27日
Thailand ビューティー＆ヘルシー ショー 2013

７月25日～７月28日
Thailand Franchise & Business Opportunities 2013 
(TFBO 2013)
Thailand Retail, Food &Hospitality Services 2013 
(TRAFS 2013)
Thailand Lab 2013 ８月28日～８月30日
Pack Print International 2013 ８月28日～８月31日
Thailand International Logistics Fair 2013

９月４日～９月７日
フード＆ホテル Thailand 2013
Food ingredients Asia 2013

９月11日～９月13日Food Processing and Packaging Asia 2013
アセアンセラミック 2013
Asia Pacific Coating Show 2013 ９月12日～９月13日
Wire & Tube South East Asia 2013 ９月17日～９月19日
Chemspec Asia 2013 ９月19日～９月21日
ホームワークスエクスポ 2013 ９月27日～10月６日

Queen Sirikit 
National
 Convention Centre

ペットエクスポ Thailand 2013
５月30日～６月２日

Matichon Healthcare 2013 
ウェディングフェア 2013 by NEO ６月13日～６月16日
Commart Next-Gen ６月20日～６月23日
第 17 回 サハグループ フェア ６月27日～６月30日
Health Cuisine & Beauty Festival ７月３日～７月７日
第 15 回 Thailand Baby & Kids Best Buy 2013 ７月４日～７月７日
Bangkok Career Expo 2013 ７月５日～７月６日
IDP Education Expo 2013 ７月13日～７月14日
TCELS Day ７月16日～７月19日
第 11 回 ファミリーブックフェスティバル 2013 ７月17日～７月23日
Amazing Thailand Grand Sale Fair 2013 ８月１日～８月４日
Thai International Travel Fair 2013 ８月15日～８月18日
ホームビルダー 2013 

８月22日～８月25日
ホームバイヤーズ　エクスポ 2013 
Thai Tiew Thai 2013 ９月５日～９月８日
メディカルフェア 2013 ９月12日～９月14日
Furniture Factory Outlet 2013 ９月14日～９月22日

Impact Arena 
Exhibition &
 Convention Center

タイランドツーリズムフェスティバル 2013 : TTF 
2013 ６月５日～６月９日

Thailand Travel Mart 2013 Plus ６月５日～６月７日
バンコク　ファニチャー Fair 2013

６月15日～６月23日Fashion & Jewelry Fair 2013
バンコク　ウェディング Fair 2013
Bangkok International Auto Salon 2013 ６月20日～６月30日
SmartHeart presents Thailand International Dog 
Show 2013 – Let’s smile ６月27日～６月30日

2013 China - ASEAN (Thailand) Commodity Fair 
(CACF) ７月18日～７月21日

タイランドベストショッピングフェア 2013 ７月27日～８月４日
International Sugar Rice Maize & Agriculture Expo 
Asia 2013 (ISRMAX Asia 2013) ８月15日～８月17日

Super Sale 2013 ８月24日～９月１日
チャイナ プロダクツ 2013 (Bangkok, Thailand) ９月５日～９月７日
SME Thailand Expo 2013 ９月５日～９月８日
52nd Bangkok Gems & Jewelry Fair 2013 ９月６日～９月10日
World Spa & Well-being Convention 2013 ９月８日～９月21日
Pool&SpaTech Asia 2013

９月19日～９月21日

ビルメンテナンス & アセットマネジメント エクスポ 
Asia 2012 (BMAM Expo Asia 2012)
Green Building & Retrofits Expo Asia 2013 (GBR 
Expo Asia 2013)
Thailand International Construction Machinery, 
Equipment and Technology

ホーチミン・ハノイ
Ho Chi Minh Tan 
Binh Exhibition & 
Convention Centre

ベトナム国際電気技術＆機器エキシビション 2013
７月24日～７月27日

ベトナムグリーンエネルギーエキシビション
タイ製品フェア 2013 ８月８日～８月11日
ベトナム医療＆薬剤産業エキスポ 2013 ８月21日～８月24日
ベトナムコンシューマーデジタルワールドエキスポ 2013 ８月29日～９月１日
ベトナムフード＆ベバレッジエキスポ 2013 ９月11日～９月14日

Saigon Exhibition 
& Convention 
Center	

第 11 回国際精密技術、機械器具＆金属加工エキシビション ７月２日～７月５日
ベトナム国際シューズ＆レザーエキシビション 2013

７月11日～７月13日
ベトナム国際衣類＆ファブリックエキシビション 2013
ベトナム冷蔵、エアコン、冷熱＆換気システムエキシビ
ション

７月18日～７月20日
ベトナムメタルテックエキスポ 2013
ベトナム印刷＆包装エキスポ 2013
ベトナムプラスティックフェア 2013
ベトナム食品加工＆包装エキスポ 2013
ベトナム国際産業機械エキシビション 2013

Saigon Exhibition 
& Convention 
Center	

ベトナム国際建築＆ビルエキシビション 2013
７月18日～７月20日ベトナムオートメーションエキスポ 2013

ベトナム照明エキスポ 2013
第 14 回チャイナ機械エキシビションインベトナム

７月31日～８月２日
第 2 回ベトナム国際金属＆溶接エキシビション
第 6 回国際セキュリティ、防火＆安全エキシビション ８月８日～８月10日
Vietbuild2013　第 2 期エキシビション（建築・不動産） ８月14日～８月18日
ベトナム Glasstech エキスポ 2013（ガラス技術）

８月27日～８月29日
ベトナム窓＆ドアエキスポ 2013
ベトナム接合用機器＆金属加工エキスポ 2013

９月３日～９月６日
ベトナムグラフィックテクノロジーエキスポ 2013
国際トラベルエキスポホーチミン 2013 ９月11日～９月14日
ベトナム薬剤＆医療用機器＆ヘルスケアエキスポ 2013 ９月18日～９月21日
第 10 回ベトナム国際木工産業フェア ９月25日～９月28日

Hanoi International 
Center for Exhibition 
(I.C.E.. Hanoi)	

ベトナム国際プラスチック＆ラバー産業エキシビション

９月４日～ ９月６日
ベトナム国際鋳型産業エキシビション
ベトナム自動車製造エキシビション
ベトナムオートメーション＆組立技術エキシビション

シンガポール
singapore expo 第 2 回シンガポール ANZICS インテンシブケアフォー

ラム 2013( 医療 ) ７月12日～７月14日

電子機器バザー 2013
７月19日～７月21日

食品バザー 2013
ペアレントワールドエキシビション 2013 ８月30日～９月１日

SANDS EXPO AND 
CONVENTION 
CENTRE,
MARINA BAY SANDS

オフィスエクスポアジア
７月10日～７月12日

シンガポールギフト＆プレミアムフェアー
PALME アジア 2013(AV 機器 ) ７月17日～７月19日
エステティックアジア ９月12日～９月14日
サブマリンネットワークワールド ９月10日～９月12日

SUNTEC SINGAPORE 
INTERNATIONAL 
CONVENTION AND 
EXHIBITION CENTRE

シンガポールギフトショー ７月10日～７月12日

マレーシア
KUALA LUMPUR 
CONVENTION 
CENTER

FHM 2013( 食品・飲料・ホテル・レストラン・フード
サービス設備 ) ９月17日～９月20日
フード＆ホテルマレーシア
ライブストックアジア 2013( 国際畜産展 ) ９月24日～９月26日
第 24 回マレーシア国際パッケージ＆ラベル 2013 ７月４日～７月７日
2013 マレーシア国際宝石フェア― ７月12日～７月15日
2013 投資フェア― ７月13日～７月14日
マレーシア家具や備え付け家具フェア― ７月19日～７月21日
クアラルンプールウェディングエクスポ ７月27日～７月28日

PUTRA WORLD 
TRADE CENTRE

アセアンウッド・ウッドテック 2013( 木工技術 ) ８月21日～８月24日
SEAFIE 2013( 東南アジア家具・インテリア貿易展 ) ９月13日～９月16日
エコライトアジア

９月17日～９月19日グリーンビルドアジア 2013( 再生エネルギー・建築 )
ソーラーアジアエクスポ 2013

インドネシア
Jakarta International 
Expo

トラックインドネシア 2013
９月４日～９月７日

建築＆インフラインドネシア 2013
Jakarta International 
Expo Kemayoran 鉱業インドネシア 2013 ９月４日～９月７日

Jakarta International 
Exhibition Center, 
Kemayoran

電気・電力・再生可能エネルギーインドネシア 2013 ９月４日～９月７日

Jakarta Convntion 
Center

第 9 回インドウォーター 2013 エクスポ＆フォーラム ７月３日～７月５日
ジャカルタ海事エクスポ ９月５日～９月７日
FLEI ( フランチャイズ・ライセンス ) ９月６日～９月８日

インド
Pragati Maidan インド機械工具ショー 2013 ７月４日～７月７日

ギフトワールドエクスポ
７月27日～７月29日メディアエクスポ

オフィスエクスポ
デリ　インテリア

９月12日～９月14日
デリ　ビルド ( 建築業 )
イルミネックス　インド ( 照明製品 )
第 6 回パネルエクスポ ( 木工機器 )

Netaji Indoor 
Stadium & Khudiram 
Anushilan Kendra

ツーリズムフェアー ７月５日～７月７日

India Expo Center 
(Greater Noida) 第 7 回再生エネルギーインドエクスポ 2013 ９月12日～９月14日

Bombay Convention 
& Exhibition Centre インド国際ジュエリーショー 2013 ８月25日～８月27日

Bombay Exhibition 
Centre

ビッグ５建築物インド 2013 ９月２日～９月４日
中国ソーシングフェア ( 浴室製品 )

９月４日～９月６日中国ソーシングフェア ( 電子機器＆部品 )
中国ソーシングフェア ( 金物類・建材 )
アルミニウムインド 2013 ９月12日～９月14日
フォトニクスレーザーワールド ( 光学システム ) ９月14日～９月16日
Annapoorna 食品産業インド 2013 ９月23日～９月25日

フィリピン
SMX Convention 
Centre 国際畜産見本市 2013 ８月７日～８月９日

World Trade Center 
Metro Manila PDMEX 2013 ( 金属部品・加工 ) ８月28日～８月31日
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福岡銀行大連駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Dalian Representative Office）

福岡銀行駐在員事務所

［所在地］
中華人民共和国大連市人民路60号
大連富麗華大酒店622号室
［電話番号］
（国番号 86）411-8282-3643
［所長］
小田 周平

福岡銀行上海駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Shanghai Representative Office）

［所在地］
中華人民共和国上海市延安西路2201号
上海国際貿易中心2010号室
［電話番号］
（国番号 86）21-6219-4570
［所長］
安恒 忠紀

福岡銀行香港駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Hong Kong Representative Office）

［所在地］
Room 404, 4/F, Far East Finance Centre,
16 Harcourt Road, Hong Kong
［電話番号］
（国番号 852）2524-2169
［所長］
菅 大輔

福岡銀行バンコク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Bangkok Representative Office）

［所在地］
16th Floor Unit 1606, Park Ventures Ecoplex,
57 Wireless Road, Lumpini, Pathumwan,
Bangkok 10330, Thailand
［電話番号］
（国番号 66）2-256-0695
［所長］
貞方 泰徳

福岡銀行シンガポール駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. Singapore Representative Office）

［所在地］
One George Street #17-05
Singapore 049145
［電話番号］
（国番号 65）6438-4913
［所長］
酒口 昇

福岡銀行ニューヨーク駐在員事務所
（The Bank of Fukuoka,Ltd. New York Representative Office）

［所在地］
One Rockefeller Plaza, Suite 1201,
New York, NY 10020-2003
［電話番号］
（国番号 1）212-247-2966
［所長］
藤井 雅博

北  米

アジア

〈海外駐在員事務所の位置と担当範囲〉

海外拠点紹介

大連

上海

香港バンコク

ニューヨーク

シンガポール
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人口千人あたりの医師数
人口千人あたりの医師数

　高齢化が急速に進行する日本では、永らく医師不足が指摘されてきました。厚生労働省の
統計によると、人口千人あたりの医師数の全国平均は2.19人（2010年）で、先進国を中心と
したOECD加盟国の平均2.72人（08年）と比べても80％程度にとどまっています。
　これを都道府県別に見ると、福岡県が全国4位（2.74人）、長崎県が7位（2.70人）、熊本
県が10位（2.58人）と九州各県が上位に入っています。九州の大学には藩医学校等を前身と
した歴史ある医学部が多く、医師を継続的に輩出している歴史的背景や、九州7県の人口が日
本の総人口の10.3％（約1,314万人）であるのに対し、医学部・医科大学数が日本全体の
12.5％（10校）と多いことが要因として考えられます。
　高齢化に伴う患者数の増加が予測される中、医療水準の維持の為にも、医師の確保に向け
たより一層の取り組みが期待されます。

びわ生産量

今月の注目データ

DATA in 九州

びわ生産量

人口千
人あた

りの医
師数

びわ生産量

（出所：2011年農林水産省「果樹出荷統計」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）

びわ生産量 今月は「びわ生産量」と「人口千人あたりの医師数」です。

（出所：2010年厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師調査」を基にふくおかフィナンシャルグループ作成）

　初夏を告げる“びわ”が旬な季節となりました。生産量を見てみると、長崎県が全国１
位、鹿児島県が５位となっています。江戸時代からびわ栽培の歴史があると言われる長崎県
は、海に囲まれ、びわの栽培に適した温暖な気候に恵まれており、全国生産量の30%を超え
るシェアを誇っています。中でも、全国的な有名ブランドである「茂木びわ」は、大粒で甘
いという特徴があります。
　太陽の恵みをしっかりと受け、ジューシーに育ったびわは、初夏の味覚として長崎県自慢
の特産品です。
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　太陽の恵みをしっかりと受け、ジューシーに育ったびわは、初夏の味覚として長崎県自慢
の特産品です。
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人口千人あたりの医師数（人）

2.86 2.85

兵庫県：188ｔ

2.83
2.74 2.70

2.58
2.45 2.45

2.32
2.20

全国平均：2.19人

も ぎ

全国生産量：5300t

千葉県：
658ｔ

和歌山県：
441ｔ

愛媛県：
394ｔ その他：1,046ｔ香川県：

518ｔ

兵庫県：188ｔ

長崎県：1,620ｔ（30.6％） 鹿児島県：
435ｔ

（8.2％）
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 総じて持ち直しの動きが続いている
生産活動は、概ね横ばいで推移する中、自動車関連に回復の兆しが見られる輸送機械が上昇する等、一部に

明るさも見られます。
大型小売店販売額は、主力の衣料品、飲食料品が好調に推移しました。住宅建設は、消費税増税を意識した着

工により２ヵ月連続で前年を上回りました。
福岡県の景気は、生産に回復の兆しが見られる他、消費や住宅建設も堅調に推移しており、総じて持ち直しの

動きが続いています。
（田中 義一）

1.生産活動 概ね横ばいで推移する中、一部に明るさも見られる
２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は88.5と前月比1.1％低下しました。
主要業種では、フラットパネル製造装置の生産が減

少した一般機械が低下した一方、自動車関連に回復
の兆しが見られる輸送機械や鉄鋼等が上昇しました。
全体では、生産は概ね横ばいで推移する中、一部に回
復の兆しも見られます。

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 福岡県出所

総合指数 鉄鋼業 一般機械工業 輸送機械工業 化学工業
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3.住宅建設 好調に推移している
３月の新設住宅着工戸数は、3,366戸と前年同月
比17.4％増加し、２ヵ月連続で前年を上回りました。
消費税増税を意識した駆け込み需要により「持家」

「分譲（戸建）」が好調に推移した他、「貸家」「分譲（マ
ンション）」も前年を上回りました。また、住宅着工の
先行指標である建築確認申請件数（戸建）も、高水準
で推移しており、着工増加に向けた動きが継続してい
ます。

国土交通省出所
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■福岡県の新設住宅着工戸数
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4.公共工事 足元は、持ち直しの動きが一服
３月の公共工事保証請負状況は、件数は1,141件
で前年同月比33.3％増加し、金額は467億円で前年
同月比3.9％減少しました。
なお、福岡県の2013年度の予算（12年度2月補正

含む）において、公共事業費は前年度比21.1％増の
約2,418億円を計上しており、今後は再び増勢が見
込まれます。

西日本建設業保証出所
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5.企業倒産 土木、建築工事業等で倒産が発生
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比12.1％減の29件、負債総額は、大型倒
産があった前年同月からの反動減により、同85.4％
減の41億円となりました。
倒産発生は総じて抑制されていますが、土木、建築

工事業等で販売不振を原因とする倒産がありました。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 好調に推移している
３月の大型小売店販売額は、前年同月比4.1％増の
583億円となりました。
春物衣料等が好調だった他、飲食料品も前年を上

回る等、消費は好調に推移しています。

■福岡県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 総じて持ち直しの動きが続いている
生産活動は、概ね横ばいで推移する中、自動車関連に回復の兆しが見られる輸送機械が上昇する等、一部に

明るさも見られます。
大型小売店販売額は、主力の衣料品、飲食料品が好調に推移しました。住宅建設は、消費税増税を意識した着

工により２ヵ月連続で前年を上回りました。
福岡県の景気は、生産に回復の兆しが見られる他、消費や住宅建設も堅調に推移しており、総じて持ち直しの

動きが続いています。
（田中 義一）

1.生産活動 概ね横ばいで推移する中、一部に明るさも見られる
２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は88.5と前月比1.1％低下しました。
主要業種では、フラットパネル製造装置の生産が減

少した一般機械が低下した一方、自動車関連に回復
の兆しが見られる輸送機械や鉄鋼等が上昇しました。
全体では、生産は概ね横ばいで推移する中、一部に回
復の兆しも見られます。

■福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 福岡県出所
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3.住宅建設 好調に推移している
３月の新設住宅着工戸数は、3,366戸と前年同月
比17.4％増加し、２ヵ月連続で前年を上回りました。
消費税増税を意識した駆け込み需要により「持家」

「分譲（戸建）」が好調に推移した他、「貸家」「分譲（マ
ンション）」も前年を上回りました。また、住宅着工の
先行指標である建築確認申請件数（戸建）も、高水準
で推移しており、着工増加に向けた動きが継続してい
ます。

国土交通省出所
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■福岡県の新設住宅着工戸数
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4.公共工事 足元は、持ち直しの動きが一服
３月の公共工事保証請負状況は、件数は1,141件
で前年同月比33.3％増加し、金額は467億円で前年
同月比3.9％減少しました。
なお、福岡県の2013年度の予算（12年度2月補正

含む）において、公共事業費は前年度比21.1％増の
約2,418億円を計上しており、今後は再び増勢が見
込まれます。

西日本建設業保証出所
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■福岡県の公共工事請負高
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5.企業倒産 土木、建築工事業等で倒産が発生
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比12.1％減の29件、負債総額は、大型倒
産があった前年同月からの反動減により、同85.4％
減の41億円となりました。
倒産発生は総じて抑制されていますが、土木、建築

工事業等で販売不振を原因とする倒産がありました。

■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 好調に推移している
３月の大型小売店販売額は、前年同月比4.1％増の
583億円となりました。
春物衣料等が好調だった他、飲食料品も前年を上

回る等、消費は好調に推移しています。

■福岡県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気 総じて横ばいで推移している
生産活動は、集積回路の減産が続く電子部品・デバイスが大幅に低下する等、生産活動は一部に弱さが見ら

れます。
大型小売店販売額は、主力の衣料品、飲食料品が好調で前年を上回りました。住宅建設は前年を下回ったも

のの、着工戸数増加に向けた動きが継続しています。
熊本県の景気は、消費や住宅建設が堅調に推移する一方、生産活動には弱さも見られ、総じて横ばいで推移

しています。
（田中 義一）

1.生産活動 一部に弱さが見られる
２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は前月比5.4％低下の87.0となり、４ヵ月
連続で前月を下回りました。
主要業種では、金型の増産があった一般機械が上

昇したものの、スマートフォン向け集積回路の減産が
続く電子部品・デバイスが大幅に低下する等、生産活
動は一部に弱さが見られます。

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 熊本県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業（右軸） 食料品・たばこ工業

3.住宅建設 好調を維持している
３月の新設住宅着工戸数は、916戸と前年同月比
5.1％減少し、３ヵ月ぶりに前年を下回りました。
「持家」「貸家」は概ね前年から横ばいとなったもの
の、「分譲」ではマンションの着工減少の影響が大き
く、全体でも前年を下回りました。なお、住宅着工の先
行指標である建築確認申請件数は、戸建の申請件数
が好調だった前年と同水準を維持しており、着工数増
加に向けた動きが続いています。

国土交通省出所
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■熊本県の新設住宅着工戸数
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前年比

4.公共工事 足元は、持ち直しの動きが一服
３月の公共工事保証請負状況は、件数は482件で
前年同月比13.4％増加し、金額は211億円で同
7.7％減少しました。
大型案件が年初に集中した影響もあり、３月単月で

は前年を下回りました。なお、熊本県の2013年度の
予算において、公共事業費は前年度比11.6%増の約
1,371億円を計上しており、今後は再び、増加が見込
まれます。

西日本建設業保証出所
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■熊本県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

前年比

5.企業倒産 倒産発生は総じて抑制
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％減の４件、負債総額が同75.8％
減の４億円となりました。
倒産発生は、負債総額、件数共に、4月としては比較

的低い水準にとどまり、総じて抑制されています。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 緩やかな持ち直しの動きが見られる
３月の大型小売店販売額は、前年同月比2.2％増の
140億円となりました。
主力の飲食料品、及び衣料品が前年を上回る等、

消費は緩やかな持ち直しの動きが見られます。

■熊本県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気 総じて横ばいで推移している
生産活動は、集積回路の減産が続く電子部品・デバイスが大幅に低下する等、生産活動は一部に弱さが見ら

れます。
大型小売店販売額は、主力の衣料品、飲食料品が好調で前年を上回りました。住宅建設は前年を下回ったも

のの、着工戸数増加に向けた動きが継続しています。
熊本県の景気は、消費や住宅建設が堅調に推移する一方、生産活動には弱さも見られ、総じて横ばいで推移

しています。
（田中 義一）

1.生産活動 一部に弱さが見られる
２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は前月比5.4％低下の87.0となり、４ヵ月
連続で前月を下回りました。
主要業種では、金型の増産があった一般機械が上

昇したものの、スマートフォン向け集積回路の減産が
続く電子部品・デバイスが大幅に低下する等、生産活
動は一部に弱さが見られます。

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 熊本県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業（右軸） 食料品・たばこ工業

3.住宅建設 好調を維持している
３月の新設住宅着工戸数は、916戸と前年同月比
5.1％減少し、３ヵ月ぶりに前年を下回りました。
「持家」「貸家」は概ね前年から横ばいとなったもの
の、「分譲」ではマンションの着工減少の影響が大き
く、全体でも前年を下回りました。なお、住宅着工の先
行指標である建築確認申請件数は、戸建の申請件数
が好調だった前年と同水準を維持しており、着工数増
加に向けた動きが続いています。

国土交通省出所
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■熊本県の新設住宅着工戸数
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4.公共工事 足元は、持ち直しの動きが一服
３月の公共工事保証請負状況は、件数は482件で
前年同月比13.4％増加し、金額は211億円で同
7.7％減少しました。
大型案件が年初に集中した影響もあり、３月単月で

は前年を下回りました。なお、熊本県の2013年度の
予算において、公共事業費は前年度比11.6%増の約
1,371億円を計上しており、今後は再び、増加が見込
まれます。

西日本建設業保証出所
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■熊本県の公共工事請負高
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5.企業倒産 倒産発生は総じて抑制
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％減の４件、負債総額が同75.8％
減の４億円となりました。
倒産発生は、負債総額、件数共に、4月としては比較

的低い水準にとどまり、総じて抑制されています。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 緩やかな持ち直しの動きが見られる
３月の大型小売店販売額は、前年同月比2.2％増の
140億円となりました。
主力の飲食料品、及び衣料品が前年を上回る等、

消費は緩やかな持ち直しの動きが見られます。

■熊本県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気 総じて横ばいで推移している
生産活動は、集積回路の減産が続く電子部品・デバイスが大幅に低下する等、生産活動は一部に弱さが見ら

れます。
大型小売店販売額は、主力の衣料品、飲食料品が好調で前年を上回りました。住宅建設は前年を下回ったも

のの、着工戸数増加に向けた動きが継続しています。
熊本県の景気は、消費や住宅建設が堅調に推移する一方、生産活動には弱さも見られ、総じて横ばいで推移

しています。
（田中 義一）

1.生産活動 一部に弱さが見られる
２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は前月比5.4％低下の87.0となり、４ヵ月
連続で前月を下回りました。
主要業種では、金型の増産があった一般機械が上

昇したものの、スマートフォン向け集積回路の減産が
続く電子部品・デバイスが大幅に低下する等、生産活
動は一部に弱さが見られます。

■熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 熊本県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業（右軸） 食料品・たばこ工業

3.住宅建設 好調を維持している
３月の新設住宅着工戸数は、916戸と前年同月比
5.1％減少し、３ヵ月ぶりに前年を下回りました。
「持家」「貸家」は概ね前年から横ばいとなったもの
の、「分譲」ではマンションの着工減少の影響が大き
く、全体でも前年を下回りました。なお、住宅着工の先
行指標である建築確認申請件数は、戸建の申請件数
が好調だった前年と同水準を維持しており、着工数増
加に向けた動きが続いています。

国土交通省出所
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■熊本県の新設住宅着工戸数
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4.公共工事 足元は、持ち直しの動きが一服
３月の公共工事保証請負状況は、件数は482件で
前年同月比13.4％増加し、金額は211億円で同
7.7％減少しました。
大型案件が年初に集中した影響もあり、３月単月で

は前年を下回りました。なお、熊本県の2013年度の
予算において、公共事業費は前年度比11.6%増の約
1,371億円を計上しており、今後は再び、増加が見込
まれます。

西日本建設業保証出所
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■熊本県の公共工事請負高
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前年比

5.企業倒産 倒産発生は総じて抑制
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比33.3％減の４件、負債総額が同75.8％
減の４億円となりました。
倒産発生は、負債総額、件数共に、4月としては比較

的低い水準にとどまり、総じて抑制されています。

■熊本県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

2 3 44 5 6 7 8 9 10 11 12 1
2012 2013

30

20

10

0

（億円）

10

20

0

（件数）

2.大型小売店 緩やかな持ち直しの動きが見られる
３月の大型小売店販売額は、前年同月比2.2％増の
140億円となりました。
主力の飲食料品、及び衣料品が前年を上回る等、

消費は緩やかな持ち直しの動きが見られます。

■熊本県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気 総じて横ばいで推移している
生産活動は、半導体集積回路の生産が減少した電子部品・デバイスが低下に転じる等、一部に弱さが見られます。
大型小売店販売額は、昨年末からの大型スーパーの開業効果もあり、好調に推移しています。住宅建設は前

年を下回ったものの、着工戸数増加に向けた動きが継続しています。
長崎県の景気は、総じて横ばいで推移しています。

（田中 義一）

1.生産活動 一部に弱さが見られる
２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は前月比15.3％低下の117.7となり、
４ヵ月ぶりに前月を下回りました。
主要業種では、新造船の増産により輸送機械が上

昇した一方、半導体集積回路の生産が減少した電子
部品・デバイスや一般機械が低下に転じる等、生産は
一部に弱さが見られます。

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 長崎県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品工業
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3.住宅建設 着工増加に向けた動きは継続
３月の新設住宅着工戸数は、573戸と前年同月比
8.6％減少しました。
「貸家」が好調だった前年同月からの反動により大
幅に減少した影響が大きく、全体でも前年を下回りま
した。
なお、消費税増税を意識した駆け込み需要により

「持家」「分譲（戸建）」は堅調に推移している他、住宅
着工の先行指標である建築確認申請件数（戸建）も前
年を上回る等、着工増加に向けた動きは継続してい
ます。

国土交通省出所
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■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 持ち直しの動きが見られる
３月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比31.1％増の455件、金額は同53.8％増の259億
円となりました。
発注者別では、道路関連工事の発注があった県や、

九州新幹線関連工事の発注があった独立行政法人等
が前年から大幅に増加し、全体でも前年を上回る等、
持ち直しの動きが見られます。

西日本建設業保証出所
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■長崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

前年比

5.企業倒産 宿泊業で倒産が発生
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比変わらず５件、負債総額が同4.6％増の
16億円となりました。
販売不振を原因に宿泊業（ホテル経営）で倒産が発

生し、金額は前年を上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 持ち直しの動きが続いている
３月の大型小売店販売額は、前年同月比8.6％増の
100億円となり、前年を大幅に上回りました。
昨年末から大型スーパーが相次いで開店した効果

が継続しており、主力の飲食料品が好調だった他、衣
料品も紳士服等の売上が大幅に増加する等、消費は
持ち直しの動きが続いています。

■長崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気 総じて横ばいで推移している
生産活動は、半導体集積回路の生産が減少した電子部品・デバイスが低下に転じる等、一部に弱さが見られます。
大型小売店販売額は、昨年末からの大型スーパーの開業効果もあり、好調に推移しています。住宅建設は前

年を下回ったものの、着工戸数増加に向けた動きが継続しています。
長崎県の景気は、総じて横ばいで推移しています。

（田中 義一）

1.生産活動 一部に弱さが見られる
２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は前月比15.3％低下の117.7となり、
４ヵ月ぶりに前月を下回りました。
主要業種では、新造船の増産により輸送機械が上

昇した一方、半導体集積回路の生産が減少した電子
部品・デバイスや一般機械が低下に転じる等、生産は
一部に弱さが見られます。

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 長崎県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品工業
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3.住宅建設 着工増加に向けた動きは継続
３月の新設住宅着工戸数は、573戸と前年同月比
8.6％減少しました。
「貸家」が好調だった前年同月からの反動により大
幅に減少した影響が大きく、全体でも前年を下回りま
した。
なお、消費税増税を意識した駆け込み需要により

「持家」「分譲（戸建）」は堅調に推移している他、住宅
着工の先行指標である建築確認申請件数（戸建）も前
年を上回る等、着工増加に向けた動きは継続してい
ます。

国土交通省出所
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■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 持ち直しの動きが見られる
３月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比31.1％増の455件、金額は同53.8％増の259億
円となりました。
発注者別では、道路関連工事の発注があった県や、

九州新幹線関連工事の発注があった独立行政法人等
が前年から大幅に増加し、全体でも前年を上回る等、
持ち直しの動きが見られます。

西日本建設業保証出所
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■長崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

前年比

5.企業倒産 宿泊業で倒産が発生
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比変わらず５件、負債総額が同4.6％増の
16億円となりました。
販売不振を原因に宿泊業（ホテル経営）で倒産が発

生し、金額は前年を上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 持ち直しの動きが続いている
３月の大型小売店販売額は、前年同月比8.6％増の
100億円となり、前年を大幅に上回りました。
昨年末から大型スーパーが相次いで開店した効果

が継続しており、主力の飲食料品が好調だった他、衣
料品も紳士服等の売上が大幅に増加する等、消費は
持ち直しの動きが続いています。

■長崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気 総じて横ばいで推移している
生産活動は、半導体集積回路の生産が減少した電子部品・デバイスが低下に転じる等、一部に弱さが見られます。
大型小売店販売額は、昨年末からの大型スーパーの開業効果もあり、好調に推移しています。住宅建設は前

年を下回ったものの、着工戸数増加に向けた動きが継続しています。
長崎県の景気は、総じて横ばいで推移しています。

（田中 義一）

1.生産活動 一部に弱さが見られる
２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は前月比15.3％低下の117.7となり、
４ヵ月ぶりに前月を下回りました。
主要業種では、新造船の増産により輸送機械が上

昇した一方、半導体集積回路の生産が減少した電子
部品・デバイスや一般機械が低下に転じる等、生産は
一部に弱さが見られます。

■長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 長崎県出所

総合指数 一般機械工業（右軸） 電子部品・デバイス工業（右軸） 輸送機械工業 食料品工業
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3.住宅建設 着工増加に向けた動きは継続
３月の新設住宅着工戸数は、573戸と前年同月比
8.6％減少しました。
「貸家」が好調だった前年同月からの反動により大
幅に減少した影響が大きく、全体でも前年を下回りま
した。
なお、消費税増税を意識した駆け込み需要により

「持家」「分譲（戸建）」は堅調に推移している他、住宅
着工の先行指標である建築確認申請件数（戸建）も前
年を上回る等、着工増加に向けた動きは継続してい
ます。

国土交通省出所
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■長崎県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

前年比

4.公共工事 持ち直しの動きが見られる
３月の公共工事保証請負状況は、件数は前年同月
比31.1％増の455件、金額は同53.8％増の259億
円となりました。
発注者別では、道路関連工事の発注があった県や、

九州新幹線関連工事の発注があった独立行政法人等
が前年から大幅に増加し、全体でも前年を上回る等、
持ち直しの動きが見られます。

西日本建設業保証出所
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■長崎県の公共工事請負高
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町 ■その他

前年比

5.企業倒産 宿泊業で倒産が発生
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比変わらず５件、負債総額が同4.6％増の
16億円となりました。
販売不振を原因に宿泊業（ホテル経営）で倒産が発

生し、金額は前年を上回りました。

■長崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 持ち直しの動きが続いている
３月の大型小売店販売額は、前年同月比8.6％増の
100億円となり、前年を大幅に上回りました。
昨年末から大型スーパーが相次いで開店した効果

が継続しており、主力の飲食料品が好調だった他、衣
料品も紳士服等の売上が大幅に増加する等、消費は
持ち直しの動きが続いています。

■長崎県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気 総じて横ばいで推移している
生産活動は、総合指数は上昇したものの、シリコンウェハーが減産した電子部品・デバイスは低下する等、一部

に弱さも見られます。
大型小売店販売額は、衣料品、飲食料品共に前年を上回りました。住宅建設は、着工増加に向けた動きが継続

しています。
佐賀県の景気は、総じて横ばいで推移しています。

（田中 義一）

1.生産活動 概ね横ばいで推移する中、一部に弱さも見られる
２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見る
と、総合指数は96.6と前月比2.2％上昇しました。
主要業種では、土木建設機械等の増産により一般

機械が上昇した一方、シリコンウェハーが減産した電
子部品・デバイスは２ヵ月連続で低下する等、生産は
一部に弱さも見られます。

■佐賀県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（2005年＝100） 佐賀県出所
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3.住宅建設 着工増加に向けた動きが継続
３月の新設住宅着工戸数は、372戸と前年同月比
3.3％増加しました。
消費税増税を意識した駆け込み需要により「持家」

「分譲（戸建）」が好調だった他、住宅着工の先行指標
である建築確認申請件数（戸建）も前年を上回る等、
着工増加に向けた動きが継続しています。

国土交通省出所
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4.公共工事 足元は、持ち直しの動きが一服
３月の公共工事保証請負状況は、件数は217件で
前年同月比15 .9％減少し、金額は70億円で同
39.4％減少しました。
新幹線関連等の大型案件により大幅に増加した年

末年始からの反動もあり、３月単月では前年を下回り
ました。なお、佐賀県の2012年度2月補正予算にお
いて、公共事業費は追加で約202億円を計上してお
り、今後は再び、増加が見込まれます。

西日本建設業保証出所
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■佐賀県の公共工事請負高
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5.企業倒産 老人福祉施設等で倒産が発生
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比３倍の６件、負債総額が同約3.2倍の４
億円となりました。
老人福祉施設、水産加工業で1億円以上の倒産が

発生しました。

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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2.大型小売店 一部に明るさが見られる
３月の大型小売店販売額は、前年同月比4.3％増の
55億円となりました。
春物衣料等の売上が好調だった他、主力の飲食料

品も前年を小幅に上回る等、消費は一部に明るさが
見られます。

■佐賀県の大型小売店販売額 九州経済産業局出所
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3.住宅建設 着工増加に向けた動きが継続
３月の新設住宅着工戸数は、372戸と前年同月比
3.3％増加しました。
消費税増税を意識した駆け込み需要により「持家」

「分譲（戸建）」が好調だった他、住宅着工の先行指標
である建築確認申請件数（戸建）も前年を上回る等、
着工増加に向けた動きが継続しています。
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4.公共工事 足元は、持ち直しの動きが一服
３月の公共工事保証請負状況は、件数は217件で
前年同月比15 .9％減少し、金額は70億円で同
39.4％減少しました。
新幹線関連等の大型案件により大幅に増加した年

末年始からの反動もあり、３月単月では前年を下回り
ました。なお、佐賀県の2012年度2月補正予算にお
いて、公共事業費は追加で約202億円を計上してお
り、今後は再び、増加が見込まれます。
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5.企業倒産 老人福祉施設等で倒産が発生
４月の企業倒産（負債額1,000万円以上）は、件数
が前年同月比３倍の６件、負債総額が同約3.2倍の４
億円となりました。
老人福祉施設、水産加工業で1億円以上の倒産が

発生しました。
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３月の大型小売店販売額は、前年同月比4.3％増の
55億円となりました。
春物衣料等の売上が好調だった他、主力の飲食料

品も前年を小幅に上回る等、消費は一部に明るさが
見られます。
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